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　　序章『再会』







　カビ臭く冷たい牢ろう獄ごくの中で、イーライ・ブルーは呆ほうけたように空を見上げていた。

　娯楽は皆かい無む、たまの差し入れはおろか、本の一冊すら持ち込めぬ塔の上の独どく房ぼうである。明かり取りの窓から見える極きよく小しようの星空は、しかしそれでもいくばくかの慰なぐさめにはなった。

　星というのは、いつ見ても綺き麗れいだ。こうして獄ごくに繫つながれて早や五年半、イーライにとっての楽しみと言えば、こうして星を見ることだけだ。

「あの窓に鉄てつ格ごう子しさえ嵌はまっていなければ、もっと綺麗に星が見えるのに……」

　硬くて冷たいベッドの上に横たわったまま、イーライはゆっくりと右腕を星空に伸ばした。

　窓から差し込む月明かりが、異い形ぎようの右腕を照らし出す。手首から先が藍あい色いろに染まり、甲かつ冑ちゆうの手しゆ甲こう部分を貼り付けたような、およそ人間のものとは思えない形状の右手。そして右腕全体を戒める、ミスリル銀で造られた白銀の鎖くさり。

　かつての大戦の折、イーライに移植された、氷の魔ま人じん『アスタロト』の右手。

　自分が、リヒター王国が誇る四将の一人であったことも、三万の大軍勢の頂点に立ち、自らの騎き士し団だんを率ひきいて戦ったことも今は昔。

　異形の右腕を届かない星空に向かって伸ばし、月を摑つかみ取るよう、ぐっと拳こぶしを握る。そうして拳を開いてみても、当然ながら掌しよう上じようには何もない。

　ないものねだりだということは分かっている。

　勝てないと分かっている戦いに臨のぞみ、負けて、捕らえられた。そして戦犯として裁かれ、本来ならばそのまま死刑になる筈はずだったものを、こうして今も生き永らえていられるのは、ひとえに彼女のおかげであろう。

「フリエ……」

　彼女──フリエの名を口にしてから、イーライは堪たまらずに左手で顔を覆おおった。

　この暗く孤独な牢ろうの中で五年半の長きに亘わたって考え続けたことは、故国のことでも仕えた主のことでもなく、ただただフリエのことばかりだった。彼女は今、何をしているのだろう、幸せに暮らしているだろうか、大事ないだろうか。

「………………ッ」

　会えない人のことを考えるのは辛つらい。特に、それが自分にとって最も特別な人であれば、その辛さは余人には計り知れないものとなる。

　自分が死ぬまでこの牢に捕らわれたままであるということを、イーライは知っている。判決は終身刑。最大限恩おん赦しやを受けて、それでもこの刑なのだ。これ以上の減刑は望むべくもない。一切の面会を許されず、会う人間といえば、五日に一度だけ食事を運びに来る看かん守しゆのみ。その看守とも余計な接触は許されておらず、言葉を交わすことは滅めつ多たにない。五日分の食事と飲み水を置いて空の食器を回収すれば、彼はまたすぐに下へと降りて行ってしまう。

　この牢ろうを支配しているのはイーライでも看守でもなく、圧倒的な孤独であった。

　孤独で心が苛さいなまれる時は、いっそこの牢ろう獄ごくを抜け出して、今すぐ彼女に会いに行こうと思うこともある。だが、この牢獄を破れるような人間はこの世に一人としていないだろう。この牢獄はいかな攻こう撃げきを受けようと決して壊こわれず、魔ま法ほうを放てばたちまち吸収されてしまう、稼か動どう状態の『Ｄマテリア』の牢獄なのだ。

　千五百年前、人間が滅ぼした種族、ドワーフが製造した超常の遺物『Ｄマテリア』。

　この世で最強の硬度を誇る金属、ミスリル銀で造られたこの遺物は、主にドワーフの遺跡より発掘されるのだが、実に九割近くが動力の停止した状態であり、それを再起動したという例は有史以来一つとして報告されていない。それだけに、動力が停止していない、稼動状態で発掘された『Ｄマテリア』には、計り知れない価値があるのだとされている。

　まだリヒター王国が大国であった時代に発掘され、増築の折に独どく房ぼうとして組み込まれたというこの牢獄。ドワーフの研究を専門に行っている学者たちによると、これは罪人を幽ゆう閉へいするためのものではなく、ドワーフたちが強力な召しよう喚かん獣じゆうを捕らえ、調ちよう伏ぶく或あるいは研究観察するために使用していたのではないかということだった。

　確かに脱獄不可能な牢獄だが、仮の話として、看守から鍵を盗むなどして牢を抜け出すことに成功したとしよう。だが、そんなことをすればフリエに累るいを及ぼすことになる。イーライが死罪を免まぬがれたのは彼女の尽じん力りよくがあったればこそであり、ここで脱獄すれば彼女はその責任を問われることになる。悪くすると、イーライ同様投獄されてしまうかもしれない。

　イーライがこの暗い獄の中でまんじりともせずに若い身み空そらを腐らせているのは、フリエに累を及ぼさぬために他ならない。脱獄などは本末転倒もいいところだ。

　このまま一生、この牢獄の中で我が身の腐り果てるのを待つことこそが、巡り巡って彼女の平へい穏おんに繫つながっている。それが分かっているからこそ、じわじわと時間に殺されることの苦痛が骨身に沁しみる。例えるなら、毒と分かっていながら微毒を含み続けるようなものだ。

「クソ……ッ！」

　言っても詮せん無ないことだとは分かっている。だが、イーライはまだ若い。己の境遇を呪のろうこととて少なくない。自由にならぬ我が身に苛いら立だち、イーライは左拳で壁を叩たたいた。

　その次の瞬しゆん間かんである。

「……随ずい分ぶんイライラしてるみたいだな」

　すぐ近く、恐らくはイーライが収監されている独房、鉄格子の前からだろう、突とつ如じよとして野太い男の声が、孤独が支配していた筈はずの空間に響ひびき渡った。

　看守の声は覚えているが、彼の声ではない。

　それに何より、看かん守しゆは足音や気配を殺す方法を知らない。この距離で、それも声を出すまでイーライに存在を察さつ知ちさせなかったのだから、かなりの手て練だれだ。

「誰だれだ！」

　一体、何者が現れたというのか。イーライは急いで飛び起きた。

　鉄格子の方に顔を向けると、夜の闇やみの中で、声の主と思おぼしき影が揺れている。イーライがその存在を認めると、闇の中の影が両手を上げて口を開いた。

「ああ、悪かったよ。脅おどかすつもりはなかったんだ。寝てるとこをいきなり起こすのは悪いと思ったんで、足音は殺してたんだ。それで逆にビックリしたんなら謝る」

「僕はあんたが誰かと訊きいているんだ」

　イーライが言うと、影はそれと分かるように緩かん慢まんな動作で頷うなずいた。

「……そうだな。自己紹介がまだだったな」

　言い終わると同時に、影の手元でカチリと音が鳴った。すると、どういうわけか音が鳴った場所から眩まばゆいばかりの白光が溢あふれ出した。

　眼球に突き刺さらんばかりの強烈な光に、イーライは思わず目を細めた。

　火を使った明かりではないが、心当たりはある。恐らくは人工的な明かり、北部で使われている機械が作り出したものだろう。戦時中、特に野戦の時に幾いく度ども見た、確か懐中電灯とかいうものだった筈はずだ。

　強烈な光に照らされ、闇の中にあった影が、実体を伴ってイーライの眼前に浮かび上がる。

　細めた目を徐じよ々じよに開き、光に目を慣らす。そうして闇の中に佇たたずむ男の顔を見た途端、イーライの身体に衝しよう撃げきが走った。

「な……ッ！」

「……やっぱ覚えてたか」

　驚きよう愕がくしたまま固まっているイーライの様子を見て、男は口元に苦笑を浮かべた。

「はじめまして……ってワケじゃねーが、まあ名乗っておこう」

「お前は……」

　そこまで言って、イーライは声を失ってしまった。

　思考は混乱の極みにある。この男が何故ここにいるのか。そもそも北部人が何故この場所にいられるのか。そして自分に何の用があるというのか。まさか暗殺者だろうか。

　驚愕しきりのイーライをよそに、男は構わず言葉を続ける。

「俺の名前は、ケイレヴ・レッド。五年六ヶ月の長きに亘わたるおつとめ、本当にご苦労さんだったな。出ろ、イーライ・ブルー。釈しやく放ほうだ」

　言ってから、男はイーライにも見えるよう、左手で鍵の束を差し出した。

　イーライと同じ、異い形ぎようの魔ま手しゆ。

　名は、たった今知った。だが、その顔、その姿、その左手、そしてその業ごう火かの力は、忘れたくても忘れられるものではない。

「ケイレヴ……レッド…………」

　それが、五年半前に行われた最後の戦いで自分を破った男の名だったかと、イーライは感かん嘆たんにも似た心持ちで呟つぶやいた。













　　第一章『敗戦の将』







　五年と六ヶ月前、南部大陸最北端、魔ま導どう国家リヒター王国は戦争に負けた。




　　　　　　　　　　◇




　リヒター王国の首都、リヒテンブルグ。分厚い城じよう壁へきに護まもられた、国内で最も栄えた城下町が広がっており、その中央には王城、リヒテンシュタイン城が主とばかりに鎮ちん座ざしている。見る者を威圧するように高く聳そびえる塔、豪ごう奢しやな造りの館の数々、巨大で荘そう厳ごんな雰囲気を漂わせる宮殿。城のぐるりをこれまた分厚い城壁が囲み、その周りを更に濠ほりが走り、王城と城下町を行き来するための長大な石橋が架かかっている。

　グリマルタ帝国が発足する遥はるか以前に建てられ、何度も改修増築を繰くり返してきた城だ。普段、数え切れぬほどの人間がひしめき合い、数え切れぬほどの人間が出入りするこの王城が、今日に限ってはもぬけの殻からとなっている。

　王城だけではない。いつもは人でごった返している城下町からも人ひと気けが失うせている。

　理由は単純、戦火がこの王都にまで達したからだ。

　まず真っ先に逃げ出したのが、現国王をはじめとする王族、次いで政まつりごとに係かかわっていた貴族たち、護ご衛えいの名目で彼らに同道した騎き士し団だん、貴族に取り入っていた平民の有力者たち、異変を察さつ知ちした一般兵、そして最後に庶民が逃げ出し、王都は空からとなった。

　分厚い城壁、無傷の兵士、城に蓄たくわえられた物資。戦おうと思えばいくらでも戦えた筈はずなのに王は怯おびえて国を捨てた。国外に避難するそうだ。無能ここに極まれり、といったところか。

　残ったのは、逃げ遅れた民と、誇りを捨てず城に残った数少ない者たち。

　王城に残った者は、全員合わせて百人にも満たない。王族で残った者はもっと少ない。たった一人だ。国王の末子、フリエ・ホワイトロッドのみが、国を見捨てず、城に残った。

　この時、齢よわい僅わずか十五にして兵力三万の『青せい狼ろう騎士団』を率ひきいていたイーライ・ブルーは、前線からとんぼ返りして、王が見捨てた王都の護りに就ついていた。




　　　　　　　　　　◇




　リヒテンシュタイン城の中央に位置する巨大な王宮内、王の間に続く長大な廊下を、イーライは息を切らせながら走り抜けた。

「フリエ！　フリエ！　無事か、フリエ！」

　叫びながら、イーライは王の間の大扉をこじ開けた。

　そうして眼前に飛び込んで来たのは、広大な部屋の中央、本来ならば国王が座っていて然しかるべき玉座に鎮ちん座ざする、まだ十代も前半と思おぼしき一人の少女の姿だった。

　豪ごう奢しやな純白のドレスが褐かつ色しよくの肌を包み、腰まで伸びた、雪のように煌きらめく美しい銀髪がドレスの白にマッチしている。頭上には女王の証たる黄金のティアラが輝かがやき、そのすぐ下では、エルフ族特有の長く伸びた耳が揺れている。

　イーライにとって最愛の少女、フリエ・ホワイトロッド。

　王宮に仕えるエルフ族の女性に手を付けた国王が、彼女に産ませた末子、六番目の姫。しかし妾しよう腹ふくの子で、しかも混血であるが故にリヒターの姓を名乗ることを許されず、母親の姓を名乗り、他の兄弟たちから隔かく離りされ、冷れい遇ぐうされて育った『半純血』の少女。

　フリエの無事な姿を見付けた途端、イーライは安あん堵どして胸を撫なで下ろした。

　対照的に、フリエはどうという表情もなく、ただ静かに口を開いた。

「……うるさいわよ、イーライ。ここは王宮、それも王の間。静かにして然るべき場所よ。唾つばきを飛ばしながら叫ぶような場所じゃないわ。はしたない」

　普段通りの辛しん辣らつな言葉に、イーライは苦笑を浮かべた。

「フリエ……。良かった、無事か」

「まあね。幸い、まだ足はあるわ」

　玉座に座ったまま、フリエはドレスの裾を少しめくり、スラッと長く伸びた脚を、大胆にもイーライに見せ付けた。ここでまじまじと彼女を見るようでは、それこそはしたない。イーライは少し赤面しながら顔を背け、横目でチラチラと彼女を見ながら口を開いた。

「……その格好、何だ？　まるで舞ぶ踏とう会かいだ」

　訊きかれたフリエは、ドレスの胸元を摘つまみながら答えた。

「ああ、これ？　三番目の姉上が大事にしていたドレスと……」

「え？」

「頭のやつは義は母は上うえのティアラね。靴は五番目の姉上のやつ」

「全部フリエのものじゃないじゃないか」

「まあね。でもいいじゃない。国も民も捨てて、自分たちだけが逃げるのに必死で、置いて行ったんだもの。なら、彼女らにはもう必要ないでしょ？　だから私がもらっちゃった」

　敵軍が目前まで迫っているというのに、図太いというか、肝きもが据わっているというか、ともかくイーライは呆あきれ半分に渋じゆう面めんを作った。

「こんな時に何やってんだい、君は？　女王様ごっこなんてしている場合じゃないだろう？」

「正装の方がいいじゃない。普段着じゃお客さんに失礼だわ」

「……客？　何言ってるんだ？　それより、君も早く逃げろ」

「逃げる？　どうして？」

　そう言って首を傾かしげるフリエに、イーライは冗談だろと言うような目を向けた。

「どうしてって……分かるだろう？　もうすぐアーミラル軍がここまで押し寄せて来る」

　四将の一人、ゼロ・クロヅカ将軍の率ひきいる『黒こく龍りゆう騎き士し団だん』を破り、前線を抜いたアーミラル陸軍の第二軍が、この王都に進しん撃げき中であるとの報告が入っている。緒しよ戦せんで兵力が削けずられているとは言え、敵軍の数は少なくとも二万を超すとのことである。

　この二万の兵を迎え撃うつだけの兵力が、残念ながら今の王都にはない。イーライを含むリヒター王国軍の四将はそれぞれが前線に散り、交戦を続けている。故に、王都の護まもりは、私兵によって構成される諸しよ侯こう子飼いの騎士団が担当していた筈はずなのだが、彼らは逃げ出す王侯貴族に付き従い、残らず王都を出てしまった。

　つまり、王都は守護者を失ったのだ。

　その報を聞きつけた時、イーライは自らが団長を務める『青せい狼ろう騎士団』を率い、海路から上陸した敵兵を浜辺にて迎え撃っていた。そうして、何とか敵を撃げき退たいすることに成功し、動ける兵のみを引き連れて王都に舞まい戻ったのだ。

　連れ帰ることの出来た兵は、およそ五千。まだ動けはするが、しかし緒戦で疲ひ弊へいし切った兵士たちだ。とても二万の兵を退しりぞけるような余力はないし、前線に出ている他の将軍が駆かけつけるまで時間を稼かせぐというのも難しいだろう。彼らも彼らで苦戦を強いられているし、無理に戦せん闘とうを開始すれば、最悪、イーライたちが全滅する恐れがある。現状、イーライらに出来ることがあるとすれば、それは逃げ遅れた民が脱出するまでの時間稼ぎのみだ。

　だから、イーライは彼女に逃げろと言っている。王都の内部にまで戦火が及べば、城は瞬またたく間に陥かん落らくすることだろう。そうなれば、城内に残った人間も容よう赦しやなく戦火に巻き込まれることになる。フリエも、それが分からないような愚ぐ物ぶつではない。

　だが、イーライの予想に反して、フリエに逃げる様子はなかった。

「そうね。貴方あなたの言うとおり、もうすぐ来るでしょうね、アーミラル軍」

　特に慌あわてる様子もなく、静かに一言、そう言うフリエ。

　一体、どういうつもりなのか。イーライは困惑を隠さず口を開いた。

「そうねって……そうなればここも戦場になる。君は仮にも王族の血を引く者だ。奴やつらに捕まればどうなるか。そうなる前に逃げるんだ。僕たちが時間を稼ぐ間に……」

　と、イーライが最後まで言い切る前に、フリエが口を開いてそれを制した。

「逃げないわ。私はここに残る」

「何故！」

「誰だれかがこの戦争を終わらせなければならないからよ」

「な……ッ！」

　驚きよう愕がくのあまり、イーライは声を失ってしまった。

　彼女がここに残って何をしようとしているのか。徐じよ々じよにではあるが、しかし確実にイーライも感付き始めていた。

　驚き覚めやらぬイーライの様子には構わず、フリエは言葉を続けた。

「分かってるでしょ、イーライ？　各地に展開した戦線は殆ほとんどが苦戦中。王国軍の四騎士団以外は負け続けで、同どう盟めい国の援えん軍ぐんも見切りをつけて母国に帰き還かんしつつある。よっぽど都合良く奇跡でも起きない限り、この戦争は私たちの負けよ」

「フリエ……」

「しかも、父上が姿を消したことで、講こう和わを申し出ることそのものが難しい状況になってしまった。こうなるともう、アーミラル側は明確に勝敗がつかない限り納得しないでしょうね」

　リヒター王国は確かに劣れつ勢せいだが、まだ兵も残っていれば要よう塞さいも残っている。特に王国軍の中でも最強の、ゴールドールソン将軍が率ひきいる『金きん牛ぎゆう騎き士し団だん』は唯一負けなしの快進撃を続けている。だが、それでも、イーライは彼女の答えに早計だと言い返すことが出来なかった。

　イーライ自身、この戦争がリヒターの敗北で終わるものになると薄々感付き始めているが、王国軍の頂点、四将の一人として、それを明確な言葉として口にするのは憚はばかられた。

「それは、そうかもしれないが……」

　イーライの煮え切らない言い方に、フリエはすぐさま言葉を返した。

「かもしれない、じゃなくて、そうなのよ。残念だけど、もう、リヒターには敗北しか道は残されていない。それでもまだ戦い続けても、後の犠ぎ牲せい者しやが増えるだけ。このリヒテンブルグの町並みだって壊こわされて、北部の町並みに変えられてしまう。リヒターの……いえ、南部の魂たましいまで奪うばわれてしまう。そうなる前に、誰だれかがこの戦争を終わらせるべきなの」

「それを君がやると言うのか？　まだ十三の君が？」

「歳は関係ないわよ。歳のことを言うのなら、貴方あなただって十五で将軍になってるじゃない。それも王国軍の頂点、四将の一人に」

　それを言われては返す言葉がない。イーライはもぞもぞと口を開いた。

「それは……君が僕のために、色々と手を回してくれたから…………」

　何だかしどろもどろのイーライを差し置き、フリエは言葉を続けた。

「私は、貴方にきっかけを与えただけ。貴方が将軍になれたのは才能、そして実力よ。貴方が誰よりも自分を磨みがく姿を見続けてきた私が言うんだから、間違いないわ」

　彼女に努力や才能を認めてもらうのは確かに嬉うれしいことだが、しかし今はそういうことに考えを割さいている場合ではない。

「…………」

　彼女に何と言葉を返すべきか。それを思案している間に、フリエが先に口を開いた。

「話を元に戻すけど、国王である父上がいないのなら、少なくともその血を引く者が、国王が本来すべき役割をやるしかないの。確かに私は小娘だけど、この場に国王の血を引く者は私しかいないのだから、私がそれをやるのが道理ってものでしょう？」

「しかし……」

　イーライが皆まで言う前に、フリエが先んじて口を開いた。

「私たちがここでいつまでもグスグスしていては、リヒテンブルグが火の海になる。王都は灰になって、リヒターは魂たましいごと焼き尽くされてしまう。けど、私がここで、リヒターの代表として降伏の意を示せば、少なくとも王都が灰になることはない筈はずよ」

「だが、そうなれば君はどうなる？　降伏したからと言って、その後は無罪放ほう免めんだなんてことにはならない筈だ！　下手をすれば、国を代表して降伏を願い出る君の首が飛ぶ！　そもそもアーミラル側が君の話を聞いてくれるという保証もないじゃないか！」

　イーライにとって、フリエはこの世で最も大切な人間だ。危険だと分かっていながら、彼女をここに残しておくわけにはいかない。しかし、イーライが必死に訴えても、フリエはどういう感情も浮かべず、淡々と言葉を返すだけだった。

「確かに、どう転んでも無事では済まないでしょうね。貴方あなたの言うように、ここに乗り込んで来たアーミラル兵に、話をする暇もなく殺されるかもしれない」

「だったら……」

　逃げるべきだろうと、そう言おうとしたイーライを、フリエは片手を上げて制した。

「でも、私が危険を冒おかすことで戦争が終わるのなら安いものだわ。たとえそれが可能性の話でしかないとしてもね。少なくとも、命を賭かけるだけの価値はある」

「賭けだって？　これはギャンブルじゃない！　賭けるのは君の命なんだぞ！」

「言われなくても分かってるわよ、そんなこと。それに、仮に殺されるような目に遭あったとしても、ただ黙ってやられるつもりはないわ。いざとなれば私も戦うわよ。幸い、実の母上は亡くなる前、私に魔ま法ほうの手て解ほどきをしてくださったから」

　確かに彼女は純じゆん血けつのエルフである母親から、その莫ばく大だいな魔力と、召しよう喚かん魔法をはじめとした、エルフ族に伝わる数々の魔法技術を受け継いでいる。仮に戦せん闘とうになったとしても、そこいらの雑ぞう兵ひようよりは遥はるかに良い働きをするだろう。それは分かっている。

「だが……」

　と、何かを言おうとして、しかしイーライは開きかけた口を閉じた。

　見れば、彼女の目の奥に、光が宿っている。彼女がこの目をするのは、何か物事に対して腹を決めた時だけだ。長い付き合いのイーライだから分かることだが、こうなるともう、彼女は自分の意見を絶対に曲げることはない。

　何とかフリエを思いとどまらせる方法はないか。必死に頭を回転させるのだが、彼女の言う方法以外でこの状況をどうにかする案が浮かばない。認めたくはないが、彼女の言うやり方こそが、きっと最善のものなのだ。反論の余地がない。どうにか説得しようとは思うのだが、弁べんの立つ方ではないイーライでは、彼女を説き伏せることなどは望むべくもなかった。

「クソ、どうにもならないのか……？」

　八はつ方ぽう塞ふさがりのこの状況に、イーライは苛いら立だたしげに膝ひざを叩たたいた。

　そういうイーライを見かねたものか、フリエはゆっくりと立ち上がり、イーライの肩にそっと手を置き、静かに口を開いた。

「残念ながら、どうにもならないのよ。どうにかするには、もう遅すぎた。だから貴方あなたたちは逃げて、イーライ。城に残った人たち、それに城下町の逃げ遅れた民を連れて、今すぐ王都を離はなれてちょうだい。これは私からの最後のお願いよ」

　そう言う彼女の決意がどれだけ固いかは、その目を見れば分かる。気け高だかく誇り高く、逃げ出した国王などより遥はるかに威厳に満ち溢あふれ、ダイヤモンドのように光り輝かがやいている。

　たった十三歳の、それもイーライにとって最愛の少女が、逃げ出した国王に代わってこの国の行く末を案じ、その身を終戦のために捧ささげようとしている。

　そんな彼女を、二万のアーミラル兵が攻め込んで来る場所に、たった一人で残していけるだろうか。答えは自問するまでもない。

　そもそも、自分は何のために騎き士しになったか。それは国のためでも、ましてや国王のためでもない。唯一人、彼女を、フリエを守りたくて騎士になったのだ。

　ならば、自分は何をすべきか。

　いや、これも、自問するまでもなく答えは出ている。

　腹を決めたイーライは、俯うつむけていた顔を上げ、真まっ直すぐ、フリエの瞳ひとみに目を合わせた。

「……いや、逃げない。戦うよ。僕は最後まで戦う」

　言った瞬しゆん間かん、フリエは怪け訝げんな表情を浮かべた。

「これ以上戦っても兵士が無駄に死ぬだけだって分かっている筈はずよ？　貴方はそれが分からないほど愚かな人じゃない。部下を無駄死にさせて……」

　フリエが言い終わるのを待たず、イーライは首を横に振った。

「そうじゃない。城の人たちや民の護ご衛えいは部下に任せる。戦うのは僕だけだ」

　イーライの言葉を受け、フリエの目が見開かれた。俄にわかには信じられなかったのだろう、まるで、イーライの正気を疑っているような顔をしている。

「えッ？　な、何言ってるの、貴方？」

「城の人や民を逃がすにしても、彼らがここを脱出するまで、誰だれかがアーミラル軍を足止めしなきゃならないだろう？　その誰かが僕さ」

「アーミラル軍二万の兵を貴方一人で？　出来るわけない！　そんなの無理に決まってるじゃない！　いくら貴方でも殺されてしまうわ！　今からでも急げば民の退たい避ひは間に合う！　だから貴方が一人で戦うことなんて……」

　と、言葉の途中で、あることに気付き、フリエはハッとイーライの顔を見上げた。

「イーライ、貴方まさか……」

「君が国のために命を賭かけるのなら、僕も命を懸かけて君を守る。それだけの話だ」

　言ってから、イーライは「ああ、それと」と前置きして言葉を付け足した。

「君も頑がん固こだが、僕は僕で頑固だってこと、忘れちゃいないよな？」

　つまり、イーライは命を懸けて負け戦に向かおうとしているのだ。他の誰だれでもない、フリエのために。イーライにとって、フリエは全てと言っても過言ではない存在だ。その彼女を守るためならば、命などいくらでも懸ける所しよ存ぞんだ。

　イーライは不器用な男だ。弁が立つ男でもない。彼女の理屈を通し、自分の筋すじも通すには、こうするしか方法が思い浮かばなかった。

「そんなの……無理に決まってるわ…………」

　そう言うフリエの心中は、実に複雑である。イーライが自分のために戦ってくれるということは素直に嬉うれしいが、勝機のない戦いに挑むということには心が痛む。フリエにとっても、イーライは最も大切な人間だ。死んでほしくない。しかし、自分が命を賭けて戦争を終わらせると言っている以上、イーライにだけ命を懸けるなとは言えなかった。

　きっと、自分と同じような心境なんだろうな、と、イーライは彼女の複雑そうな表情を見ながらそう思った。そうして、苦笑しながら口を開いた。

「大丈夫、出来るさ、今の僕なら」

　言いながら、イーライはずい、と、彼女の目の前に己おのれの右腕を差し出した。

　ミスリル銀の鎖くさりで戒められた腕は、手首から先が異い形ぎようの魔ま手しゆとなっている。アーミラルとの決戦に際し、イーライに移植された氷の魔人、魔王『アスタロト』の右手。そして右腕を戒めるのは、いかな召しよう喚かん獣じゆうをも調ちよう伏ぶくするという『Ｄマテリア』の鎖。名前は『十じつ戒かいの聖せい鎖さ』と言う。強力だが制御が難しく暴走の恐れのある右手を、この鎖の力で制御しているのだ。

　相変わらず見るに堪たえぬ右腕だと、イーライは自じ嘲ちよう気味に笑みを浮かべた。

「僕も、半分は人間じゃなくなったが、代わりに凄すさまじい力を手に入れた。まあ、君と違って化け物とのハーフだけどね、僕は」

　イーライの言葉を受け、フリエはほんの一いつ瞬しゆんだけ悲しそうな表情を浮かべた。そうして、すぐさまイーライの胸元に顔を埋うずめた。

「そんなこと言わないでよ……」

　顔を埋めたまま、消え入りそうな声で呟つぶやくフリエ。

　瞬間、彼女の艶々とした髪から甘い花のような香りが漂い、イーライの鼻び孔こうを満たした。

「……バカ」

　そう言う彼女の声は、僅わずかに震ふるえていた。イーライは苦笑しながら、人の形のまま残された左腕で優しく彼女を抱き留めた。

「バカはお互い様だろ？　君も相当だ」

「……そうじゃないわよ、バカ。貴方は今だって人間よ。化け物なんかじゃない」

「そう言ってくれるのは君だけだ」

「……バカ」

　そうしてしばし、二人は無言のまま抱き合っていた。

　こうして触れ合っていられるのも、恐らくはこれで最後。イーライは死地に赴おもむき、フリエは捕らわれの姫となる。二人が共に助かる道はない。

　二人が互いの存在を己自身に刻む、最後の瞬しゆん間かんであった。

　時間にして一分も経たっただろうか、イーライの胸元から、フリエがおずおずと顔を上げた。

「……ねえ、イーライ」

「何だい？」

「私たち、もしかすると今こん生じようの別れになるかもしれないわ」

「……そうだね」

「私がさっき言ったこと覚えてる？」

「どんなこと？」

「私も無事じゃ済まないかもってこと。アーミラル兵に殺されるかもって」

「ああ」

「私は確かに命を賭かけると言ったし、覚悟もしてるけど、心残りがないわけじゃないの」

「え？　あ……」

　ふ、と、まるで一瞬の隙すきを突くかのように、イーライの口が、フリエの柔らかい唇で塞ふさがれていた。イーライにとって、人生で初めての口付け。そして恐らく、人生最後になるであろう口付け。フリエにとっても、最初で最後のそれであろう。

　花弁のような唇を離はなし、まじまじとイーライを見つめるフリエ。その顔は僅わずかに上気しており、頰ほおには恥じらいの色を湛たたえた朱が差していた。

　イーライの方は、突然のことに啞あ然ぜんとし、声も出せずに呆ほうけている。

「時間がないから、今はこれだけ」

　言ってから、フリエはほんの僅かに微笑んだ。

「私のために死のうだなんて思わないでね、イーライ。無ぶ様ざまでも不名誉でもいいから、負けそうになったら逃げて。貴方あなたが死んで一番悲しむのは私だってこと、くれぐれも忘れないで」

　呆けていたイーライの顔が、途端に苦笑に歪ゆがんでしまった。

「……最後にそういうことを言うのはずるいんじゃないか、フリエ？」

「お互いに生き残れたら、貴方を国王にしてあげるわ。だから生きなさい、イーライ」

「はは、そいつは大きく出たね」

「当然よ。今の私はこの国の女王だもの」

　言ってから、フリエはその顔に不敵な笑みを浮かべた。

「期待しとくよ、女王様」

　軽く笑みを浮かべて、イーライも言葉を返した。

　そうして彼女に背を向けて、イーライは静かに歩き出した。向かう先は、自らが死地と定めた場所、戦場であった。




　　　　　　　　　　◇




　シド中ちゆう将じようの第二軍が王都リヒテンブルグを包囲してから、実に半日が経過していた。

　その第二軍からアーミラル陸軍特殊作戦部隊『デッドマンズ』に増ぞう援えん要よう請せいが入ったのが、およそ六時間前。そうして彼らの要請に応じて派遣されたのが、部隊でも最強かと噂うわさされるケイレヴ・レッドの所属する『デッドマンズ』第八分隊だった。

　今現在、第二軍は罠わながないことを確認してから城じよう壁へきの周囲に陣を張り、派遣した先せん遣けん隊たいの帰還に備えて待機している状態だ。

　炎の魔ま人じん『ベリアル』の左手を移植されたキメラ兵ケイレヴ・レッド。そして右腕、右脚、右目を機械化した狙そ撃げき特化型サイボーグ兵レオニダス・シルバーウッドの二人は、同じ分隊の同どう僚りよう二人と分かれ、第二軍でシド中将の参さん謀ぼうを務めるマリウス少将のテントを訪れた。

「……失礼」

　そう言ってテントに入ったレオニダスに続き、ケイレヴもテント内に足を踏ふみ入れた。

　簡かん易い的てきなブリーフィングルームにも使われる大型テントの内部には、ソリッドビジョン式の液晶が内蔵されたデスクが中央に置かれ、その周りは通信機材で囲まれている。

　入室したケイレヴとレオニダスの姿を目にするや、それまで内部で忙しく動いていた兵士たちの動きがピタリと止まった。

「君たちは……」

　デスクの前にいた、口元に立派なひげを蓄たくわえた野戦服姿の兵士が、ケイレヴらの姿を見るなり声を失った。見れば、他の兵士たちも一様に声を失っている。

　彼らの視線は、ケイレヴの左手、そしてレオニダスの右腕に注がれていた。

『デッドマンズ』は人道を逸いつ脱だつした強化処置を施ほどこされた、特殊な人員で構成される部隊である。それ故、ケイレヴやレオニダスのように人間離れした容よう貌ぼうを持つ者も多く、彼らの一見異様とも取れる風ふう体ていを目にした一般兵が、このように驚くのも無理からぬことであった。

「……そうか。君たちが『デッドマンズ』か」

　呆ぼう然ぜんとした様子で、呟つぶやくようにそう言ってから、ひげの兵士は他の兵士たちの見本とばかりに姿勢を正し、ケイレヴとレオニダスの二人に向き直った。

「失礼した。第二軍作戦参謀、マリウス少将だ」

　そう言って敬礼する少将に、二人も敬礼を返す。

「ああ。国境線上での決戦の時に、第二軍とは一度共きよう闘とうしている」
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　ケイレヴが言うと、少将はどうにも感かん慨がい深ぶかいといった感じで「ふむ」と唸うなった。

「確かに……。だが、その隊員たちに、こうして間近でお目にかかるのは、これが初めてなものでね。何と言おうか、いやはや、どうにも……」

　ケイレヴの異い形ぎようの左手に視線を注いだまま、言こと葉ば尻じりを濁にごす少しよう将しよう。

　ケイレヴもレオニダスも、彼が何を言わんとしているのかは分かっている。

　ま、当然の反応だわなと苦笑してから、ケイレヴは口を開いた。

「化けモンみたいだってかい？　確かに、我ながら正せい視しに堪たえないルックスだとは思うがね」

「いや、流石さすがにそこまでは……」

　バツ悪そうに言い淀よどむ少将を見かねて、レオニダスが間に割って入った。

「失礼。こいつは育ちが悪い分、口の利きき方を知らないものでしてね」

「いや、それは構わんのだが……」

　レオニダスが自分の生い立ちの何を知っているというのか。ケイレヴは憤いきどおりも露あらわに反論した。

「何だ、ヒトをモノも知らない不良みたいに言いやがって。田舎だし貧乏だったけど、ちゃんと母ちゃんが真まっ当とうに育ててくれたんだ。母ちゃんの名誉にかけて、発言の撤てつ回かいを求める」

　ケイレヴが言うと、レオニダスはすぐさま「馬鹿たれ」と返した。

「そんなことはどうでもいい。ウチの中将を相手にしているんじゃないんだ、他よ所そ様さまのところでは礼節をわきまえろ。せめて敬語くらいは使え」

「んな、しちめんどくさい……」

　顔一杯に渋じゆう面めんを作るケイレヴ。無礼がまかり通る『デッドマンズ』に身を置いているというのに、今さら堅かた苦くるしく礼節のことを持ち出されるのは勘かん弁べん願いたい。

　そのまま、ああでもない、こうでもないと議論を始める二人。

　二人のやり取りを無言で、そして圧倒された様子で黙視していた少しよう将しようが唐とう突とつに口を開いた。

「…………君たちは……二人だけなのか？」

　それで我に返ったというように、二人は議論を止めて同時に少将に振り返った。

「え？」

「いや、君たち『デッドマンズ』がワンマンアーミーの集まりだということは聞いているが、まさか二人しか来てくれないとは……」

　第二軍からの要よう請せいは、ともかく腕うで利ききを送れるだけ送ってもらいたいというものだった。だが『デッドマンズ』も暇ではない。各地に展開する前線を押し上げるため、各分隊はバラバラに戦場へと散っている。ケイレヴら第八分隊とて、彼らの求めに応こたえるため、休む間もなく最前線から馳はせ参さんじたのだ。それで文句を言われるのではたまったものではない。

　実際に反論こそしなかったものの、ケイレヴは眉み間けんにしわを寄せて不快感を露あらわにした。

　そういうケイレヴをよそに、レオニダスが大人の対応を見せた。

「数の少なさについてはご勘弁を。しかしご心配には及びません。この男、ケイレヴ・レッドはあの『ベルセルク』を単独で葬ほうむった男です。こいつ一人で一軍の働きをしますよ」

　ごく平然とした顔で言いながら、ケイレヴの肩を叩たたくレオニダス。

　その言葉を聞いた途端、少将は仰ぎよう天てんした様子で目を見開いた。

「……ッ！　そうか、君が、あの巨人殺しの炎使い！　リヒター王国軍二万の兵を、その業ごう火かで殲せん滅めつしたという男か！」

　三ヶ月ほど前のことである。彼ら『デッドマンズ』が第二軍と共きよう闘とうした戦場で、ケイレヴはリヒター王国が使役する召しよう喚かん獣じゆう、悪名高き四本腕の巨人騎き士し『ベルセルク』を単独で、それも一いち撃げきのもとに撃破している。多分に余計な尾ひれが付いているものの、その武勇伝はどうやら第二軍にも伝わっていたようだ。

　だが、美談や武勇伝を好まぬケイレヴは、渋い顔をしながら答えた。

「おいおい、話が随ずい分ぶんと大おお袈げ裟さになってないか？　俺一人でそんなこと出来るもんか。あの時だって、仲間がいたから無茶出来たんだよ」

「何？　そうなのか？」

「まあ、そういうことです。我々は基本、四人一組の分隊単位で動きますから。我々二人は、分隊長の命令で、先んじて情報を仕入れておくためにここへ来たんです。隊長ともう一人の隊員は、まだシド中将のところにいますよ」

　レオニダスが言うと、少将は何事か考え込むように「むむ」と唸うなった。

「それでも、四人か……。いや、むしろ『デッドマンズ』が四人もいると考えるべきか。しかも一人はあの巨人殺し。君なら、もしかすると……」

　少しよう将しようがまたしても巨人殺しと言ったので、ケイレヴは堪たまらず「なあ」と呼びかけた。

「それ、言わないでくれるか？　何だか俺自身がイキッてるみたいで、恥ずかしくなる……」

「おや、そうかね？」

「ああ、まあ、そうなんだ……って、そうそう、本題を忘れてた。状況は？」

　ケイレヴが上手い具合にそう切り出すと、それで少将も本来の役目を思い出したらしく、うむ、と頷うなずいてデスクに向き直った。

「そうだったな。まずはこれを見てくれ」

　そう言って、デスク上に置かれていたタブレット端末を手に取る少将。彼がそれを操そう作さすると、その動きに連動するように、デスク上に、ポリゴンフレームで構成された王都リヒテンブルグの立体映像が映し出された。

　ケイレヴとレオニダスの二人も、デスクの前に歩み寄る。

「今現在、我々は王都リヒテンブルグを包囲している。今のところ周囲に敵軍の気配はない。仮に前線の友軍を退しりぞけて舞まい戻る騎士団があったとしても、到着までには数日かかる」

「王都内部の敵は？」

　ケイレヴが訊きくと、少将は「それが……」と言い置いてから、重々しく口を開いた。

「……一人なのだ。軍勢らしきものは一切いない」

　聞いた途端、ケイレヴとレオニダスは声を揃そろえて「は？」と首を傾かしげた。

「え？　ひ、一人？　たったの？　俺はてっきり、最終決戦に向けて、リヒター王国軍の精せい鋭えい豪ごう傑けつたちが集結してるもんだと……」

「あの、この町って、リヒター王国の首都ですよね？　首都ということは国家の中ちゆう枢すうということで、普通は何が何でも死守する筈はずで……」

　二人は同時に口を開き、同時に声を失ってしまった。

　それはそうだろう、二万の軍勢を率ひきいる第二軍が『デッドマンズ』に助力を求めてまで倒そうとしていた相手が、まさかたった一人の兵士だなどとは思ってもみなかったことだ。国家の首都に軍勢がいないというのも、いささか常じよう軌きを逸いつしている。明らかな異常事態だ。

「…………一体、どういうことなんだ？」

　驚き覚めやらぬまま、ケイレヴはとりあえずそう訊いてみた。

「いや、私も何と言えばいいのか……。ともかく、これを見てくれ」

　そう言って少将がタブレット端末を操作すると、王都の立体映像上に、赤やオレンジ、その他暖色系の光点が無数に現れた。何十や何百という数ではない、少なくとも数千からの光点が王都のいたるところで点滅している。

「これは？」

「これは先せん遣けん隊たいを突入させる前に、衛えい星せいが捉とらえたサーマルカメラの映像を反映したものだ」

　つまり、熱感知で捉えた熱ねつ源げんを光点として立体映像上に反映したものだということだ。

「更にここから、生物外の熱源と、家畜のような人間以外の生物の光点を取り除く」

　少しよう将しようがタブレット端末を操そう作さして光点を人間のみに絞り込む。するとどうだろう、町中を埋め尽くしていた光点が途端に消え去り、立体映像は元のポリゴンフレームに戻ってしまった。

「おいおいおい、何だよこれ？　人がいないじゃないか？」

「よく見てくれ。たった二つではあるが、人間の反応が確認された。王宮の内部に一つ。それに城と城下町を結ぶ石橋の上に一つだ」

　言いながら、少将はかろうじて小さな光点が点滅している二ヶ所を指差した。

「どうなっているんです、これ？　敵の策さく略りやくですか？」

「詳しいことは分からん。ただ、王都を監かん視しする衛星が、何日か前に王都を脱出する国王らしき人物や貴族たちの姿を捉えている。それに同道する騎き士したちの姿もな。恐らくは我々の進軍に恐れをなして逃げ出したのだろう。彼らのことは友軍が追っている」

「王都の一般人は？」

「城内の異変に気付いたのだろう、王おう侯こう貴族に一足遅れる形になったが、我々が王都に到着する少し前に、大部分は避ひ難なんを終えたようだ。逃げ遅れた者たちもいたようだが、この光点を見る限り、それもどうやら我々の到着直後に逃げおおせたようだ」

　色々と不可解な部分が見受けられるが、現状は概おおむね分かった。

「……ふむ。暴れる分には気を遣つかわなくてもよさそうだ」

「見た目には、王都は空となっている。確認の意味で何度か無Ｕ人Ａ機Ｖを飛ばして王都の様子を撮影したのだが、やはり人間がいる様子はなかった。要よう塞さいとして使っても差し支つかえない、これだけの大都市を無傷で手放すという行動は、私も未いまだに信じられんのだがね」

「先遣隊を派遣したんだろう？　そいつらは何て？」

　ケイレヴが訊きくと、少将は途端に顔を曇くもらせた。

「いや……先遣隊は帰って来なかった。恐らく全滅している」

「何！」

「連中は魔ま法ほう使つかいだ。もしかすると熱ねつ源げんを消したり、ステルス効果のある未知の魔法も存在するかもしれない。大本営から伏ふく兵へいの可能性が捨て切れないとの意見が上がったため、我々は二度に亘わたって先遣隊を派遣したのだが、二度とも全滅している。一度目は二百人、二度目は万全を期して五百人を投入したのだが、いずれも戻って来なかった」

「……たった二人の人間が、合わせて七百人の兵士を殲せん滅めつしたと？」

　俄にわかには信じられぬといった様子でレオニダスが訊くと、少将は首を横に振り、更に驚くべきことを口にした。

「いや……王宮にいる熱源に移動した形跡はない。やったのは、石橋にいた方だ。彼が、たった一人で全滅させたのだ」

「な、七百人を、たった一人で？」

　緩かん慢まんな動作で頷うなずきながら、少しよう将しようは手元のタブレット端末を操そう作さし始めた。

「これは、二度目の先せん遣けん隊たいに持たせたカメラが拾った、最後の映像だ」

　デスク上の立体映像が消え、今度は平面の映像がデスク上に浮かび上がる。

　それは、とある兵士のヘルメットに取り付けられたというカメラの映像だった。

　映っていたのは、一人のリヒター騎き士しが修しゆ羅らの如ごとく兵士たちを屠ほふる姿だった。

　ケイレヴと同じ、異い形ぎようの魔ま手しゆをその身に宿した少年の騎士。しかし彼の魔手は右手に宿っており、ケイレヴのものとも異なる形状をしている。

　騎士は、その魔手より放たれる氷柱の弾丸によって兵士たちを射抜き、氷で生成した剣によって斬きり裂き、掌てのひらより冷気を放ち、アーマーごと人間を凍結させる。カメラの映像には、巨大な氷塊に捕らわれた、幾人もの兵士の姿が映し出されていた。

　アーミラル側の兵士たちも反はん撃げきするのだが、攻撃がまるで当たらない。騎士は弾丸の嵐を神速で駆かけ抜け、或あるいは地面から生えるように現れる分厚い氷壁を盾に防ぐ。投げ放たれた手しゆ榴りゆう弾だんは中空にて凍結し、爆発せずに地面へと落下する。

　さして有効な攻撃も加えられぬまま、一人、また一人と兵士が減ってゆく。たった一人の少年騎士が、圧倒的な力をもってして、一方的にアーミラル兵を蹂じゆう躙りんしていた。

　先遣隊の兵士が半分ほどもやられた頃だろうか、氷の剣を手に躍おどりかかって来る騎き士しの姿を真正面に捉とらえたところで、カメラの映像は終了した。

　超人的な身のこなし、魔法の範はん疇ちゆうを超える強大な氷の力、それに何より人ならざる魔人の右手。映像の男は明らかにケイレヴと同じキメラ兵であった。

「こいつの右手！　これは……」

「まさか……南部のキメラ兵？」

　ケイレヴとレオニダスは同時に、驚きよう愕がくに見開かれた目を少将に向けた。

　少将はうむ、と頷いた。

「この映像の人物を大本営のデータベースと照合したところ、リヒター王国側のとある人物にヒットした。彼はリヒター王国軍が誇る四人の将軍、通称四将の一人で、兵力三万の『青せい狼ろう騎き士し団だん』を率いるイーライ・ブルー将軍だ」

　聞いた途端、ケイレヴが「ほう」と唸うなり、レオニダスが「何だって！」と驚愕した。

「成るほど、将軍……。強いわけだ」

「噓うそでしょう？　彼が将軍だと？　どう見ても成人前の少年ですよ？」

「年齢は僅わずかに十五歳。だが、彼は王国軍でも屈くつ指しの実力を持つ騎士だ。実際に、いくつかの陸軍部隊は彼らの前で敗走を喫きつしている。開戦以来劣れつ勢せい続きのリヒター王国軍にあって、彼の率いる『青狼騎士団』とアルガス・ゴールドールソン将軍の率ひきいる『金きん牛ぎゆう騎士団』だけは未いまだに負けなしだ。陸軍だけと言わず、アーミラル軍全体が手を焼いている」

　少年とは言え将軍を務めるほどの出世頭、それもコネや世せ襲しゆうではなく、確かな実力に裏打ちされた叩たたき上げということだろう。歳のことを考えれば戦いの天才と言って過言ではない。数百人から成る部隊が全滅したことにも得とく心しんがいく。

　ケイレヴは感かん慨がい深ぶかげにふうむ、と鼻から息を吐いた。

「こいつが強いんだってことはよーく分かった。俺たち『デッドマンズ』に出動を要よう請せいした理由もな。だが、何でこいつは一人なんだ？　自分の騎士団があるんだろう？　『青せい狼ろう騎き士し団だん』とやらが。その部下たちはどうした？」

「彼の部下は、どうやら逃げ遅れた人々を避ひ難なんさせているようだ」

「部下は全員逃げ遅れの避難に使って、こいつ一人だけで王都に残ったと……？」

　ケイレヴが顔を向けると、少しよう将しようはそうだと頷うなずいた。

「きっと、自分一人でも我々をどうにか出来ると判断したのだろう。普通に考えれば正気の沙さ汰たではないが、彼は普通の人間ではないからな」

「この右手か……」

　呟つぶやきながら、デスクに映し出されたイーライの魔ま手しゆを指差すケイレヴ。

　少将はもう一度頷いて見せた。

「見たとおり、人間のものではない。君と同じ……」

　言いながらケイレヴの左手に目をやる少将。

　彼が最後まで言う前に、ケイレヴがその言葉の続きを口にした。

「……魔人のものってことか。そらそうだわな。こんなもんは自然界に存在しているもんでもないし、人工的に造り出せるようなもんでもない」

　ケイレヴの言葉に同意するように、レオニダスが頷いた。

「何らかの方法で、召しよう喚かんされた魔人の手を奪うばったんだろうな。それも、炎とは正反対の、氷の魔人の右手を。まさか南部にも人体改造の技術が存在しているとは思わなかったが」

　その言葉に黙って頷く少将。

　ややあってから、少将はおもむろに口を開いた。

「……本国のデータベースと照合した結果、彼の右手は魔王『アスタロト』のものだという可能性が極めて高いそうだ」

　北部でこそあまり知られていないものの、『アスタロト』は伝説に語られる存在、地獄に君くん臨りんするとされる『七大魔王』の一角だ。荒れ果てた地獄の大地の実に二割を、溶けることのない雪と氷で閉ざし、永えい久きゆう凍とう土どに変えたという氷の魔人だ。

「どうにもすげぇもんだとは思ったが、やはり『魔王』だったか」

　ケイレヴが感かん嘆たんを込めて言うと、レオニダスも同じように「『魔王』か……」と呟いた。

「……これはあくまで私見だが、彼の右手は、アーミラルが行うような複雑な改造手術によって移植されたものではなく、回復魔法か何かによって、強引に接合されたものだろう。人体との整合性が取れず、魔ま人じん化か部分の暴走には細心の注意を払っているものと思われる」

「何故、そのように思うんです？」

　レオニダスが訊きくと、少しよう将しようは画面に映るイーライの右腕を指した。

「彼は右腕を鎖くさりによって戒めている。分かるかね？」

　少将の言うとおり、イーライの右腕には、まるで戒めのように、白銀に輝かがやく鎖が巻き付けられている。見たところ防具ではなさそうだが、いかなる用途があるのかは分からない。

「これは……ミスリル銀の鎖？」

　レオニダスが顔を向けると、少将は「そうだ」と頷うなずいた。

「恐らくこれは稼か動どう状態の『Ｄマテリア』だろう。停止状態ではあるが、これに酷こく似じしたものがアーミラル国内の遺跡からもいくつか発掘されている」

「どういったものなんですか、これは？」

「学者連中や研究者によると、これは現出した召しよう喚かん獣じゆうを調ちよう伏ぶくして制御するために使われるものだそうだ。それが魔人の手を移植した腕に巻き付いているとなれば……」

　ここまで聞いたところで、彼と同じく魔人の手を持つケイレヴが「成るほど」と呟つぶやいた。

「確かに、完璧に力を制御出来るのなら、こんなものはいらない。俺の右手もフルパワーを使えば暴走して侵しん食しよくが始まるが、普段は自由に制御出来る。だが、こいつの場合、普段からでも暴走の可能性があるから、この鎖の力に頼っているわけだ」

　そう言ってケイレヴが顔を向けると、少将は「そういうことだ」と頷いた。

「最悪、数で押し潰つぶすことは出来るのだろうが、その場合、我々の被害も甚じん大だいなものとなるだろう。我々はすでに七百人の隊員を失っている。これ以上の犠ぎ牲せい者しやが出る前に……」

　少将が皆まで言う前に、ケイレヴが口を開いた。

「俺たち『デッドマンズ』にこいつを倒してもらいたい、と」

「平たく言うと、そういうことになる」

　いつものことではあるが、これまた厄やつ介かいな仕事を回されたとでも思ったのだろう、レオニダスは鼻から太い息を吐いた。

「確かに、この男の前にいくら一般の兵士を連れて行っても、いたずらに犠牲者を増やすことにしかならないでしょうね。地ちの利りも奴やつの方にある。少々大おお袈げ裟さかもしれませんが、一対二万でも立派な戦争になるでしょうね」

　レオニダスの言葉に、ケイレヴも頷く。

「ああ。確かにこいつは俺たちの仕事だ。少しよう数すう精せい鋭えいで確実に葬ほうむる。それがベストなやり方だ」

　その言葉に頷いてから、レオニダスはおもむろに腕を組み出し、ふうむ、と唸うなった。

「にしても、氷結の力を持つキメラ兵とは……」

「下手に人員を投入すべきじゃないな。俺が前衛として相手するしかないだろう。この小僧の力に唯ゆい一いつ対抗出来るだろう、炎の力を持つ俺が……」

　言いながら、ケイレヴは画面に映るイーライの魔ま手しゆと、己の魔手とを見比べた。形状にいくらか差異が見受けられるが、しかしどちらも人ならざる異い形ぎようである。

「まだ十五の小僧が、どんだけの決意をしたもんだか……」

　自身が魔人の左手を移植した時のことを思い出しながら、ケイレヴはボソリと呟つぶやいた。




　　　　　　　　　　◇




　止とめ処どなく白い息を吐きながら、イーライは自らが作り出した氷原に佇たたずんでいた。

　王城へと続く長大な石橋。その中央は円形に膨ふくらみ、さながら広場のようになっている。その広場を死地と定めたイーライは、自らが葬ほうむった、氷の棺ひつぎに捕らわれたアーミラル兵たちに囲まれながら、広場の中央でボロボロの身体を幽ゆう鬼きのように揺らしていた。

　最初こそ地の利を巧たくみに利用したゲリラ戦術で敵を圧倒していたものの、数が集まるにつれて奇き襲しゆうが難しくなり、終しまいには正面切ったぶつかり合いとなってしまった。

　何人倒したかはいちいち数えていないが、体感では五百人以上倒している。逃した者は一人もいない。かなりの乱戦だったが、致命傷になるような攻撃はもらっていない。だが、それでも、受け続けた小さな負傷の数々、澱おりのように蓄積された疲労、極限の中で削けずられた精神は、イーライの身体に確実なるダメージとして表れていた。

「ふう、ふう、はあ……邪魔だな…………」

　戦いの中でボロボロになり、最も早はや衣服としての用途を果はたさぬ上着を破り捨て、上半身裸となるイーライ。移植の影えい響きようで寒さを感じぬ肌には、この場を満たす冷気は、むしろ早朝の森林のように澄んでいて心地良く感じられた。

　一度深呼吸してから、右手を持ち上げてグッと拳こぶしを握る。

「大丈夫。まだ戦える。まだ……」

　あれだけの激戦を経へて、いささかも傷付いていない魔手を見つめて呟くイーライ。

　部下たちが城に残っていた人たち、寝たきりで歩くことも出来ぬ老人や怪我人、病人など逃げ遅れた人々を残らず連れ出したため、リヒテンブルグに残っているのはイーライとフリエの二人きりとなった。つまり、当初の目的は果たされたということになる。

　これ以上の時間稼かせぎは必要ない。だが、それでもイーライは戦い続けている。

「フリエ……」

　己の魔手から視線を移し、王城の方に振り向くイーライ。

　理由は単純。命尽きるまでフリエを守り続けること。それこそが、イーライが騎き士しになった理由であり、戦い続ける理由であり、生きる理由である。フリエは自分のことなど気にせず、危うくなれば逃げろと言っていたが、ここで逃げればイーライは生きる目的を失う。

　もう、彼女と出会う前と同じような、死んだように生きるだけの人生は御ご免めんだ。

「必ず守ってみせる……」

　再び右拳に視線を戻し、決意を込めて呟つぶやくイーライ。

　その呟きとほぼ同時に、

「本当に、一人なんだな」

　と言う男の声がイーライの耳に届いた。

「誰だれだ！」

　驚きは努めて表情に出さず、イーライは声のした方に顔を向けた。

「流石さすがに王国軍の頂点、四将の一角だけはある。たった一人で七百人倒したってのは、あながち噓うそでも誇張でもねえようだ」

　およそ百メートルも離はなれているだろうか、見れば、吹き荒れる地じ吹雪ふぶきの中に、橋の町側からゆっくりとこちらに向かって来る人影が一つ。

　いつの間にここまで接近されたものか、イーライほどの手て練だれをして、足音はおろか、今の今まで気配すら感じることが出来なかった。

　誰であるにしろ、明らかにこれまでの雑ぞう兵ひようとは違う。間違いなく強者。しかも、周囲に広がる仲間たちの無残な姿を前にして、その声からは取り乱した様子が一切感じられなかった。恐らくは戦い慣れした兵士、歴戦を潜くぐり抜けて来た古ふる強つわ者ものだろう。

　きっと、雑兵をいくら投入しても埒らちが明かぬと判断したアーミラル側が、イーライを倒すために送り込んだ刺し客かくに違いない。

　今の、消しよう耗もうした状態のイーライに、相手の出方を待つような余裕はない。先制攻撃で早々に敵を倒すのがベストだ。

「ふうぅ……」

　腹を決め、深く息を吐いて呼吸を整える。

「氷ひよう閃せん闘とう舞ぶ……飛閃の段」

　刺すような鋭するどい眼まな差ざしで相手を見据え、イーライは右腕をゆっくりと持ち上げた。地じ吹雪ふぶきの中に揺れる人影に照準を合わせ、キラキラと粉雪を散らす魔ま人じんの右掌を向ける。

「『氷ひよう牙が弾だん』！」

　叫ぶと同時に、イーライの右掌から人の拳こぶしほどもある氷の杭くいが放たれた。

　速度、形状共に、まるで矢のようにして一直線に飛ぶ氷杭。

　騎き士しとして練り上げた武術と、魔手の移植により得た氷結の力を融ゆう合ごうすることにより、イーライが独自に編み出した氷結戦せん闘とう術じゆつ『氷閃闘舞』。

　ほんの一息の間に地吹雪を突き抜けた氷杭が、人影を貫いたと思った、その時だった。

　人影の左拳に、突とつ如じよとして炎が灯ともった。

「ふんッ！」

　短く呼こ気きを洩もらしながら左の裏拳を振るった人影。その一撃でイーライの放った氷杭はあっさりと砕くだかれ、一帯を満たしていた地じ吹雪ふぶきが拳圧に搔かき消されるように吹き飛んだ。

　敵の一撃が巻き起こした熱波がイーライの肌に激しくぶつかる。久しく感じていなかった、焼けるような『熱』というものを全身に感じながら、イーライはしかし、地吹雪の中から現れた男の姿──正確には露あらわになった男の左手から目が離せなかった。

　アーミラル兵が着用する、内部に機械を組み込んだ鎧よろい、逆立った真っ赤な頭髪、左だけが燃えるような紅あかを湛たたえた、左右で色違いの瞳ひとみ。

　だが、何より特徴的なのは、その左手であった。

　手首から先、その全体が赤色に染まっており、甲や指先部分にはゴツゴツと隆起した装甲が貼り付いている。一見すると甲かつ冑ちゆうの手しゆ甲こう部分のようにも思える。

　だが、あれは間違いなく素す手での状態だ。誰だれが何と言おうと、イーライだけはそのことを知っている。イーライにだけは、身をもって、そのことが分かってしまう。

「……ご挨あい拶さつじゃねーか、おい」

　小さく舌打ちしながら言う男。

「な…………ッ」

　努めて顔には出さないものの、イーライは驚きよう愕がくのあまり声を失ってしまった。

　その様子に気付いた男が、イーライに代わって口を開いた。

「ああ、この左手か？　こいつは鹵ろ獲かくされた魔ま王おう『ベリアル』のもんだ。お前と同じで、俺も魔人の手を移植されたのさ」

「魔王『ベリアル』…………」

　反はん芻すうするように呟つぶやくイーライ。

　イーライも一軍の将だ。機械兵器で武装しているアーミラル軍の中に、人ならざる容姿と、異能とも言える力を有する一団があるということは聞いたことがある。

　しかし、まさか自分と同じ魔人の手を移植された者、それも氷の力を宿す『アスタロト』とは真逆の、炎の使い手がいようとは夢にも思っていなかったことだ。

『神しん獣じゆう』と並び称される、最強の召しよう喚かん獣と言われる『魔王』たち。未いまだ現出が確認されていない、伝承にのみ登場する個体も含め、その存在数は僅わずかに七体とされている。

　その七体のうちの一体、炎の魔人『ベリアル』の左手が、何故、魔法を忘ぼう却きやくした筈はずの北部の兵士に移植されているのか、そもそも誰だれが『ベリアル』などというものを召喚し、どうやってその左手を奪ったのか。考えれば考えるほど謎が深まる。

　混乱の極みで言葉も発せぬイーライに、男が声をかけてくる。

「なあ、お前、今、何のために戦ってるんだ？」

「……？」

　いきなり何の話だろうか。そもそも敵兵がこの自分に何の話をしようというのか。イーライは不可解といった様子で眉み間けんにしわを寄せた。

　イーライの様子には構わず、男は言葉を続ける。

「知ってんだぜ？　リヒター王や取り巻きはとっくに逃げ出して、王城の中は空からっぽだ。城や町を守る兵士もいねえ。城下の一般人だってとっくに避ひ難なんを終えてる筈だ」

「…………」

「お前、一体何を守るために戦ってんだ？　城か？　町か？　どっちにしろ、城も町も、人がいなけりゃ空の箱だぞ？　それともあれか、忠義だとか騎き士しの名誉だとかってやつか？　もしも誤解してるようなら教えといてやるが、俺たちはわざわざ無人の町をぶっ壊こわして更さら地ちにするような真似はしない。仮にも将軍なら分かるだろ？」

「…………」

　問われても、イーライは何も答えなかった。

　問われずとも、この男の言っていることくらいはイーライにも分かる。要は、この男は何も守るものがないのに一人で戦い続けるイーライのことが解げせないのだ。

　だが、この男は誤解をしている。男が空だと言った王城には、何に代えても守るべき存在、イーライにとって最愛の女性、フリエがいるのだ。戦う理由が必要だと言うのならば、彼女を守るという、唯一無二にして最大の理由がある。

　彼女の存在を悟られるわけにはいかない。

　男がどういう意図でこんなことを話すのだろうかと身構えるイーライ。相手が相手だけに、一いつ瞬しゆんたりとも警けい戒かいを緩ゆるめることは出来ない。

　心の中にフリエの顔を思い出しながら、イーライはぐっと奥歯を嚙かみ締めた。

　すると、イーライの様子を見た男が、何事か思い出したというようにハッと顔を上げ、イーライの背後、空からだと言っていた王城の方に顔を向けた。

　そうして、ごく静かな様子で再び口を開いた。

「…………もしかして、城に残っているもう一人のためなのか？」

「……ッ！」

　まさか、バレたのか。しかし何故バレた。迂う闊かつなことは何も言っていない筈はずなのに。

　イーライが驚きよう愕がくに目を見開くと、男は「やっぱりか……」と言ってため息をついた。

「お前のその面つらぁ見た時から、ずっと疑問だったんだよ。お前のその面は、大きな覚悟を決めた人間の面だ。死に場所を定めた人間や、命を懸かけて何事かを成そうとする人間が、お前みたいな、決意の滲にじみ出るような面ぁするんだ」

「…………」

「俺はよ、いくら誇り高い騎士でも、空っぽの城を命懸けで守るような真似するだろうかってそう思ってたんだ。それが証拠に、お前以外の騎士は、このリヒテンブルグに一人だって残っちゃいない。そうだろう？」

「貴様……」

「だけど、お前の面つらはヤケクソだとか自じ暴ぼう自じ棄きになった人間のそれじゃあなかった。何かの信念を秘めた面だった。それはお前、あの城に守るべき者が……」

「僕の命に懸かけて！　ここは絶対に通さないぞ！」

　この男は、完璧に、彼女の存在に感付いている。男の言葉の途中で、イーライは全身に殺気を漲みなぎらせ、獲え物ものを狩る虎の如ごとき獰どう猛もうさで地を蹴けり襲おそい掛かった。

　恐らくは北部御自慢の機械を使ったのだろう、空からである筈はずの城の中に、フリエがいると察さつ知ちされてしまった。この情報が敵方の本隊に漏もれるようなことになれば、次はアーミラル軍が大挙して城に押し寄せるだろう。そうなればイーライは物量に削けずり殺されてしまい、武装した兵士たちがフリエ一人の元に殺到することとなる。血気に逸はやるアーミラル兵たちは、フリエをどうするものだろうか。きっと、どう転んでもロクなことにはならないだろう。

　フリエの存在を察知したこの男は、この場で始末する他ない。

「氷ひよう閃せん闘とう舞ぶ、凍刃の段！」

　疾しつ駆くするイーライの右掌に冷気が収束、空中で粉雪がキラキラと輝き始める。

「『氷ひよう刃じん方ほう天てん戟げき』！」

　叫んだ瞬間、イーライの右掌を中心に拳大の氷塊が発生し、それが見る間に棒状に伸び、槍やりの形となった。それも普通の槍ではない、オーク族が使っていたとされる古いにしえの武器、通常の刃の両横に三日月状の月げつ牙がが付いた方天戟だ。

　駆かけ出してより僅わずかに数秒で彼ひ我がの距離を詰めたイーライ。氷で生成した槍やりを手に、イーライは『ベリアル』の魔ま手しゆを持つ男に攻こう撃げきを仕掛けた。

「せいやあ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、神速の突きを繰くり出すイーライ。

「うおッ！」

　男は不意を突かれたことにより、泡を喰くったような声を洩もらした。

　完全に先手を取った。イーライの一撃は男の身体を貫くものと思われたが、しかし敵もさるもの、咄とつ嗟さに左手で槍刃を弾はじくと、すぐさまバックステップして間合いを離した。

　男が距離を取ったことにより、刃がギリギリ届かない間合いとなった。しかし、イーライの得え物ものは剣より更に長大な射程を持つ槍だ。大股で一歩を踏ふみ込むことにより再び槍の間合いを作ると、イーライは鋭するどい刺し突とつで男を追撃した。

「ぃやあぁッ！」

　イーライ渾こん身しんの一撃ではあったものの、しかし今度は十分な警戒態勢を作っていたらしく、男は鋭く呼こ気きを洩らし、左の魔拳で下からかち上げるようにして槍を弾いた。

「シィッ！」

　強打で槍を弾かれ、ノックバックするイーライ。今度は男がイーライを追撃する番だった。

「魔ま炎えん烈れつ爪そう……クリムゾン・ヒートアーツ！」

　男の声に呼応するように『ベリアル』の魔ま手しゆ、その五指の先に小さな火が灯ともる。

　瞬しゆん間かん、寒さを感じぬ筈はずのイーライの背筋に、ゾッとするような悪お寒かんが走った。まるで「全力で回かい避ひ行動を取らねばお前は死ぬぞ」と己の生存本能に言われているようだった。

「『フレイム・クローバイス』！」

　眼前に炎の弧こを描きながら、イーライに迫る紅の魔爪。イーライは横っ飛びに跳び退のきながら槍やりでこれを受けた。が、その一撃でいとも容易たやすく槍を砕かれ、凄すさまじい衝撃に受身も取れず地面に落下、幾度かバウンドしてから急いで体勢を立て直し、立ち上がった。

　直撃を受けたわけではない。だが、凄すさまじい衝撃に両手が痺しびれている。あれが直撃していれば即死は免まぬがれなかっただろう、イーライの身体は膾なますのように裂かれていたに違いない。立ち上がったイーライの顔は、冷や汗とも脂あぶら汗あせともつかぬ精神性の発汗でずぶ濡ぬれになっていた。

　炎の熱に溶かされた槍の残骸が、水滴となって地面に降り注ぐ。

　額の汗を拭ぬぐうこともなく、男を見据えたまま油断なく身構えるイーライ。

　対照的に、男はどうという構えを取ることもなく、険しい表情をしたまま佇ちよ立りつしている。

　眉み間けんにしわを寄せたままの鋭い目をイーライに向ける男。二人はしばし無言で睨にらみ合っていたが、やがて男の方が口を開いた。

「…………これではっきりした。やはり、城にいる人物だったってぇワケだ」

「………………」

　男の言葉を受けて、しかしイーライは何も答えなかった。

　イーライの様子には構わず、男は言葉を続けた。

「その様子じゃあ、城にいるのは相当重要な人物みたいだな。一体誰だれだ？」

「……貴様が知る必要はない」

　ここで初めて、イーライは男に対して言葉を返した。

　城に残っているのが王族の血を引く者で、しかも年とし端はもいかぬ少女と知れればどうなるだろうか。武装した兵士どころではない、強大な『魔ま王おう』の左手を持つ異い形ぎようの男。この男がどういう人物かということは分からないが、仮に下げ賤せんの輩やからであれば、フリエに乱暴狼ろう藉ぜきを働くことも考えられる。迂闊なことは言えなかった。

　イーライの素っ気ない言葉に、男はふん、と短く鼻を鳴らした。

「ま、素直に言うわけねえわな。何にしろ、こんな状況で城に残った人物だ。てめえの様子から見ても、伊だ達てや酔すい狂きようで残ったワケじゃなさそうだしな。何か重要な、それこそ命を懸かけるだけの目的があって残ったんだろう。違うか？」

「ここで倒れる者が知ってどうする？　冥めい土どの土産にでもするつもりか？」

「あくまで言うつもりはない、か……。だが、こっちとしてもそのまま捨て置くわけにはいかねえ。少なくとも、城で何してんのかハッキリさせるまではな。危険か否いなか、詳細を知る必要がある。まだ邪魔するってんなら押し通るぜ」

「させると思うか？　と言うか、それをさせないために、僕はここにいるんだ」

　イーライが言うと、男はけっ、と舌打ちしてから姿勢を低く、腰こし溜だめに構えた。

「だから言ってんだよ、押し通るってな！」

　その叫びに呼応するように、男の左手に炎が収束する。

「直進爆ばく殺さつ！　クリムゾン・ヒートアーツ！　『ヒートバズーカ』！」

　瞬しゆん間かん、男の魔ま手しゆから、その拳こぶしの五倍はあろうかという特大の火球が放たれた。

　まるで本物の大砲のように、怒ど濤とうの勢いでイーライへと迫る火球。

　だが、後手には回らない。イーライも男とほぼ同時に動き出している。

「氷ひよう閃せん闘とう舞ぶ、壁陣の段！　『大だい氷ひよう塊かい壁へき』！」

　その場に膝ひざを突き、イーライは冷気を纏まとった右掌を地面に叩たたき付けた。すると、僅わずか一瞬の間に眼前の地面から氷塊が隆起し、イーライの背丈の倍ほどもある氷山となった。

　巨大な火球と巨大な氷の盾が衝しよう突とつ、かろうじて直撃は防いだものの、北部で使われる重機関銃の弾をすら防ぐ氷山が一撃で爆はぜ、砕け散った氷の粒が爆風によって一帯に弾はじけ飛んだ。

　瞬間、弾け飛んだ氷の粒と、蒸発した濃密な水蒸気によって空間がホワイトアウトし、二人は共に視界を白い闇やみに塞ふさがれてしまった。

　視界不良という条件は同じ。しかし、これはイーライにとって千せん載ざい一いち遇ぐうの好機であった。

「氷閃闘舞、氷縛の段！　『地走り』！」

　再び冷気の魔手を地面に叩たたき付けるイーライ。

　イーライの右掌を中心に、地表がどんどんと氷で覆おおわれてゆく。まるで、大地が氷河に侵しん食しよくされているような光景だった。

「何ッ！」

　白い闇やみの中から、驚きよう愕がくに満ちた男の声が上がった。今現在、男の両足は地面から根のように伸びる氷で捕らわれている筈はずだ。ぐんぐんと地面を侵食する氷が男の足元にまで到達、その両足もろとも氷で大地に縫ぬい付け、男の動きを封じたのだ。

　男の声を頼りに右掌を照準、右腕の手首付近を固定するように、左手でぐっと摑つかむ。

「氷閃闘舞、飛閃の段！　『氷牙連弾』！」

　気合いと共に、先に放った『氷牙弾』と同じ氷杭が右掌から放たれた。ただし、今度は一発ではなく連発、間断なく放たれる氷杭の機関銃だ。

「おおおおお、貫けッ！」

　イーライの氷杭が、白い闇を突き抜けて男がいると思われる方向に次々と放たれる。

　だが、驚いたことに、白い闇の向こうに揺れる人影は目で追うことも困難なほどに素早く両拳を振るい、イーライの放つ氷杭を砕き続けていた。

　強きよう靭じんなアーミラル製の機械鎧よろいをも貫く氷杭をあのように軽々と、それも両足の動きを封じられた状態で迎げい撃げきする男の姿に、イーライは隠し様もない戦せん慄りつを覚えていた。

　やはり、これまで戦ってきたどのアーミラル兵よりも強い。それも、氷の力とは相性の悪い炎の力を操あやつる魔ま人じん。見たところ、イーライよりも力の扱いに慣れており、出力もイーライのそれを超えているようだ。イーライのように道具で力の暴走を制御している様子もない。

「くそッ！　何て奴やつだ！」

　このままいくら氷杭を放ち続けても埒らちが明かない。ならばと、イーライは氷杭の射出を止めて男に向かい駆かけ出した。

「直接叩たたき斬きってやる！　氷ひよう閃せん闘とう舞ぶ、凍刃の段！　『氷ひよう刃じん斬ざん鉄てつ剣けん』！」

　走りながら、イーライは右手で氷の刀を生成した。ただ単に刀の形をしているだけの氷柱ではない、鍛きたえ上げられた本物の剣に勝るとも劣らぬ強度を持つ氷の名刀だ。しかも『斬鉄』の二文字が示す通り、使い手の力量によっては鉄をも切り裂く鋭するどさを秘めている。

　両手で剣を握り締め、今まさに男の頭上に刃を振り下ろそうかという、その時だった。

「爆ばく撃げき！　クリムゾン・ヒートアーツ！　『エクスプロージョンボム』！」

　瞬間、男を爆心地として、信じられぬほどの大爆発が起こった。

「うわあッ！」

　北部の一般兵が使う手しゆ榴りゆう弾だんなどとは比べ物にならぬ凄すさまじい爆風に全身を煽あおられ、イーライは立っていることも出来ず、来た道を押し戻されるようにして地面を転がってしまった。

　爆ばく風ふうによって、一帯を覆おおっていた濃密な蒸気が一気に払われる。

　恐らくは足元を地面に縛り付ける氷を砕くためにやったことだろう。イーライの身体が冷気を受け付けぬように、あの男もまた、炎で死ぬことはないのだろう。しかし、それにしても、自分の身体ごと爆破してしまうとは実に大胆、信じられぬことをするものだ。

「何て奴だ！」

　驚きよう愕がく覚めやらぬ様子でもう一度言ってから、地面に手を突いて体勢を立て直し、爆心地に顔を向ける。しかしどうしたことか、そこに男の姿がない。

「まさか……死んだのか…………？」

　先の爆発により、男の身体は爆散して影も形も残らなかったのだろうか。呆ぼう然ぜんと、イーライがそのようなことを思っていた時、不意に上空から、

「爆炎拳！　クリムゾン・ヒートアーツ！　『ハンマーストライク』！」

　と、気合い漲みなぎる声が発せられた。

　見上げた途端、イーライの目は驚愕に見開かれた。

　何と、男は先の爆発による勢いを利用して天高く上昇していたらしく、イーライの頭上から左拳に業ごう火かを纏まとって落下してくる最中であった。

　比ひ喩ゆでも誇張でもなく、あれは流星だと、イーライは思った。あんなものをまともに受けてしまえば、イーライの身体はそれこそ消し炭も残らず爆散してしまうだろう。

　しかしながら避よけられるようなスピードではない。気付くのが遅過ぎたのだ。下手に避けようとすれば、むしろ今より不利な状態で攻撃を喰くらうことになる。ならば回避ではなく防御、受けるしかない。イーライは咄とつ嗟さの判断で氷剣を左手に持ち替え、

「『双刃』！」

　と発し第二の氷剣を生成、頭上に交差させた二刀でもって、流星の如ごとく落下してきた、燃え盛る男の魔ま拳けんを受け止めた。

「ぬうううううううぅッ！」

「おおおおおおおおぉッ！」

　受けて耐え切ろうとするイーライと、それを押し切ろうとする男。意識しているわけではなかろうが、二人の口から同時に、獣けもののような唸うなり声が漏れた。

　戦車の砲弾をも一刀両断したことのあるイーライをして、男の拳撃はそれをすら軽く超えていると、確信をもって言い切れた。

「ぬ、うううううううぅ……ッ！」

　歯茎から血が出るほど強く歯を嚙かみ締めて、イーライは苦く悶もんに呻うめいた。

　全身の筋肉が隆起し血管が浮き出、身体中の関節という関節がギチギチと軋きしんだ音を立てている。ほんの一いつ瞬しゆんでも気を抜けば、僅わずかでも力を緩ゆるめれば、イーライは即座に消し炭だ。

　踏ふん張り続ける足元が、石の地面を割って沈み始めている。見れば、男の拳を受けている氷剣の刀身にもピキピキとひびが入り始めている。

　どう考えても限界が近い。だが、ここで引くわけにはいかない。ここで自分が引いてしまえば、負けてしまえば、フリエを守る者がいなくなる。彼女が一人になってしまう。

「僕の後ろには……彼女が…………フリエがいるんだ………………ッ！」

　イーライは誓ちかったのだ、自分を救ってくれた彼女を、フリエを守ると。自分の人生を、命を懸かけて守り通すのだと。そのために騎き士しになったのだ。そのために人の姿を捨てて異い形ぎようの右手を受け入れたのだ。人ならざる異能の力を手に入れたのだ。そこまでしても、ここで負けてしまえばその全てが無に帰すのだ。

「彼女の……フリエのところには……行かせない…………ッ！」

　このようなところで負けて、何が騎士か。何が守護者か。引くわけにはいかない。退しりぞくわけにはいかない。負けるわけにはいかない。通すわけにはいかない。

　自分の後ろには命を賭として守るべき存在、唯一にして最愛の女性、フリエがいるのだから。

「フリエは僕が守るんだ！　こんなところで負けられるかあああああぁ──────ッ！」

　瞬間、魔人の皮膚がミシリと隆起し、イーライは自分でも信じられぬほどの剛ごう力りきで頭上の両刀を振り抜き、男の魔拳を弾はじき返した。

「なぁッ！」

　驚きよう愕がくの声を発する男。イーライに弾かれ、男の身体は空中で錐きり揉もみ回転している。

「野郎、何て力だ！」

　回転しながら左腕を伸ばし、地面に左手を突き立てて何とか着地する男。

　だが、イーライはこの好機を逃さない。男が体勢を立て直す前に神速で駆かけ寄ると、そのまま両手の氷剣で男に斬り掛かった。

「しゃああああああぁ──────ッ！」

　たった二本の腕から繰くり出されているとは思えぬほどの神速で、イーライは縦横無尽に二刀を振るった。その姿は、さながら剣気の塊かたまりのようですらあった。

「チィッ！」

　男も魔ま人じんの左手で剣を受けるのだが、神速で繰り出される二刀が、確実に男の身体に傷を刻み始めていた。男の老ろう獪かいな防御により、一撃一撃は掠かすり傷きず程度にしかならないのだが、しかしイーライの剣は確実に男の身体を削けずっている。

　不思議なことに、フリエの存在を強く心に抱いたその瞬しゆん間かんから、それまでの消しよう耗もうが噓うそであったかのように身体に力が漲みなぎり始めていた。

　今の自分ならいける。この男、北部の魔人をすら倒せる筈はずだ。

　剣を握る両手にぐぐっと力を込めて、イーライは一層剣気を漲らせた。

「このまま押し切る！」

「させるかよぉッ！」

　イーライの剣を捌さばきながら、男は左掌に拳大の火球を作り出した。

「むッ！」

　男の動きを警戒して、後ろに飛び退のき距離を取るイーライ。

　しかし、男はイーライを追つい撃げきすることもなく、火球を握ったままの左手をぐっと持ち上げ、イーライの方に差し出した。

　一体、何をしようというのか。イーライが注意深く身構えていると、男は唐とう突とつに「悪いな」と前置きしてから両目を固く瞑つむり、左手の火球を握り潰つぶした。

「閃せん光こう消しよう景けい。クリムゾン・ヒートアーツ。『スタンボム』」

　瞬しゆん間かん、男の手元で破裂した火球が、眼球を刺さんばかりの強烈な白光を発生させた。

「あぐッ！　目が……ッ！」

　眼球に鋭い痛みが走り、イーライは左手の剣を取り落とし、堪たまらず目元を押さえた。

　迂う闊かつにも白光を直視してしまった目から色彩が消え失せ、世界の全てが白く塗り潰される。目を開けていても閉じていても、まるで焼き付いてしまったかのように、遠近感のない白色の光景だけが眼前に広がっていた。

「殺傷能力はない。視覚を一時的に奪うばうスタングレネードだ」

　そう言う男の声が、何ど処こからかイーライの耳に届いた。抑よく揚ようのない、平静を保った声だ。敵は近くにいる。その筈はずだ。しかし姿が見えず正確な距離が摑つかめない。

　試しにと、闇やみ雲くもに右手の剣を振るってみても、刃が空くうを切るばかりで何の手応えもない。

「くそ、何ど処こにいるんだ……」

　これではまともに戦うことが出来ない。歯は嚙がみするイーライの耳元で、そっと、

「ここだ」

　と、男が答えた。

　聞いた途端、イーライはハッと顔を上げた。

　男の声と同時に、右のこめかみに何か硬く鋭するどいものが押し当てられた。恐らくは男の指だろう。いつの間に忍び寄られたものか、二本の指先がイーライのこめかみを緩ゆるく圧迫していた。

「チェックメイト。俺は騎き士し様さまじゃないからな。悪いが卑ひ怯きような手を使わせてもらった」

　別に勝ち誇る様子もなく、男はイーライに対し、淡々とそう告げた。

「貴様……」

　警戒はしていた筈はずだった。何が起きても対処出来ると思っていた。だが、それは驕おごりでしかなかったのだろう、イーライは無ぶ様ざまに男の不意打ちを喰くらってしまった。このような体ていたらくで何が将か。何が守護者か。己のことながらこんなに情けないことはない。

　手にした剣が砕けんばかりに、イーライは強く拳こぶしを握り締めた。

　その様子を見た男が、一層強く指先を押し付けてきた。

「おおっと、動くなよ？　馬鹿な考えは起こすな。右手の剣は……」

「しゃあ！」

　フリエを守るため、最後の最後まで諦あきらめるわけにはいかない。男の言葉の途中で、イーライは耳のみを頼りに剣を振るった。

　が、先の攻防で刀身にダメージを蓄ちく積せきした剣である。目測すら出来ず、出で鱈たら目めに振るわれた剣は、男を切り裂くこともなく、機械鎧よろいに触れた瞬しゆん間かん、あっけなく砕けてしまった。

　すかさず右腕を取られ、今度は背後から左のこめかみに指が当てられる。

「……クッ！」

　屈くつ辱じよくに呻うめくイーライの耳元で、男が静かに口を開いた。

「……おい、もう一度言うからよく聞け。馬鹿な考えは起こすな。これが最後通告だ。次に妙な動きを見せれば、問答無用で焼き殺すからな」

「くそ……」

「お前の負けだ。でもま、情けだ。遺ゆい言ごんくらいは聞いてやる」

　男の言うとおり、この勝負はイーライの負けだ。先の攻撃を凌しのいだことで逆転の口火を切ったと思い込み、調子に乗ってしまったのだ。攻撃にばかり気が急せいて、防御や警戒をおろそかにしてしまった。言うなれば、慢まん心しんによって負けたのだ。

　現状から逆転する手段というのは、どう考えても残されていない。仮に何か方法があったとしても、今すぐ思い付くというものでもない。それに何より、この状態から少しでも不審な動きを見せれば、男は容よう赦しやなくイーライの頭を吹き飛ばすだろう。

　だが、自分の命などはどうでもいい。惜しいものでもない。自らの生命が危ういこの状況で、イーライはただ一心に、一人残されるフリエのことを思い、己の不ふ甲が斐いなさを責めていた。

　自分が死ぬのはいい。だが、それでも、フリエだけはどうにかして守らねばならない。この男に人の心があることを願い、イーライは祈るような気持ちで口を開いた。

「……頼む。彼女に手を出さないでくれ」

「彼女？　城の中の奴やつだな」

「彼女は……フリエは危険なことなんかしちゃいない」

「だから手を出すなと？」

「そうだ。僕のことはどう扱ったっていい。右手を切り離はなして持ち帰るんでも、殺すんでも、捕ほ虜りよにして拷ごう問もんするんでも、好きにすればいい。約束する、抵抗はしない。だから頼む、このとおりだ。彼女には何もしないでやってくれ……」

「おいおい、交換条件を出せるような立場……」

「頼む……ッ！」

　男の言葉の途中ではあったが、イーライは必死に頭を下げ、そう懇こん願がんした。誰だれがどう見ても情けない、将軍として誇りもクソもない姿かもしれないが、そんなことは関係ない。格好悪かろうが何だろうが、イーライはともかく、フリエを守りたい一心であった。

　そういう必死さは伝わったものと見えて、男は多少困惑した様子で口を開いた。

「……そう言われてもなあ。俺がどうするかは、向こうの出方次第だ。いきなり襲おそわれりゃあ反撃もする。下手をすれば殺しちまう可能性だってある」

　殺すという、その言葉を聞いた途端、イーライは堪たまらずに声を荒げた。

「彼女には絶対に手を出すな！　もし、手を出せば……」

　イーライがそこまで言ったところで「ふ」と、男が苦笑を洩もらす。

「お前にはどうも出来んわなあ。何せ、ここで倒れるんだから」

「…………ッ」

「だが約束しよう。事情も何も聞かずに、その人物をいきなり殺すような真似はしない。いくら戦争だと言っても、殺さずに済むんならその方がいい」

　藁わらにも縋すがる思いで言ったことではあったが、男は意外にもイーライの言葉に応じた。もしかすると、望みは潰ついえていないのかもしれない。

　まだ視力は戻っていないが、イーライは気持ち男の方に顔を向けた。

「……その約束、保証はあるのか？」

　イーライが訊きくと、男は再び苦笑した。

「あるワケねえだろ？　今この場でそこまでねだるんじゃねーよ。俺とお前の間でしか通用しない口約束だ。書類も何も用意出来ん。贅ぜい沢たくは言うな」

　この状況で、流石さすがに望み過ぎということだろう。確証が得られないのは無念だが、欲をかくとロクな結果にならないこともまた事実。

　他に何を言うでもなく、イーライは鋭するどく舌打ちをした。

「彼女に伝えたいことはあるか？」

「……何？」

「気まぐれだよ。出血大サービスだ。伝えといてやる」

　訊きかれて、イーライは考えた。自分が彼女に何を言いたいのか。何を言うべきなのか。彼女にどんな言葉を残せばいいのか。最後の言葉として、何と言うのがふさわしいのか。

　しばし考え込んでから、イーライは覚悟を決めて静かに口を開いた。

「…………最後まで守ってやれなくてすまない。君は……君だけは生き延びて、幸せになってくれ。それだけが僕の、唯一の望みだ」

　イーライは気の利きいた、飾った言葉が言えるような男ではない。無骨で不器用で、どこまでも純じゆん朴ぼくな男だ。ボキャブラリーも少ない。

　最期の言葉としては、ありきたりかもしれない。しかしありったけの想おもいを込めた言葉だ。フリエの心に、その想いが少しでも届くようにと願うしかない。

　イーライの言葉を了承し、男は「分かった」と言って声を返した。

「約束する。必ず伝えよう」

「ごめんよ、フリエ。愛している……」

　最後の最後、誰だれにも聞かれぬよう、イーライはそっと、小さな声で、これまでずっと秘めていた想いを口にした。

　その瞬しゆん間かん、イーライの眼前に広がっていた白の世界が暗転した。




　　　　　　　　　　◇




　倒れた男、イーライ・ブルーを眼下に見ながら、ケイレヴはレオニダスに通信を入れた。

「こちらレッド。任務完了。イーライ・ブルー将軍を制圧した」

　ヘッドセットを通して、レオニダスから「了解」と声が返ってくる。

「こちらでも確認していた。分隊長には俺が報告を入れておく」

「悪いな、頼む。それと『フリエ』という名前の人物を、データベースで検けん索さくしてみてくれ。リヒター王国側の人物で、性別は女だ」

「フリエ？　聞いたことないな。何者だ？」

「どうやら、城に残っている人物らしい」

　言いながら、ケイレヴは狙そ撃げき銃じゆうのスコープを通じて現状を見ているであろうレオニダスに向けて、倒れているイーライ・ブルーを指差した。

「どうもこいつは、そのフリエって人物を守るために、一人で戦っていたらしいんだ」

「分かった。やっておこう。にしても、その男、死んだのか？」

　訊きかれて、ケイレヴは「いや」と首を横に振った。

「殺しちゃいない。気絶させただけだ。しばらくしたら起き出すだろう。今のうち、人を寄越して捕らえるよう、分隊長に言っといてくれ」

　ケイレヴは確かにイーライ・ブルーを攻こう撃げきしたが、しかし焼き殺すようなことはせず、こめかみ部分を殴っただけだ。それに、彼が死なない程度に威力を加減していた。彼が倒れたのはこめかみに受けた衝撃で生じた脳のう震しん盪とうによるものであり、絶命したからではない。

　ケイレヴの言葉に何事か思うところでもあるのか、レオニダスはしばらく無言を保った後、静かに「ふむ」と息を吐いた。

「……了解した。なあ、少し訊いていいか、ケイレヴ？」

「何だ？」

「お前、どうしてそいつを殺さなかったんだ？　戦いとなれば容よう赦しやのないお前が、何故、こいつのことは生かそうと思った？」

　訊かれて、ケイレヴも「ふむ」と唸うなってから口を開いた。

「……惜しいと思ってよ」

「惜しい？」

「確かにこいつは敵兵だ。だが、こいつはたった一人の人物を守るために、二万からの軍勢に単独で立ち塞ふさがった。ヤケクソだとか気が狂ってるとかじゃなくて、純粋にフリエという人物を守りたかったからだ。命を賭としてでも誰だれかを守りたいという気持ちは、俺にも分かる。そんなこいつを今すぐ殺すのは、どうにも惜しいと思っちまってよ」

　まるで、敵ではなく戦友のことを語るようにそう言ったケイレヴ。

　レオニダスも、ケイレヴという男がいかなる人物かは知っている。守るべき存在のためなら命すら惜しむことなく進んで盾となるような男だ。きっと、ケイレヴは敵ながらイーライ・ブルーという少年に自分と共通するものを感じたのだろう。

「同じ魔ま人じんの手を持つ者同士、シンパシーでも感じたか？」

　レオニダスに言われて、ケイレヴは苦笑しながら言葉を返した。

「よせやい。そんなんじゃねえよ。男同士で気色悪い」

　いつもの調子で言うケイレヴに、レオニダスも苦笑を返す。

「へっ。まあ、いいさ。どのみち、アーミラル軍に多大な損害を与えた将軍だ、捕まったとなれば、戦犯扱いは免まぬがれないだろう」

　結局は死ぬ男に情けをかけた。

　そう考えると確かに虚むなしいことをしたとか、自己満足でしかないとかいう思いもするが、今からわざわざこの少年にとどめを刺すということもまた外道であると思われた。

「……ともかく、任務は完了した。俺は行くぜ」

　ケイレヴがそう言うと、レオニダスは困惑した様子で声を返した。

「行く？　何ど処こへ？」

「聞いてた筈はずだ。こいつとの約束を果たしに行く」

「約束？」

「フリエとやらに会いに行く。こいつの言葉を伝えるために」

　言って、ケイレヴは倒れたままの少年を一いち瞥べつしてから、城へ向かって石橋を歩き始めた。













　　第二章『過去から来た男』







　実に五年と半年も捕らわれていた牢ろう獄ごくを離はなれたイーライ・ブルーは、他に何ど処こへ立ち寄るでもなく、そのまま塔の地下、尋じん問もん室しつへと連れて行かれた。

　塔の最下層、埃ほこりとカビの臭においがキツく漂い、ランプの明かりが頼りなく揺れる薄うす暗ぐらい尋問室の中で、イーライは小さなテーブル一つを挟んで、一人の男と対面している。

　男の名は、ケイレヴ・レッド。炎の魔ま人じん『ベリアル』の力を左腕に宿し、五年半前、イーライを破ったアーミラル兵である。

　わけも分からず、いきなりイーライの前に現れた男──ケイレヴ・レッド。ケイレヴはイーライが収しゆう監かんされている独どく房ぼうまで来るなり、会話もおざなりに突とつ如じよとして房の鍵を開けた。そうしてただ一言「ついて来い」とだけ言ってイーライをここまで連れて来たのだ。

　ここに来る前、ケイレヴは「釈しやく放ほうだ」と言っていたが、房の外へ出るなりイーライの腕には手て枷かせが嵌はめられたし、服装もみすぼらしい囚しゆう人じん服ふくのままだった。

　房を出てよりここまで、二人は会話らしい会話をしていない。

　疑問に思うことは山とあるのだが、イーライからは容易に口を開けなかった。訊ききたいことがあり過ぎて、どれから訊けばいいのか自分でも判断がつかないのだ。

　それに、かつては拳こぶしを交えた敵同士ということもあり、二人の間に漂う沈黙がやけに重い。

　だが、イーライはケイレヴのことを恨うらんでいるわけではない。この男、ケイレヴは敵であるイーライとの約束を守り、フリエに手を出さなかった。それどころか、事情を知るや、フリエの身に危険が及ばぬよう、彼女を保ほ護ごし、城からアーミラル陣じん営えいの将軍のもとまで警護したのだと、イーライはそう聞き及んでいる。

　しかしながら、それにしても、やはり気軽に会話をするという気にはならない。そもそも北部と南部の間には千五百年間も蓄積された大きなわだかまりがある。イーライは南部人で、ケイレヴは北部人だ。どちらからともなく口を開くという雰囲気になるわけがない。

　だが、いつまでもだんまりというわけにもいかない。覚悟を決めて、自分から口を開こうとイーライが思っていると、唐とう突とつに、ケイレヴがオホンと咳せきをして、重々しく口を開いた。

「……お前がいた牢はちょっと寒いんでな、話をするのに場所を変えさせてもらった。多少カビ臭いのが難点だが、まあ、あの寒さの中にいるよりゃマシだろ？」

「……僕は寒さを感じない」

　言いながらイーライが異い形ぎようの右手を上げると、ケイレヴは小さく頷うなずいた。

「……そうだったな。にしても、ひどいナリしてんなあ、お前」

「ナリ？」

「格好のことだよ。髪の毛から何から伸び放題だし、着ているものもボロボロだ。おまけに体臭が酷ひどい。野山の獣けもの、それも肉食獣と変わらんくらい臭くさいじゃねーか。これじゃあお前、まるで無人島からイカダで帰って来た遭そう難なん者しやみてえだ」

「……僕の部屋には風呂がない。水も、手に入るのは飲み水だけだった」

「何せ牢ろう獄ごくだからな。探検したところでオアシスなんぞ見付からんだろうよ」

　言って、ケイレヴは苦笑を浮かべた。それで幾いく分ぶん緊張が解ほぐれたものか、イーライも自然と、つられるようにして苦笑を浮かべていた。

　不思議なことに、話す前に考えていたようなわだかまりはあまり感じられなかった。

　これならば、何とか話せるだろう。

　イーライは表情を正すと、今度は自分からケイレヴに話しかけた。

「……何故、ここにいるんだ？」

「あ？」

「何故、北部人のあんたが、南部の土地にいるんだ？　さっき看かん守しゆ室しつに寄った時も、看守はあんたを見ても、特に驚く様子もなかった」

　ケイレヴの格好は、スラックス、ジャケット、シャツにネクタイという、アーミラル軍人の標準的な制服だ。勲くん章しようも、リヒターのものとは趣おもむきが違う。つまりは、明らかに北部人と分かる格好なのだ。そういうケイレヴを見て、看守が何の反応も示さないというのは、イーライにしてみれば不思議なことであった。

　だが、不思議そうな顔をしたのは、意外にもケイレヴの方であった。

「そりゃそうだろ？　別に忍び込んだワケじゃないんだからな。ちゃんと相そう応おうの手続きをして入ったんだから、見み咎とがめられるワケもない」

「だが、北部人が南部にいるというのは普通じゃない。それも、よりによってだ、何であんたが僕の前に現れるんだ？　僕を倒したあんたが」

　イーライが言うと、ケイレヴは「それよ」と返した。

「アーミラルじゃ南なん北ぼく融ゆう和わが進んだことで、以前よりも南北間の交流が盛んになった。一般人の出入りはまだ制限されているが、軍人や技術者なんかの出入りは頻ひん繁ぱんになった。理由は色々あるが、俺がここに来たのは、万が一、お前が暴れた時のためってこともある」

「……つまり、あんたは僕が謀む反ほんを起こした場合の対抗策ってことか」

「そんなとこだ。氷に対する炎。前例もあることだしな」

　そう、ケイレヴは一いつ騎き打うちでイーライを倒した男だ。実じつ績せきと言うならこれ以上の実績はないだろうし、適任と言うなら彼以上の適任者もいないだろう。まさに適材適所だ。

　ふうむ、と唸うなってから、イーライは気になっていたことをもう一つ質問した。

「……では、南北融和とは何なんだ？」

「それについてはおいおい話す。それより先に、話さなきゃならんことがある」

「何だ？」

　イーライが訊きくと、ケイレヴは少しバツの悪そうな顔をして、右手でコリコリと頰ほおを搔かいた。

「……まあ、何だ。さっきは釈しやく放ほうとは言ったが、あれは無罪放ほう免めんという意味じゃない。ぬか喜びさせちまったんなら申し訳ないが、とりあえずは仮釈放ということになる」

「仮釈放？」

「ああ。事の如何いかんによったら再度の収しゆう監かんもあり得るということだ」

　事の如何ということは、これから仮釈放とやらになるとして、その後、イーライの身に何事かあるということだ。まず厄やつ介かい事ごとと見て相そう違いなかろうが、今のところ仔し細さいは分からない。それを明確にするためには、もう少し話を聞く必要がある。

「…………僕は、終身刑の筈はずだ。それも、最大限の恩おん赦しやを得ての終身刑だ」

　イーライが言うと、ケイレヴは「知っている」と頷うなずいた。

「彼女……ホワイトロッド代表が死罪を言い渡されたお前を助けるため、方々を駆かけずり回って必死にお偉えら方がたに働きかけた結果、そうなった。リヒターの法とは全く違う、アーミラルの法に従って死刑を回かい避ひするというのは、言葉じゃ言い表せんくらいに大変だったろうさ」

　それについては確かに大だい恩おんを感じているが、今はそれより、久しぶりに他人の口から聞いた『ホワイトロッド』という名の方がどうにも気になる。

「ホワイトロッド？　フリエのことだな！　代表というのは一体何のことだ？　フリエは今、何かの代表をやっているのか！」

　五年半の間、暗い独房の中でずっと考え続けた彼女のことだ。その現状について気にならぬわけがない。たまらずにイーライが詰つめ寄ると、ケイレヴはギョッとした様子で声を発した。

「うおぉッ！　何だよ！　いきなり興こう奮ふんして！　ちょっと落ち着け！　そんなふうに詰め寄られたんじゃ、話すに話せん！」

　そう窘たしなめられ、イーライはハッとしてケイレヴから離れた。フリエのこととなると、つい熱が入ってしまう。どうにもいけないなと、イーライは胸中で自分を戒めた。

「現金な野郎だな、ったく……」

「すまない……」

　自分を落ち着かせるよう小さく咳せき払ばらいをしてから、イーライは改めてケイレヴに訊いた。

「代表というのは、その……何のことだ？」

　きっと、イーライの様子に呆あきれているのだろう、仰ぎよう天てんの色を僅わずかに顔に残したまま、ケイレヴはやれやれ、といった感じで大きくため息をついた。

「……お前、本当に知らないのか？」

　この五年半の間、イーライは看かん守しゆとすらまともに話をしていないのだ。知りたいことは山とあったが、独どく房ぼうの中では外のことなど知りようもない。

「五年半も独どく房ぼうの中にいたんだぞ？　外の情報なんか入って来ない」

　イーライがそのように言うと、ケイレヴは何とも言えぬ様子で眉まゆをひそめた。

「何だ、ここじゃ新聞も読めないのか？　アーミラルの刑けい務む所しよでも、流石さすがに新聞くらいは読めるもんなんだが……。まあ、いい。リヒター王国がアーミラルに吸収され、その後、自じ治ち権けんを得て南なん部ぶ自じ治ち領りようと名を変えた。そこまではお前も知ってるな？」

「そこまでは、拘こう留りゆう中にかろうじて。その後は何の情報も得られなかったが」

「ふむ、そうか。話を続けさせてもらうが、その南部自治領の長、つまりは代表が彼女……フリエ・ホワイトロッド女じよ史しだ。彼女は民を捨てて国外逃亡しようとした他の王族と違い、戦火に苦しむ民を憂うれい、戦争を終わらせるために尽じん力りよくした。その功こう績せきが買われたことと、そして民の支持を得たことで代表に選出されたんだ」

　つまり、彼女は成功するかどうかも分からない命懸がけの賭かけに勝ち、それどころか一気にリヒターの頂点にまで立ってしまったということだ。それだけの偉い業ぎようを成し遂とげたのが、当時まだ十五にも満たない少女だというのだから、イーライとしては驚く他ない。

「フリエが……リヒターの女王？」

　イーライが言うと、しかしケイレヴは苦笑を浮かべて首を横に振った。

「おいおい、いつまで王国気取りでいるんだ？　政治において、確かに彼女は南部自治領の頂点にいるが、別に女王になったわけじゃない」

「女王じゃないなら何なんだ？」

「そうだな……彼女の立場は、本国で言やあ大だい統とう領りようみたいなもんだ。アーミラル領となったことで王制そのものが廃止されたからな。そもそも、王族の血を引く者自体がもういない。ま、ホワイトロッド代表は唯一の例外だけど」

　国家の中ちゆう枢すうを牛ぎゆう耳じっていた王族が残らず排されたなどと、そのようなことは、生きつ粋すいの南部人であるイーライにとって俄にわかには信じ難い。

「王族がもういないだって？　じゃ、じゃあ、誰だれが政まつりごとを回しているんだ……？」

「そこは北部式……いや、アーミラル式に変えさせてもらった。民衆の中から選ばれた有ゆう識しき者しやたちが議員として政治を回す。詳しく調べるまでもなく、旧リヒター時代の王族は腐り切っていたからな。残らずとっ捕まえて死刑なり国外追放なりの処分をしてやった」

「お、王族を処分……？　じゃあ、貴族も……？」

「ああ。王族の腰こし巾ぎん着ちやくだった貴族どもも制度を廃止して追い出してやった。長らく王政が当たり前だったお前からすると驚きなんだろうが、南部自治領にはもう特権階級は存在しない」

「…………」

　ケイレヴの口から語られる激変した故郷の様子に、イーライは声を失っていた。彼の言葉を信じる信じない以前に、現実離れした話の内容についていけなかった。

「ホワイトロッド代表は確かに王族の血を引いているが、当時の国王は、妾しよう腹ふくの子で、しかも異種族との混血児ということを理由に、彼女を王族の末席にも入れなかった。それに彼女には終戦のために奔ほん走そうした功績もある。だからアーミラル首脳陣は彼女を王族とみなさず南なん部ぶ自じ治ち領りように残したし、彼女が代表に選出されても異を唱えなかった」

「そう……だったのか…………」

　呆ぼう然ぜんとそう呟つぶやくイーライに対し、無言で渋い顔を向けるケイレヴ。恐らくはイーライに頭を整理する時間を与えてくれたのだろう、しばし経たった後、ケイレヴは重々しく口を開いた。

「…………悪いが、話は続けさせてもらうぜ。というか、本題はここからなんだが、そのホワイトロッド代表が、今現在、ちょっとまずい状況に置かれている」

　言いながら、持参してきた鞄かばんからタブレット端末を取り出し、それを机き上じように置くケイレヴ。

　それとほぼ同時に、イーライは跳ぶようにしてその場から立ち上がった。

「何？　どういうことだ！　フリエに何があったんだ！」

　フリエの身に、何か良からぬことでもあったのだろうか。もしや、何なに某がしかの危険が迫っているのではないか。そう考えると、イーライはいても立ってもいられなかった。

　机上に身を乗り出し、鬼気迫る表情でケイレヴに詰め寄るイーライ。

　ケイレヴは途端に「うわッ！」と驚きの声を洩もらした。

「おい、落ち着け！　また興奮してるぞ！」

「しかし！」

　そう言ってイーライが尚なおも詰つめ寄ると、ケイレヴはイーライの両肩に手を置き、前ぜん傾けいした身体をゆっくりと押し戻した。自然、イーライは再び椅い子すに座る形となる。

「いいから座って落ち着け。お前もかつては一軍の将だった男だろう？　いちいち興奮して取り乱すな。話が終わるまでドッカリ腰を据えてろ。そうじゃなきゃ話が進まん」

「………………ッ」

　そう窘たしなめられ、イーライは口を閉じた。口を開けたままだと、また何を口走るか自分でも分からなかった。口を閉じたまま鼻から大きく息を吸い、口を開けて大きく息を吐き出す。そうやって逸はやる心を落ち着かせてから、イーライは再びケイレヴに顔を向けた。

「もういいのか？」

　訊きかれて、イーライは静かに頷うなずいた。

「……ああ。話を続けてくれ」

「分かった。戦後、リヒター王国がアーミラルに吸収されたことで、南部自治領ではとある問題にぶち当たることになった。宗教問題だ」

　政治でも軍事でもなく、宗教の問題。イーライは軍事に関係が深い王国軍の騎き士しだが、ケイレヴの言葉に少なからず思い当たる節ふしがあった。

「もしかして、ケスティウス教のことを言っているのか？」

　その言葉に頷きながら、タブレット端末を操作し、資料のようなものを閲えつ覧らんするケイレヴ。

「南部育ちのお前は当然知ってるだろうが、南部で信仰される宗教の中でも、ケスティウス教は最大勢力だ。俺は行ったことないが、ケスティウス教発祥の地にして総本山、聖地ベレスキスは小国規模の広大な敷地面積を誇る宗教都市らしいな」

　ケイレヴの言葉に「ああ」と頷うなずくイーライ。

　北部、南部を問わず、宗教というものはウォールトル大陸の各地に存在しており、各々の宗教、宗派が人々の信仰を集めている。ただ、その中でもケスティウス教は群を抜く信徒の数を誇っており、国家として信仰や恭きよう順じゆんを示すところも少なくなかった。

「確か、千五百年前、異種族との戦争の折、歴史上最初の聖人と言われる聖ケスティウスが戦場跡に現れ、彼が召しよう喚かんした不死鳥『フェニックス』が戦場に炎の羽根を振り撒まき、戦死者たちを生き返らせたという伝説から、不死鳥信仰が始まったんだったな」

　ケイレヴが説明するように言い、その続きとばかりにイーライが口を開く。

「やがて『フェニックス』は輪りん廻ね転てん生しようという概がい念ねんにおける転生部分の象徴的存在として崇あがめられるようになり、聖人ニクラス・ティベリが不死鳥信仰をケスティウス教として確立した。僕はそこまで敬けい虔けんなケスティウス教徒じゃないが、そのくらいは常識として知っている。何せ、リヒター王国自体が、国家としてケスティウス教を信仰しているんだからな」

「それなんだが、正確には信仰『していた』だ」

　わざわざ『していた』などと、意味深なことを言うケイレヴ。

「それはどういう意味だ？」

　イーライが訊きくと、ケイレヴは「ふうむ」と唸うなってから答えた。

「南部自治領は当時の教きよう皇こうディケンズ六世の怒りを買って、ケスティウス教を信仰することを禁じられたんだ。当然ながら、聖地への巡じゆん礼れいも禁じられた」

　聞いた途端に、イーライは驚きよう愕がくして目を見開いた。

「えッ！　ど、どうして！　だって、リヒター王国は、自国の兵力を割さいてまで聖地を守しゆ護ごしてきたんだぞ！　それが、何故……」

　思わず言葉を失うイーライ。人にもよるのだろうし、程度の大小もあるのだろうが、信仰というものは、粛しゆく々しゆくと暮らす市井しせいの人々の心の支えのようなものであると、イーライはそのように考えている。その一いち途ずな信仰に対して否を突き付けたのが、他ならぬ信仰の対象そのもの、ケスティウス教のトップだと言うのだから驚く他はない。

　驚愕覚めやらぬイーライの眼前に、ケイレヴはずい、と右拳を突き出し、そこから人差し指と中指を立てて、Ｖサインを作って見せた。

「理由は二つある。一つは、今、お前が言った聖地を守護する兵力の件だ。お前も知ってのとおり、ケスティウス教自体は一切の武力を有しておらず、教皇に許しを得て、ケスティウス教を信仰する各国が自主的に衛えい兵へいを派遣してその守護を務めてきた。そうだな？」

「あ、ああ……。聖地の守護を任されるということは、ケスティウス教を信仰する国家にとって何よりの誉ほまれだとされている。リヒターも、その誉れある国家の一つだった……」

「だが、五年半前の戦争の折、当時の国王は教きよう皇こうの許しを得ることなく、無断で聖地の兵力を引き揚あげた。私的な目的、それもリヒター側が仕掛けた戦争に兵力を投入するためにな」

「それが原因で、教皇様の怒りを買った？」

　イーライが訊きくと、ケイレヴは頷うなずき、更に言葉を続けた。

「だが、それだけじゃない。リヒターがアーミラルに吸収されたということが、教皇の更なる怒りを買う要因になった。アーミラルは北部国家だからな。北部への偏へん見けん深い南部にあって、南部自治領は北部国家に吸収され、穢けがれたとみなされたのさ」

「北部的な要素を持つ国家は、巡じゆん礼れいはおろか信仰も認めない。そういうことか？」

「そんなところだ。このことは、南部自治領でも大きな問題になってな。強引にでもアーミラルと袂たもとを分かち、再び教会に認めてもらおうという声が続出したらしい」

「そんなことになれば、また戦争が起きる……」

　ケイレヴの話を信じるとすれば、今のリヒターは民が動かしているということになる。その民衆が離り反はんを望む熱に浮かされ、何かの反動で火が点つけば、リヒターは否いや応おうなくまた戦争に突き進むことになる。そうなればこの国はどうなるか。

　イーライが最後まで言うまでもなく、考えていたことと同じことをケイレヴが口にした。

「そうだな。だが、あの戦争でより疲ひ弊へいしたのは、本国ではなく南部自治領の方だ。もう一度戦争となれば、今度こそ南部自治領は終わりだ。完璧に叩たたき潰つぶされて、南部の要素は文明レベルで排除されるだろうさ。そうなることは南部自治領の誰だれも望んじゃいない」

「……だけど、それを説明したところで民衆の不満が消えるとは思えない」

「その問題を解決するために尽じん力りよくしたのが、他でもない、ホワイトロッド代表だ」

「フリエが？」

「ああ。彼女はこの五年ばかり、粘り強く教会との交渉を重ね、聖地巡礼を許されぬまでも南部自治領内での信仰の自由を求めてきた。前の代表、まあ、つまりは国王だが、人物に問題のあった国王に比べ、彼女は実に誠実で、何より態度が真しん摯しだった。交渉を続けてきた五年の間に高こう齢れいのディケンズ六世は崩ほう御ぎよしたが、そのことが南部自治領には有利に働いた」

「教皇様が崩御なされたのか！」

　驚きのあまり、イーライは思わず大きな声を出してしまった。

　しかし、イーライとは対照的に、ケイレヴは静かに頷いた。

「彼の後を継つぎ、新たな教皇となったのは、当時の枢すう機き卿きようザンディビ……いや、ザンビディス三世という人物だ。ったく、舌嚙かみそうな名前だな……」

　端末に表示されている資料を読みながら、ちぇっ、と舌打ちするケイレヴ。

　ザンビディスという名前には、イーライも聞き覚えがある。

「ザンビディス？　確か、ディケンズ六世の前の教皇様が、そういう名前だった筈はずだが……」

「ザンビディス二世だな。三世はその人物の孫なんだが、ディケンズ六世が崩ほう御ぎよするまで、高こう齢れいの教きよう皇こうに代わり、彼がホワイトロッド代表との折せつ衝しように当たっていたそうだ。現教皇は以前から代表の人物を買っていたらしくてな、粘り強く交渉を続けた甲か斐いもあり、彼が教皇となってから、初めて教皇との謁えつ見けんを認められたってワケだ」

「フリエが教皇様に謁見。凄すごいことだ……。たとえ一国の主であったとしても、教皇様の前では跪ひざまずいて頭を垂れると言われている。王族の末席にも入れてもらえなかったフリエが、リヒターの代表として教皇様と…………」

　国王に疎うとんじられ、王城の隅すみに追いやられていた自分の幼おさな馴な染じみが、まさか教皇に謁見を果たすまでに登り詰めていようとは思わなかった。彼女のことも含め、自分が捕らわれていた五年半の間に、どうやら世の中の有り様は変へん貌ぼうを遂とげたらしい。

　感かん嘆たんしきりのイーライをよそに、ケイレヴは端末の資料を読みながら言葉を続けた。

「彼女は僅わずかな護衛を引き連れて、聖地ベレスキスへと向かった。それが、今からおよそ十日前の話になる。問題は、その後に起こった」

　そう言うケイレヴの言葉に、イーライは眉まゆをひそめた。

「問題だって？　教皇様への謁見が叶かなったんだろう？　めでたいことじゃないか。それのどこが問題なんだ？　まさか教皇様の前で彼女が粗そ相そうでも？」

「いや、そうじゃない。話が前後して悪いんだが、今から半年前に起こったことを話す」

「……？　ああ…………」

　何故、話が半年も過去に遡さかのぼるのかは分からないが、イーライはとりあえず頷うなずく。

　そうしてケイレヴが語り始めたことは、これまでのどんな情報よりもイーライに衝しよう撃げきを与え驚きよう愕がくさせることとなった。

「実はタイダロス連れん邦ぽうとグリマルタ帝てい国こくが同どう盟めいを結んでな。南北混成の同盟軍を新たに発足したんだ。そうして連中は大陸の覇はを唱え、北部だ南部だ、大国だ小国だと言わず、ウォールトル大陸の各地、各国に軍勢を派遣し、進攻を始めた」

　アーミラルの西に位置する北部大陸の大国タイダロス連邦、そしてリヒター王国の西に位置する南部大陸最大の大国グリマルタ帝国。タイダロス連邦はアーミラル建国以前からの大敵であり、グリマルタ帝国はリヒター王国にとっては数百年来の怨おん敵てきであった。

　アーミラルもリヒター王国も、国家としては中規模であり、大国と比べれば国力も明らかに見み劣おとりがする。タイダロスとグリマルタは国交を持たぬ筈はずであり、その両国が同盟を結んだというのは、イーライにしてみれば俄にわかに信じられることではないが、ケイレヴが噓うそを言っているようにも見えない。仮に同盟軍とやらが一時に攻めて来るとなれば、これはもう中規模国家の力では防ぎようがない。例えるならば、大人と子供の喧けん嘩かである。

　ケイレヴの言葉を信じるのなら、グリマルタ帝国と隣りん接せつするリヒター王国は、明らかに国家としての存続の危機、その真まっ只ただ中なかにいるということになる。

「なッ！　な、な……」

　驚きよう愕がくのあまり、イーライはまともに言葉を発することも出来ず、口をパクパクさせていた。

　イーライの反応をある程度予測していたのだろう、ケイレヴは淡々と言葉を続けた。

「つまりは本国、南部自治領を含めたアーミラルの真隣に、ウォールトル大陸最大最強の同どう盟めいが敵として鎮ちん座ざすることになったってワケだ。アーミラルはこの同盟に対抗するため、南なん北ぼく融ゆう和わ政せい策さくというものを国策として打ち出した」

　先ほど、ケイレヴがおいおい話すと言っていた南北融和政策の話である。

「………………」

　未いまだ驚愕の只ただ中なかにあるイーライは、どういう言葉も返せず、ただただ黙ってケイレヴの言葉を聞くしかなかった。

「簡単に言やあ、南北の垣根を取っ払ぱらって真の大国になろうって政策だ。大国としての国力で敵の同盟に対抗しようってえワケだな。ここまではいいか？」

「あ、ああ……」

　かろうじて、イーライは言葉を返した。搾しぼり出したような声であった。

「旧リヒター……南部自治領も含めて、アーミラルは今、タイダロス、グリマルタの同盟軍と戦っている。戦争だ。今んとこ戦況は一進一退だが、この均きん衡こうもいつまで続くかは分からん」

「リヒターが、タイダロスとグリマルタ相手に戦争……」

「同盟軍はすでにいくつもの国家を落とし、貴重な『Ｄマテリア』や関連技術、研究の類たぐい、世に知られてない未知の魔ま法ほうなんかを貪どん欲よくに接収して、新技術、新兵器をバンバン前線に投入している。おかげで、今じゃ銃じゆうを持った魔法使いなんぞ珍しくもなんともないくらいだ。しかも同盟軍ではすでにタイダロス側の兵士に魔法技術の教きよう導どうを始めているらしい」

　北部の装備で身を固める南部兵士に、魔法を使う北部兵士。イーライにはどちらの姿も容易に想像することが出来ないが、ともかく自分が時代に置いていかれたということ、そして世界情勢が激変しているということだけは何となく分かった。

「南北の境界にある三ヶ国を中心に、その境が薄れてきたということか……」

　イーライが呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、ケイレヴは苦笑を浮かべて頷うなずいた。

「もう、お前が知っている五年半前の常識は通用しないのが今の世界だ。今のお前は、さしずめ五年半前の過去から来た男ってところだな」

　過去から来た男とは、上手いことを言う。イーライも彼と同じように苦笑してしまった。

「まるで御お伽とぎ噺ばなしの登場人物みたいだな……」

「だが、お前にもようやく時計の針を進める時が来たんだ。五年半ぶりにな」

　表情を正し、イーライのことを鋭するどく見据えながら、ケイレヴはごく真面目な顔で言った。

「こいつを見てみろ」

　そう言って、ケイレヴは机き上じようの端末をイーライの前に差し出し、何事か操作し始めた。

　だが、イーライは南部人である。南部人の一般的な感覚として、イーライも機械には良い印象を持っていない。北部人は便利な機械に依存することで楽な生活に浸ひたり切り、多くが人として堕だ落らくしていると聞き及んでいるからだ。当然、触ろうとは思わないし、出来るのなら顔を近付けるのも遠えん慮りよしたいところだ。

「こいつは何だ？」

　イーライが露ろ骨こつに嫌そうな顔をして訊きくと、ケイレヴはけっ、と舌打ちした。

「ただのタブレット端末だ。別にこいつを見たり触ったりしたからって、お前が今思っているようなことにはならねーよ。偏見なぞ捨てろ。もう五年半前とは違うんだ」

「それは、そうかもしれないが……僕には、その…………」

　イーライが言こと葉ば尻じりを濁にごしてゴニョゴニョ言っていると、ケイレヴはそれを遮さえぎるよう、オホンと咳せきをしてから言葉を続けた。

「それに、南なん部ぶ方ほう面めん隊たいでも上級将校にはこれと同じものが支給されている。遠方の人間と顔を見ながら会話をしたり、作戦中の情報を確認したりと、便利に使えるからな。ちなみにホワイトロッド代表も、これと同じものを持っているんだぜ」

「フリエも持っているのか……」

　つまりこの機械は、同じ南部人であり、イーライにとって最愛の女性であるフリエが認めた物だということだ。そう思うと、途端に印象が良い方向に傾かたむいてゆく。不思議なことだ。

　ケイレヴは端末を操作すると、画面上に動画のようなものを映し出した。

「これは衛えい星せいカメラが撮影した、今から約一週間前の聖地ベレスキスの映像だ」

　どうやったものか、映し出されたのは宗教都市、聖地ベレスキスの全景、俯ふ瞰かん映像だった。

　聖地は確かに万の兵士によって常時守られているが、そこが戦場となったことは、教会設立時より一度としてなく、また、聖地を攻こう撃げきするような国家も存在しなかった。聖地を攻撃するということは、そのままケスティウス教を信仰する全国家を敵に回すことになるからだ。

　だが、画面に映し出された聖地は、文字通りの戦火に包まれていた。

　あちこちで火の手が上がり、建物が潰つぶれ、巨大な召しよう喚かん獣じゆうや北部の機動兵器が闊かつ歩ぽしている。

　イーライは思わず息を吞のみ、まじまじとケイレヴの顔を見た。

「な、何だ、何なんだこれ…………聖地が…………ベレスキスが攻撃を受けている！　一体、何ど処この誰だれがこんなことを！」

　そう言うイーライに、ケイレヴが「同盟軍だよ」と前置きしてから言葉を続ける。

「連中がベレスキスにも進攻を始めてな。聖地を守護する各国を敵に回しても、勝てると踏ふんだんだろうよ。タイダロスは勿もち論ろんのこと、グリマルタもケスティウス教を信仰していないから攻めるのに躊ちゆう躇ちよがない。僅わずか七日足らずの間に、ベレスキスは今や南部最大のホットスポットと化した。敵軍の目的は聖地に眠る召喚獣、神獣『フェニックス』の奪だつ取しゆだ」

　ケスティウス教が神格化し、祈りの対象として崇あがめ奉たてまつる神の鳥、不死鳥『フェニックス』。聖ケスティウスに次つぐ第二の聖人とされる教祖、ニクラス・ティベリが書いた聖書によると、聖ケスティウスが召しよう喚かんしたとされる不死鳥『フェニックス』は、人々を蘇よみがえらせると、その力を使い果たして卵に戻り、聖地にて転生の時を待っているのだという。

　ただ、これはあくまで太古の時代に書かれた書物に記されていることであり、半ば伝説と化している話だ。教会が都合よく内容を改かい竄ざんしている可能性もある。

　そこまで信心深い方ではないイーライにしてみれば、卵の話は眉まゆ唾つばなのだ。

「ふ……『フェニックス』だって？　本当に……？　実在するのか？」

　イーライがいぶかしげに訊きくと、ケイレヴは怪あやしむ様子もなく頷うなずいた。

「らしいぜ？　開戦以前からベレスキスに潜もぐり込んでた南部方面隊の密みつ偵ていによると、教会が本部を置くベレスキス神殿の奥深くに、何らかの形で卵が封印されているらしい。まあ、詳しいことは俺にも分からん。実際に行って見てみなきゃな」

　まさに神をも恐れぬ同盟軍の進攻に、実在するという神しん獣じゆう『フェニックス』の卵。次々と脳内に放り込まれる情報によって、イーライの頭はパンク寸前だった。

「そ、そうか……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやき、頭の中を整理しようと俯うつむくイーライ。

「んで、ホワイトロッド代表のことなんだが……」

　ケイレヴの言葉の途中にも拘かかわらず、フリエの名を聞いた途端、イーライは反射的に俯きかけた顔を上げていた。

「そうだ！　フリエだよ！　彼女はどうなったんだ？」

　机の前に身を乗り出すイーライに、ちょっと引いたような顔を向けるケイレヴ。もしかするとイーライがあんまりフリエ、フリエ言うものだから、本当に引いているのかもしれない。

「あ、ああ……。こいつを見てみろ」

　ぎこちなく頷きながら、ケイレヴは端末を操作して新たな動画を再生した。

　画面上に現れたのは、実に五年半ぶりに見る、イーライが最も愛する女性、フリエ・ホワイトロッドの顔であった。

　五年半の間に女性として成長したのだろう、フリエの顔、そしてその身から漂う雰囲気が、最後に会った時よりもずっと大人びたものとなっている。

「フリエ！」

　夢にまで見た彼女の顔を、イーライは食い入るように見つめていた。

　所々に煤すすのような泥どろのような汚れが付着している顔に、必死な表情を浮かべているフリエ。彼女の背後からせわしなく響ひびいてくるのは、都市における人々の生活音ではなく爆ばく音おんや銃じゆう声せい、人の絶叫や悲鳴といった、明らかに戦せん闘とうと分かる音だった。

　揺れる画面がどうにか固定されると、フリエはようやく口を開いた。

「……これでいいのかな？　聞こえてますか？　こちら、聖地ベレスキスのフリエ・ホワイトロッドです。聖地は今、同どう盟めい軍ぐんのしん……きゃッ！」

　途中で、これまでより一層大きな爆ばく撃げき音おんが響ひびき渡り、彼女の言葉を搔かき消した。魔ま法ほうか機械兵器かは分からないが、ともかく付近に敵の攻撃が着弾したらしい。

「敵軍の砲ほう撃げき、始まりました！」

　姿は見えないが、恐らくは彼女の部下のものであろう男性の声に、フリエが振り向く。

「防御兵、私を中心に一いつ箇か所しよに固まって！　『コキュートス』陣じん形けい！」

　魔法壁を扱う専門兵科、防御兵に命令を下すフリエ。彼女の言う『コキュートス』陣形とは強固に張った魔法壁で小規模陣地を守る陣形である。

「了解しました！　シールドだ！　皆、ここに集まれ！　『コキュートス』陣形！」

　命令を出し終え、再び画面の正面に顔を向けるフリエ。

「聖地は今、同盟軍の攻撃を受けています！　我々が聖地入りした直後に進攻が始まったのです！　同盟軍の進攻部隊を指揮しているのは、グリマルタ帝国軍の将軍、ワグナス・グリマルタのようです！　彼の率ひきいる『ベテルギウス騎き士し団だん』が中心となって……」

　ここで、先の男性が突然「召しよう喚かん獣じゆうだ！」と叫んだ。

「まずい、あれは……『ヘカトンケイル』だ！」

　瞬しゆん間かん、正面から顔を外し、画面に横顔を向けるフリエ。恐らくは『ヘカトンケイル』なる召喚獣の姿を確認しているのだろう、唇の端はしを歪ゆがめて歯を嚙かみ締めながら、フリエは再び画面に顔を向け、必死の形ぎよう相そうで口を開いた。

「お願いします、増ぞう援えんを送ってください！　聖地に駐ちゆう留りゆうする各国の軍勢と力を合わせ、我々も必死に抵抗していますが、このままでは敵軍に……」

　言葉の途中で、突とつ如じよとしてフリエの背後が濃い影に覆おおわれた。そうして彼女が背後を振り向いたところで、

「来るぞーッ！」

　と叫ぶ男性の声を最後に、映像は終了した。

　映像の終わりを見計らっていたのだろう、鼻から太い息を吐き、ケイレヴが口を開いた。

「映像はここで途切れた。通信に使ってた端末がぶっ壊こわれたんだ」

　だが、ケイレヴの声は、イーライの耳には届かなかった。

　獄ごくに繫つながれていた五年半の間、身を焦こがさんばかりにフリエのことを思い続けていた。ひたすら彼女の平へい穏おんを、そして幸せを祈り続けてきた。その彼女が、ともすれば先の戦いの中で死んでしまったのではないか。そう思うと、イーライの心は言い様もない不安に苛さいなまれた。

　まるで心に質量が生じたかのように、胸のあたりがズシリと重い。この胸の重さは、そのままイーライが持つ不安の大きさに比例している。

　矢も盾も堪たまらず、イーライは立ち上がってケイレヴに詰つめ寄った。

「フリエは？　フリエはどうなったんだ！　彼女の身に何かあったら、僕は……ッ！」

　思わず、言葉に詰つまってしまうイーライ。不安、悲しみ、怒り。どれであるとも言えぬ複雑に入り混じった感情が、心の中をグルグルと駆かけ巡っている。

「聖地に……ベレスキスに行かなければ！」

　こんなところにいる場合ではない。今すぐ聖地に行って、フリエを助けなければ。

　居ても立ってもいられず、イーライが立ち上がると、ケイレヴがいきなり、

「馬鹿かお前は！」

　と一いつ喝かつ、両肩を摑つかまれ、無理やり椅い子すに座らされた。

「これは過去の映像だ！　ライブじゃない！　彼女は生きてるよ！　早とちりするな！」

「えッ？」

「この映像が届いた後、本国はすぐさまベレスキスへの増ぞう援えんを決定し、南部方面隊から一万の兵を現場へ向かわせた。本国の兵士が行けば、また話がややこしくなるからな。彼らがどうにか代表と合流したことで、彼女の無事が確認され、新たに連絡を取ることも可能になった」

　聞いた途端、イーライは安あん堵どし、ほっと胸を撫なで下ろした。

「そ、そうか……彼女は無事か、そうか、それならいいんだが…………」

　現状に翻ほん弄ろうされ、コロコロと感情を変化させるイーライ。

　そういうイーライの姿が、ケイレヴの目には実に純じゆん朴ぼくに見えていた。自分に噓うそがつけず、心根が素直なのだ。変にひねたり曲がったりしていない。

　少し渋い顔をして、ケイレヴは口を開いた。

「彼女のこととなると、お前ってぇ奴やつはすぐ頭に血が昇るんだなあ」

「う…………」

　図星を突かれたもので、イーライは思わず呻うめいてしまった。これでは十五の少年のまま成長がストップしてしまったも同じである。反省せねばなるまい。

　相変わらず隠し事の出来ぬイーライに、ケイレヴは苦笑を浮かべた。

「まあ、いいけどよ。五年半も離はなれ離れになってた恋人なんだからな。分からなくもない」

　ケイレヴの言った『恋人』という言葉に、イーライは思わずギョッとしてしまった。

「なッ？　こ、恋人だって？　あ、あんた、何を言って……」

　確かにイーライとフリエは互いに互いのことを想おもっていたが、明確に付き合っているとか、恋人同士であると確認し合ったことはない。それに何より、イーライは色恋についてはかなり奥おく手てだ。それこそ、年下のフリエよりも慣れていない。

　顔を真っ赤にして、よっぱらいもかくやというほどしどろもどろになっているイーライに、ケイレヴが不思議そうな顔を向ける。

「は？　何だよ？　恋人なんだろ？　ホワイトロッド代表がそう言ってたぜ？」

「え！　ふ、フリエが？　彼女がそう言ってたのか？　本当に？」

「本当だよ。五年半前に会った時に言ってたからな。お前ら、結婚を約束してたんだろ？」

「へ？　え？　け、結婚……？」

　イーライは一いつ瞬しゆん、目が点になったが、そういえば最後に会った時、彼女がそのようなことを言っていたなと思い出した。

　過去の甘い思い出に浸ひたり、思わず顔の筋肉が緩ゆるむイーライ。

　ケイレヴは今度こそイーライに対して引いた顔を向けた。

「お前……何か阿あ呆ほうみたいな顔してるぞ？　大丈夫か？」

　その言葉で、イーライは自分の顔にすっかり締しまりがなくなっていることに気が付いた。

「う……ぬ、ぐ…………」

　不覚である。もっと深く反省せねばなるまいと己を律りつし、イーライは表情を正した。

　やれやれ、といった感じで、ケイレヴは短くため息をついた。

「……話進めていいか？」

「…………頼む」

「よし。今、この時も、ホワイトロッド代表はベレスキスを守るために現地で奮ふん闘とうしている」

　今現在、南部自治領の立場はケスティウス教の信徒ですらなく、聖地の警けい護ごからも外されている。こんな状況では教きよう皇こうへの謁えつ見けんなどは望むべくもない。そんな南部自治領が増ぞう援えんを送ってまで聖地のために戦うというのには、相そう応おうの事情がある筈はずだ。

　イーライは鈍どん感かんなところのある男だが、決して愚鈍ではない。その事情にも、おおよそではあるが察さつしがついている。

「……もしかして、フリエは教皇様に認めてもらうために戦っているのか？　南部自治領に再び信仰の光を取り戻すために？」

　イーライが訊きくと、ケイレヴは「ふむ」と短く唸うなった。

「彼女……いや、南部自治領としてはそれが第一なんだろうが、本国の考えはもう少し違う。本国が増援を決定したのは、南部自治領との利害が一致したからだ」

「利害だって？　聖地を守ることで、アーミラルは得をすると考えているのか？」

「そうじゃない。同どう盟めい軍ぐんに得をさせないため、端たん的てきに言うと連中に『フェニックス』を渡さないためだ。連中の戦力がこれ以上増すことを防ぎたいんだ。本国は、連中が『フェニックス』を奪だつ取しゆした場合、最悪、それを破は壊かいしてしまおうと考えている」

　神しん獣じゆう『フェニックス』の破壊など、馬鹿げている。出来る筈がない。

　イーライは呆あきれ半分に口を開いた。

「『フェニックス』は神の鳥だぞ？　ケスティウス教においては信仰を捧ささげる対象であり、何度でも転生する不死鳥だ。倒せるわけがないし、そもそも誰だれも、倒そうだなんて思わない」

　その言葉に、しかしケイレヴは大真面目に頷うなずいた。

「らしいな。だからこそ、今まで飼い殺しにされていたお前に白羽の矢が立ったんだ」

「え？　僕……？」

　首を傾かしげるイーライを正面に見据えたまま、ケイレヴは言葉を続けた。

「本国の連中はお前の……氷の魔ま人じん『アスタロト』の力を、炎の不死鳥『フェニックス』への対抗策として考えているのさ。確かに『フェニックス』は召しよう喚かん獣じゆうの中でも最上級と言われる『神獣』だが、お前の『アスタロト』も最上級の『魔王』だ。俺の『ベリアル』も確かに同じ『魔王』だが、しかし能力は炎だ。同じ炎を使う『フェニックス』とは相性が悪い」

　どうやら冗談でも何でもなく、アーミラルはイーライに『フェニックス』を倒させるつもりでいるらしい。だが、当の本人、イーライもまた、冗談ではないと思っている。

「相手は不死鳥だぞ？　いくら殺しても蘇よみがえるような奴やつをどう倒せばいい？　仮に殺せたとしても『フェニックス』はケスティウス教の象しよう徴ちようみたいなものなんだぞ？　殺せば信仰の禁止は未来永えい劫ごうのものになる。だから、不死鳥を倒すなんて……」

　イーライが皆まで言う前に、ケイレヴが口を開いた。

「だったら、同どう盟めい軍ぐんをベレスキスから退しりぞけるしかないわなあ。そうすれば『フェニックス』と戦わなくてもいいし、連中の目的も阻そ止し出来る。南部自治領も働きを認められて、ケスティウス教を再び信仰していいと許しを得られるだろうさ。それで万ばん々ばん歳ざいだ」

「それは、そうかもしれないが……」

　そんなに簡単に同盟軍を退けられるのなら苦労はない。

　そういう懸け念ねんももっともとばかりに、ケイレヴが右の人差し指をピンと立てて口を開いた。

「最悪、連中に奪うばわれる前に『フェニックス』の卵を破は壊かいするという手もある。ま、その場合もケスティウス教の信仰は二度と認めてもらえんだろうけど」

　そんなことをすれば、南部自治領にとっては本末転倒だ。敵の『フェニックス』奪取阻止で本国は万々歳かもしれないが、南部自治領のダメージは計り知れないものとなる。

「………………」

　イーライが険しい顔を向けると、ケイレヴはオホンと咳せき払ばらいをしてから佇たたずまいを改めた。

「お前を仮かり釈しやく放ほうするのは、聖地でひとっ働きしてもらうためだ。同盟軍を退けるか、もしくは『フェニックス』を倒すことが出来れば、お前は晴れて自由の身。本国大統領の恩おん赦しやを得て、めでたく釈放だ。ホワイトロッド代表とも一緒にいられる」

「フリエと一緒に……」

　同盟軍を退ける。不死鳥を倒す。どちらも一筋縄ではいかない大仕事だが、フリエに再会出来るというのは実に大きい。命の危険は否いなめないが、その命を懸かけるだけの価値がある。

「この作戦が成功するまで、お前は階級も何もない囚しゆう人じん扱いだ。お目付け役は俺。無論、失敗すればお前は独どく房ぼうに逆戻りだが、正直言うと、それは方ほう便べんだ」

「方便？　どういう意味だ？」

「単純に考えて、失敗すれば命はない。相手が不死鳥だろうが同盟軍だろうが、戦えば勝つか負けるかしかない。そして、戦いに負ければ命はない。戦死するという意味だ」

「…………」

　瞬しゆん間かん、不死鳥に焼き殺される場面を想像して、イーライは絶句してしまった。

　恐らくは同じ想像をしたのだろう、そういうイーライの様子に苦笑しながら、ケイレヴは「ちなみにだが」と前置きしてから口を開いた。

「これは強制じゃない。お前が望むんなら、このまま独どく房ぼうに戻してやることも可能だ。もう戦うのはこりごりだとか、死の危険が付き纏まとう戦場に行くくらいなら牢ろう獄ごくの方がまだマシだと言うのならそれでもいい。どうする？　選ぶのはお前だ」

　不死鳥『フェニックス』を楽に倒せるとは思えないし、簡単に同どう盟めい軍ぐんを退しりぞけられるとも思わない。何せ、同盟軍の進攻部隊を指揮しているのは、イーライも知るグリマルタ帝国の猛もう将しよう、無む尽じん蔵ぞうに電でん撃げきを放つ『Ｄマテリア』を持つと言われるワグナス・グリマルタなのだ。不死鳥のことを抜きにしても、戦いは確実に死し闘とうとなるだろう。

　だが、それでも、イーライはケイレヴの問い掛けに頷うなずいた。

「行くさ。行くに決まっている」

　即断即決。フリエのためならば何ど処こへでも行くし、誰だれとでも戦う。それこそ、地獄であろうと構わず行くし、悪魔であろうと神であろうと邪魔をするなら叩たたき切る。強力無比な猛将の率ひきいる同盟軍であろうとも、不死鳥であろうともだ。

　イーライのはっきりとした答えに、ケイレヴは満足そうに頷いた。

「だろうな。当然だ。俺がお前の立場でもそうする」

「ああ。彼女に……フリエにもう一度会えるのなら、僕はどんな遠いところにだって行くし、どれだけの強敵とだって戦ってやる」

　大おお仰ぎように頷き、ケイレヴは「よし」と言って喋しやべり始めた。

「決まりだ。俺たちはこれから聖地ベレスキスに潜せん入にゆうする。ナナとビシャ……ああ、いや、俺の仲間たちが、先んじてベレスキスへと向かっているから、まずは都市内部で彼らと合流することが目標だ。そこから先は、ホワイトロッド代表が指揮する軍勢との合流を目指す」

　つまり、フリエとの再会は、戦場の只ただ中なかでと相あい成なるらしい。

　場所が場所だけに、感動の再会とはいかないだろうが、それでも、彼女との再会を想像するとイーライの胸は恋する乙女のように高鳴った。

　ここで、突とつ如じよとして尋じん問もん室しつの扉が開かれ、看かん守しゆの男が顔を覗のぞかせた。

「食事の用意が出来たそうです」

　そう言う男に、ケイレヴは手を上げて応こたえた。

「ああ、あんがとよ」

　ケイレヴの言葉に頷くと、看守は扉を閉めて立ち去った。

「食事って？」

　イーライが訊きくと、ケイレヴは「俺たちのメシだ」と答えた。

「あらかじめ頼んでおいたのさ。昔から言うだろ？　腹が減っては何とやら……ってな」

「用意がいいんだな」

　イーライが苦笑しながら言うと、ケイレヴはそれを鼻で笑った。

「へっ。どうせ牢ろうの中じゃロクなメシ食ってなかった筈はずだ。そうだろ？　まずは美う味まいものをたらふく食え。食って、そのガリガリの身体に、敵さんと一戦交えられるだけの英えい気きを養え。それから風呂に入って身だしなみを整えろ。風呂から出たら、こっちで用意した新しい服と装備に着替えろ。お前が風呂に入っている間に、俺は自分の準備をさせてもらう」

「承知した」

「よし、じゃあついて来い。メシは上に用意してある」

「分かった」

　そうやって頷うなずき合うと、二人は揃そろって尋じん問もん室しつを出た。

　今、この瞬しゆん間かん、止まっていた時計の針がようやく動き出したのだと、イーライは思った。




　　　　　　　　　　◇




　フリエとはいつからの付き合いなのか。

　ケイレヴにそう訊きかれたので、イーライは五年半ぶりの林りん檎ごを齧かじりながら答えた。

「フリエと初めて会ったのは十三年前、僕が七歳で、彼女が五歳の頃だった」

　言ってから、今度は葡ぶ萄どうの房を摑つかみ、下から吸うようにして粒を口に入れる。これもやはり五年半ぶりに口にするものだが、林檎とはまた違うその芳ほう醇じゆんな甘酸っぱさが、脳のう髄ずいに痺しびれるような味覚の感動を与えていた。

　テーブルを挟み対面に座るケイレヴが、鱒ますのムニエルを口に運びながら「へえ」と唸うなった。

「所謂いわゆる、幼おさな馴な染じみってヤツか？」

「まあ、一応はそうなるのかな？　彼女と初めて会ったのは舞ぶ踏とう会かいの夜、僕が生まれて初めて王城に入った時のことだ。食べ物を盗みに入ったんだ」

　当時のことを思い出しながら、それでも料理を漁あさる手と口は止めずに、イーライは言った。

　聞いた途端、ケイレヴは面食らった様子でムニエルの欠片を取り落とした。

「えッ？　食いもんを盗みに？　南部国家ってのは、出世すんのに家柄だの地位だのが必要になってくんだろ？　お前、元将軍だろ？　イイトコのボンボンなんじゃねーの？」

「まさか。物心ついた時から路上暮らしだったんだ。生まれどころか、親の顔も知らないよ」

　幼少期のイーライは親もなければ家もない最底辺の生活を送っていたのだ。それがイイトコのボンボンだなどと言われては、苦笑する他ない。

　本人は特に気にしていないのだが、ケイレヴはイーライの触れてはならない部分に触れてしまったと思ったのだろう、少し声を落として、改まった様子で口を開いた。

「……なかなかハードな人生歩んでんな、お前も。つーか、生まれも不確かな孤こ児じがよく一国の将軍にまで登り詰めることが出来たな」

「人一倍努力はしたつもりだが、それでも僕は運が良かった。あの日、フリエに出会っていなければ、僕はとっくに路上で死んでいた」

　テーブル上のかごから取ったパンを齧かじりながら、ケイレヴは静かに「ふむ」と唸うなった。

「……確かに、北部でもストリートキッズが成人するまで路上で生き延のびられる確率は低いからな。発展途上国なんかじゃ、その数値はゼロにも等しい。路上暮らしを続けていたら、今のお前はなかったかもしれねえな」

　イーライは感かん慨がい深ぶかげに「何ど処こも似たようなものなんだな」と前置きしてから、当時の詳細な記憶を呼び覚ましていった。

「もう何日も食べてなかった僕は、舞ぶ踏とう会かいをやっている最中の城になら食べ物が山ほどある筈はずだと考えて、馬車の荷に紛まぎれてどうにか城の厨ちゆう房ぼうに忍び込んだんだ。だけど、そこで運悪く見回りの衛えい兵へいに見付かってしまった。僕は両手にパンを持って逃げ回った。そうして、わけも分からず飛び込んだ先が、偶然にもフリエの部屋だったってわけだ」

　あの時のフリエの顔は今でも忘れない。泣きながら逃げ込んだ先にいた、人形のように可か憐れんな少女の顔は驚きに満ち満ちていたが、しかしイーライのことを怖がる様子もなく、むしろ新鮮な興味に溢あふれた目をしていた。

　これは後から本人に聞いたことなのだが、彼女には友達はおろか、同じような歳の知り合いすらもいなかったのだという。他の姫や王子とは隔かく離りされた状態で育ち、いつも一人ぼっち。そんな中、突然現れたイーライに驚きはしたものの、何故だか、この子なら自分の友達になってくれるかもしれないと、そう思ったのだという。

　初めての出会いを思い出し、その記憶に少しだけ苦笑してから続きを口にする。

「彼女は察さつしがいい。いきなり現れた僕の様子を見て、事情は分かったとばかりに助けてくれたよ。訊たずねて来た衛兵に噓うそをついて追っ払ってくれた。本当は、真っ先に礼を言うべきだったんだろうけど、僕は訊きいたよ、どうして僕のことを助けてくれたのって。そしたら彼女、こう答えたんだ、私と同じように、貴方あなたも一人だったからって……」

　路上の浮ふ浪ろう児じにもグループというものがある。自分たちのシマを持ち、役割分担をして互いに助け合うのだ。しかし、イーライは当時からあまり人付き合いが得意な方ではなかったためそのグループに入れてもらえず孤こ立りつしていた。

　恐らくフリエは、そういう孤立している人間独特の雰囲気、言わば同類の匂においのようなものを敏びん感かんに感じ取ったのだろう、彼女は確かに察しがいいが、勘かんの方はもっといい。イーライをして、時に驚くほどの鋭するどい勘を持っている。

「その後、僕がどうにか騎き士し見習いとして寄宿舎に入れたのは、彼女のおかげだ。僕の境きよう遇ぐうを知った彼女が、僕のことをどうにか助けてほしいと母親に頼み込んでくれた。あの時、彼女が尽じん力りよくしてくれたおかげで、僕は今、こうして生きていられる」

　本当に、自分が今もこうして生きていられるのは、何から何まで彼女のおかげだと、イーライは改めて実感していた。言ってみれば命の恩人だ。それも、一度ならず命を救われている。イーライにしてみれば、女神と言って差し支つかえのない存在だ。

　イーライの、フリエに対する並々ならぬ想おもい入れ、その根底を垣かい間ま見みたのだろう、ケイレヴは得とく心しんしたというように頷うなずいた。

「だから五年半前、彼女を守るために……」

　ケイレヴは皆まで言わなかったが、彼の言わんとしていることはよく分かる。きっと、五年半前の、最後の戦いのことだろう。イーライはそうだと頷いた。

「騎き士し団だんの寄宿舎に入ることが決まった時、誓ちかったよ。僕は、僕のことを、僕の人生を救ってくれたフリエのことを生涯かけて守り通すと。彼女を守る、彼女のための騎士になると。あんたに負けといて何だが、その志こころざしは今でも変わってない」

　騎士としては不ふ謹きん慎しんなのかもしれないが、イーライは一度として国王や王族、貴族などというものに忠誠を誓ったことはない。

　騎士になった理由は、フリエを守るという、ただそれだけのためだ。

　彼女をあらゆる害悪から守る力を得るため、そして少しでも彼女に近い場所に居続けるために騎士になった。イーライにとってはそれが全てだ。

　イーライの言葉に何か思うところでもあるのか、ケイレヴは低い声で「むう」と唸うなった。

「たった一人だけを守ることが出来ればそれでいい、か……。俺にはあんまり分からん感情だけど、ま、その一心で一国の将軍にまで登り詰めたんだから、大したもんだよな、実際。脱走の心配もしなくてよさそうだ」

　脱走どころか、フリエの苦境を知った今、イーライは頼まれずとも聖地へ赴おもむく所存だ。

「フリエの窮ちゆう地ちを見て見ぬフリして、脱走なんかするもんか」

「なら結構。こっちとしても、脱走者の追跡なんかしている暇はないからな」

「だから、しないよ。フリエに会えるのなら、戦場にだって喜んで行くさ」

「オーケー。ならお望みどおり連れてってやるよ」

　言いながら、ケイレヴは鱒ますを食い終わった皿にナイフとフォークを置き、懐ふところから煙草たばこのケースを取り出した。北部製の上等な紙巻き煙草である。

　ケイレヴはケースから煙草を一本取り出すと、おもむろにそれを口に咥くわえ、先端を左掌に押し付けて火を点つけた。

　両肺に存分に紫し煙えんを溜ためてから、ケイレヴは口を開いた。

「懐なつかしの戦場にな」

　言ってから、ケイレヴはふう、と煙を吐き出した。

「む……げほっ、ごほ…………」

　イーライは煙草たばこの臭においが嫌いなので、咳せき込みながら左手で煙を払った。

　何となくではあるが、この男とは趣しゆ味みが合わないなと、そのように思った。




　　　　　　　　　　◇




　風呂から上がると、イーライは着替えに用意された部屋の中で、大きな姿すがた見みの前に立ち、貧ひん相そうな己の面つらと向き合っていた。

　イーライに用意されていたのは、かつて自らも着ていたリヒター王国軍の制服だった。ローブと野戦服を組み合わせたような、南部大陸内でも独特の形状と言われる制服だ。

　だが、以前と何もかもが同じというわけでもなく、各所に変更点が見受けられる。両肩に縫ぬい付けられているのはアーミラル陸軍のワッペンだし、足元はアーミラル製の軍ぐん靴かに変わっている。それに何より特とく徴ちよう的てきなのは、上着が真っ青に染め上げられていることだ。リヒター王国軍時代は、制服にこのような色は採用されていなかった筈はずだ。

　何だか少しだけ違い和わ感かんのある上着を着てから、昔と同じように、右みぎ袖そでだけを肩口から強引に破り取る。右腕の鎖くさりが袖の中でギチギチとつかえるからだ。

　ひげは、風呂場で残らず剃そり落とした。

　移植の影えい響きようで色の抜けた、淡い藍あい色いろの髪に目を向ける。五年半の間に腰まで伸びた長い髪。それを肩のあたりまででバッサリと切り落とす。

　己の姿が、だんだんと五年半前の、将軍であった頃に近付いてゆく。

「まるで五年半前から再スタートしてるみたいだな」

　そう独り言を呟つぶやき、一人で笑うイーライ。この五年半は、何をするにも一人だった。

　だが、これからは違う。

「待ってろよ、フリエ……」

　まだ見ぬ最愛の女性を思いながら、イーライは扉を開いて部屋を出た。

　すると、部屋の前、廊下で待つケイレヴの姿が眼前に飛び込んで来た。

　ケイレヴの姿を見るなり、イーライは思わず吹き出してしまった。

「何でそんな格好してるんだ？」

「うるせーな。俺だって好きでこんな格好してんじゃねーや」

　そう言うケイレヴの格好は、はたして北部の人間とも思えぬようなものであった。どういう意図があるのか、南部で用いられるような甲かつ冑ちゆうを着込み、刀身の分厚い、長大極まる大剣を背負っている。これではまるで、騎き士しである。

「北部の機械鎧よろいはどうしたんだ？」

　そう訊きくイーライに、ケイレヴが答える。

「ああ、野戦アーマーのことか？　ありゃ駄目だ。ベレスキスには着て行けない」

「どうして？　僕の記憶じゃ、南部の甲かつ冑ちゆうよりもずっと頑がん丈じようだった筈はずだ」

「北部人と分かる格好で行けば、敵だけじゃなく味方からも誤って攻撃を受ける恐れがある。それに味方だと分かっても、俺が北部人だと分かれば誰だれもいい顔しないだろ？」

「そういうものか？」

「そーゆーもんなんだ。それにこの甲冑だって、ドムのジジイが野戦アーマーを仕立て直して作ったもんなんだからな。防御力は折り紙付きだ」

「ドムのジジイ？　あんたの祖父か？」

　イーライが訊きくと、ケイレヴはゾッとした様子で、慌あわてて口を開いた。

「ちげーよ！　誰があんなクソジジイの孫だ！　変な冗談はよしてくれ！」

　言ってから、ケイレヴは「まったく……」と呟つぶやき、表情を正した。

「さっき、ナナ……あいや、俺の仲間たちと連絡がついた。あいつらはもう、ベレスキスの手前まで到達しているらしい。俺たちも急ぐぞ。敵軍にバレるから途中で乗り捨てることになるが、道中の足としてバギーを用意してある」

「ああ、行こう。彼女が……フリエが待っている」

　顔を見合わせて、二人は同時に頷うなずいた。

　そうして、かつては拳こぶしを交えた敵同士が、肩を並べて歩き始めた。













　　第三章『再会の戦場、ベレスキス』







　戦場となった聖地ベレスキスでは、各国から派遣された衛えい兵へいたち三万と、南なん部ぶ自じ治ち領りようから派遣された一万の軍勢が緊急的に結けつ託たく、計四万からの連合軍を組んだ。連合軍はまず、四万の軍勢を一万ずつ、計四つの軍に分け、第一軍から第四軍までを編成、怒ど濤とうの勢いで攻め来る倍近い規模の同どう盟めい軍ぐん進攻部隊に対し、必死に抵抗を続けていた。

　連合軍は聖地で最も大きな建物、ベレスキス神殿を本ほん陣じんとし、枢すう機き卿きようたちが食事をする大広間を借り受け、連日連夜、片時も休むことなく侃かん々かん諤がく々がくの軍事会議を繰り広げていた。

　そしてまだ十八歳の少女でありながら、フリエ・ホワイトロッドも南部自治領の代表、そして一万の軍勢を指揮する連合軍の将の一人として、この軍事会議に参加していた。

　大広間は昼も夜もなく行き交う人でごった返し、次から次へ各地の戦況が報告され、情報が氾はん濫らんし、ああでもない、こうでもないと言う人々の声で常に騒そう然ぜんとしている。

　今現在、フリエは自らが率ひきいる第四軍の隊長たちを集め、作戦会議を開いている。

　各軍の部隊編成は指揮官に一任されており、フリエは自らの軍を千人ずつの計十部隊に分散して動かしている。本当は一万人の一塊として軍を動かしたいのだが、こうでもしないと担当を任された各拠点を守り切れないのだ。

　各部隊の隊長たちが囲む円えん卓たくの上に、ベレスキスの地図が広げられている。その地図上に自軍や敵軍等を示す駒を置き、皆で議論を交わしながら作戦を練り上げる。

　そうやって第四軍としての次の動き方を決めていたところ、突とつ如じよとして、フリエの私物である鞄かばんの中から甲高い電子音が鳴り始めた。フリエが本国から受領したタブレット端末に、誰だれかから通信が入ったことを知らせる音だった。

　人の声ばかりが響ひびき渡る空間の中で、突如として鳴り始めた聞き慣れぬ電子音。その場にいた皆が、何事かとフリエらに顔を向けた。ここで端末を取り出すようなことをすれば、北部を毛嫌いする他国の諸しよ将しようがいい顔をしないだろう。

　フリエはけたたましく音を発する鞄をひっ摑つかむと、隊長たちに断りを入れ、急いで大広間を出て、手近な女子用の手洗いに駆かけ込んだ。

　個室に入り、鞄の中からタブレット端末を取り出すフリエ。画面に触れて通信に出ると、端末の画面に一人の老人の顔が映し出された。

　アーミラル本国、つまりは北ほく部ぶ方ほう面めん隊たいの制服に身を包み、ツルリと毛のない禿とく頭とうにチョコンと軍帽を載のせた、どこか牧ぼつ歌か的てきな雰囲気の漂う老人だ。老人の背後には、同じく北部方面隊の制服に身を包んだ、筋骨隆々な男性将校が静かに佇たたずんでいる。

　南北混成の新部隊、通称『キメラ部隊』を指揮しているタイラー・メルケル中ちゆう将じようと、その腹心の部下、ジェイソン・ニリス大たい佐さであった。

「あぁー、ああぁー、いやはや、おはようございます、ホワイトロッド代表」

　画面の中の中将が、そう言ってフガフガと笑う。

　こちらの都合も考えず、何が面白くて笑っているのか。フリエは中将に険けわしい顔を向けた。

「……メルケル中将。タイミングが悪いですよ」

「ほ？　おやおや、何やら不機嫌なご様子ですねえ。おや？　そこ、もしかしてお手洗いではありませんか？　あー、あぁー、さては便秘ですかな？」

　うら若い乙女に対して、いきなりデリカシーの欠片かけらもないことを言ってくる中将。いくら老人でも、こういう慎つつしみのない言動は許されるものではない。

「……セクハラのような発言はやめてくださいませんか、中将」

「はえ？　セクハラ？　いやはや、何をおっしゃいます？　健康の話に決まっているじゃありませんか。食が細いせいか、私も便秘に悩んでいましてねえ」

「私は便秘ではありません」

「恥ずかしがらなくてもいいのですよ？　同じ悩みを抱える仲間ではありませんか。あ、でもですねえ、私、今朝は五日ぶりに……」

「いい加減にしてください。死にたいですか、中将？」

　一切の表情を消し、フリエはこの世の冷淡さを凝ぎよう縮しゆくしたような声色でそう言い放った。しかし中将はそれを意に介した様子もなく、ニコニコと微笑を浮かべている。

「あー、恐ろしいこと言いますねえ、貴方あなたは。こんな老いぼれをわざわざ殺そうだなんて。貴方が殺さずとも、放っておいてもそのうち寿命で死にますよ」

　自らの老いを逆手に取ったこういう返しに、フリエは中将の老ろう獪かいさを感じた。流石さすが、本国において神しん算さん鬼き謀ぼうを謳うたわれた稀き代だいの名将である。言葉でやり合っても、のらりくらりと躱かわされるだけだと悟ったフリエは、咳せき払ばらいを一つしてから「ともかく」と言って口を開いた。

「何の御用です？　報告ならば明朝、本国の方に……」

　フリエの言葉の途中で、中将が先んじて口を開いた。

「あー、えー、取り急ぎお伝えしたいことがあるのです」

「……何でしょう？」

「えー、そちらに新たな増ぞう援えんを送りました」

　聞いた瞬しゆん間かん、フリエの顔にパッと喜き色しよくが浮いた。

　同どう盟めい軍ぐんが聖地に攻め込んで来てからというもの、何ど処こ其そ処この拠点が奪うばわれただとか、第何部隊が全滅しただとか、良い報告は一つとして上がってきていない。

　久しく耳にしていなかった吉報に、フリエのテンションは一気に高まった。

「本当ですか！　で、どれだけの軍勢を回していただけるのです？」

「三人です」

　聞いた途端、フリエは目が点になり、我が耳の不調を疑った。

「……はい？　は……あ、え…………？　今、何と？」

　まさか、三人などという冗談みたいな人数の筈はずがない。このところの疲労がたたって、聞き間違えたのだ。そう思ったフリエが確認のために訊きき返すと、中ちゆう将じようは再び、

「ですから、三人です」

　と言って、フリエの期待を粉々に打ち砕いた。

「………………」

　フリエは思わず言葉を失ってしまった。だが、中将は構わず言葉を続ける。

「後から追加でもう二人来ますから、計五人ですね」

「…………あ、あの、確かに増ぞう援えんは喉から手が出るほど欲しいですが、しかしいくら何でも五人では焼け石に水です。意味がありません」

　増援がたった五人だなどと、実にふざけている。本当は怒鳴り付けてやろうかとも思ったのだが、流石に高こう齢れいの老人、それも本国の要人にそんなことを出来るわけもなく、フリエは己の感情を抑え、ワナワナと唇を震ふるわせながら、ともかく落ち着いた口調で中将に言った。

　そういうフリエの憤いきどおりが分からぬほど中将は鈍どん感かんな人物ではない筈なのだが、画面に映る中将は、彼女の言葉にも不思議そうに首を傾かしげるだけだった。

「そうですかねえ？　意味はあると思うんですがねえ」

「中将、たった五人の兵士に何が出来ます？　超人でもあるまいし、小隊にすら満たない人数では、ここに到着する前に全滅してしまいます」

「多分、大丈夫だと思いますよ？」

「お言葉ですが、中将……」

　しかし、フリエが皆まで言う前に、中将が右手を上げてそれを制した。

「だって、超人ですからねえ、彼らは」

「え？」

「そちらに送る五人のうち、二人は元『デッドマンズ』の隊員ですからねえ」

「『デッドマンズ』……」

　過去のことを思い出しながら、フリエは感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやいた。

　思い出していたのは、五年半前、イーライを倒したと言って城に現れた、異い形ぎようの左手を持つ男、ケイレヴ・レッドのことだった。彼は、自分のことをアーミラル陸軍の特殊部隊『デッドマンズ』の隊員だと言っていた。今にして思えば、フリエの計画が成功したのは彼のとりなしがあったればこそであり、彼がいなければ南部自治領の今はなかったことだろう。

「私の指揮する『キメラ部隊』から、現状、最強の戦力を誇る第七分隊を派遣しました。分隊長を務めるのは、ケイレヴ・レッド少佐です。彼のことは、貴方あなたもご存知でしょう？」

　今、まさしくケイレヴ・レッドのことを考えていたフリエは、驚きに目を見開いた。

「ケイレヴ・レッド少佐……。彼が、ここに…………」

　ケイレヴ・レッド。イーライと同じ『魔ま王おう』の手を持つ一いつ騎き当とう千せんの兵士にして、自らの想おもい人を倒した男。そして、間接的にではあるが、南部自治領の存続に一役買った救きゆう国こくの徒と。彼に対する感情は実に複雑だが、しかし負の感情というものは抱いていない。むしろ希望、彼が来るのならば、この泥沼のような戦場をどうにか覆くつがえせるかもしれない。彼ならば、敵軍を指揮する鬼き神しんの如ごとき男、猛もう将しようワグナス・グリマルタとも対等に戦えるかもしれないと思えた。

　本国が派遣する聖地への増援は、僅わずかに五人。しかし、使い方によっては今の劣れつ勢せいをひっくり返すことも不可能ではない、連合軍の切り札となり得る五人だ。

　どうやら中ちゆう将じようはふざけていたわけでも、フリエを見捨てたわけでもないらしい。ケイレヴ・レッドの参戦を聞いたことにより、数に対するフリエの不満はすっかりと消えていた。

「ケイレヴ・レッド君ともう一人は、他の三人より遅れて聖地に到着する予定です」

「その、もう一人とは誰です？　彼の分隊の人間ではないのですか？」

　フリエが訊きくと、中将は「いかにも」と言って頷いた。

「もう一人は、貴方あなたもよく知っている人物ですよ。というか、貴方以上に彼のことをよく知っている人間はいないんじゃないですかねえ」

「私が、最も良く知る人物？　も、もしかして……」

　そう言って声を失うフリエに対し、画面上の中将は大おお仰ぎように頷うなずいた。

「ええ。イーライ・ブルー君です」

　瞬しゆん間かん、フリエは息を吞のんだ。

「い、イーライが！」

　驚きよう愕がくして、フリエは思わず大きな声を出してしまった。

　出会ってよりずっと、フリエのために戦い続けてくれたイーライ。そして彼は最後の戦いに敗れ、戦犯として投とう獄ごくされてしまった。この五年半の間、フリエは一日たりともイーライのことを忘れたことはない。彼が生きている限り、必ず釈しやく放ほうのチャンスが訪れる筈はずだ。成果は未いまだ出ていないが、その想いを胸に、フリエは終身刑を言い渡されたイーライを救うため、五年半の間、ずっと秘密裏に動いてきたのだ。

　そのイーライが獄を出て、自分の窮きゆう地ちを助けるためにここへ向かっている。そう思うと、フリエは泣きそうになるくらい己の感情が昂たかぶるのを感じた。

「イーライが、本当に来てくれるのですか……？」

「えぇー、あー、勿もち論ろんですとも。私の権限やらコネやら裏技やらをフルに使いましてねえ、彼を牢ろうの外に出したのです。ま、条件付きではありますがね」

「条件、ですか……？」

　中将は「ええ」と頷いてからフリエの疑問に答えた。

「えー、あぁー、レッド君ら第七分隊とイーライ・ブルー君には、とある作戦の遂すい行こうを依頼しています。今はまだ監かん視し付きの仮かり釈しやく放ほうみたいなものですが、作戦が成功すれば、彼は晴れて自由の身、無罪放ほう免めんで釈放となります」

　最初から、すんなりと釈放が認められるとは、フリエも思っていなかった。そこまで都合良く事が運ぶ筈はずがない。それは分かっていた。だが、それでも、待ち望んでいたチャンスが遂ついに訪れたのだ。また、イーライに会えるチャンスが。最大の好機が。

　溢あふれ出る感情を努めて堪こらえながら、フリエは顔を上げて画面に映る中将の顔を見据えた。

「はい、ありがとうございます……」

　言ってから、フリエは堪たまらず、中将に横顔を向けた。

「イーライが、やっと自由に…………」

　誰だれにも聞こえぬ小さな声で、フリエはそっと呟つぶやいた。

　呟くと同時に、瞳ひとみの端から涙の粒がホロリと零こぼれた。




　　　　　　　　　　◇




　南部自治領を南に下り、隣りん国ごくゼプセンを通り、更に南下してゼプセン南のラーカン共和国を抜けると、その以南はケスティウス教の聖地、宗教都市ベレスキスが治める土地となる。

　今現在、イーライはベレスキス領との境、ラーカン共和国の最南端に位置する切り立った崖がけの上から、遠くに見える聖地、ベレスキスの様子を窺うかがっている。

　ケイレヴから借り受けた、軍用だというアーミラル製の望遠鏡は、南部で使われる単眼の望遠鏡よりもずっと遠くまで見渡せたが、しかしそのレンズに映るのは、いずれも悲惨で、目を覆おおいたくなるような光景ばかりだった。

　広大な都市を囲む、これまた広大な市壁にはあちこちにひびが走り、穴が穿うがたれ、肉眼で見ても分かるほどに大きく壁が崩されている箇か所しよもある。きっと、比ひ喩ゆでも何でもなく、巨人やそれに類する怪物が叩たたき壊こわしたのだろう。

　賑にぎやかに市が開かれていたであろう広場は滅茶苦茶に荒らされ、家々は砕かれ、あちこちから火の手が上がり、兵士のものも、一般市民のものも、家畜のものも、ともかく無数の骸むくろがそこかしこに、尊厳も何もない無残な形で転がっている。それらを乗り越え、或あるいは踏ふみ付けにして、同どう盟めい軍ぐんの兵士たちが我が物顔でベレスキスの街を行進している。

　都市を闊かつ歩ぽしているのは、兵士だけではない。これまでは南部で見られることのなかった北部の戦車や装甲車、機動兵器の類たぐい、そして異界から召しよう喚かんされた数々の召喚獣たちが南北混成の兵士たちの隊列に帯たい同どうしている。地上だけではなく、上空には戦せん闘とう用ようヘリや飛ひ龍りゆう、昆虫を思わせる怪物や怪鳥といった類の召喚獣が飛び交っている。

　聖地ベレスキスは今や戦場と化していた。それもイーライの知る南部式の戦場ではなく、近年見られるようになった最新の都市戦の様よう相そうを呈ていしている。

　南部と北部の文明が渾こん然ぜん一いつ体たいとなった混こん沌とんの戦場を、イーライはともかくひたすら、貪むさぼるように観察し続けていた。かつては一軍の将であり、大きな戦争にも出たイーライをして、生まれて初めて見る、言わば新時代の戦場であった。

　都市としての面積があまりにも広大なため、全域をくまなく見渡すことは出来ないが、ここにはもう、イーライの知る南部の戦場はない。初めて北部国家と戦った、五年半前の戦場とも同じではない。北部式でも南部式でもない、混沌の戦場。

　新時代の戦場を眺めながら、イーライは僅わずか六年も経たたぬ間に、自分がすっかり時代に置いていかれたことを痛感していた。

「…………本当に、時代は変わったんだな」

　望遠鏡から目を離はなすと、イーライは誰だれにともなく呟つぶやいた。

「あ？　何か言ったか？」

　イーライの呟きに対し、そう声が返ってくる。

　声の方に顔を向けると、はたして、そこには深々と地に突き刺さる一本の大剣があった。

　二メートル近い刀身を持つ、巨大で分厚い両刃の大剣。刀身の中央には、鍔つばにあたる部分にまでスリットが走っている。鍔の部分は戦せん斧ぷの刃のような形状になっており、この斧ふ刃じんが刀身のスリットを伝って切きっ先さき部分までせり上がり、バトルアックスに変形する仕組みになっているのだという。持ち主の話によると、これは柄つかの部分から使用者の炎を吸い上げ、刀身に炎を纏まとう『魔ま剣けん』のレプリカであるとのことだった。

　剣の銘めいは『タイタンスレイヤー』。巨人をすら斬きり伏せる剛剣というほどの意味合いだ。

　きっと、イーライの呟きが聞こえたのだろう。それまでは分厚い刀身に隠れて姿が見えなかったのだが、いつの間にか剣の持ち主、ケイレヴ・レッドが刀身の陰から顔を覗のぞかせ、何事かという表情でこちらを見ていた。

「……いや、何でもない。独り言だ」

　苦笑しながら、イーライは首を横に振った。戦場を見てセンチメンタリズムの類に駆かられていたとは、男として口が裂けても言えなかった。

　ケイレヴは「そうか？」と首を傾かしげたが、それ以上気にする様子もなく、地に手を突いて立ち上がり、イーライの前に歩み寄った。

「まあ、いいか」

　そう言うケイレヴの手には、タブレット端末だか言う機械が握られている。きっと、あの機械を使って仲間たちと連絡を取っているのだろう。

「少佐？　どうしたんです？」

　端末の画面に映る黒髪の少女が、そう言って首を傾げている。

　ケイレヴは端末を眼前に引き寄せると「ああ、悪い悪い」と声を返した。

「こっちでちょっと話してたんだよ」

「誰だれとです？」

「イーライ・ブルーだよ」

「えッ！　イーライ・ブルー将軍？　本当ですか？」

「まあな。なあナナ、もう切っていいか？　そろそろミッションスタートだ」

　ナナと呼ばれた画面上の少女は、名残なごり惜おしそうな表情を浮かべてから、静かに頷うなずいた。

「……了解しました」

「レオとビシャスにも伝えといてくれよ」

「はい」

「んじゃ、頼むぞ。アウト」

　そう言って通信を切り、画面から顔を上げたケイレヴに、イーライは声をかけた。

「誰と話してたんだ？」

「ん？　ああ、俺の仲間だ。ナナっていう新米なんだけどな」

「仲間？　先に聖地に潜せん入にゆうしたっていう、あんたの隊の？」

「ああ。あいつら、何とかホワイトロッド代表に合流したってよ。今は彼女の指揮下に入って戦っているらしい。俺たちも合流を目指すぞ」

「フリエ！　彼女は今も無事なのか？」

　フリエの名を聞いた途端、イーライはケイレヴに詰つめ寄っていた。別に怒っているわけではなく、どんな些さ細さいな情報でもいいからフリエの現状が知りたかった。

　だが、イーライの興奮とは裏腹に、ケイレヴは渋い顔で口を開いた。

「……おい、悪いクセ出てんぞ？　彼女のことでいちいち興奮すんのはやめろっつっただろ。がっつきやがって。思春期のガキか、お前は？」

「…………ぬ、ぐ」

　イーライは顔を真っ赤にして、言葉にもならぬ声で呻うめいた。五年半前から、まるっきり成長していないと言われているようで、消え入りたいほどに恥ずかしかった。

　そういうイーライを見ながら、ケイレヴはやれやれといった感じでため息をついた。

「彼女は無事だ。今は自分の部隊を引き連れて前線に向かっているらしい」

「ぜ、前線だって！　彼女も戦せん闘とうに参加しているのか？」

　驚きに目を見開くイーライに対し、ケイレヴは努めて冷静に話を続ける。

「ああ。彼女も聖地の連合軍で、指揮官の一人として軍勢を率ひきいて戦っている」

　言ってから、ケイレヴは端末の画面をイーライに見せた。画面上には、イーライも見覚えのある、一人の騎き士しの姿が映し出されていた。

「敵軍は、グリマルタ帝国の『ベテルギウス騎士団』を中心に編成されているらしい。その騎士団の本隊が、前線を抜きそうになってんだとよ」

「ベテルギウス……。ワグナス・グリマルタの騎き士し団だんだな」

　言いながら、イーライは自然と険けわしい表情になっていた。グリマルタ帝国の『ベテルギウス騎士団』と、それを指揮するワグナス・グリマルタ。どちらも知らぬ相手ではない。

　イーライの言葉に、ケイレヴも少し険しい表情で頷うなずく。

「ああ。グリマルタ帝国の現皇帝の実子……三男だな。十五人いる兄弟の中じゃ一番の武ぶ闘とう派はらしい。何でもこいつは槍やりの名手で、自ら最前線に出て戦うほどの戦闘狂だって話だ。厄介なことに稼か動どう状態の『Ｄマテリア』を持っていてな、こいつは、えーと……」

　手元のタブレット端末で資料を閲えつ覧らんしているケイレヴに、イーライは、

「『魔ま槍そう九く龍りゆう雷らい帝てい』」

　と言った。

　一体何だ、といった感じで、ケイレヴが首を傾げる。

「あ？」

「ワグナス・グリマスタの『Ｄマテリア』だ。確か『魔槍九龍雷帝』という名だった筈はずだ」

　聞いて、ケイレヴは手元の資料を確認する。そうして「おお！」と声をあげると、ケイレヴは顔を上げてイーライを見た。

「確かにそう書いてある……。詳しいな、お前」

「詳しいも何も、実物をこの目で見たことがあるからな。天変地異もかくやというほど激しく電でん撃げきを放つ槍だ。一度見たら二度と忘れられないさ」

　イーライが言うと、ケイレヴはふむ、と頷いた。

「リヒター王国時代の話だな」

　リヒター王国とグリマルタ帝国は、グリマルタ建国以前から争ってきた敵同士だ。後発のグリマルタが国家として樹じゆ立りつされた後も両国の争いは続き、今こん日にちにまで至っている。イーライがワグナス・グリマルタを見たのは、そういう争いの中、騎士として出しゆつ征せいした戦場でのことだ。

「お前、奴やつと戦ったのか？」

　訊きかれて、イーライは首を横に振った。

「いや、僕じゃない。戦ったのは、ゴールドールソン将軍だ。将軍に任命される前、僕はゴールドールソン将軍の『金きん牛ぎゆう騎士団』にいたからな。その戦いを間近で見ていた」

　ケイレヴはもう一度ふむ、と頷いた。

「アルガス・ゴールドールソン……。お前と同じ、旧リヒター王国軍にいた四将のうちの一人だったな。確か、リヒター王国陥かん落らくと同時に姿を消したんだったか」

　聞いた途端、イーライは驚きの声をあげた。

「えッ！　ゴールドールソン将軍が？」

「何だ、知らなかったのか、お前？」

「あ、ああ、初耳だ……」

　言いながら、イーライはゴールドールソン将軍のことを思い出していた。

　武勇に秀ひいで、忠を重んじ義を尊たつとぶ。将でありながら誰だれよりも前に出て戦うその姿に、少年のイーライはいつも尊敬の眼差しを向けていた。

　きっと、ゴールドールソン将軍は我慢がならなかったのだろうと、イーライは考える。自分の全てはリヒター王国に捧ささげたのだと、将軍はいつも言っていた。自分の魂たましいは常にリヒターと共にあるのだとも。そのリヒターが消滅し、北部国家であるアーミラルの領土となることに我慢がならなかったのだ。自らの魂が北部に毒されるようで、許せなかったのだ。ゴールドールソン将軍とは、そういう人だった。どこまでも誇り高い、生きつ粋すいの南部騎き士しだった。

　そういう彼のことを考えると、イーライとしてはノスタルジーのようなものを感じずにはいられないのだが、今はそういう感傷に浸ひたっている時ではない。

　心中のノスタルジーを振り払うように顔を上げると、イーライは言葉を続けた。

「ゴールドールソン将軍は間違いなくリヒター王国で最強の騎士だったが、ワグナス・グリマルタはその将軍と伍ごして戦っていた」

「確か、ゴールドールソンも稼か動どう状態の『Ｄマテリア』を持っていたんだったな」

　その言葉に、イーライも「ああ」と頷うなずきを返す。

「王国軍の四将は、例外なく国王より『Ｄマテリア』を授かる。ゴールドールソン将軍が授かったのは『宵よい闇やみの鎧よろい』という最強の甲かつ冑ちゆうだ」

　ゴールドールソン将軍はこの甲冑を常に装着しており、いつ如い何かなる時もそれを脱ぐことがなかった。噂うわさでは、彼の素顔を見た者は、当時の国王を含め誰一人としていないという話だ。彼の下にいたイーライも、素顔は勿もち論ろん、彼の素肌らしきものさえ見たことがない。

　また、彼はその素す性じようが一切知られておらず、古こ参さんの騎士たちも彼がどのように将軍となったかを知る者がいなかった。出自の不確かさも相まって、それこそ都市伝説の類になるが、彼の正体は、名を変えて歴代の王に仕え続けてきた人ならざる存在だと言う者もあったくらいだ。

「ミスリル銀の鎧か。稼動状態じゃなくても、甲冑としての価値はありそうだ」

　そう言ったケイレヴに、イーライは首を横に振った。

「『宵闇の鎧』に使われている金属は、ただのミスリル銀じゃない。伝説によると、影を司つかさどる魔ま王おう『アモン』の角を砕いて、ミスリル銀と合金して造られたものらしい」

　イーライが言うと、ケイレヴは感かん慨がい深ぶかげに「ほう」と声を洩らした。

「魔王『アモン』か……」

「ああ。これを装備した者は、失われたドワーフの秘術、人間には扱えないとされる、強力な『闇属性』魔法が使えるようになる」

　人間だけではなく、オーク族も、魔法の達人である筈はずのエルフ族ですらも扱えないとされるドワーフ独自の秘術『闇属性』魔法。

『宵闇の鎧』を装備した者は、その『闇属性』魔法が使えるようになるが、素材に『魔王』の肉体の一部を使用しているためか、鎧よろいは持ち主の精神を蝕むしばむのだと言う。並の精神力であれば半年と持たず廃はい人じんとなる。これを使いこなせるのは、ゴールドールソン将軍のように、並外れて強きよう靭じんな精神力を持つ者だけだ。

　何か思うところでもあるのか、ケイレヴは腕を組んでふうむ、と唸うなった。

「闇やみの魔ま法ほうか……。俺も魔法は沢山見てきたが、どんなもんか想像もつかねーや」

「従来の魔法とは根本的に違うものだからな。影の中に潜もぐり込んだり、空間を捻ねじ曲げたり、何と言えばいいのか……とにかく人じん智ちを超えている」

「その人智を超える力を持つ将軍と、ワグナス・グリマルタは互角か」

　ゴールドールソン将軍とワグナス・グリマルタの戦い、その圧倒的な光景を思い出し、イーライはゴクリと息を吞のんだ。

「……余人の入り込む余地などない、一対一の死し闘とうだった。僕を含め他の誰だれも、ワグナス・グリマルタの部下でさえも近付けやしなかった。それだけ激しい戦いだったんだ。僕も遠くから見ていたが、この世のものとは思えない光景だったよ」

「そんな奴やつとこれから戦おうってワケか。ったく、勘かん弁べんしてほしいもんだよな」

　言ってから、ケイレヴは大きくため息をついた。きっと、先々の苦労を考えればため息くらいしか出ないのだろう。

「僕から見れば、あんたの力もこの世のものとは思えないけどな」

　イーライが言うと、ケイレヴはけっ、と舌打ちした。

「お前に言われたかねえや」

「僕もあんたには言われたくない」

　イーライがそう言い返すと、ケイレヴはもう一度舌打ちをした。

「けっ。うるせえっつーの。おら、それよりこれ着けろ」

　ケイレヴは持参した道具袋に手を突っ込み、何やらゴソゴソと中を探り始めた。そうして取り出したのは、ケイレヴが耳元に着けているものと同じ機械だった。

「……何だ、これ？」

「軍用のヘッドセットだ。同じものを持つ人間と、声だけで連絡を取り合う道具だ。多少離はなれていても、これがあれば会話が出来る。タブレット端末でも通信は出来るが、ありゃあちとかさばるからな。戦闘ありきで考えれば、こっちの方が使い勝手はいい」

「……そうか。気は進まないが、まあ使わせてもらおう」

　言って、イーライはケイレヴからヘッドセットなるものを受け取ったが、しかしそれを装着せずにしげしげと見つめていた。もう、そういう時代ではないのだと分かっているものの、機械を使うというのは、どうにも南部人としての禁を破るようで気が進まない。

　それに何より、装着のし方が分からない。困っている様子のイーライに対し、ケイレヴは己の左耳のヘッドセットを指差して見せた。

「耳に引っ掛けて使え。設定方法が分からんだろうから、お前のやつだけ最初から通信チャンネルをフルオープンにしてある。装着したら、ボタンの類たぐいは一切いじるな。設定が狂えば、お前じゃ元に戻せんだろうからな。ドムのジジイの言うことを信じるなら、暗号化した秘ひ匿とく回線を使っているから、敵に通信が拾われる可能性は極めて低いそうだ」

　そう言われても、イーライには何が何だかさっぱり分からない。

「……多分、技術のことを言っているんだろうが、僕にはさっぱり分からないぞ？」

　イーライが思っていることをそのまま言うと、ケイレヴはへっ、と苦笑を浮かべた。

「まあ、つまりは安心して……」

　と、ふと、イーライから視線を外したケイレヴの目が、そのまま顔を向けた方向に釘くぎ付づけとなった。見ているのは戦場、ベレスキスを囲む市壁のあたりだった。

「……おい、どうした？」

　一体、どうしたというのか。イーライが声をかけると、ケイレヴはこちらに顔を向けることもなく、右腕だけをこちらに伸ばしてきた。

「スコープ貸せ」

「え？」

「早く！」

「あ、ああ……」

　言われて、イーライは持っていた望遠鏡をケイレヴに返した。

　イーライの手から奪うばい取るようにして望遠鏡をひっ摑つかむケイレヴ。そうして、先ほどから注視している方向を望遠鏡で覗のぞき始めた。

　視界を遮さえぎるものがないとは言え、この場所からベレスキスの市壁まで、距離は一キロ以上も離れている。イーライもケイレヴと同じように、彼が見ている方向に目を向けるのだが、肉眼では人間も豆粒程度にしか見えず、そこで何が起こっているのかよく分からなかった。

　ケイレヴはしばし望遠鏡を覗いた後、ゆっくりと目を離し、イーライの方に向き直った。

「…………やっぱりだ」

「一体、どうしたっていうんだ？」

「あそこを見てみろ」

　左手で市壁の方を指差し、右手でイーライに望遠鏡を差し出すケイレヴ。

　イーライは黙って望遠鏡を受け取ると、ケイレヴの指差す方にレンズを向けた。

　進軍に邪魔だったのだろう、大きく崩された市壁の近くに、二台のストライカー装甲車が停まっており、その周辺には十人弱の兵士たちが歩ほ哨しように立っている。タイダロス陸軍の標準的な野戦服を装備した兵士と、甲かつ冑ちゆうに身を包み、腰に剣を下げたグリマルタ騎き士しが半々といったところか。いずれも手元にはアサルトライフルが握られている。同どう盟めい軍ぐんの兵士たちだ。

　都市の外で始まった戦いではあるが、前線は早々に押し上げられ、今や主戦場は都市の内部となっており、同どう盟めい軍ぐんの本隊はとっくに市壁の内部にまで歩を進めている。彼らの役目は、自軍が制圧した区域や敵増ぞう援えんの警戒、外から来る援軍の手引きなどだろう。似たような編成の小部隊が、等間隔で他にもいくつか見える。

「あれは……同盟軍の兵士か？」

「もうちょい左だ」

　言われて、イーライは望遠鏡をもう少し左に向けた。すると、グリマルタのものとは形の違う甲かつ冑ちゆうや、ローブのような形状の野戦服で身を包んだ兵士五人が、後ろ手に拘こう束そくされ、壁の方に顔を向けて並ばされている姿が見えた。

　彼らを左右から挟む同盟軍の兵士二人が、銃のストックで叩たたくなどして、彼らに膝ひざを突かせ始めた。俗に言う、処刑スタイルというやつだ。

「もしかして、捕ほ虜りよなのか？　リヒターの兵士じゃあないみたいだが……」

　望遠鏡から目を離し、イーライが顔を向けると、ケイレヴは地面に突き立てた大剣を引き抜き、背中の金具に刀身を固定している最中だった。

「衛えい兵へいとして派遣された、他国の兵士たちだろうな。撤てつ退たいの途中で置いて行かれたか、偵てい察さつに来てとっ捕まったか。ともかく連中、捕虜を殺そうとしてやがる」

　言いながらも、ケイレヴは捕虜が捕らわれている方向を見たままだった。ケイレヴがこれから何をせんと考えているのか、それが分からぬほどイーライも鈍どん感かんではない。

「…………助けに行くのか？」

「勿もち論ろんだ」

　あくまで任務を優先するのなら、いらぬ戦せん闘とうは避さけるべきだ。冷酷かもしれないが、大義のためには彼らを見捨てるというのが最良の選択肢だろう。イーライも一軍の将だった男だ。時に残酷な選択を迫られることは多々あった。そして、今、この場面では、その残酷な選択こそが最良の選択であった。恐らくはケイレヴもそれを分かっている。

　分かっていながら、ケイレヴは気持ちいいくらいの即答をした。答えは、この場面における最悪の選択。敵に姿を晒さらし、捕虜を助けるために一戦交えるというものだった。

「隠おん密みつ行動を取るんじゃなかったのか？」

「そのつもりだったんだけどな。あんなもん、見過ごせるワケねーだろ。南部方面隊は今、ベレスキスの衛兵たちと連合軍を組んでいるんだ。なら、あいつらも俺たちの仲間ってことだ。見捨てるワケにはいかねえ」

　言いながら、ケイレヴはイーライに向き直った。

「プランＢに変更だ。敵兵を倒して、捕まってる連中を助ける。首尾よく救出が成功したら、そのままベレスキス内部に突入だ。街中に入ったら俺が先導するから、お前は俺に続け」

　任務は任務として、それでもあくまで、己の身を危険に晒してでも彼らを助けようとケイレヴは言う。きっと、仲間は絶対に見捨てないという信条があるのだろう。ともすれば、ケイレヴの行動や考え方は、イーライよりも青あお臭くさいと思われた。

　だが、イーライは何故だかケイレヴの決定に異を唱える気にはならなかった。ケイレヴが持つ清すが々すがしいまでの心意気が、イーライにも伝染したようだった。

「分かった」

　イーライもはきと頷うなずき、ケイレヴがそれに頷きを返す。

　頷き合い、二人は同時に、捕虜たちの方に顔を向けた。

「左右に分かれて挟み撃うちだ。俺は左から行く。お前は右だ。いいな？」

「ああ」

「よし、行くぞ！」

「おう！」

　言って、二人は同時に駆かけ出した。

　まずはケイレヴが崖から飛び降りる。

「推進！　クリムゾン・ヒートアーツ！　『フレイムジェット』！」

　その叫びに呼応するように、ケイレヴの左掌から炎が噴ふき上がり、上空に真紅の軌き跡せきを描き始めた。炎を推進力として、空中を滑かつ空くうしているのだ。

　左から大きくカーブを描き、敵方へ向かうケイレヴ。

　イーライも後おくれを取るわけにはいかない。

　駆け出し、地面が途切れる断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきで立ち止まると、イーライは右掌に冷気を収束させ、それを足元に叩たたき付けた。

「氷ひよう閃せん闘とう舞ぶ、凍路の段！　『走そう凍とう滑かつ路ろ』！」

　瞬しゆん間かん、大地に叩き付けられた魔ま手しゆを中心に、地表が氷に覆おおわれ始めた。地表を覆う氷はすぐさま断崖絶壁にまで到達するのだが、氷による侵しん食しよくはそこで止まらない。そのまま地面のない空中にまでも氷が伸び、あっという間に崖がけ下したまで続く、氷の滑すべり台だいのようなものを形成した。崖下の地面に到達した氷が、そのまま敵方に向かい、更に伸びてゆく。

　道なきところに作られた、イーライ手製の氷の道であった。

　イーライは両足で氷の滑り台に飛び乗ると、そのまま崖下に向かって滑走を始めた。

　空くうを切るように激しく風を受けながら滑るイーライ。百数十メートルはあろうかという崖を一息で滑り降りると、そのままアイススケートの要領で氷の道を滑って行く。道が欠けそうになると地面に向けて右掌から冷気を放つことで新たな道を作り、滑走を続ける。氷の力を持つイーライならではの高速移動法である。

　空をゆくケイレヴと、地を滑るイーライ。距離は離れているものの、高速で迫る彼ら二人に気付いた敵兵たちが、一斉にこちらに銃じゆうを向けた。

「氷閃闘舞、壁陣の段！　『氷ひよう盾じゆん玄げん武ぶ』！」

　敵の動きを察さつ知ちしたイーライは、氷の道を滑りながら右掌に冷気を収束させ、氷でもって分厚いタワー型の盾を作り出した。その盾を左手に持ち替え、身を隠しながら滑走を続ける。

　間かん髪はつ入れず、イーライとケイレヴに向けて敵の銃じゆう撃げきが始まった。

　その銃撃を氷盾で受けながら、イーライは空を行くケイレヴに目をやった。見れば、ケイレヴは対空砲火をやり過ごす戦せん闘とう機きのように、身体を揺らしながら器用に銃撃を躱かわしていた。

　流石さすがに手て馴なれている。どうやら向こうを気にする必要はなさそうだ。

　と、イーライがそんなことを思っていると、ヘッドセットにケイレヴからの通信が入った。

「まずは装甲車を潰つぶすぞ！　俺は左側のやつをやるから、お前は右側のやつをやれ！」

　言われて、装甲車の位置を確認する。捕虜たちから離れること十数メートル。縦じゆう列れつ駐ちゆう車しやの要領で、二台が僅わずかな距離を空けて停まっている。

　装甲車を攻撃している間に捕ほ虜りよがやられてしまうかとも考えたが、見れば、捕虜を殺そうとしていた兵士たちもこちらに銃を向けている。離れた場所にいる、異変を察知した他の部隊もこちらに集結しつつある。恐らく、このような事態で捕虜殺害を優先することはない筈はずだ。

「よし、任せろ！」

「装甲車の上に付いている機銃見えるな？」

　訊きかれて、イーライは「ああ」と頷うなずいた。

「確か、マシンガンとか言うものだったか？　ライフルだか言う歩兵の銃よりも、もっと重くて威力の強い弾丸を放つものだ」

「五十口径重機関銃！　タイダル・アーマメント社製の、所謂いわゆるキャリバーフィフティって呼ばれてるやつだ！　いくら魔ま人じんの手を移植されていても、あれで心臓やらドタマやらぶち抜かれたら一発で終わりだからな、それだけ気をつけろ！」

「分かっているさ、相手をするのは初めてじゃない！」

「それもそうだったな！　んじゃま、ぶちかますぞ！」

「おう！　氷ひよう閃せん闘とう舞ぶ、飛閃の段！」

「爆ばく炎えん拳けん！　クリムゾン・ヒートアーツ！」

　イーライ、ケイレヴとも、彼ひ我がの距離、およそ百メートルで技の予備動作に入った。

「『龍りゆう牙が氷ひよう弾だん』！」

「『ハンマーストライク』！」

　裂れつ帛ぱくの気合いを己の魔拳に込め、イーライとケイレヴは同時に叫んだ。

　氷の道を滑りながら、右腕を突き上げ、掌てのひらを天に向けるイーライ。その掌しよう上じように、まるで巨木の幹をそのまま削けずったような、超大型の氷杭が生成される。

　標的までの距離はぐっと近付いて、およそ三十メートル。

「うおあらああああぁ──────ッ！」

　あらん限りの力を込めて、イーライは装甲車に特大の氷杭を投とう擲てきした。

　怪力を誇る右腕の力に加えて、滑走スピードが上乗せされて撃ち出された氷杭は、さながら氷で出来たミサイルの弾だん頭とうである。それまでイーライに照準していた装甲車の機き銃じゆうが、慌あわてて飛来する氷杭に銃撃を浴びせる。だが、どれだけ銃撃を受けようと氷杭の勢いはいささかも衰おとろえることなく、装甲車の胴体を串刺しにした。

　あまりの勢いに車体が浮き上がり、そのまま腹を見せて横転する装甲車。

　それと同時に、まるで隕いん石せきの如ごとく上空から落下してきたケイレヴが、横転した車両の左隣に陣取っていた装甲車を、炎を纏まとう左拳で叩たたき潰つぶした。

　まるで飴あめ細ざい工くのように、中央からグシャリと折れ曲がる装甲車。

　ケイレヴがジャンプして離れると、装甲車は小爆発を起こして車体を炎上させ始めた。

「イーライ、援えん護ごするから捕ほ虜りよの拘こう束そくを解け！」

「分かった！」

　ケイレヴに返事をしながら、乾いた地面に着地するイーライ。

　すると、一番近くにいた甲かつ冑ちゆうの兵士が、腰から剣を抜いてイーライに斬きり掛かって来た。

「氷ひよう閃せん闘とう舞ぶ、凍刃の段！　『氷ひよう刃じん斬ざん鉄てつ剣けん』！」

　左手の盾で刃を受けながら、イーライは右手で氷剣を生成する。

　上段から振り下ろされた剣を再び上に撥はね上げ、がら空きの腹部に抜ぬき胴どうを叩き込む。その一撃で男の身体は上半身と下半身に二分され、上半身だけが宙を飛んだ。鮮血を撒まき散らしながらも、男の身体が切り口からどんどん凍ってゆく。中空で完全に凍り付いた上半身が落下、地面に激突して砕け散り、紅あかい氷をばら撒まいた。
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　これで装甲車二台と敵兵一人を排除。

　援えん軍ぐんはすぐさま到着するだろうが、今、この場にいる敵は合計九人。四人はイーライの方に向かって来ており、残りの五人はケイレヴに向かっている。

　この四人とまともに戦っていては、きっと敵の援軍が到着してしまうだろう。そうなれば捕ほ虜りよを助けるどころの話ではない。敵の相手はケイレヴに任せるべきだ。

「おい、上に跳べ！　敵を縛る！」

「了解した！」

　そう返事をして、ケイレヴは凄すさまじい膂りよ力りよくでもって垂直にジャンプした。彼が地面から離れたことを確認してから、イーライは右手の剣を地面に突き刺した。そうして冷気を右手に収束させると、掌てのひらをバンと地面に叩たたき付けた。

「氷ひよう閃せん闘とう舞ぶ、氷縛の段！　『地走り』！」

　瞬しゆん間かん、叩き付けた冷気が氷となってうねるように地表を走り始めた。氷が急速に成長する植物の根の如ごとく伸び、イーライに殺到していた敵兵たちの足を絡からめ取り、その場に縛り付ける。

　イーライは突き刺した剣を再び手に取り、自由を奪うばわれた敵を横目に駆かけ抜けた。瞬間、ケイレヴに殺到していた敵たちが、異変を察さつ知ちして一斉にイーライに向き直った。

「来るか！」

　魔ま法ほうか、或あるいは銃じゆう撃げきが来る。警戒してイーライが盾を構えたその時だった。

「二に指し炎えん弾だん！　クリムゾン・ヒートアーツ！　『フレアマグナム』！」

　その声と共に、イーライの頭上から拳よりも一回り小さな火球が五発放たれ、過あやまたず敵兵たちに着弾、小爆発を起こして五人が次々とその場に倒れ込んだ。

　先の警告により跳んだケイレヴが、敵の動きを見て、イーライを援えん護ごしたのだった。

　眼前に着地したケイレヴに、イーライが目で「助かった」と合図を送る。

　イーライの合図に黙って頷うなずくケイレヴ。彼に背中を任せ、イーライは拘こう束そくされたままの捕虜たちのもとへ駆かけ寄った。

「大丈夫か？　怪我してる者はいないな？」

　言いながら、イーライは右手で小さな氷のナイフを生成すると、一番近くにいた甲かつ冑ちゆうの兵士の手を取り、彼を拘束するロープを切った。

「あ、ああ、すまない、助かった……。しかし、君たちは何者だ？」

　拘束から解放された兵士が、僅わずかに戸惑った様子でイーライに頭を下げる。きっと、努めて顔に出さぬというだけで、イーライの右手を見て驚いているのだろう。

　彼の質問はひとまず置いておき、イーライは未いまだ拘束されている他の捕虜たちを指差した。

「時間がない。拘束を解くのを手伝ってくれ」

「あ、ああ……」

　ぎこちなく頷うなずきながらも、男は拘こう束そくされている仲間のロープに手を掛けた。

　イーライも、次の捕ほ虜りよに取り掛かる。

「僕たちはリヒターの者だ」

　作業を続けながら、イーライは先の質問に答えた。

「リヒター？　ホワイトロッドどのの配下か？」

　フリエの名を聞き、イーライは一瞬ドキリとしたが、すぐさま表情を正して頷いた。

「ああ、そうだ。僕たちは援えん軍ぐんとして来たんだが、しかし大分激しくやっているみたいだな」

「そうだったか……。同どう盟めい軍ぐんの連中、従来の魔ま法ほうに加えて、南部では見たこともない面めん妖ような道具を使う。恥ずかしい話、我々は苦戦続きでな。先ほど、連中の話が漏もれ聞こえたのだが、同盟軍の本隊が前線を抜いて本ほん丸まるである神殿に迫りつつあるらしい」

　戦せん闘とうに入る前、ケイレヴも彼と同じことを言っていた。どうやら同盟軍の進撃は確定事項と見て間違いないようだ。フリエは更なる苦境に立たされていることだろう。

　グズグズしていると、フリエの身が危ない。イーライは忌いま々いましげに歯を嚙かんだ。

「そうか……。僕たちはこれからフリ……いや、ホワイトロッド代表の軍勢に合流しなければいけないんだが、あんたたち、自分たちだけで逃げられるか？」

「撤てつ退たいするのみならば我々だけでも大丈夫だろう。戦闘は極力回かい避ひすればいいし、北部の連中と違い、いざとなれば我々には魔法がある。たとえ戦闘になったとしても、もう捕まるような無様は晒さらさないさ。君たちには世話になったんだ。本隊に合流するまで護ご衛えいしてくれなどと、子供のようなことも言ってられんだろう」

「半はん端ぱをしてしまって心苦しいが、そうしてくれると助かる」

　言いながら、イーライは三人目のロープを切った。見れば、甲かつ冑ちゆうの男の方も、仲間のロープを解き終わったようで、拘束されていた捕虜たちは、これで全員晴れて自由の身となった。

「いや、いいのだ。それより君、ホワイトロッドどのと合流するのなら、まずはケスティウス神殿に行くといい。現在の主戦場は神殿の西側だ」

「そうか……。ありがとう。おい、聞いていたか！」

　叫びながら、イーライはケイレヴの方に顔を向けた。すると、氷で足元を拘束されていた男たちが血も流さずに不自然な格好で倒れている姿が目に入った。ケイレヴが気絶させたのだ。

　ケイレヴは振り返ると、イーライの方に駆かけて来た。

　よく見ると、ケイレヴの背後、かなり後方から、こちらに向かって走って来る装甲車の車体がある。敵方の援軍が駆け付けたようだ。

「ああ！　追つい撃げきが本格的になる前に、街ん中に入るぞ！　まずは敵を撒まくんだ」

　言って、ケイレヴは親指で背後を指した。

「撒くと言っても……どうするんだ？」

「連中の懐ふところからスモークグレネードを拝借した」

　言いながら、ケイレヴは右手に握ったものをイーライに見せた。円筒型の、北部兵士が使う手しゆ榴りゆう弾だんという携けい行こう兵器だった。

「煙幕か！」

「こいつをぶん投げたらすぐさま行くからな！　見失うなよ！」

「ああ！」

　イーライの返事を確認するまでもなく、ケイレヴは背後に迫り来る装甲車に向かって、安全ピンを抜いて手榴弾を放り投げた。

　そうして地面に落下した手榴弾が猛もう然ぜんと煙を噴ふき出すと、ケイレヴは市壁の崩れている方に向かって駆け出した。

　見れば、捕ほ虜りよたちも逃げ出す最中であった。

　イーライは休む間もなく、ケイレヴの背を追って市壁の方へ駆け出した。

　市壁の内側からは、イーライもよく知る、濃密な戦場の臭においが漂っていた。




　　　　　　　　　　◇




　神殿より西へ僅わずかに三十キロメートルの地点、稀き代だいの芸術家と謳うたわれた第三聖人ウァーレンスが彫り上げた不死鳥像を祀まつるレイナード宮。今現在、そのレイナード宮を中心に、聖地を守護する連合軍と、聖地侵しん略りやくを企くわだてる同どう盟めい軍ぐんとの戦いが繰くり広げられている。

　この戦場に集結した連合軍の軍勢がおよそ一万五千。連日の戦せん闘とうで動ける兵も少なくなり、また、点在する拠点や中継地点の警備を考えれば、これが動員可能な最大限の人数だった。

　だが、物量で勝る同盟軍はその倍、およそ三万の兵を動員している。しかも今回は進攻部隊の総大将、ワグナス・グリマルタ御おん自みずからが最前線に出て来ている。恐らくはこの決戦で一気にカタをつけるつもりなのだろう、最前線を抜いた勢いに乗じ、そのまま『フェニックス』の卵が安置されている神殿まで雪な崩だれ込もうというのだ。

　同盟軍の進攻は、まさに怒ど濤とうと言って過言ではない勢いを見せている。彼らの戦力は兵士だけではない。召しよう喚かん魔ま法ほうによって異界より呼び出された召喚獣に加え、タイダロス製の兵器、特に自じ律りつ思考タイプの無人機動兵器が猛もう威いを振るっている。

　連合軍の軍勢は、殆ほとんど蹂じゆう躙りんされるようにして同盟軍に蹴け散ちらされている。同盟軍の勝利は、火を見るよりも明らかである。

　だが、連合軍はここを抜かれるわけにはいかない。何せ、彼らの背後には南部各国における精神的支柱、ケスティウス教の総本山たる神殿があるのだ。神殿には教きよう皇こうを含めた神しん職しよく者しや、そして聖地に暮らす敬けい虔けんな信徒たちが避ひ難なんしており、その深部には敵軍の狙ねらう『フェニックス』の卵がある。連合軍の敗北が示すところは、つまり南部の希望を奪われるということだ。

　南部の希望は、自分たちが守る。連合軍の兵士たちは、その決意を胸に、死すらも厭いとわず同盟軍に立ち向かっていた。一般兵も、指揮官も、皆、一いち丸がんだ。

「第三部隊、ベストゥイユ軍が苦戦してるわ！　加勢に入ってあげて！　第六部隊、左翼に壁張って敵の集中砲火を遮しや断だんしてちょうだい！　その隙すきに負傷者の手当てを！」

　連合軍側指揮官の一人、フリエ・ホワイトロッドも南部の希望を守るため、そして南部自治領に再び希望をもたらすため、地獄の戦場の只ただ中なか、それも最前線で必死に戦っていた。

　周囲に身を隠せるようなものがないため、魔ま法ほう壁へきで強引に遮しや蔽へい物ぶつを作り、その内側で自軍の各部隊に伝令を出すフリエ。

「了解しました！」

　フリエの命を受けた兵士たちが、魔法壁から抜け出して伝令に走る。

「ホワイトロッド代表！　もうここは限界です！」

　フリエの陣の中、一人の兵士が彼女に注意を促うながす。

　南部方面隊では採用していない甲かつ冑ちゆうを着込んだ金髪隻せき眼がんの兵士、メルケル中将の言っていた『キメラ部隊』から来た北部のサイボーグ兵、レオニダス・シルバーウッドであった。

　彼は『黒こく龍りゆう』の骨から削けずり出した弾丸を装そう塡てんし、見た目をボウガンに見えるようにした偽装狙そ撃げき銃じゆうを持ち、魔法壁で囲まれた陣地の内側から、最前線の兵士たちを援護していた。

「貴方あなただけでも下がった方がいい！」

　言いながら、レオニダスは魔法壁を背に、予備弾倉をボウガンの底に嵌はめ込んだ。

　確かに、ここで踏ふん張り続けるのは難しい状況だが、フリエは首を横に振った。

「いえ、それはなりません、シルバーウッド少佐！　私たちが下がればその分だけ我が軍の前線が下がってしまいます！　これ以上下がるわけにはいきません！　ここは死守し……」

　と、フリエの言葉の途中でいきなり、閃せん光こうと共に、

　ズドム！

　と、落雷のような音が轟とどろいた。

　直後、陣のすぐ直前の地面が爆はぜ、周囲にいた兵士たちが吹っ飛ばされた。よく見ると魔法壁の直前、地面が大きく抉えぐれており、そこから煙が漂っている。吹っ飛ばされた兵士たちはピクリとも動かず、皆、一様に黒焦げとなっている。まるで、本当に雷が落ちたような有り様だ。

「電でん撃げき魔法？」

「何だ！」

　突然のことに、フリエとレオニダスは同時に声をあげた。

　その声を搔かき消すように、

「つまらん！」

　と、野太い男の声があがる。実に大きな声だ。

「何とつまらん戦場だ！　強者が誰だれもおらんではないか！」

「一体誰なの！」

　声のする方向に目をやったまま、フリエは注意深く身構えた。

　漂う煙の向こう側に、ゆらゆらと揺れる影が二つある。一つは二メートル近い男のもので、もう一つは全長十メートル近い、明らかに人間のものではない巨大な影。恐らくは巨人かそれに類する怪物のものだろう、召しよう喚かん獣じゆうと見て間違いない筈はずだ。

　巨人の影が、煙の中で巨木の幹みきのような右腕を振り上げる。

　フリエらは攻撃かと用心深く防御の構えを取ったが、しかし、いくら巨人が腕を伸ばそうと、この陣にまで届くような距離ではない。ならば、一体何をしようというのか。

　陣内の皆が固かた唾ずを吞のんで見守っていると、巨人は片かた膝ひざを突いて身を屈かがめ、空を切るように、ブン、と腕を振った。すると、凄すさまじい腕力によって発生した風圧が、その場に漂っていた煙を全て搔き消してしまった。そうしてフリエたちの眼前に現れたのは、一人の騎き士しと一人の若い女性、そして女性の脇にのっそりと佇たたずむ、一体の巨人であった。

「倒せども倒せども現れるのは木こっ端ぱばかり！　もっと骨のある者はおらんのか！」

　多分に苛いら立だちを孕はらんだ様子で、声を張り上げる騎士。見れば、蠟ろうのような光沢を宿した、オーク族の鎧よろい武む者しやの如ごとき純白の甲かつ冑ちゆうで全身を覆おおっている。右手には白銀に輝く一本の直槍が握られており、これは恐らく、稼か動どう状態の『Ｄマテリア』であろうと思われた。それが証拠に、槍の切きっ先さきに紫し電でんが走っている。

「それは仕方ないのではありませんこと、兄上？」

　口元に微笑を含んだまま、女性の方が口を開いた。

　二十代の半ばくらいだろうか、戦場にはおよそ似つかわしくない、血のように真っ赤で豪ごう奢しやな造りのドレスに身を包んだ美び貌ぼうの女性。そのドレスの上では、腰まで届く薄うす桃もも色いろの長髪がキラキラと輝かがやいている。彼女もまた、右手に鎖くさりの形をした『Ｄマテリア』を握っており、その鎖の伸びる先は、彼女の遥はるか頭上、傍かたわらに佇む巨人の首元に繫つながっていた。

　長大な鎖をグルグルと首元に巻いた、一つ目の巨人。背中からは無数の腕が生えており、その一本一本が年輪の詰まった大樹のような太さを有している。

　グリマルタ帝国軍『ベテルギウス騎き士し団だん』団長、そして同どう盟めい軍ぐんベレスキス進攻部隊総そう司し令れい官かんワグナス・グリマルタと、彼の副官にして実の妹、グリマルタ帝国第四皇女アグリアス・グリマルタ、それに百腕の巨人と称される召しよう喚かん獣じゆう『ヘカトンケイル』であった。

　煙の中では巨人の影と重なって見えなかったのだろう、フリエたちの前に姿を現したアグリアスが、少し前に出てワグナスの真横に立ち並んだ。

「兄上は南部大陸の頂点、グリマルタ帝国でも随ずい一いちの武人ですもの。帝国に劣おとる国家の中に、兄上と肩を並べる武人などいる筈はずもありませんわ」

　アグリアスの言葉に、ワグナスはふん、と鼻を鳴らした。

「まこと、嘆かわしきことよ！　各国の武人が集いしこのベレスキスでなら、ワシを満足させよう猛も者さにも出会えるだろうと踏ふんでおったが、いるのは木っ端の寄せ集めのみ！　これでは拍子抜けだ！　実につまらん！　なあ、そうは思わんか？　亡ぼう国こくの姫君よ」
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　言いながら、ワグナスは顎あごをしゃくってフリエを指した。

　母の形見でもある水晶の杖つえを握り締め、フリエは強く歯を嚙かんだ。

「ワグナス・グリマルタ……ッ！」

　フリエも、このワグナス・グリマルタという男が無類の戦いくさ好ずきだということは知っている。だが、まさか進攻部隊全軍の総司令官が、このような場所にまで敵を求めてやって来るなどとは思ってもみなかったことだ。

　この事実が示すところはつまり、ワグナス・グリマルタという男が、連合軍の攻撃で死ぬどころか、負傷すらしないと思っているということに他ならない。

　単純に、そして最も的確に言うならば、連合軍を舐なめているのだ。

　圧倒的に分の悪い戦、それも背はい水すいの陣じんで戦うフリエにとって、それは屈くつ辱じよく以外の何物でもなかった。連合軍全体への侮辱であると、そう思った。

　ならば、自分がこの男を倒してやる。その思い上がりを後悔させてやる。

　そう決めると、フリエは「いけません、代表！」と言うレオニダスの制止も聞かず、魔法壁を乗り越えて、彼らの前に対たい峙じした。

　殺気立つフリエに対し、しかしワグナスは身構えることもなく、ゆるりと佇ちよ立りつしている。アグリアスにも警戒している様子はない。むしろその顔からは余裕のようなものすら窺うかがえる。

　怒りのままに、フリエは杖つえの先を己の足元に突き刺した。すると、突き刺した杖の先から地面に青く輝かがやく魔ま法ほう陣じんが広がり、すぐさま帯たい電でんして火花を散らし始めた。

「『ユニコーン』！」

　フリエが叫ぶと、魔法陣が一層の輝きを帯び、中央に描かれた五ご芒ぼう星せいの中から、額に螺ら旋せん状じようの一本角を生やした白馬、召しよう喚かん獣じゆう『ユニコーン』が飛び出して来た。

　騎き士しの鎧よろいをも貫く金こん剛ごうの角を持つ一角の白馬。この『ユニコーン』による敵陣への突とつ撃げきは、南部各国で恐れられている戦法だ。

　角の切っ先をワグナスに向けて突撃する『ユニコーン』。

　ここで初めて、ワグナスが「ほう！」と感かん嘆たんの声をあげた。

「小物とはいえ召喚獣を己一人で、しかも呪文の詠えい唱しようなしで呼び出すか！　いやはや、流石さすがは『半純血』だのう！　純血のエルフをすら超える、実に莫ばく大だいな魔力。しかし……」

　言いながら、ワグナスは地面に槍やりの刃を突き刺すと、ゆるりと前後に脚を開いた。そうして右手に拳こぶしを作り、胸元にまで持ち上げる。

　一体、得え物ものも持たずに何をしようとしているのか。召喚獣を前に、明らかな自殺行為だ。

　フリエがそのようなことを思っている間にも『ユニコーン』は怒ど濤とうの勢いで疾しつ駆く、無む腰ごしのワグナスに突撃する白馬の角が、まさに彼の胸元を突くかと思われた、その時だった。

「ぬん！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、右の裏拳を振り抜いたワグナス。その一撃が『ユニコーン』の頭部を打ち据え、自慢の角を叩たたき折って巨体を吹き飛ばした。

「ギヒィン！」

　くびり殺された犬のような声をあげ、血を吐きながら宙を舞まう白馬。実に五メートル近くも飛んだ後、白馬の身体が地面を幾いく度どかバウンドした。僅わずかに首を持ち上げ、一度、大量に喀かつ血けつすると『ユニコーン』はすぐさま息絶えた。

「な、そ、そんな……」

　目の前の出来事が俄にわかには信じられず、フリエはわなわなと肩を震ふるわせていた。

「笑止也なり！」

　驚きよう愕がくしきりのフリエに向けて、ワグナスは大だい喝かつした。

　確かに彼は音に聞こえた剛ごうの者だが、しかしイーライや元『デッドマンズ』兵のように肉体を強化されたわけではない。あくまで生身の人間だ。身体能力強化魔法を使った様子もない。

　つまりは、普通の人間が素す手でで召喚獣を殴り殺したということになる。

　ただの人間でありながら、人間の規格を超えた男。それがワグナス・グリマルタという存在なのだ。認めたくはないが、フリエはそう認識した。

「この程度の低てい俗ぞくな召喚獣ではワシの相手にならぬわ！　うつけめ！　召喚魔法にてワシを倒したいのなら『神獣』か『魔王』でも呼び出すことだ！」

　再び槍やりを手に取り、そう吼ほえるワグナス。実際、それくらいの怪物を呼び出さねば、この男は倒せないだろう。並の召しよう喚かん獣じゆうでは敵かなおう筈はずもない。

「野郎！」

　ここで、それまで様子を窺うかがっていたレオニダスが、好機と見て魔ま法ほう陣じんから身を乗り出した。

　ワグナスの頭部を狙ねらい、レオニダスは銃じゆう弾だんを放った。寸分の狂いもない一いち撃げきだ。

　が、しかし、彼の眼前で、ワグナスはまたしても人間離れした技を見せた。

「む！」

　レオニダスに気付き、短く唸うなったワグナス。常人ならば視し認にんすら出来ぬであろう速度で放たれた銃弾を、何と彼は眼前ではっしと摑つかんで見せたのだ。

　ワグナスは手の内に握った銃弾を確認すると、それきり興味を失ったように、実につまらなさそうな様子で放り捨てた。

「……ふむ、少々風変わりだが、弾丸か。わざわざ防ぐまでもなかったな。となれば弩ど弓きゆうに見えるそれは、北部の銃を改造したものであろう。貴様、さては北部より参りし者だな？」

「じ、冗談だろ……鎧よろいを貫く『黒龍』の弾丸だぞ……？」

　ワグナスの言葉には答えず、レオニダスは驚きよう愕がくした様子で目を見開いていた。

　そういうレオニダスを、ワグナスは「馬鹿めが！」と一いつ喝かつした。

「我が鎧は神しん獣じゆう『ティアマト』より奪うばいし鱗うろこにて拵こしらえたもの！　その程度の爆発ではビクともせぬわ！　この鎧ある限り、我が鮮血は永えい劫ごう見られぬものと心得よ！」

　言いながら、ワグナスは左手で自分の胸元を叩たたいた。

　神獣『ティアマト』の伝説は、北部人のレオニダスも聞いたことがある。全ての『神獣』の頂点に立つと言われる最強の召喚獣、龍王『ティアマト』の肉体は、ミスリル銀より更に堅けん牢ろうな鱗に覆おおわれているのだとされている。

「どいつもこいつも取るに足らぬわ！　我こそはという者はおらんのか！　何人で来ようとも構わんぞ！　今ならばワシが一人で相手をしてやる！　どうだ、おらぬか！」

　そう大だい音おん声じようをあげながら、ずい、と前に出るワグナス。

　たった一人の人間が、ともすれば傍かたわらの巨人をすら凌りよう駕がする圧力を放っている。

　フリエは恐怖のあまり足が竦すくみ、後ずさることも出来ずにいた。

「姫様を守れ！」

　このままではフリエが殺されると思ったのだろう、魔法壁を展開していた兵士たちが、一いつ旦たん魔法を解き、動けずにいたフリエとワグナスとの間に割って入った。そうして新たに魔法壁を張り、防御陣形を展開する。全てはフリエを守るためだ。

　ワグナスは苛いら立だたしげに舌打ちすると、槍の切っ先を兵士たちに向けた。

「小ざかしいわ！」

　瞬しゆん間かん、ワグナスが持つ槍の切っ先から、大だい蛇じやの如き極太の電撃が放たれた。

「きゃッ！」

　と声をあげるフリエ。強固に張られた魔ま法ほう壁へきを貫き、彼女の眼前で、前面にいた兵士五人が電でん撃げきによって吹き飛ばされたのだ。

「壁に穴を空けるな！　姫様を守るんだ！」

　後方にいた兵士たちが前面に回り、魔法壁の穴を埋める。

　ここで、それまで黙していたアグリアスが、大きくため息をつきながら口を開いた。

「……何ともじれったい。面倒ですわ。ねえ、兄上？　御お戯たわむれはもういいでしょう？　時間が勿もつ体たいないですし、いっそのことこのまま叩たたき潰つぶしてしまいませんこと？」

「ふん。勝手にせい。『半純血』と言っても所しよ詮せんはこの程度。興きようが醒さめたわ」

「ありがとうございます、兄上」

　ドレスの裾すそを摘つまみ、可か憐れんな動作で頭を下げるアグリアス。

　そういう彼女に返事もせず、ワグナスはもう一度ふん、と鼻を鳴らした。

　緩かん慢まんな動作で頭を上げると、アグリアスはにっこりと微笑んだ。

「では、ごきげんよう、堕おちた国の姫君」

　言いながら、右手の鎖くさりをくい、と引っ張るアグリアス。

　それが合図にでもなっているのだろう、大きな音で地面を踏ふみ鳴らしながら、彼女のペットさながらに百腕の巨人『ヘカトンケイル』が前に出て来た。

　途端に、フリエの陣が巨人の影に覆おおわれる。

　先の戦いでは運良く逃れることが出来たが、あの時も、この巨人に陣を崩されたのだ。今回は、あの時よりも更に陣が小さい。逃れるのは難しいだろう。

　自らの眼前に確実に死が迫っていると、フリエは思った。

　戦場に立つ以上、覚悟はしていたつもりだったが、いざその時を前にすると、心が恐怖で満ちていくのが自分でも分かった。

「イーライ……ッ！」

　眼前に聳そびえる、己の死を具現化したような巨人を見上げながら、フリエは命いのち乞ごいをするでもなく、喚わめき散らすでもなく、ただただ己の愛する男の名前を呟つぶやいた。




　　　　　　　　　　◇




　イーライたちが前線に駆け付けた時には、戦場はすでに決戦の様よう相そうを呈ていしていた。

　ここから本ほん丸まるたる神殿までの距離は僅わずかに三十キロメートル。もう後がない連合軍は死に物狂いであり、目標まであと一押しという同どう盟めい軍ぐんは勢いに乗っている。どちらも必死なのは間違いないが、しかし押しているのは物量と勢いに勝る同盟軍だ。

　今現在、イーライとケイレヴの二人は、血みどろの戦場の只ただ中なかで、嵐のように押し寄せる敵兵を搔かき分けながら、フリエたちの待つ最前線を目指している。

　四方を敵に囲まれた状態で、互いの背中を守りながら戦うイーライとケイレヴ。戦場に入ってからどれだけの時間が経たっただろうか。数え切れぬほどの敵を切り伏せながらも、しかし状況は一向に好転しない。いくら戦っても終わらぬ、泥沼のような状況が続いていた。

「クソ！　これじゃあ先に進めやしねえ！」

　炎を纏まとった大剣を振るい、襲おそい掛かって来た犬型の機動兵器を一刀両断しながら、ケイレヴは苛いら立だたしげな声をあげた。

　飛来する魔ま法ほうの火球を氷杭で迎げい撃げきし、眼前に迫る三人の敵兵を氷の槍やりで横よこ薙なぎに払って吹き飛ばすと、イーライはケイレヴに顔を向けた。

「フリエは一体何ど処こにいるんだ！　本当にこっちで合っているのか！」

　イーライは機械のことはよく分からない。だから機械を見ているケイレヴの先せん導どうに従うしかないのだが、どれだけ歩を進めても、フリエの姿は一向に見えなかった。それに加え、前線に近付くにつれて敵の攻撃が激しくなり、進行速度は今や牛ぎゆう歩ほの如ごとく失速している。そのことがイーライの苛立ちにより一層の拍車をかけていた。

　この戦場の何処かにフリエがいると思うと、イーライは居ても立ってもいられないのだ。

　ケイレヴの方も、遅々として進展しない現状に、多少の焦りを覚え始めているようだった。

「もう、大分近くまで来てる筈はずなんだよ！　でも、これじゃあ……」

　と、イーライの耳元に、ヘッドセットを介し、突とつ如じよとして野太い男の声が飛び込んで来た。

「ケイレヴ！　聞こえるか、ケイレヴ！」

　そう言う声は、イーライには聞き覚えのないものだ。恐らくはケイレヴの仲間だろう、何やら切せつ羽ぱ詰まったような印象を受ける声色だ。

「レオ！」

　ヘッドセットの声に、ケイレヴがそう返す。レオというのは、通信相手のことだろう。

「『ヘカトンケイル』が来やがった！　魔法壁が持ち堪こたえられそうもない！」

　その名を聞いて、イーライは眼前の敵から視線を外し、ほんの一瞬だけ顔を上げた。百腕の巨人と言われる召しよう喚かん獣じゆう『ヘカトンケイル』は、主にグリマルタ帝国の召喚士たちが使し役えきする召喚獣である。ゴールドールソン将軍配下の時代に、イーライも一度だけその姿を目にしたことがあるのだが、その時と同じ巨人が、イーライたちから離れること僅わずか百五十メートルのあたりだろうか、こちらに背を向けて、何かを殴ろうと百腕を振り上げていた。

　恐らく、ケイレヴがレオと呼んでいた男が交戦しているのだろう。

　大剣を自在に振り回しながら、ケイレヴは鋭するどく舌打ちした。

「すぐには行けそうもねえ！　そっちでどうにか出来ねえか！」

「駄目だ！　火力が足りない！」

「つっても、この距離は『ヒートバズーカ』でも届かねえぞ！」

「何とかしてくれ！　このままじゃホワイトロッド代表が……」

　聞いた瞬しゆん間かん、レオなる人物が言い終わる前に、イーライは動き出していた。

　最後まで聞くまでもなかった。あまりにも人が溢あふれているため視認は出来ないが、あの巨人の足元にフリエたちの陣があり、巨人は彼女らを叩たたき潰つぶそうとしているのだ。

　イーライは彼女を守るために戦うことを決めたのだ。やらせる筈はずがない。

「氷ひよう閃せん闘とう舞ぶ、飛閃の段！　『龍りゆう牙が氷ひよう弾だん』！」

　手持ちの氷ひよう槍そうを握り潰し、先の戦いでストライカー装甲車を貫いた巨大氷杭を瞬時に生成すると、イーライは魔ま手しゆの指先を突き立ててそれを持ち上げた。

「おおおおぉ……」

　怒りのためか、右腕全体に力が漲みなぎっている。血管が浮き出るほどに隆起した右腕の筋肉が、戒めの鎖くさりをギチギチと軋きしませている。

「らあああぁ──────ッ！」

　まるで獣けもののように咆ほう哮こうしながら、イーライはあらん限りの力を込めて『ヘカトンケイル』に龍の牙きばを模もした巨大氷杭を投とう擲てきした。

　魔法と銃弾が乱れ飛ぶ戦場、その上空を、一トン近くはあろうかという巨大な氷杭が一直線に飛んでゆく。標的はこの戦場で最も巨大な存在、百腕の巨人『ヘカトンケイル』だ。

　イーライの怪力によって放たれた氷杭が、凄すさまじいスピードで宙を駆かけ、腕を振り上げている巨人の背中に過あやまたず突き刺さった。

「グガアァッ！」

　瞬間、この世のものならざる青い血を吐きながら、その一つ目を血走らせた巨人がイーライの方に振り返った。

「ゴアアアアァ──────ッ！」

　わらわらと無数の人間が入り乱れる戦場の中にありながらも、鋭するどい殺気を向けるイーライに気が付いたのだろう、巨人は怒りのままに声をあげた。

　イーライも自分が倒すべき敵の姿を認め、その視線を巨人にのみ注いでいる。

「レッド！　上げてくれ！」

　彼方に巨人を睨にらみながら、イーライが言った。

　イーライの言わんとしていることを察さつ知ちし、ケイレヴが剣を逆手に握る。

「炎えん陣じん障しよう壁へき！　クリムゾン・ヒートアーツ！　『バーニングウォール』！」

　炎を纏まとう大剣の切っ先が、弧こを描くように地面を擦こすった。すると、切っ先が描いた軌き跡せきをなぞるように、地面から轟ごう然ぜんと炎が燃え上がり、ケイレヴらを守る炎の壁となった。

　逆手に持った剣を握り直し、ケイレヴは刀身を地面に寝かせるようにして構えた。

「よし、乗れ！」

　そう言って、ケイレヴは顎あごで刀身を指した。どうやら刀身の上に乗れということらしい。

「頼んだ！」

　ケイレヴの言葉に従い、イーライは刀身の上に両足を置いた。

　イーライが乗ったことを確認してから、ケイレヴは剣の柄つかを力一杯握り締めた。

「うおりゃあッ！」

　凄すさまじい腕力、そして膂りよ力りよくでもって、ケイレヴはイーライの乗った剣を撥はね上げた。

　まるで投石器に設置された岩のように、イーライの身体が、ケイレヴの大剣から勢い良く上空に射出される。標的は勿もち論ろん『ヘカトンケイル』だ。

「氷ひよう閃せん闘とう舞ぶ、凍刃の段！　『双刃斬鉄剣』！」

　宙を飛びながら、イーライは二本の氷剣を生成し、それを両手に握った。

　完全にこちらに向き直った『ヘカトンケイル』の百腕が、イーライを叩たたき潰つぶすため、あらゆる方向から繰くり出された。全方位三百六十度、全てが巨大な拳こぶしに埋め尽くされる。

「しゃあああああぁ────ッ！」

　両手に持った双刃を振るい、拳の弾幕を斬きり裂くイーライ。その剣速は神技の域に達し、巨人の拳がイーライの刃圏に入るなり細切れになってゆく。拳の弾幕を斬り裂き突き抜け、イーライは宙を飛ぶ勢いのまま、双刃を巨人の一つ目に突き立てた。

「グギャアアアアアァ──────ッ！」

　拳を失った腕で刃の突き刺さった目を覆おおい、苦く悶もんの声をあげる巨人。イーライは巨人の顔面を蹴けって更に上昇すると、まるで天を摑つかむかの如ごとく氷の魔ま手しゆを突き上げた。

「氷閃闘舞、凍刃最終段！　『一いつ刀とう・氷ひよう龍りゆう大たい牙が』！」

　その声に呼応するように、右手に収束された冷気が、吹雪ふぶきのように荒ぶり始める。バキバキと音を立てて、空気中の水分が凍り始める。そうしてイーライが作り出したのは、はたして、全長十数メートルはあろうかという、巨大な氷の刀だった。

　全ての力を己おのが両腕に込めて、イーライは巨大な氷の太た刀ちを振るった。

　縦一文字に振るわれた剣が、巨人の脳天に深々と潜もぐり込んでゆく。

「断！」

　瞬しゆん間かん、まるで世界を叩き割らんばかりに振るわれた大剣の一撃が『ヘカトンケイル』の巨体を一刀両断にした。縦に二分された巨人の身体が、斬られた箇か所しよから凍り付いてゆく。

　そうして、イーライが地面に着地すると同時に、氷の大剣と凍り付いた巨人の身体は、その場でバラバラに砕け散った。

　一帯に白く漂う冷気の中で、イーライはゆっくりと立ち上がる。

　いつの間にか、辺りから一切の音が消えていた。

　突如として上空より現れ、一刀のもとに百腕の巨人を叩き斬ったイーライの威い容ようを、その場の皆が息を吞のんで見守っていた。味方は勿論のこと、敵ですらもだ。

　立ち上がると、イーライはゆらりと振り返った。

　はたして、背後には一人の女性が立っていた。

　長く伸びた耳、雪のように白く美しい髪、褐かつ色しよくの肌。着ているものはリヒター王国軍の女性用制服で、色は上級士官用の純白。

　その女性を見るや、成長し、大人になったことで更に美しくなったと、イーライは思った。

　イーライと目が合った途端、女性の目に涙が浮かび始めた。

　対照的に、イーライの口元には笑みが浮かび始める。

　獄ごくに繫つながれていた五年半の間、ただひたすら、彼女のことだけを考えていた。

　彼女の幸せ、安あん寧ねい、そういったことを考え続け、彼女に会えることだけを願っていた。

　夢にまで見た彼女、フリエが、現実のものとしてイーライの眼前に存在している。

「フリエ……」

　たった一言、イーライは彼女の名を口にした。

　瞬しゆん間かん、彼女の目から、滝のように涙が溢あふれ出した。













　　第四章『三人の将軍』







　地獄の戦場の中で、実に五年半の時を超えて、イーライはフリエとの再会を果たした。

　ただ見つめ合っているだけだが、イーライの胸には万ばん感かんの想おもいが押し寄せていた。

　早くに母を亡なくし、父である国王に疎うとんじられ、腹違いの兄弟たちに謗そしられ、冷たい扱いを受け、王宮の片かた隅すみで孤独と屈くつ辱じよくに耐えていたフリエ。イーライを二度も死から救ってくれた最愛の女性。命を賭として守ると決めた少女。

　そんな彼女が五年半の時を経て成長し、一人の立派な女性として、そして南なん部ぶ自じ治ち領りようのトップとして、こうやってイーライの前に立っているのだから、感かん慨がいもひとしおだ。

　夢や幻ではない、本物のフリエを前にして、牢ろう獄ごくの中で過ごした五年半の苦痛が、イーライの中で噓うそのように霧む散さんしていた。

　やがて、二人はどちらからともなく互いに駆かけ寄り、そして抱き合った。

　イーライの首に両腕を回し、力強く抱き付いてくるフリエ。イーライも左腕を彼女の背中に回し、込み上げる感情のまま、熱い手で抱き留める。

　瞬しゆん間かん、五年半前、最後に抱き合った時と同じ、花のような甘い香りがフリエの髪から立ち昇り、イーライの鼻び孔こうを満たした。

「……フリエ」

　胸元に顔を埋うずめるフリエの耳元で、イーライはそっと彼女の名前を口にした。

「……ずっと待ってたわ。いつかこういう日が来るって信じていた」

　イーライの胸元から顔を上げ、口元に薄うつすらと笑みを浮かべながらそう言うフリエ。濡ぬれる瞳ひとみから零こぼれた涙が、僅わずかに上気した頰ほおを伝い、流れ落ちる。実に艶あでやかな表情だ。

　本当に、美しくなった。何の誇張も贔ひい屓き目めもなく、イーライは本心からそう思った。

「……そうか。待っててくれたのか」

「待たせ過ぎよ、バカ……」

「ごめんよ」

　再びイーライの胸に顔を埋めると、フリエは首に回した腕に更に力を込めた。

「ずっと会いたかった……」

「……僕もだ」

　言葉にして確認するまでもなく分かる。この五年半、イーライとフリエは狂おしいまでに、互いに互いを求めていた。イーライは暗く冷たい牢獄の中で耐え忍びながら。フリエは南部自治領の代表として必死に大役を務めながら。

　互いに互いを求めるその想おもいが、今、この瞬しゆん間かんに溢あふれ出していた。

　だが、無ぶ粋すいにも二人の再会に水を差す者がある。

「くっくっく……はっはっはっはっは！」

　呵か呵か大たい笑しよう。心底嬉うれしそうに大きな笑い声をあげながら、ワグナス・グリマルタはイーライに電でん撃げき迸ほとばしる『魔ま槍そう』の切っ先を向けた。

「凄すさまじいのう！　『ヘカトンケイル』を一ひと太た刀ちで切り伏せおったか！」

　ここは戦場。敵にこちらの事情や道理が通じる筈はずもない。

　フリエを抱いたまま、イーライは鋭するどい視線をワグナスに向けた。

「ワグナス・グリマルタ……」

「その強大なる氷の力！　そしてその異い形ぎようの右手！　貴様、かつてリヒター王国軍にて『青せい狼ろう騎き士し団だん』を率ひきいたという天才騎士、イーライ・ブルー将軍であろう！」

　ワグナスとの間に直接の面識はない。だが、イーライによるかつての戦争での活躍は、グリマルタ帝国にも伝わっていたものらしい。

　ワグナスは嬉き々きとして言葉を続けた。

「貴様の噂うわさはかねてより聞いておった！　一度は手合わせ願いたいと思うておったが、投とう獄ごくされたことを知り落胆していたのよ！　だが、此こ度たびは幸運であった！　まさかこの戦のために貴様が釈しやく放ほうされていようとは！　木こっ端ぱを蹴け散ちらすことにも飽あいていたところよ！」

「フリエ、下がっていてくれ」

「わ、分かった……」

　名残なごり惜おしくはあったが、ワグナスのような強敵を前にそんなことも言っていられない。イーライはフリエを放すと、彼女を背後に庇かばうようにして、ワグナスの前に立ち塞ふさがった。

　どんな強敵が現れようと、フリエは必ず自分が守る。それがたとえゴールドールソン将軍と伍ごして戦ったワグナス・グリマルタであろうと、ここは一歩も通さない。

　固い決意を胸に、イーライが臨戦態勢を取り始めた。

　イーライとワグナスが戦い始めれば、この場が一番の激戦地となるだろう。場の流れを察さつした兵たちが、レオニダスの先せん導どうでフリエを守るために移動し始めていた。

　フリエも、この場に自分が留まればイーライの足を引っ張ると判断したのだろう、言われたとおり、後退して自分の兵と合流しようとした、その時だった。

　一塊となって移動していた兵たちに向かい、いきなり特大の火球が放たれたのだ。

　一いつ瞬しゆんのことに魔法壁を張る暇もなく火球が炸さく裂れつ、レオニダスを含む兵たちが、その場からバラバラに吹っ飛ばされた。

「ぐあぁッ！」

　直撃は回かい避ひしたのだろうが、それでも猛烈な爆風に煽あおられて地面を転がるレオニダス。他の兵たちも同じように地面を転がり、中にはそのまま動かなくなる者もあった。

「みんな！」

　思わず口元を手で覆おおい、悲痛な声を発するフリエに、

「逃すと思いまして、フリエ・ホワイトロッド？」

　と、左手から声をかける者があった。恐らくは火球を放った襲しゆう撃げき者しやだろう、若い女の声だ。

　見れば、いつの間にそこへ移動したものか、イーライたちから離れること十数メートルの場所に、戦場には不釣合いなほどの豪ごう奢しやなドレスを着た女性が立っていた。彼女は右手にイーライのものと酷こく似じした長大な白銀の鎖くさりを握っており、その先端は砕け散った『ヘカトンケイル』の残ざん骸がいにまで続いていた。

　あの鎖がイーライの右腕を戒める『十じつ戒かいの聖せい鎖さ』と同じものであるならば、その効果も当然同じということになる。つまり、召しよう喚かん獣じゆうを捕らえて調ちよう伏ぶくするものということだ。その示すところはつまり、彼女があの『ヘカトンケイル』を操っていたということになる。

「フリエ、その女は……」

「アグリアス・グリマルタ！　よくもみんなを！」

　警戒も露あらわに杖つえを握り、女の名を口にするフリエ。

　アグリアス・グリマルタ。イーライの記憶が正しければ、確かグリマルタ帝国の第四皇女であり、ワグナス・グリマルタの実妹だった筈はずだ。格好は騎き士しのそれとは程遠いものの、この場にいることを考慮すれば、彼女がワグナスの副官か何かだろうということは分かる。

「自分一人で召しよう喚かん魔ま法ほうを行使出来る者が、貴方あなただけだと思いまして？」

　口元に嘲ちよう笑しようを浮かべながら、アグリアスは合がつ掌しようするように両掌を合わせた。

「え？」

　質問の意図を摑つかみかね、戸惑っているフリエには構わず、アグリアスはその場に膝ひざを突き、叩き付けるようにして両掌を地面に付けた。

　瞬しゆん間かん、彼女の両掌を中心に、青く光り輝かがやく魔法陣が地面に展開された。

　まぎれもなくフリエと同等の芸当、術者一人で行使される単独召喚魔法だった。

「『ミノタウロス』！」

　魔法陣が一層光を増し、火花を散らし始める。まるで地の底から這はい出るようにして中央の五ご芒ぼう星せいから一匹の怪物が現出する。牛の頭部を持つ半人半獣の召喚獣『ミノタウロス』だ。

　召喚獣としては小さい方だが、それでも全長三メートル。両刃の巨大なバトルアックスを握り締め、血のように紅あかい凶きよう眼がんをこちらに向けている。

「……疲れますわね。だから嫌いよ、召喚魔法は」

　ふう、と息を吐きながら、さして疲れた様子もなく緩かん慢まんな動作で立ち上がるアグリアス。そうして彼女は、鞭むちを振るうような動作で、右手の鎖を眼前に立つ『ミノタウロス』に放った。

　鎖の先端が、導かれるようにして『ミノタウロス』の首に向かう。蛇が獲え物ものを絞しめるようにして首に巻き付く鎖。鎖が巻き付いた瞬間には手をかけてそれを拒否するような素振りを見せたものの、『ミノタウロス』はすぐさま手を戻し、従順な様子でその場に膝ひざを突いた。

　まるで、召しよう喚かん獣じゆうがアグリアスに恭きよう順じゆんの意を示しているような光景であった。

　自分と同じことをやってのけたアグリアスに対し、フリエは驚きよう愕がくの眼まな差ざしを向けていた。

「単独召喚！　しかも……呪文の詠えい唱しようを破は棄きした？」

　本来、召喚魔法はエルフ族の秘術であり、人間がそれを行使する場合、他の魔法技術を破棄して召喚魔法のみに特化した術式を学ぶ必要がある。また、召喚魔法はどんな小物を使役する場合でも莫ばく大だいな魔力を消費するものであり、先にフリエが召喚した『ユニコーン』のようなものでも、通常ならば召喚に十人近い召喚士を要するものなのだ。

　更に言えば、召喚魔法の行使にはエルフ族の言語による呪文の詠唱が必要となる。そのため通常ならば召喚が成るのに三十分から一時間はかかる筈はずなのだが、アグリアスは呪文の詠唱をすることなく、瞬しゆん時じに召喚獣を呼び出して見せた。

　フリエのように、エルフ族の血を引いているのならば分かる。エルフ族と人間の混血は『半純血』と呼ばれ、純然たるエルフ族をも超える莫大な魔力をその身に宿して生まれる。だが、彼女は純然たる人間であり、何より専門職たる召喚士ですらない。

　一体、どういう理屈でこんな芸当を実現しているのか。

　混乱するフリエに、ワグナスが鷹おう揚ように声をかけた。

「妹はこと魔法にかけては天才でな！　貴様とは違い、純然たる人の身でありながら莫大な魔力と秀でた技術を有しておる！　故に、このような芸当が出来るのよ！」

「厄やつ介かいな……」

　舌打ちしながら、イーライは声を洩もらした。ワグナスは勿もち論ろんのこと、妹のアグリアスもどうやら難敵であるらしい。フリエを守りながらこの二人を同時に相手するのはいささか骨だ。

　一体どう攻めるべきか。そして、どう守るべきか。ともかく、考えなしに動くのは得策ではない。迂う闊かつな行動はフリエの身を危険に晒さらす。

　イーライたちの様子には構わず、アグリアスはワグナスに抗議した。

「兄上、私の手の内を晒すようなことを言わないでくださいまし」

「つまらぬことを申すな、アグリアス！　手の内を知られていたとて、圧倒的な力で叩たたき潰つぶせば良いだけのこと！　我が妹ならば、それくらいのことは出来ようぞ！」

　そう言うワグナスに言葉を返したのは、しかしアグリアスではなかった。

「つまんねえこと言ってんのはてめぇだろ！」

　そう返す声は、前後左右どこからでもなく、頭上から聞こえてきた。

　ワグナスが顔を上げると、そこに、燃え盛る業ごう火かを拳こぶしに纏まとった男の姿が見えた。

「ぬ！」

「レッド！」

「やっと来たか！」

　ワグナス、イーライ、そしてダメージを押してゆっくりと上半身を起こしていたレオニダスが同時に声をあげた。

　イーライを先行させたため少し時間を食ったのだろう、イーライに遅れること数分、敵の大軍による苛か烈れつな包囲網を抜けて、ようやくケイレヴが駆かけ付けたのだ。

「直進爆ばく殺さつ！　クリムゾン・ヒートアーツ！　『ヒートバズーカ』！」

　左掌に炎を収束し、上空から地上のワグナスに特大の火球を放つケイレヴ。

　瞬しゆん間かん、ワグナスは回かい避ひするでも身構えて防ぐでもなく、バチバチと紫し電でんが走る右手の槍やりを、火球に向かって突き上げた。

「かあッ！」

　ワグナスの気合いとも取れる大だい喝かつと共に、槍の先端から、龍りゆうの如ごとく天に昇る極太の稲妻が放たれ火球と衝しよう突とつ、空中で大爆発を巻き起こした。

　熱波を伴う爆風が、一帯にいる人間全てを頭上から薙なぐ。

　上空にモクモクと漂う煙を突き抜け、ケイレヴがドスンと音を立てて着地した。すぐ横に着地した彼にイーライが顔を向けると、ケイレヴはイーライとフリエが無事再会出来たことを確認するように、二人の顔を交互に見比べた。

　そうしてすぐさま、ケイレヴは顔を前に向けてワグナスを睨にらんだ。

「せっかくの再会に水差すような真似してんじゃねえよ。そういうの、野や暮ぼってんだぜ」

「魔ま人じんの左手だと……？」

　ケイレヴの言葉には何も返さず、ワグナスは声を失った様子で彼のことを見つめていた。驚きよう愕がくするというよりは、まるで品定めするような視線であった。

　ケイレヴの姿格好をしばし検分した後、ワグナスは何事か納得した様子で口を開いた。

「その紅眼、その炎、そしてその左手……成るほど！　貴様がケイレヴ・レッド！　北部にて誕生したという、新たなる『超越者』か！」

「あ？　チョウエツシャだあ？」

　聞き覚えがないというように、ケイレヴは眉まゆをひそめて首を傾かしげた。

「とぼけなくとも良い！　知っておる！　魔人の左手に爺様の遺産、二つもの異能をその身に宿しているのだ、貴様も親父やあの男同様、立派に人を超えた『超越者』よ！」

「親父？　あの男？」

「いやはや、重ちよう畳じよう、重畳！　これまで沈黙を守っていた爺様も、いよいよ重い腰を上げたものと見える！　ますます戦が面白うなるわい！」

「あん？　爺様？　もしかして、中将のことを言っているのか？」

　ケイレヴがそう訊きいても、ワグナスはそれに答えることなく高らかに笑い始めた。

「はっはっはっはっは！　此こ度たびの戦、寄せ集めの木こっ端ぱや無力な坊様を苛いじめるだけのつまらんものとばかり思うておったが、よもやこのような猛も者さたちに巡り会えようとは！　ワシはよくよく強運を持ち合わせているようだ！」

　頃合を見計らっていたのだろう、ワグナスが言い終わるのとほぼ同時に、それまで黙っていたアグリアスが口を開いた。

「兄上、お喜びのところまことに申し訳ないのですが、少々お喋しやべりが過ぎるのではありませんこと？　私、待ちくたびれてしまいましたわ」

　言いながら、軽く欠伸あくびをするアグリアス。

　ワグナスは「それもそうよの！」と威勢良く返してから、両手でしっかりと槍やりの柄えを握り、腰を低くして構えを取った。

「貴様らを前にして、これ以上の言葉は無ぶ粋すい！　これより先は……」

　ワグナスが構えを取ったことを皮切りに、その場の皆が臨戦態勢を取り始める。

「来るぞイーライ！　代表には指一本触れさせるな！　レオ、動けるか！」

「すまん、右脚の駆く動どう系けいでエラーが出てる！　復旧に時間をくれ！」

「僕から離れるなよ、フリエ！」

「ええ！」

「我らが刀とう槍そうにて存分に語り合おうぞ！」

　爆発的な膂りよ力りよくで地を蹴けり、握った槍を弾頭として突進して来るワグナス。たった一歩の踏ふみ込みで地が爆はぜ土が飛び、十数メートルもあった距離が一息で縮められる。本当に生身の人間なのかと疑いたくなるような、明らかに常人を超えた身体能力であった。

　この突撃に、誰だれよりも先駆けて、皆の盾となるようにケイレヴが突っ込んでゆく。

「ぬありゃ！」

　刃を寝かせるよう、地面に対して水平に構えを作り、槍の切っ先に合わせるように、炎を纏まとった大剣の切っ先で突きを繰くり出す。

　ワグナスの『魔槍』とケイレヴの大剣、その切っ先同士が衝突、

　ガキィンッ！

　と、一帯に響ひびき渡るほどの金属音を発し、両者の得え物ものが同時に弾はじかれた。

　後ろに弾かれる得物とは対照的に、使い手である二人は更に一歩の間合いを詰める。

　そうして、二人は激しく得物を合わせて斬きり結び始めた。

「貴様のその剣、我流だな！　しかし筋は悪くない！」

「そいつぁどうも！」

　ワグナスの突きを鍔つばでかち上げながら、ケイレヴも短く声を返す。

「なかなかどうして、鋭く重き太た刀ち筋すじよ！」

　常人のレベルを遥はるかに超えた、強者同士の斬り合いである。その場の誰もが、彼らの戦いに魅みせられていた。

　あの男はケイレヴに任せても大丈夫だろう。

　ならば、イーライはアグリアスを叩たたくのみ。

　ほんの一いつ瞬しゆんだけケイレヴたちに向けていた目を、再びアグリアスに戻すイーライ。しかし、その目に飛び込んで来たのは、左掌を天に突き上げるアグリアスの姿であった。

「あらあら、貴方あなたがた、戦いの最中に余よ所そ見みとは良い御身分ですわね」

　彼らの戦いに唯一魅みせられなかったアグリアスが、イーライたちに先んじて動き出した。

　見れば、彼女が掌てのひらを向ける先、頭上十メートルくらいの空中に、魔ま法ほうで作られたものと思おぼしき巨大な火球が浮いていた。

　全長にして三メートルはあるだろうか、通常のファイアボールの魔法を遥はるかに凌りよう駕がする特大のものだ。恐らくは大きさの分だけ威力も増している筈はずだ。直撃すれば、如い何かにイーライと言えど、無事では済まないだろう。

　だが、これは流石さすがに的が大きい。直撃する前に、狙ねらい撃うって空中で爆発させればいい。

「氷ひよう閃せん闘とう舞ぶ、飛閃の段……」

　右掌に冷気を収束させながら、イーライは頭上の巨大火球を鋭く睨にらみ、狙いを定めた。

「それっ」

　軽く声をあげて、アグリアスが突き上げていた左腕を振り下ろした、その瞬間だった。

　そのまま落下してくると思っていた特大火球が空中で爆はぜ、何と無数の小さな火球に分裂、一帯を覆おおい尽くさんばかりに降り注いだのだ。

「なあッ！」

　声をあげながら、しまったとイーライは思った。まさか、放たれた後に変化を遂とげる魔法があるとは、古こ今こん東とう西ざい、聞いたこともない。恐らくはグリマルタ帝国で独自に編み出された魔法技術だろうが、完全に裏をかかれた。

　氷の壁や盾を生成する。防御力に秀でた召しよう喚かん獣じゆうを呼び出す。最初から防御のみを考えていればそのような対抗手段もあっただろう。だが、今からではどちらも間に合わないし、攻撃の規模を考えれば逃げ場所もない。

「クソッ！」

　炎は氷の魔人たる『アスタロト』にとっての、そしてイーライ自身にとっての弱点だが、こうなっては致し方がない。

　急ぎフリエに振り返り、両腕できつく彼女を抱き留めると、イーライは降り注ぐ炎に背を向けて、肉の盾となった。

「待って！　駄目よ、イーライ！」

　フリエも、イーライが炎に弱いことは知っている。悪くすればイーライが死んでしまうと思ったのだろう、フリエは悲痛な声で叫んだ。

　だが、こうなればもう、なるようにしかならない。迫り来る火球に対して、イーライはままよと覚悟を決めて両目を瞑つむった。

　そうして、イーライの背に火球が炸さく裂れつするかと思われた、その時だった。

「な……ッ！」

　火球が炸裂するような音は一切聞こえず、代わりに、アグリアスの驚きよう愕がくするような声だけがイーライの耳に届いた。

　一体、何が起こったというのか。イーライがゆっくりと目を開けると、はたして、眼前にはどこまでも漆しつ黒こくの闇やみが広がっていた。

　目は開けている筈はずなのに、何故、こうも暗いのか。夜の闇ですら、ここまで暗くはない。

「何だ……これ…………？」

　よくよく見てみれば、イーライたちの頭上をまるごと覆おおい尽くすように、雲の如ごとく大量の、漆黒の靄もやが漂っていた。

　恐らくは、この靄がアグリアスの魔法を防いだのだろう、空中から降り注ぐ無数の火球を全て飲み込んでしまったに違いない。

　全てを飲み込む漆黒の靄。そのようなものを操あやつれる人間を、イーライは一人しか知らない。

「い、イーライ、これ……」

「まさか…………」

　同時に声を失うイーライとフリエ。

　二人の眼前で、一帯を覆うほどの大きさであった漆黒の靄のようなものが、一気に三メートル弱の大きさまで収しゆう縮しゆくした。

「…………しっかりしろ、イーライ・ブルー。お前が背後に守るそのお方は、リヒター王家の血を引く最後の姫君だぞ」

　収縮した闇の中から、腹の底に響くような低い男の声が漏もれ出て来る。過去、何度も聞いたその声を耳にして、声の主は間違いなく彼だとイーライは確信した。

「……まさか……将軍…………なのですか？」

　一体何故、彼がここにいるのか。どうして自分を助けてくれたのか。もう南部を捨てたのではなかったのか。溢あふれ出る疑問や驚愕、郷きよう愁しゆうにも似た懐なつかしさ。ともかく色々なものが混同した複雑な感情にわなわなと唇を震ふるわせながら、イーライはどうにかそう声を搾しぼり出した。

「あれから五年半にもなるか。敗戦後、風の噂うわさで、責を問われて獄ごくに入ったと聞いたが、成るほど、アーミラルが不死鳥に絡からむ作戦にお前を引っ張り出したか」

　言いながら、もくもくと煙るようにして漂う靄を搔かき分けて、イーライたちの眼前に一人の男が現れた。全長にして二メートル強はあるだろうか、アグリアスが従える『ミノタウロス』にも見み劣おとりしない巨きよ軀くを持つ大男だ。

　艶つや々つやとした光沢を帯びた、漆黒に煌きらめく甲かつ冑ちゆうで全身を鎧よろった騎き士し。素肌はおろか瞳ひとみをすら覗のぞかせぬ完全武装で、右手には鍔つばの部分に雄お牛うしの角を模もした巨大な飾りが施された、身の丈たけをすら超えるほどの、黄金の大剣を握っている。

　まるで煙を振り払うように左腕を振る大男。すると、漆しつ黒こくの靄もやは、文字通り霧む散さんするようにして大気の中に搔かき消えてしまった。

　魔ま力りよくを感じる故、確かにこれも魔法なのだろうが、しかし人間が使う魔法とはあまりにもかけ離れたものである。魔法が普及している南部の人間がこんなことを考えるのはおかしいかもしれないが、イーライもフリエも、まるで奇術を見ているようだと、そう思った。

　魔王『アモン』の角によって黒く変質したミスリル銀の鎧よろい、黄金の剣、人間には本来扱えない筈はずの『闇やみ属ぞく性せい』魔法。それら全ての要素を持ち合わせている人物は、イーライの知る限り、この世に一人しかいない。

「ゴールドールソン将軍！」

　まさか、また、生きてこの人に会えるとは思わなかった。

　フリエに再会した時とはまた違う想おもいを込めて、イーライは彼の名を叫んだ。

　アルガス・ゴールドールソン。

　かつて、旧リヒター王国軍が擁ようする最高の精せい鋭えい部隊『金きん牛ぎゆう騎き士し団だん』を率ひきいた、リヒター騎士の頂点、地上最強を謳うたわれた剣士、そして故郷を捨てた流る浪ろうの男。

「ああ……。一いち別べつ以来だな」

　アルガスはほんの一いつ瞬しゆんだけイーライに顔を向けると、すぐさまフリエの眼前まで歩み寄り、その場で片膝ひざを突いて頭を垂たれた。
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「お初にお目にかかります、姫君」

「貴方あなたが……アルガス・ゴールドールソン将軍？　旧リヒター王国軍で最強と言われた伝説の黄おう金ごん騎き士し。そして、終戦直後に何ど処こかへ出しゆつ奔ぽんしたという」

「昔のことです」

「もしや聖地の苦境を聞きつけ……私たちを助けに来てくれたのですか？」

　フリエが訊きくと、しかしアルガスはゆっくりと首を横に振った。

「……いいえ。聖地に足を踏ふみ入れたのは、私なりの思惑があってのこと。そして同どう盟めい軍ぐんどもを挫くじくためのこと。我が身、そして我が魂たましいはリヒター王国に捧げたもの。アーミラルの属国となった今のリヒターには仕えられません」

　と、ここで、攻撃を邪魔されたアグリアスが苛いら立だたしげに口を開いた。

「アルガス・ゴールドールソン！　我々、同盟軍の進攻する各国において目的達成の邪魔をする男！　貴方、一体何が目的で動いていますの！」

　獄ごくに捕らわれていたイーライは勿もち論ろんのこと、代表として南部自治領のあれこれを切り盛りしてきたフリエでさえも、終戦後のアルガスの所在や動向を摑つかむことは出来なかった。それが敵であるアグリアスの口から語られたことも驚きだが、更に驚くべきことは、彼が一人でグリマルタ帝国を含む同盟軍との闘とう争そうを続けていたということだ。

「将軍、貴方、リヒターを出奔してから、まさかずっと一人で戦い続けていたのですか？　グリマルタ……いえ、同盟軍と。ウォールトル大陸最大最強の軍隊と」

　フリエが訊いても、しかしアルガスはその質問に答えなかった。

　やれやれ、といった感じで小さく首を振ると、アルガスはアグリアスに顔を向けた。

「……ペラペラと余計なことを。小うるさい奴やつだ」

　普段は皇女として丁重に扱われているだけに、アルガスの言葉にカチンと来たのだろう、アグリアスは「何を……ッ！」と言葉を詰つまらせてから、憤ふん慨がいした様子で『ミノタウロス』の首に繫つながる鎖くさりを引いた。

「今日こそ葬ほうむって差し上げます！　やっておしまいなさい『ミノタウロス』！」

「ブオオオオォッ！」

　雄お叫たけびをあげ、両手に握ったバトルアックスを振り上げると『ミノタウロス』は命じられるままにアルガスへと突進した。

　巨木の幹でも一振りで切断出来そうなほど分厚い斧ふ刃じんに、人間の比ではない筋肉の隆起を宿した肉体。これらが合わされば、いかな大男であろうと頭から両断されることだろう。どれだけの手て練だれであろうと、この怪物とサシで戦うのは御ご免めんこうむりたいと思う筈はずだ。

　だが、アルガスは恐れることもなく『ミノタウロス』の前へと歩を進める。

　アルガスの眼前で『ミノタウロス』の斧が振り下ろされるかと思われた、その時だった。

「ふん！」

　下から上に、切っ先を地に擦するようにして放たれた神速の一ひと太た刀ちが、斧おのを振るう暇すら与えず『ミノタウロス』の巨きよ軀くを縦に一刀両断した。

　ほんの一いつ瞬しゆん、切り口から激しく血を噴ふいた後、両断された『ミノタウロス』の巨軀が左右に割れ、ズン、と音を立てて地面に倒れた。

「ただ馬鹿力だけを頼りにしている鈍どん牛ぎゆうに、この私が倒せるものか」

　言いながら、返り血に濡ぬれる顔をアグリアスに向けるアルガス。

　しかしながら、敵を斬きった彼の剣自体には、返り血どころか雫しずくの一滴すら付いていない。まさに神かみ業わざ。流石さすがだと、イーライは思った。

　見れば、アグリアスは悔しそうな顔で、グッと歯を嚙かんでいた。いかにもプライドの高そうな彼女の性格からして、別に『ミノタウロス』に特別の想おもい入れがあったわけではなかろう。恐らくは自分が使役し、しかも意のままに操あやつっていた召しよう喚かん獣じゆうを紙クズ同然に斬られたことで、自分の顔に泥を塗られたとでも思ったのだろう。

「ならば、これはどう！」

　怒りを鋭するどい殺気に変えたアグリアスが、何も持っていない左手を振り上げた。見れば、左手の指全てに白銀の指輪が嵌はめられている。恐らくは『Ｄマテリア』だろう。

　一体、何を仕掛けてくるつもりか。

　天を指すように突き上げた五指をアグリアスが振り下ろした次の瞬間、

「気をつけろ、ブルー！」

　と、アルガスが大声で叫んだ。

　自らの顔を庇かばうようにして、左腕を持ち上げるアルガス。

　よくよく目を凝こらして見ると、アグリアスの左手、その全ての指先から糸のようなものが空中に伸びていた。最初はあまりにも細い糸であるため視し認にんすら出来なかったのだが、注意深く観察すると、空中で糸が光を反射している。恐らくは切断力を持った鉄てつ線せん、暗あん器きの類だろう。

　アグリアスの操あやつる五本の糸が、まるで樹上の蛇のような動作で一斉攻撃を仕掛けて来た。

　盾では貫かれる。

「氷ひよう閃せん闘とう舞ぶ、凍刃の段！　『双そう刃じん斬ざん鉄てつ剣けん』！」

　イーライは一瞬の判断で氷の二刀を形成、自らに襲おそい掛かる糸を左右の剣で巻き取った。

　これで二本を封じた。見れば、アルガスの剣にも一本が巻き付き、もう一本は彼の左腕に巻き付き動きを封じていた。

　これで、合計四本。

　しかし、放たれた糸は五本。ならば、残り一本は何ど処こへ行ったのか。

　イーライがそう思った次の瞬間、

「きゃッ！」

　と、背後でフリエの悲鳴があがった。

　その声を聞いた途端、イーライはゾッとして振り返った。

　そうして目に入ったのは、アグリアスの糸によって右腕を浅く裂かれ、苦痛に顔を歪ゆがませるフリエの姿であった。

　彼女は凄すご腕うでの魔ま法ほう使つかいかもしれないが、しかしイーライたちのような武人でもなければ、そもそもが兵士ですらない。咄とつ嗟さのことで、杖つえで防ぐことはおろか、防御魔法すら唱えられず、掠かすり傷きず程度の軽傷ではあるものの攻撃を受けてしまったのだ。

　負傷にも数えられないような軽い怪我だが、そんなことは関係ない。フリエが攻撃を受けたというその事実が、イーライの顔から血の気を奪うばった。

「フリエ！」

　鉄線に巻き付かれた両刀を手放し、イーライはフリエのもとに駆かけ寄って傷を検あらためた。

　表皮がほんの少し切れているものの、傷はさして深くも長くもない。

「大丈夫、掠り傷だから……」

　傷を負った腕を片手で押さえ、動揺を隠した様子で気き丈じように振ふる舞まうフリエ。

　今回は軽傷で済んだものの、下手をすればフリエは死んでいた。全身全霊、この命を懸かけて彼女を守ると言っておきながら、何たる無ぶ様ざま。万ばん死しに値する不覚。

　血を流すフリエを見て、イーライは怒り心頭に発はつしていた。彼女を傷付けたアグリアス・グリマルタに。そして何より、彼女を守れなかった自分の不ふ甲が斐いなさに。

「許さんぞ、アグリアス・グリマルタぁッ！」

　アグリアスに向き直りながら、イーライは怒りのままに吼ほえた。

「氷ひよう閃せん闘とう舞ぶ、飛閃の段！　『龍りゆう牙が氷ひよう弾だん』！」

　己の内に生じた怒りの全てを冷気に変えて、右の魔ま手しゆに収束させる。

　人間サイズの相手にはオーバーキルかもしれないが、イーライは龍牙の名を冠した巨大な氷杭を生成し、あらん限りの力でアグリアスに投とう擲てきした。

「そんなもの！」

　アグリアスは召しよう喚かん魔法の時と同じく合がつ掌しようしてから眼前に両掌を突き出し、魔法壁を張った。四角い板の形ではなく、円形。直径にして二メートル近くもあるだろうか。しかも一枚きりの貧弱な魔法壁ではなく、十枚もの円が重なっている。

「貫けぇッ！」

　イーライの気迫が乗り移ったかのように、巨大な氷杭がアグリアスの魔法壁に衝しよう突とつ、凄すさまじい勢いで貫いてゆく。最初の五枚目までを事もなげに貫き、六枚目でようやく失速、それでも九枚目までを貫いた。氷杭はそのままアグリアスの華きや奢しやな身体を貫くかと思われたが、先端が十枚目に到達したところで勢いが完全に失われ、地面に落下して砕け散った。

　恐らくは自分でも気が気ではなかったのだろう、アグリアスは見開いた目を閉じることもなく、氷杭の砕け散る様を確認してから、焦りを払ふつ拭しよくするように笑い出した。

「うふ、ふふふふふ……っ、たかだかこの程度の氷撃、私に防げないと思いまして？　甘いですわ、イーライ・ブルー」

「甘いのは貴様だ、小娘」

　そう言ったのは、アルガスであった。

　いつの間にか、アルガスの剣は地面に突き立てられ、彼の右腕全体が、あの『闇やみ属ぞく性せい』魔ま法ほうで作られた靄もやのようなものに包まれていた。

　そしてよく見てみると、アグリアスの背後、頭上あたりにも同じような靄が発生している。その靄の中から、突とつ如じよとして、ずい、と巨大な右手が現れる。鎧よろいらしき装甲に覆おおわれた巨大な右手。それは紛まぎれもなくアルガスのものであった。

　六年半ほど前だろうか、イーライがまだ『金きん牛ぎゆう騎き士し団だん』にいた頃に幾度か見た、二つの空間を捻ねじ曲げて繫つなげる魔法であった。

　アグリアスが、アルガスの右腕の異変に気付いて振り返る。彼女の白い細首を、今まさにアルガスの巨大な右手が摑つかみ、そのままへし折るかと思われた、その時だった。

「ずありゃッ！」

　男の野太い気合いと共に、これまた太い電でん撃げきが走り、アルガスの右手に直撃した。電撃に弾はじかれるようにして右手が撥はね上がり、そのまま靄の中に消えてゆく。

「むう！」

　低く唸うなり、アルガスは手元の靄から右腕を引き抜いた。見ると、掌てのひらの部分が黒く煤すすけて、プスプスと煙を上げている。

　一体、何が起きたのか。

　驚いて、イーライは電撃が走って来た方に顔を向けた。すると、いつの間にそこまで移動していたものか、突きを繰くり出すような姿勢で槍やりを構えたワグナスが立っていた。

「兄上！」

　窮きゆう地ちを救われたアグリアスが、ワグナスに顔を向ける。

　しかし、ワグナスは彼女には返事をせず、嬉うれしそうに笑い始めた。

「はっはっはっはっは！　アルガス・ゴールドールソン！　まさか貴様までがこの聖地に来ていようとはな！　嬉しい誤算よ！　ますます戦が面白うなってきおったわい！」

「ワグナス・グリマルタ。戦いを遊びにする、現皇帝の小こ倅せがれめが……。今や、血の臭においが濃いところには必ず貴様の姿がある」

　言いながら、右手を振って煙を払い、アルガスは地面に突き刺していた大剣を手に取った。

「こうして顔突き合わせるのは三月ぶりといったところか！　あの時の戦はダダルカス攻略戦だったかのう！　いやはや、あれは実に面白かった！　貴様も覚えておろう！」

　ワグナスがそう言い終わるのとほぼ同時に、上空を飛んで来たケイレヴが、彼とアルガスとの中間地点に、音を立てて着地した。

　見れば、ケイレヴの鎧よろいが随ずい分ぶんとボロボロになっている。恐らくは、この短時間の間に、それだけの激戦が繰くり広げられていたということだろう。ワグナスの鎧も、破は損そんしてこそいないものの、いたるところが黒く焼け焦げていた。

　着地の衝しよう撃げきをものともせず、ケイレヴはすぐさま立ち上がると、背中に収めた大剣を抜き、その切っ先をワグナスに向けた。

「何ど処こへ行く！　逃がさねえぞ、ワグナス・グリマルタ！」

　そう言うケイレヴの声には、僅わずかに怒ど気きが含まれている。だが、彼とは対照的に、ワグナスはやはり嬉うれしそうな笑い声をあげていた。

「カッカッカッ！　そう怒るでない！　斯か様ような強者が三人もおるのであれば、目移りもしようというもの！　だが、貴様ら三人は確実にワシが屠ほふる故、安心せい！」

「けッ！　殺されて安心するバカが何処にいる！　くたばんのはてめえだ！」

　そう言って走り出そうとしたケイレヴを、ワグナスは手を上げて制した。

「焦るなと言うておる！　決着の時は今ではない！」

「あん？」

　ここまでやっておいて、一体何を言っているのか。

　ケイレヴはいぶかしげな表情で首を捻ひねった。

「引くぞ、アグリアス！　おい、誰だれぞ伝令に走れ！　全軍、一いつ旦たん退却じゃ！」

　常識を遥はるかに超える高レベルの戦いに加わることも出来ず、見守ることしか出来なかった自分の部下たちに顔を向けて、ワグナスは声を張り上げた。

「兄上、よろしいのですか？」

「やるべきことはやった！　ワシとて名残なごり惜おしいが、しかし此こ度たびにおいて戦は手段よ！　私情を優先するようなことはせぬ！」

「分かりました！　引きましょう！」

　ここで、兄妹の会話に割り込むよう、ケイレヴがけっ、と鋭するどく舌打ちした。

「お前たち、まさかこの場から無事逃げられるなどとは思ってねえだろうな？」

　その言葉を受けて、ワグナスは突然「ふむ……」と唸うなり、声の調子を落とした。

「逃げる……のう。そう言われると何とも厳しい。せめて戦略的撤てつ退たいと言うてもらいたいものよの。確かに引きはするが、しかしこれはワシの本意ではないでな」

　もう一度けっ、と舌打ちしてから、ケイレヴは刀身に炎を纏まとわせた剣を構えた。

「そんなことはどうでもいい。劣れつ勢せいのこの戦いで、押されている側の俺たちが大将首を挙げるこの好機、みすみす逃すわけがねえ」

「いいや、今回に限っては失敬させてもらう」

「させねえっつってんだ！」

　痺しびれを切らし、剣を手に突撃するケイレヴ。対するワグナスは、槍やりすら構えることもなく、何やら腰のあたりをゴソゴソとやっている。僅わずかばかり腰のポーチを探ってから、ワグナスは手の内に収まるくらいの、小さな端末を取り出した。

「おお、あった、あった！　これよ！　おい、アグリアス！」

「分かっていますわ、兄上！」

　声を掛け合い、互いに頷うなずくワグナスとアグリアス。見れば、アグリアスの手にも、ワグナスのものと同じ端末が握られていた。

　一体、何を仕掛けて来るつもりかと、ケイレヴも足を止めて警戒する。

　もしかすると、この一帯に爆弾か何かを仕掛けていて、それを起爆しようとしているのかもしれないし、この場を標的にしてミサイルが発射されるのかもしれない。いずれにせよ、連合軍にとって得になるようなことは起こり得ないだろう。

　皆が警戒し、身構え、見守る中で、ワグナスとアグリアスが同時に端末を起動した。

　その瞬しゆん間かんである。何の前まえ触ぶれもなく、まるでこの世から消滅してしまったかのように、二人の姿がその場から消えてしまった。

　その場のほぼ全員が、啞あ然ぜんとして目を見開いていた。

　グリマルタには、リヒターにない魔ま法ほうがいくつかあると、イーライも聞いたことがある。だが、目の前で起こったこの事象に魔力は感じなかったし、そもそも彼ら二人の気配自体が消えずにその場に残っている。仮に、二人がまだこの場にいるとしたら、彼らの肉体がガラスのように透明になったのだとしか思えなかった。

「何だ！　す、姿が、透すけて……何なんだこれ！　魔法なのか？」

「魔法じゃねえ！　畜生、連中、もう実用化してやがったのか！　ステルス迷めい彩さいだ！」

　イーライの疑問に、ケイレヴが答えた。

　ステルス迷彩なるものが如い何かなものかはイーライも知り得ないが、どうやらタイダロス連邦の機械によって、彼らの肉体が透明化しているものらしい。

　まったく北部の科学技術は魔法よりも奇跡に近いと、イーライは呆あきれ半分にそう思った。

「はっはっはっはっは！　驚いておるようだの！」

　ワグナスの姿が消えたあたりから、彼の愉ゆ快かいそうな笑い声があがった。

「イーライ・ブルー！　アルガス・ゴールドールソン！　そしてケイレヴ・レッドよ！　名残なごり惜おしくはあるが、此こ度たびの勝負、一いつ旦たん預ける！　さらばだ！」

　その声と同時に、何もない場所から、いきなり筒つつのようなものが飛び出し、イーライらのすぐ近くに音を立てて落下した。イーライは慌あわててフリエの身体を抱き締めた。

「北部の手しゆ榴りゆう弾だん！　爆発するぞ！」

　そう言ったイーライに、

「違う！」

　と、筒の正体を見定めたケイレヴが、一帯に響ひびき渡るほどの大きな声で返した。

「全員目を閉じろ！　スタングレ……」

　と、ケイレヴの言葉の途中で、スタングレネードの筒つつが爆はぜ、辺りを凄すさまじい白光と、甲高く強きよう烈れつな音で包み込んだ。

　目を閉じていても眼前が真っ白になるほどの強烈な光に、眼球が鋭するどい痛みを訴うつたえている。加えて耳の奥からも痛みが走り、一切の音が聞こえなくなっていた。

　思わず、フリエを抱く腕に力が篭こもる。フリエもイーライの胸に強く顔を埋うずめていた。

　どれだけそうしていただろうか、数十秒か、それとも数分か。ともあれ、目の痛みがどうにか引き、耳もかろうじて音を拾うようになってから、イーライはゆっくりと目を開いた。

　すると、眼下に、少し不安そうな表情をしたフリエの顔があった。

「……大丈夫だったかい？」

　そう言う自分の声が、いささか遠い感じがする。視力の方はどうにか回復したようだが、しかし聴力の方はまだ本調子とはいかないようだ。

「ええ、大丈夫。多分……」

　彼女の無事を確認してから、イーライはゆっくりと彼女を放し、ワグナスが姿を消したあたりに顔をやった。当然ながら、もう、そこにワグナスの姿はなく、最早気配すらも感じない。不覚なことだが、完全に逃げられたようだ。

　かろうじて見えるのは、撤てつ退たい行動中の敵部隊、それも殿しんがりを務める連中だけだった。あのワグナス・グリマルタが逃げを打つ姿というのを初めて見たが、なかなかどうして、実に鮮あざやかなやり口である。見事に出し抜かれた。

　イーライから少し離はなれた場所で、地面に突き刺した剣の柄つかに両手を置いたケイレヴが、ワグナスが消えたあたりに遠い目を向けていた。

「……野郎、逃げやがった」

　イーライの視線に気付いたケイレヴが、静かに口を開いた。

「さっきのは……」

「ああ、五年半前に、お前に喰くらわせたアレと同じもんだ。ま、俺のはただの模も倣ほうだけどな。本式のやつは視力に加えて聴力も奪うばう」

「奴やつを追わないのか？」

「追えるかよ？　ステルス迷めい彩さいだぞ？」

「……？」

「人体の放射熱や電でん磁じ波はなんかをカットする技術は少なくとも半年前からあったから、多分それも組み込んでる筈はずだ。肉眼と電子の目、どっちにも捉とらえられんから追うのは不可能だ」

「ふむ、そうか……」

「そうだ。んで、そっちの男は誰だれだ？」

「え？」

　ケイレヴはおもむろに右手を持ち上げると、少し離れた場所に佇たたずむアルガスを指差した。

「バカデカい黄金の剣を持ってる、そこの大男だよ。見たところ……」

　言っている途中で、何事か思い出したように、ケイレヴは「ん？」と唸うなった。

「黄金の剣？　も、もしかして、この男……」

「ああ。この方はアルガス・ゴール……」

　しかし、イーライが最後まで言う前に、割って入る形でアルガスが口を開いた。

「言うな、ブルー。言う必要はない。北部の者と馴なれ合うつもりはない」

　そう言う声色の中に、何か敵意にも似た、相手を刺すような鋭するどいものが混じっている。

　もしかすると、アルガスはケイレヴをアーミラル人と見抜き、敵と認識しているのかもしれない。それが証拠に、彼の視線はケイレヴが有する異い形ぎようの左手に注がれている。

　しばしケイレヴの左手を検あらためた後、アルガスは静かに口を開いた。

「その左手……貴様がケイレヴ・レッドか」

　言われて、ケイレヴは頷うなずくでもなく眉をひそめた。

「あんたも俺のこと知ってんのか？」

「あの男に関する噂うわさは逐ちく一いち耳に入れている。貴様は遺産を受け継ついだのだろう」

「……南部人のあんたが、何でそれを知ってる？」

　ケイレヴがそう訊きいても、アルガスは答えずに自分の言葉を続けた。

「貴様は遺産を受け継ぐと同時に、あの男の意思をも受け継いだのだ。全ての元凶である、あの男のな。奴やつが過去に犯した悪行の数々を鑑かんがみれば、尚なおのこと馴なれ合うわけにいかん」

　アルガスの言葉を聞くうちに、ケイレヴの表情がどんどん険けわしくなってゆく。

　遺産という言葉でイーライが思い付くのは、五年半前の戦争、その一因ともなった『皇帝の遺産』と呼ばれる『Ｄマテリア』くらいのものだが、まさか将軍ですらないただの兵士がそのようなものを有しているとは考え難く、また、ケイレヴにはすでに『ベリアル』の左手という強大な武器がある。そう考えれば、アルガスの言う遺産とは『皇帝の遺産』のことではなく、何かの隠いん語ごのようなものだろうと想像がつく。

　イーライがそのようなことを考えている間に、今度はケイレヴが口を開いた。

「……あんたと言い、ワグナスと言い、一体全体何だってんだ？　あの男だの何だのと、誰だれのことを言ってやがんだ？」

　ケイレヴがそう訊きいても、しかしアルガスはそれに答えることはなかった。

「あの男は毒をもって毒を制するというやり方を選んだようだが、しかし『超越者』はもうこれ以上ウォールトルには必要ない」

「……何を言ってんのかさっぱり分からねえ」

「聖地からワグナス・グリマルタどもを追い出すまでは捨て置いてやるが、奴ら同どう盟めい軍ぐんを倒した後は、いずれ貴様の首も私がいただくことになるだろう。人が真なる解放を得るために、全ての『超越者』は滅びなければならないのだ」

　聞き終わるや、忌いま々いましげに、ケイレヴがけっ、と鋭するどく舌打ちをした。

「俺の首を取るだと？　喧けん嘩か売ってんのか、おい？」

「貴様はアーミラルに利用されている。そのことをいずれ思い知る時が来る」

　言ってから、アルガスはイーライに向き直り、そのまま言葉を続けた。

「ブルーよ、お前も気を付けることだ。盲もう信しんや状況に流されることで、知らずに駒こまとなり果てるようなことにはなるなよ。常に自らの選択で正しいと信じる道を進め」

　それはまるで、イーライの現状に注意を促うながすような言葉だった。

　死罪となるべきところを終身刑で獄ごくに入れられ、炎の不死鳥『フェニックス』に対するカウンターとして、五年半の時を経へて釈しやく放ほうされたイーライ。フリエが方々を駆け回り、ようやく協力者を見つけたというようなことをケイレヴが言っていたが、その協力者とは誰なのか。何かの思惑があって自分の死罪を取り消したのではないか。イーライは一も二もなくフリエのためと取引に応じたが、そこまでの一切を誰かの掌しよう上じようで操作されていたのではないか。

　考えれば考えるほど、背後で途方もなく大きな力、そして複雑に入り組んだ思惑が働いているのではないかと勘かんぐってしまう。

「……変わらないですね、将軍。貴方あなたの言葉はいつだって難しいものだけど、でも、いつも何かの核心を突いていて、考えさせられるものがある」

　イーライが言うと、アルガスはふむ、と頷うなずいた。

「ワグナス・グリマルタはこの程度で引くような男ではない。時を置かず、また、必ず仕掛けて来るだろう。その時は私も出向く。近いうちに再会することになるだろう」

「え？　何ど処こかに……行かれるのですか？　一緒に戦ってくれるのでは？」

「先ほども言ったが、今のリヒターには従えない。そして北部人とも馴なれ合うつもりはない」

　きっと、彼を説き伏せるということは誰だれにも出来ないだろう。昔から、一度決めたことは頑がんとして通す人だった。仮にフリエが、どうしても自分たちに帯たい同どうして戦ってほしいと嘆たん願がんしたところで、彼が素直に頷く筈はずもない。

　引き止めることは諦あきらめ、イーライは静かに頷いた。

「分かりました。しかし、ワグナス・グリマルタ、奴やつの動向が気になります。我々を相手にする間に、残りの兵を強引に神殿まで突撃させる手もあった。勢いも奴らにあった。だが、奴はあっさりと引いてしまった。奴の狙ねらうところは一体……」

「聖地を攻めること、それ自体は目的を遂とげるための手段に過ぎないだろう。奴らの狙いは確かに『フェニックス』ではあるが、しかしそれすらも大たい願がん成じよう就じゆのための道具に過ぎん。いいかブルーよ、決して奴らに『フェニックス』を渡すな。必ずや守り通せ」

「はい……」

　アルガスの言葉に、イーライは静かに、しかし力強く頷いた。

　確かに現状、自分は誰かの駒こまであるかもしれない。思考を操作され、都合よく戦わされているだけなのかもしれない。しかしそれでも、自分が戦うことで今のリヒターに再び希望の光が戻るのなら、少しでもフリエの助けになるのなら、イーライは喜んで死地に向かう。どんな強敵とでも戦ってみせる。常に死の影に怯おびえることになろうと、あの、五年半を過ごした地獄のような牢ろう獄ごくの孤独に比べれば、遥はるかに生きているという実感がある。フリエが傍かたわらにいてくれるのなら、それだけでイーライは戦える。

　イーライの決意を感じ取ったのだろう、アルガスは大おお仰ぎように頷うなずいた。

「しかと心得ろ。今一度の別れ、さらばだ、ブルーよ」

　言うや、アルガスは左掌を眼前にかざし、あの『闇やみ魔ま法ほう』による漆しつ黒こくの靄もやを発生させた。

　彼の掌てのひらから噴ふき出るようにして発生する靄が、あれよあれよと言う間に、アルガスの巨体を包み込むほどの大きさになる。

　来た時と同じく、アルガスはその靄の中に入り込んだ。

　アルガスの姿が完全に靄の中に埋まい没ぼつしたと思ったら、まるで風が吹いたかのように、靄が空中で搔かき消え、霧む散さんしてしまった。

　アルガス本人は勿もち論ろんのこと、後には何も残っていない。

　もう一度、まるで奇術のようだと、イーライは思った。

「ったく、何だったんだ、あの野郎は……」

　イーライの傍らで、苛いら立だち混じりにケイレヴが口を開いた。見れば、いつの間に取り出したものか、口元に、南部ではあまり見ることのない上等そうな紙巻き煙草たばこを咥くわえている。

　左掌に煙草の先を押し当て、火を点つけるケイレヴ。

　ゆっくりと肺に煙を満たし、ケイレヴが天に唾つばするようにして煙を吐き出した。それとほぼ同時に、それまでイーライの背後に控えていたフリエが前に出て口を開いた。

「……ケイレヴ・レッド少佐」

　フリエのことなど失念して、完全に気を抜いていたのだろう、ケイレヴは急いで煙草の火を消すと、慌あわてて彼女に頭を下げた。

「あ！　お、お久しぶりです」

　ケイレヴのその様子に、フリエはほんの一いつ瞬しゆん、弟を見守る姉のような笑みを見せ、しかしすぐさま表情を正して話し始めた。

「彼の……アルガス・ゴールドールソン元将軍の言う通りです。同どう盟めい軍ぐんに『フェニックス』を渡してはなりません。それだけは、何としても防がねば」

　その言葉に、ケイレヴも真剣な眼まな差ざしを向けて頷いた。

「おっしゃるとおり。何せ、そのために俺たちは来たわけですから」

「敵は確かに撤てつ退たいする様子を見せていますが、しかし『フェニックス』の卵が安置された神殿の様子が気がかりです。同盟軍の次の進攻に備え、補給や部隊編成、各国部隊との擦すり合わせや作戦の練り直しなどもしなければなりません。一いつ旦たん神殿まで戻りましょう」

「そうしましょう。南部方面隊は勿もち論ろんのこと、連合軍全体がどうにもボロボロだ。何とかしてもう一度戦える状態まで立て直さなきゃいけません」

　ケイレヴの言うとおり、連合軍の状態はボロボロ、今回の衝しよう突とつで、まともに動ける兵士は更に減ったことだろう。恐らくは当初の半分くらいと見て相そう違いない。さして疲ひ弊へいしている様子もない同どう盟めい軍ぐんの前に、その半数の兵で何が出来るのか、最悪の事態も想定して、よくよく考えなければならないだろう。

　そう思うと、ここでグズグズしている時間が惜しかった。

「行こう、フリエ」

　傍かたわらまで歩み寄ると、イーライは左手でフリエの右手を取った。

「イーライ……」

「僕たちが『フェニックス』を守ることがリヒターの……南部自治領の希望に繫つながるんだ。そしてその希望が、そのまま僕たちの未来に繫がる」

　フリエの手を握る左手にぐっと力を込め、イーライは言った。

　聖地を、そして『フェニックス』を守り通すことが南部自治領の、そしてイーライとフリエ、二人の未来に繫がっている。別に確証があるわけではないし、誰だれかが保証してくれたわけでもない。だが、イーライはそう確信している。

　その言葉に感じるところがあったのだろう、フリエも、イーライの手を強く握り返した。

「……そうね。私たちで故郷に信仰の光を、そして希望を取り戻しましょう」

「ああ。この戦いを必ず勝って、一緒に帰るんだ、希望の光が溢あふれる、僕たちの故郷に。リヒター……いや、君が守り抜いた南部自治領に」

「……ええ！」

　イーライの言葉に力強く頷うなずくフリエ。

　この劣れつ勢せいの中にあって、しかし、彼女の瞳ひとみは失われることのない、未来を見据えた希望の光に満ち溢れていた。

　本当に、立派になった。彼女の父、先代の国王などよりも遥はるかに。

　これぞ、国家の長たる者の資し質しつ、そして器である。自分は彼女のためにどこまでも働こうとイーライは改めて、固く心に誓ちかった。













　　第五章『守るべきもの』







　背はい水すいの陣じんで挑んだ決戦がどうにか一いつ旦たん幕を引き、押していた筈はずの同どう盟めい軍ぐんが突とつ如じよとして理に適わぬ退たい却きやく行動を取り始めたことにより、連合軍内に様々な声が出始めていた。これが好機と進軍を主張する声や、警戒を密に防御を固めるべしという主張、動くのは慎重に、敵の真意を探り出してからという声、ともかく統制も取れぬほど続出する意見がぶつかり合い、混ざり合うことで連合軍内には混乱が広がっていた。

　フリエに連れられ、ベレスキス神殿の大広間に設置された連合軍本部に到着したイーライたちを迎えたのは、年の頃はフリエと同じくらいだろうか、まだ少女の面影を残す、歳若い南なん部ぶ方面隊の女性兵士だった。

「ホワイトロッド代表！」

　大広間に到着したイーライたちを発見するなり、少女は頭上のツインテールを揺らしながら騒そう然ぜんとする本部内を駆かけて来た。

　フリエは軽く彼女に手を上げ、僅わずかに笑みを浮かべながら、

「クロヅカ准じゆん尉い」

　と、親しげな声を返した。どうやら二人は知り合いらしい。

「本部の様子、どうなっていますか？」

　フリエが訊きくと、クロヅカと呼ばれた少女が少し顔を曇くもらせながら口を開いた。

「敵軍が撤てつ退たいを始めたことで、各拠点の奪だつ還かんが進んでいます。しかし、負傷者がどんどん運ばれて来るので、救きゆう護ごの手が足りない状況が続いています。衛えい生せい兵へい以外でも回かい復ふく魔ま法ほうが使える者はどんどん動員して、私も微力ながらお手伝いしているのですが、それでも回復が追いついていません。治ち療りようが間に合わず、負傷者の中から死者も出始めている状況です……」

　本部に来る前、イーライも廊下からちらりと見た程度だが、神殿内の別棟に設置された、急ごしらえの野戦病院は前線から送られて来た負傷者で溢あふれかえっていた。廊下にまで漂う濃厚な血の臭においに、イーライはこの戦いの凄せい惨さんさを思い知らされた気がしていたが、状況はあの時よりも更に悪化しているようだ。

　フリエも険けわしい表情で眉間にしわを寄せて頷うなずいた。

「そうですか……。これから、ワグナス・グリマルタがまた仕掛けて来るようですから、負傷者はきっと、もっと増えることでしょう。今後、状況は更に厳しくなるでしょうが、負傷者の治療、引き続きよろしくお願いします」

　フリエの言葉に、ナナは「はい」と頷いてから言葉を続けた。

「しかしホワイトロッド代表、ご無事で何よりでした。ワグナス・グリマルタ本人からの襲しゆう撃げきを受けたと聞いて、私、とても心配して……」

　と、言葉の途中で何かに気付いたらしく、ナナが突然「ちょっと！」と声を荒げた。

「何やってるんですか、少佐！」

　彼女は少し怒った様子で、イーライの傍かたわらに佇たたずむケイレヴの前に歩み寄った。

「何って……別に何もしてねーけど？」

　口元に紙巻き煙草たばこを咥くわえたまま、ケイレヴは不思議そうな様子で首を傾かしげた。

　そういうケイレヴに対し、ナナはビシリと彼の口元を指差した。

「違います！　煙草です、煙草！」

「あ？　何？　お前も吸いたいの？　でもお前、まだ十九だろ？　未成年じゃんか。二十歳まで煙草はいかん。軍規だ何だ以前に、法律でそう決まってる」

「違います！　ここは神殿です！　煙草を吸うことは許されていません！」

「え？　そうなの？」

「そうなんです！　常識のない行動はやめてください、もう……」

　口やかましく、まるで弟を叱しかるような口調でそう言うナナ。これではどちらの方が上官なのか分かったものではない。

　呆あきれ顔のナナに対し、ケイレヴは口元を『へ』の字に曲げて舌打ちを返した。

「けっ。あーそーかい。そいつは失礼……」

　ケイレヴは左手で煙草を摘つまむと、これ見よがしにそれを握り締め、一いつ瞬しゆんで灰にして見せた。喫きつ煙えんを叱られた不良でもあるまいし、大人おとな気げないことである。

　そういうケイレヴには構わず、ナナは表情を正してイーライに向き直った。

「……あのう、イーライ・ブルー将軍ですよね？」

　若じやつ干かん緊張した様子で、ナナがそう訊きいてきた。

　問われて、イーライは苦笑しながら口を開いた。

「……元、ね。君は？」

　イーライが逆に訊くと、クロヅカは何故だか慇いん懃ぎんに頭を下げた。

「はじめまして。アーミラル陸軍南部方面隊所属、ナナ・クロヅカ准じゆん尉いと申します」

　フリエが彼女を呼んだ時から気になっていたのだが、クロヅカという名には、イーライも少なからず聞き覚えがある。アルガス・ゴールドールソンの名と同様に、イーライにとっては忘れることの出来ぬ、印象深い名前の一つだ。

「もしかして、ゼロ・クロヅカ将軍の娘さん？」

　ゼロ・クロヅカ将軍。イーライやアルガスと同じ、元リヒター王国軍の将軍の一人で、武勇もさることながら人物の高こう潔けつさで知られていた偉大な騎き士しだ。残念ながら、五年半前のアーミラルとの戦争で戦死したということだが、彼のことは今でもはっきり覚えている。

　イーライの問いかけに、ナナははきと頷うなずいた。

「はい。次女です」

　僅わずか十五にして将軍となった若じやく輩はいのイーライに、将軍としての心得や不慣れなところを懇こん切せつ丁てい寧ねいに教えてくれたのは何を隠そうゼロ・クロヅカ将軍だった。

　彼もまた勇ゆう猛もうにして誇り高い騎き士しだったが、アルガスとはまた違う、慈じ悲ひ深く温おん厚こう柔にゆう和わな人柄で、自然と人望を集めるタイプの人物だった。

　将軍として不慣れなイーライを、彼は幾いく度どとなくサポートしてくれた。そのことは今でも感謝しているし、恩人だとも思っている。その恩人の娘が、亡くなった父と同じ軍人の道を歩んでいる。そして自分を倒したケイレヴが今度は仲間となり、その部下として、今、こうして自分の前に立っている。連れん綿めんと続く人の縁を考えると、何とも感慨深いものがあった。

「……軍人になったのは、お父上の遺志を継つぐために？」

「ええ。私も、父のような人間になりたくて……」

「そうか……。どことなくだが、顔や雰囲気にお父上の面影があるね。クロヅカ将軍も、君のように真まっ直すぐで澄んだ目をしている人だった」

　別にお世辞や綺き麗れい事ごとを言っているわけでもなく、イーライが思ったことを率そつ直ちよくに言うと、ナナはほんの一いつ瞬しゆんだけ笑顔を見せた。

「そう言っていただけると、光栄です」
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「僕の方こそ、クロヅカ将軍の娘さんに会えるとは光栄だ」

「何だ、お前ら知り合いだったのか？」

　話の終わるタイミングを見計らっていたのだろう、二人で話し込んでいたイーライたちに、ケイレヴがそう声をかけてきた。

　ケイレヴに対し、ナナは首を横に振った。

「ああ、いえ、そうじゃありません。知り合いだったのは、私の父です」

「戦争で亡なくなった、軍人だったっていう？」

　ケイレヴのその問いかけに、ナナに代わってイーライが答えた。

「ゼロ・クロヅカ将軍。僕やゴールドールソン将軍と同じ、リヒター王国軍の四将の一人で、兵力三万の『黒こく龍りゆう騎き士し団だん』を率ひきいていた人だ」

　恐らくは初耳だったのだろう、ナナの父親が将軍だったと聞いた途端、ケイレヴは目をパチクリさせてイーライとナナの顔を見比べた。

「え？　そうなの？　お前の父ちゃんも将軍だったのか？」

「別に隠していたわけではないのですが、自分から進んで言うようなことでもないので……」

　ケイレヴは腕組みしながらふうむ、と唸うなった。

「……そうか、将軍。だからか」

「だから、何です？」

　問われると、ケイレヴは何故だか目を泳がせ始めた。

　しばしの沈黙が、両者の間に流れる。

　やがて観念したのだろう、ケイレヴがしどろもどろに口を開いた。

「ん？　いや、その……お堅かたい性格してるなあ、と」

「はい？」

「いや、さあ、やたら軍規だぁしきたりだぁ気にするし、他人にも口うるせーし、偉えらい奴やつって少なからずそういうところあるだろ？　そういうお堅いところが父親譲ゆずりなのかと……」

「…………怒りますよ？」

　まるで地の底から響ひびくような声で、ボソリとそう言うナナ。

　すると、ケイレヴはビクリと肩を震ふるわせ、後ご生しようとばかりにナナを拝み始めた。

「分かった、悪かった！　ちょっとしたジョークだ！　マジになるな！」

「これでも結構気にしてるんですからね、もう……」

「だから、悪かったって。もう言わねーよ」

「約束ですからね？」

「分かったっての。それより、ビシャスはどうしたんだ？　何ど処こにもいねえようだが？」

　ビシャスというのは、きっとケイレヴの部下のことだろう。

「自分の部隊を率ひきいて、拠点の奪だつ還かんに向かいました」

　ナナがそう答えると、ケイレヴは不思議そうに眉まゆをひそめた。

「え？　自分の部隊？」

　ケイレヴの疑問に対し、今度はナナに代わってフリエが答えた。

「ブルームバーグ軍ぐん曹そうには、千人の兵を率ひきいる部隊長を務めてもらっています。実戦経験等を考慮して、部隊を再編成する折、私が彼に頼んだのです」

「ホワイトロッド代表」

　ケイレヴがフリエに向き直ると、彼女は何故か苦笑いを浮かべた。

「フリエと呼び捨てにしてくれていいですよ」

　すると、ケイレヴは恐れ多いといった感じで首を横に振った。

「いや、五年半前とは違うんですから、流石さすがにそれは……」

「どうか、かしこまらずに」

　何事か考え込むといったように、ケイレヴは今一度ふうむ、と唸うなった。

「……そうですか。でも、ま、今は任務中ですから、けじめとして。任務が終われば、礼儀は抜きにさせてもらいますよ。俺も堅かた苦くるしいのは好きじゃないんで」

「……そう？　何だか、随ずい分ぶんと大人になられたんですね」

「こいつも少しは成長したってことですよ、代表」

　いまいち納得していない様子のフリエにそう言ったのは、レオニダスだった。

「シルバーウッド少佐」

「何だ、ヒトを礼儀知らずのガキみたいに言いやがって」

　ケイレヴがそう抗議すると、レオニダスはそれを鼻で笑った。

「はっ。実際そうだろ？　お前が敬語使う相手なんて、片手で数えるくらいしかいないじゃないか。どんだけ年上でも平気でタメ口利きくくせに」

「そりゃ昔の話だろ？」

　言われて、レオニダスはもう一度鼻で笑った。

「今だって大して変わらんさ。軍隊は縦社会なんだから、普通は上官なら誰だれにでも敬語を使うべきなんだ。それなのに、お前ときたら……」

　滔とう々とうと語り始めたレオニダスの言葉を、ケイレヴは渋じゆう面めんで遮さえぎった。

「ちょっと！　ちょっと待て！」

「あ？」

「説教なら聞かねーぞ？　こんなところで、勘かん弁べんしてくれ」

　と、二人のやりとりを黙って見ていたフリエが、唐とう突とつにふふ、と笑い声を立てた。

　閉口し、何事か、という顔を向ける二人に、フリエは笑いながら、

「お二人とも、仲がよろしいのね」

　と言った。

「何ど処こが！」

　二人が声を揃そろえてそう言うと、フリエはもう一度笑ってから口を開いた。

「そういうところ。お二人とも……」

　と、言葉の途中で、フリエが突とつ如じよとして、

「あッ！」

　と、驚きを含んだ声をあげた。そうして、急いでその場に膝ひざを突いて頭こうべを垂たれる。

　よく見ればイーライとケイレヴ、そしてケイレヴの仲間レオニダス以外の全員が、フリエと同じようにして床に膝を突いている。そうしてイーライは、はたと気が付いた。あれだけ騒そう然ぜんとしていた大広間の中が、噓うそのように静まり返っていることに。

「な、何だよ、おい？　みんな、どうしたってんだ？」

　一体、この場で何が起こっているのか。わけも分からず、ケイレヴとレオニダスの二人がキョロキョロとあたりを見回している。

　注意深く観察すると、この場の皆が、ある一点に向けて頭を下げていることにイーライは気が付いた。皆が頭を下げるのは、大広間の出入り口、広大な廊下へと続く扉の方であった。

　人が出入りするのに邪魔だということで、扉は開け放たれたままとなっている。その扉の向こうに見える廊下の奥から、枢すう機き卿きようと見られる僧侶たちを複数引き連れた、荘そう厳ごんな雰囲気の漂う冠らしきものを頭上に戴いただいた僧侶がこちらへ歩いて来るのが見えた。

　イーライは聖地に来ること自体が初めてなので、教会の人間の顔は知らない。しかし、冠を戴いた僧侶が、他とは違う、かなりの高僧であるということだけは分かった。

「……何だ？　ケスティウス教の僧侶か？」

「みんな、頭を下げて！　教きよう皇こう様よ！」

　事態を把は握あくすることが出来ず、呆ぼう然ぜんと立ったままの三人をフリエが鋭するどい声で注意した。

　どうも高位の僧侶だとは思っていたが、まさかケスティウス教会の頂点、教皇御自らがこのような場所に出向くとは、さしものイーライも思っていなかった。

　イーライが慌あわてて跪ひざまずくと、事態を察さつしたケイレヴとレオニダスも続いて跪いた。

　口元に、貼り付けたような微笑を浮かべたまま、教皇がゆったりとした足取りで大広間へと入室して来る。教皇の足、その最初の一歩が大広間の床を踏ふむや、広間の皆が、片かた膝ひざ立だちからひれ伏すようにして更に深く頭を下げた。

「皆様、どうか頭をお上げください」

　広間の中央あたりだろうか、教皇ザンビディス三世はそこで立ち止まると、濃厚に漂う乳にゆう香こうのような匂においを振り撒まきながら、周囲に皆を見回すようにして口を開いた。

　その言葉で、ひれ伏していた皆が再び片膝立ちとなる。

「悪しき者たちの魔ま手しゆより私たち不死鳥の信徒を、そしてこの神聖なるベレスキスの地を守ろうと奮ふん闘とうする皆様の命いのち懸がけのお働き、まこと、感謝の念に堪たえません」

　まるで美の女神が弾ひく琴ことの音ねのような、清らかに澄んだ声色であった。

「何と……ありがたきお言葉…………」

　信仰心の薄いイーライには理解出来ないことだが、教きよう皇こう直々の言葉を受けたことにより、敬けい虔けんなケスティウス教徒たちが目に涙を浮かべ始めていた。

　涙する者たちを見て、うんうんと頷うなずきながら、教皇は言葉を続けた。

「また、この戦により命を落とされた方々には、我々より心からの祈りを。聖地を、そして我らがケスティウス教会を守るために殉じゆん職しよくした彼らには、きっと不死鳥『フェニックス』の御加護があることでしょう。この世の命は全てが巡ります。輪りん廻ね転てん生しよう、善行を積んだ者は必ずまた善なる人の子として生まれ変わるのです」

　まさにご高説という感じだが、この場にいる多くの者がその言葉に涙しているあたり、ケスティウス教の持つ求心力の高さというものが窺うかがえる。イーライは敬虔な信徒ではないからあまり分からない感情だが、やはり、信仰というものはそれを心に抱く多くの者にとっての希望の光なのだ。そして、その希望の光こそが、敗戦によって暗い影を落とした南部自治領にとって、今、最も必要なものなのだと、イーライはそう実感していた。

　教皇の声のみが琴の音のように響ひびき渡る中、新たに鈴の音のような女性の声が響いた。

「……教皇様」

　教皇の話が始まってより、恐らくは今までタイミングを見計らっていたのだろう、そう言って口を開いたのは、はたしてフリエであった。

　例の微笑を口元に浮かべたまま、教皇はフリエの方に顔を向けた。

「ホワイトロッドどの。いかがされました？」

「私たちは先ほど、戦場にて敵軍総そう司し令れい官かん、ワグナス・グリマルタと相まみえました」

　南部随ずい一いちとも言われる猛もう将しようワグナス・グリマルタの噂うわさは、どうやら教皇の耳にも届いているらしく、ここで初めて、彼が驚きの声をあげた。

「何と！」

「彼らと直接剣を交える中で分かったことなのですが、敵軍の狙ねらいは、やはりこの聖地に眠るとされる神しん獣じゆう、不死鳥『フェニックス』にあるようです」

　召しよう喚かん獣じゆう『フェニックス』の名を聞いた途端、教皇の顔から貼り付けたような笑みが消え、それまで黙していた各国の諸しよ将しようがざわめき出した。

　彼らが驚くのも無理からぬことである。

　確かに、ケスティウス教は『フェニックス』を信仰の対象としており、聖地の何ど処こかにはその卵が封印されているのだと聖書にも記されている。だが、それはあくまでも伝説上のことであり、卵の現物を確認した者は一人もいないと言われている。卵の存在に対しては教会側からも正式発表はなく、また、その存在を認める声明も発表されてはいない。卵の存在に対し懐かい疑ぎ的てきな信徒も少なくはなく、宗教学者たちの中には、卵の存在は教祖ニクラス・ティベリの創作で、ケスティウス教の神秘性を高めるためのものだと言う者もあるくらいだ。

　この場にいる者の多くは、同どう盟めい軍ぐんの目的が、独自の武力を持たぬ、攻めるに楽なベレスキスの奪だつ取しゆにあると考えている。開戦当初から、敵の狙ねらいが『フェニックス』奪取にあるとの噂うわさはあったが、それを本気で信じている者はそう多くなかった。いくら同盟軍とて、存在するかも分からないもののために各国を敵に回して戦争を仕掛けるなどとは思っていなかったのだ。

　教きよう皇こうが口を閉じ、皆がざわつく只ただならぬ状況の中、フリエは動じることなく言葉を続けた。

「終始優勢に戦いを進めてきた彼らが、ここへ来て急に軍勢を引いた理由は分かりませんが、彼らには何か思惑がある様子。我々は神殿が心配で、急ぎ前線から舞まい戻ったのです」

「ホワイトロッドどの……」

「……教皇様、無礼を承知でお訊ききします。敵軍が狙う不死鳥『フェニックス』の卵、確かにこの神殿に存在するのですね？」

「………………」

　何か不都合があるのか、それとも言うか言うまいか迷っているのか、フリエが問うても、しかし教皇は容易に口を開かなかった。

　フリエの質問に対し、教皇が困惑しているとでも思ったのだろう、彼に代わって口を開いたのは、それまで黙していた他国の将だった。

「ホワイトロッドどの、それはあくまで伝説上のことであろう。然さ様ようなものが実在するならば教会がその事実を隠し立てするようなことは……」

　と、その男の言葉を、何と教皇自らが片手を上げて制した。

　緩かん慢まんな動作で首を横に振り、教皇は静かに、しかしはっきりと言葉を述べた。

「……いえ。不死鳥の卵は確かに実在します」

　教会の頂点、教皇自らが『フェニックス』の卵が実在すると公言した。

　その、驚きよう愕がくとも呼べる衝しよう撃げきの事実により、場内が更にざわつき始める。

「な、何ですと？　教皇様、それはまことなのですか……？」

「皆様がおらねば、聖地はとうの昔に同盟軍の手に堕おちていたことでしょう。皆様は血を流しながらこの聖地を守っておられる。このような重大事を隠したままというのは、その気け高だかき信仰を裏切ることにも繫つながります」

　きっと、教皇は腹を決めたのだろう。何かを決意したことが分かる、揺るぎない瞳ひとみを真まっ直すぐフリエに向けて、教皇は言った。

「教皇様……では…………」

「はい。歴史上初めて『フェニックス』を召しよう喚かんした聖人、聖ケスティウスが死の間際に残したとされる不死鳥の卵、確かにこの神殿に封印されております」

　やはり『フェニックス』の卵は実在するのだ。教会のトップたる教皇が、自らの口ではっきりと断言したのだから間違いなかろう。

　驚き覚めやらぬ皆を置いて、フリエは大きく頷うなずいた。

「教きよう皇こう様と、そして『フェニックス』の卵だけは、何としても、我々全員の命に代えてでも守り通さねばなりません。私はいざとなれば、教皇様にその卵を持ってベレスキスを脱出していただきたいと考えております」

　フリエがそう進言すると、何か思うところでもあるのか、教皇は小さくため息をついてから首を横に振った。

「……ホワイトロッドどの。貴方あなたのお気持ちは大変ありがたい。しかしそれは出来ぬのです」

「聖地を捨てるようなことは出来かねる、ということですか？」

　フリエが問うと、教皇はもう一度首を横に振った。

「それもありますが…………それだけではないのです。不死鳥の卵には、何なん人ぴとたりとも触れられぬ……いえ、触れてはならぬのです。絶対に。禁きん忌きと言っても過言ではありません」

　教皇の言い様では、神聖なる『フェニックス』の卵が、まるで危険物のようにも取れる。

　恐らくは教皇が何を言わんとしているのか、その真意を計りかねているのだろう、フリエはどういう返事も出来ず、黙って彼の言葉を聞いていた。

「卵の秘密をお教えします。ホワイトロッドどの、貴方が皆の代表として、私について来てください。お供の方は……そうですね、あまり大人数で来られても困るので、二人まで許可しましょう。みだりに人の目に触れさせるようなものではなき故、これより知ることは、貴方の口から皆様に伝えていただきたい」

「……何ど処こへ行くのですか？」

　フリエが訊きくと、教皇は、

「当神殿の最深部……『フェニックス』の卵が安置されている場所です」

　と答えた。




　　　　　　　　　　◇




　フリエが供に選んだのは、ケイレヴとイーライの二人だった。教皇には内緒だが、ケイレヴは本国の代表として、イーライは最も信頼する者として彼女が選んだのだ。

　教皇に案内され、三人が通されたのは、はたして、彼の自室であった。

　教皇によると、不死鳥『フェニックス』の卵が安置されている場所、その入り口は、驚いたことに歴代教皇が使用してきた専用の私室の中にあるとのことだった。

　今現在、教皇は枢すう機き卿きようたちを部屋の外に待たせ、自分は本棚の前にいる。

　何かの規則性があるのだろう、本棚に置かれた古めかしく分厚い本を、教皇が自らの手で並べ替えてゆく。上から三段目の棚を一列全て入れ替えたところで、本棚が音を立てて横にずれ始め、隠されていた石造りの通路が現れた。

　教きよう皇こうは部屋の奥から私物と思おぼしきランプを取って来ると、それに火を灯ともし、フリエ、ケイレヴ、そしてイーライの三人を先せん導どうする形で隠し通路に入って行った。

「これより先、陽ひの光が入りませんので、足元などお気を付けください」

　教皇の背に続く形で、三人が通路に足を踏ふみ入れる。

　ひんやりとした空気が満ちた、しかしカビ臭くさく大量の埃ほこりが舞う通路を、教皇の先導で三人は黙々と歩いた。時に階段を下り、そうかと思うと階段を上り、度々現れる分かれ道を進む。

　聞こえてくるのは、四人の微かすかな呼吸音と足音のみ。奥へ行けば行くほど、足音は染み渡るように、不気味に空間に響ひびいていた。

　まるで長大な迷宮、明らかに侵入者を拒こばむよう造られた通路だと、イーライは歩きながらそう思った。実際、教皇が先導してくれねば、イーライたちは引き返すことも、目的地に辿たどり着くことも出来ずに遭そう難なんしていたことだろう。

　そうして辿り着いた先は、礼拝堂のような造りになっている、広大な空間であった。

　体感的には一時間も歩いただろうか、他に出入り口も見当たらないことから、ここが通路と同じく神殿内に隠された空間だということが分かる。

　コロシアムのような、円形の空間。ただし観戦席のようなものは一切なく、壁には天井部分まで続く壁画が記されている。壁画の内容は、聖ケスティウスが『フェニックス』を召しよう喚かんし、戦場の死者を復活させた逸いつ話わを再現したものだ。

　頭上にいくつか明かり取りの窓らしきものがあり、陽の光がかろうじて空間の内部を照らしている。部屋の中央だろうか、天井から差し込む陽光の直下に、不死鳥を模もした装飾を施ほどこされた小さな祭さい壇だんのようなものが見える。空間の中には、祭壇以外には何もない。

　祭壇の上には、黄金に輝く球体が安置されている。大きさ、形とも、鶏にわとりの卵とほぼ同じようなものだが、生物の卵という印象は薄い。どちらかというと、純金で造られた美術品、それも古美術に類するもののように見える。

「あれが……不死鳥の卵なのですか？」

　フリエが訊きくと、しかし教皇は首を横に振った。

「いえ、あれは不死鳥の卵を模した、精せい巧こうな作り物です。純金を用いて造ったものですから金としての価値はありますが、しかし本物ではありません」

「え？　では、偽物ということですか？」

「そのとおり。これは万が一にも侵しん入にゆう者しやを許した場合に備えた偽物なのです。本物は、この下に安置されています」

　そう言って、教皇は足元の床を指差した。

　だが、どれだけ見ても床は床。この床が開いて、隠し階段のようなものが出現するのならまだ分かるが、そのような仕掛けは何ど処こにも見当たらない。

　三人は、揃そろって首を傾かしげた。

「下……ですか？　でも、階段のようなものは何ど処こにも……」

　と、フリエの言葉の途中にも拘かかわらず、教きよう皇こうは一人で歩き出した。

「ご案内します。皆様、こちらへ」

　祭さい壇だんの前で立ち止まると、教皇は手招きして三人を呼び寄せた。

　三人は顔を見合わせて首を捻ひねったが、ともかく呼ばれるままに祭壇まで移動した。

「これより、本物の卵が安置された場所にお連れします」

　三人が祭壇前に揃そろったことを確認すると、教皇は胸元から首飾りを取り出した。鍵型のペンダントトップが特徴的な、年代物の首飾りだ。

　見れば、祭壇の隅すみに、鍵穴のようなものがある。教皇は首飾りを手に取ると、鍵型になっているペンダントトップをその穴に差し込み、ゆっくりと回した。

　すると、明らかに何らかの装置が動作したと分かる、ガコン、という音が床下から響ひびき、祭壇部分がゆっくりと床下に沈み始めた。

　どうやら祭壇部分が地下への移動装置となっているらしい。先の教皇の言葉から察するに、恐らくは神殿の地下にも空間が広がっているものと思われる。きっと、真なる不死鳥の卵は、その地下空間に安置されているのだ。

　微かすかに揺れながら、四人を乗せた祭壇が下へ下へと移動していく。

　フリエが転ばぬよう、イーライはしっかりと足を踏ふみ締め、傍かたわらで彼女を支えた。

　流石さすがに、こういう展開は予想していなかったのだろう、フリエは啞あ然ぜんとした様子で声を失っている。彼女に代わって、ケイレヴが口を開いた。

「こいつはまるで……エレベーターだな」

　聞き慣れぬ言葉である。恐らくは北部の言葉であろう。

「えれべいたって？」

　イーライが訊きくと、ケイレヴは沈み続ける床を指差して答えた。

「北部で使われてる移動装置だ。こんなふうに、地下や建物屋上なんかと行き来するためのものなんだが、まさか南部にもこういう装置があるとは……」

「これは北部の機械ではありません」

　ケイレヴの言葉に、教皇がそう返した。

　それはそうだろう。ここは南部大陸の土地で、しかもケスティウス教の総本山だ。北部の文明を忌き避ひするこの地に機械が存在するわけがない。

　そう考えれば、おのずと選せん択たく肢しは絞しぼられてくる。

「もしや、ドワーフの？」

　イーライが訊くと、教皇はそうだと頷うなずいた。

「ええ。ここには元々、ドワーフの要よう塞さいが建っていたのですが、我らの先祖との戦争によって陥かん落らく、要塞も崩壊したのです」

「その要よう塞さいの跡に、神殿を建てたと？」

「そのとおり。奇跡的に崩壊を逃れたこの装置を利用して、教祖ニクラス・ティベリは卵を地中深くに封印したのです」

「そうだったのですか……」

　そうやって話している間にも、祭さい壇だんはどんどん下降していく。今はもう、天井から洩もれる光が遥はるか頭上にある。距離にすれば、百メートル以上はくだらないだろう。

　そうして十分も経たった頃、再びガコン、という音を立てて、下降していた祭壇が止まった。

　止まった先は、何も見えない真っ暗な空間である。頭上の光も、ここまでは届いていない。

　どうにも暗いところだなと、イーライがそのように思っていると、教きよう皇こうが心中を察したというように口を開いた。

「もうそろそろ、明るくなります」

　教皇が言い終わるか否いなかというところで、突とつ如じよとして天井から光が差し込み、暗くら闇やみに沈んでいた空間全体を照らし出した。

　見上げると、天井から吊つるされた数基のランプのようなものが、北部の懐中電灯のように、強い白光を発していた。きっと、祭壇がこの場所まで到達すると、自動で明かりが点つく仕組みになっているのだろう。

　イーライは改めて、この空間に目をやった。

　頭上の一室よりは一回りほど小さいだろうか、それでも広い空間である。上を踏とう襲しゆうしているのだろう、造りは同じく円形で、奥に一体の石像が置かれているほかは何もない部屋だ。

「聖ケスティウスの像……」

　イーライと同じように石像を見ていたフリエが、ボソリと呟つぶやいた。

　彼女の言うとおり、石像は聖書に描かれた聖ケスティウスの姿そのものであった。さして信心深い方ではないイーライでも知っているものだ。間違いない。

　聖ケスティウスの石像は、胸元で両手を器のような形に合わせており、その上には、黄金に光り輝かがやく卵が安置されていた。

　祭壇に置かれているものと全く同じ、黄金の卵。しかしながら、この卵からは隠しようもないほどの、濃厚かつ重厚な存在感が漂っている。

「あちらに見える黄金の卵……あれこそが不死鳥『フェニックス』の卵です」

　石像が持つ黄金球を指し、教皇がそう言った。

　どう見ても生物のものではない、童話に登場して然しかるべき金の卵だが、やはりあれが伝説に語られる『フェニックス』の卵、その現物で間違いないようだ。

「皆様、こちらへ」

　教皇の先せん導どうで、三人は石像の前まで移動した。

「これが……」

　本物の不死鳥『フェニックス』の卵なのだ。その圧倒的な存在感を前に、イーライは思わずゴクリと息を吞のんでしまった。

　見ればフリエも、そしてケスティウス教を信仰していない、北部人であるケイレヴでさえも卵の放つ神々しさに圧倒されている様子だった。

　魅み入いられたように熱い視線を注ぐ三人に対し、教きよう皇こうが注意を促うながす。

「くれぐれも、これには触らぬように。ほんの僅わずか、指先でさえも触れてはなりません。万が一にも触れてしまえば、命を落とすこととなります」

「それはつまり……死ぬ、ということですか？」

　フリエが訊きくと、教皇ははきと頷うなずいた。

「そうです。不死鳥の卵に触れた者は、例外なく絶命することでしょう。皆様は、不死鳥がいかにして復活するか、それを知っておられますか？」

「いえ……」

　フリエが言い、イーライとケイレヴが同意するように頷く。誰だれ一人として不死鳥復活の方法を知らぬことを確認してから、教皇は説明するようにして語り始めた。

「不死鳥の復活は、自力によるものではありません。この卵の状態から、他者の魔ま力りよくを吸い取ることによって復活するのです」

「他者の魔力を……吸う？　それは、どういう…………」

「不死鳥『フェニックス』には、まず自前の肉体というものが存在しません。他者から吸った魔力を炎に変え、その炎でもって肉体を構成する神の鳥です。しかし何らかの方法でこの炎を失うと、不死鳥は息絶え、本来の姿である黄金の卵に戻るのです」

「え？　卵が本来の姿だって？」

　そう疑問の声をあげたのは、ケイレヴだ。まさか『神しん獣じゆう』クラスの召しよう喚かん獣じゆうが卵の状態で現出するとは思えないのだろう。必然か、それとも偶然か、イーライも同じことを考えていた。

　ケイレヴの疑問にも、教皇は懇こん切せつ丁てい寧ねいに答えた。

「我らが聖人、聖ケスティウスが不死鳥を召喚した時も、今のような、卵の状態で現出したのだとされています。卵を手にした聖ケスティウスの魔力、そして命を吸い取り、更には彼の肉体をも取り込み触しよく媒ばいとすることで、卵は炎を纏まとった不死鳥として復活したのです」

　他者の魔力、そして命をも吸い取る召喚獣。地獄に君くん臨りんするとされる『魔王』ならばそれも分かるが、まさか天界に住むとされる『神獣』が生いけ贄にえを必要とするような存在だとは、この場の誰一人として思ってもみなかったことだ。

「い、命を吸い取る？　それはつまり、その……不死鳥を蘇よみがえらせたことが原因で、聖ケスティウスは命を落とした、ということですか？」

　意外な事実に動転を隠せぬ様子でフリエが訊きくと、教皇は静かに頷いた。

「……何しろ、並の召喚獣ではありません。最強と言われる『神獣』の一角ですから。召喚もさることながら、不死鳥として復活させるのに莫ばく大だいな魔ま力りよくを要します。魔力が足りなければ、貪どん欲よくに宿しゆく主しゆの生命力をも吸い取るのです」

「成るほど、確かに危険な存在ですね……」

　そう言うイーライに対し、教きよう皇こうは「ですが」と前置きして言葉を続けた。

「常人ではたとえ生命力を全て捧ささげたとしても、不死鳥を復活させるには至らないでしょう」

「ただただ無駄に魔力と生命力を吸われ、絶命すると？」

「そうです。一応、卵に魔力だけは蓄ちく積せきされるようですが、しかし焼け石に水、常人では何人束たばになろうと不死鳥復活に至ることはありません」

　教皇はそう言うが、仮にそれが本当のことだとすると、ケスティウス教が確立された由来、その根本の部分に重大な疑問が生じてしまう。

　フリエは語ご弊へいを恐れず、その疑問を率そつ直ちよくに、教皇へぶつけた。

「では、何故、聖ケスティウスはたった一人で不死鳥を復活させることが出来たのです？」

　いくら聖人と言ったところで、そこはやはり人間である。卵の召しよう喚かん、そして不死鳥の復活をまさか単独で行えたとは思えず、かと言って、聖人とまで呼ばれた人物が他者の命を犠ぎ牲せいにして不死鳥を復活させたとも思えなかった。

　そういう疑問が出ることを予測していたのだろう、教皇はもっともだとばかりに頷うなずいた。

「それについてもお話ししましょう。しかしこれは教会でもごく一部の者しか知り得ないことです。貴方あなたがたも、私が今から言うことを誰だれにも口こう外がいしないと約束してください」

　言いながら、教皇はその面つら魂だましいから人物を見極めるようにしてフリエ、イーライ、ケイレヴの顔を順番に見渡した。

　イーライとケイレヴが無言で頷き、フリエも頷きながら口を開いた。

「……分かりました。教皇様に誓ちかって、口外はいたしません。ご安心ください」

　教皇は頷いて了承の意思を示すと、ゆっくりと口を開き、静かに語り始めた。

「……ホワイトロッドどの。聖ケスティウスは貴方と同じ、その……人間とエルフ族との間に産まれた混血児、つまりは『半純血』だったのです」

　聞いた途端、三人それぞれが驚きよう愕がくし、目を見開いた。

　歴史上最初の聖人が純血の人間ではなく、あろうことか、当時敵対していた異種族との混血であるなどという話は、俄にわかに信じられるものではない。もし、それが事実であれば、ケスティウス教の威い光こう、その根幹を揺るがしかねない重大事である。

　成るほど、だから教会は今こん日にちまでその事実を秘ひ匿とくし続けてきたのだろう。恐らくは教祖ニクラス・ティベリが聖書をしたためた時点で事実は改かい竄ざんされ、教会でも要職にある者のみが口く伝でんか何かの形で語り継ついできたものと見える。教皇自らが口外を禁ずるのも頷ける話だ。

　イーライとケイレヴは事の大きさに言葉を失い、フリエもわなわなと唇を震ふるわせていた。

「そんな、まさか…………歴史上最初の聖人が……ですか？」

　かろうじて、フリエが確認するように訊きくと、教きよう皇こうはこれにもはっきりと頷うなずいた。

「はい。誕生のいきさつは今もって分かりませんが、千五百年前の戦乱の中、彼も、貴方あなたと同じように常人を遥はるかに凌しのぐ莫ばく大だいな魔ま力りよくと、二つの種族の血を宿してこの世に生を受けました」

「今とは違う、種族同士が争う時代に……」

　そう言って、言葉を失うフリエ。きっと、聖ケスティウスが自分と同じ『半純血』だということを知り、彼女なりに思うところがあるのだろう。

　教皇は「ええ」と頷いて言葉を続けた。

「その出自の故か、彼は放ほう浪ろうの魔法使いとして大陸を渡り歩き、各地で行われる種族間闘とう争そうを嘆なげいていたそうです。そうして、累るい々るいと死体が転がる戦場跡にて、彼は卵を召しよう喚かんし、自らの命を捧ささげることで不死鳥を復活させました。それより先は、伝説に言われるとおり……」

「不死鳥自らの身体を炎の羽として振り撒まき、死者たちを復活させた、と……」

　フリエが続きを口にすると、教皇はそうだと頷いた。

「仮に炎を失って絶命したとしても、触しよく媒ばいとなった者の身体に魔力が残っていれば、人の姿に戻った後、不死鳥は今一度復活するそうです。しかし、聖ケスティウスは自身に残された全ての魔力を放出し、死者たちを蘇よみがえらせました」

「そして聖ケスティウスは命を落とし、後には卵だけが残った……」

「そうです。この出来事を伝説として語り継ぎ、後にケスティウス教として確立した教祖ニクラス・ティベリは、聖ケスティウスの従じゆう者しやであったと言われています。彼がケスティウス教を確立した理由は主に二つです。一つは、聖ケスティウスの遺志を継つぎ、信仰の光をもってしてこの世界から争いをなくすこと。そしてもう一つは、人の命を代だい償しようにして復活する不死鳥を封印すること。犠ぎ牲せいになるのは自分一人でよいということでしょう。いずれも聖ケスティウスが残した遺言状に記されていることです」

　言い終わると、ここで一いつ旦たん終わりとばかりに、教皇は大きく息を吐いた。

　これまで知ることのなかった数々の情報を一度に聞いてしまったことで、いささか頭が混乱している。三人それぞれが頭の整理をするように、黙りこくって俯うつむいていた。

　しばらくしてから、フリエがぽつりと口を開いた。

「初めて聞く話ですが、どれも驚くようなものばかりでした……」

「どれも教会内部で秘ひ匿とくされてきた話ですからね。前教皇のお側近くに仕えていた私でさえ、教皇位を頂くまで知り得なかったことです」

　語っていた教皇自身も、感かん慨がい深ぶかいといった感じである。

「そうでしたの…………」

　と、ここでいきなり、教皇でもなければイーライでもフリエでもケイレヴでもない、正体不明の女の声が空間にこだました。

「実に興味深いお話でしたけれど、もういいですわ。知りたいことは全て知りました」

　突然のことに、顔を俯うつむけていた三人が急いで顔を上げた。そうして、教きよう皇こうも含めた四人で周囲を見回すのだが、空間の中にはこの四人以外、誰だれの姿もない。聞こえるのは声だけという、実に面めん妖ような状況であった。

「誰だ！」

　目に映らぬ存在だとしても、この空間の中に、確実に侵しん入にゆう者しやがいる。まず敵と見て間違いないだろう。イーライとケイレヴの二人は教皇の身を守るように、そしてフリエは石像の卵を守るようにして警戒態勢を取り始めた。

「おや、誰だとはご挨拶ですこと。つい先ほどお会いしたばかりですのに」

　再び女の声が聞こえてくる。ここで、イーライは女の声に聞き覚えがあるということに気が付いた。妖よう艶えんでいて、清せい楚そさの欠片かけらもない女の声。間違いなくあの女だ。

「アグリアス・グリマルタ！」

　声の主の正体を看かん破ぱしたイーライがそう叫ぶと、

「正解」

　と言って、アグリアス・グリマルタが姿を現した。

　イーライたちが乗って来た祭壇の付近である。それまで誰もいなかった場所に、いきなり姿を現したアグリアス・グリマルタ。恐らくはタイダロス連邦製の、ステルス迷めい彩さいとかいうものが可能にする技だろう。しかし、それにしても、イーライやケイレヴほどの者が気配すら感じ取ることが出来なかったというのは由ゆ々ゆしきことである。落ち度と言って過言ではない。

「女め狐ぎつねめ！　どうやってこの場所に潜もぐり込んだ！」

　歯は嚙がみして声をぶつけるイーライに、アグリアスは落ち着いた様子で言葉を返した。

「どうやって、ですって？　これは異なことを仰おつしやいますのね。この場所へは、貴方あなたがたが案内してくれたのではありませんか。私は貴方たちの背に続いただけですよ？」

　聞いた瞬しゆん間かん、全てを理解したイーライは、やられたと、そう思った。

　先の戦せん闘とうで、彼らが優勢の最中撤てつ退たいしたのは、このためだったのだ。

　きっと、彼らは聖地に『フェニックス』が存在するという情報は摑つかんでいても、具体的な封印場所の情報は摑めていなかったのだろう。そして、その情報を知る者を探していたのだ。彼らは自分たちがさも不死鳥に関する全てを知っているかのように振ふる舞まうことで、イーライたちが教皇にそれを確認するだろうことを読んでいたのだ。恐らくは教皇が不死鳥の存在を認め、その在あり処かまで誘導してくれるだろうことまでも。

　つまり、イーライたちはまんまとしてやられたのだ。彼らの思惑のとおりに動き、不覚にも道案内の役までしてしまった。

　かくなる上は、この女を始末するしかない。

「フリエ、教皇様、下がっていてください！　ここは僕たちが引き受けます！」

　そう言って臨戦態勢を取り始めるイーライとケイレヴを無視して、アグリアスは何故か祭さい壇だんのあたりを指差した。

「そこ、来ますわよ」

「あん？　てめえ、何を言って……」

　と、ケイレヴの言葉の途中で、突とつ如じよとして頭上がピカリと光った。

　何事かと、顔を上げるイーライとケイレヴ。

　その次の瞬しゆん間かんである。

　ズドム！

　と、まるで落雷のような音が空間全体に轟とどろき、二人の眼前で祭さい壇だんが粉々に砕け散った。

　そうして、砕け散った祭壇があった場所から煙を搔かき分けて、一人の男が現れた。

　はたしてそれは、ワグナス・グリマルタであった。

　恐らくは天井を突き破り、雷と共にここまで落下して来たのだろう。

　彼の中で因いん縁ねんとも呼べるものが生じたのだろう、先の戦いでワグナスと勝負のつかなかったケイレヴが、ずい、と一歩前に出た。

「てめえ！　ワグナス・グリマルタ！」

　いきり立つケイレヴには目もくれず、ワグナスはアグリアスに顔を向けた。

「タイダロスのビーコンとかいう誘導装置、なかなかどうして、使えるものだのう！　目的の場所にドンピシャリじゃわい！」

「私が召しよう喚かんした飛ひ龍りゆうの乗り心地、いかがでした？」

「まずまずといったところかのう！　雲の上まで飛べる召喚獣というのは、そうそうおらぬでな！　まこと、大義であった！」

　そう言って、ワグナスは高らかに笑い声をあげた。

　どうやら、彼は飛龍に乗って上空で待機し、卵の封印された場所を突き止めたアグリアスの誘導によってここまで来たものらしい。

　ワグナスは笑いを引っ込めると、ぐい、と槍やりを持ち上げ、その切きっ先さきで石像を指した。

「それが親父の求めし不死鳥の卵か！　いや、大したものだのう！　斯か様ように矮わい小しような玉ころが実に荘そう厳ごん！　本当に大した存在感だわい！　流石は『神しん獣じゆう』といったところか！」

　石像とワグナスとの間に割って入るように、ケイレヴが更に一歩、前に出る。

「で、どうするつもりだ？　さっきの話は盗み聞きしてたんだろう？　見たとこ特別な道具は持ってねえようだし、てめえらにも卵を持ち帰る手段はないだろう、違うか？」

　何せ触れた者の魔ま力りよくを吸い、足りなければ命まで吸い取るような代物である。手に触れず持ち出せるような道具がなければ、石像から移動させることさえ困難だろう。

　しかしワグナスはケイレヴの言葉を鼻で笑った。

「卵？　ふん！　そんなものを持ち帰るつもりはない！　あくまで『フェニックス』そのものを親父のもとへ持ち帰るのが目的よ！」

　ワグナスのその言葉を、今度はケイレヴが鼻で笑った。

「はっ。今、ここで『フェニックス』を復活させるつもりか？　やらせるわけねえだろ。それにどう復活させる？　触れれば死ぬような代物だぞ？　妹を生いけ贄にえにでもするか？　あ？」

「不死鳥復活の人ひと柱ばしらならば、適任がおるわい！」

「何だと？」

「分からぬか？　人柱ならば、そこな小娘がおると言っておる！　我が妹をすら超える莫ばく大だいな魔力を有する『半純血』の姫君がのう！」

　ワグナスの言う『半純血』の姫君。それはつまり、フリエのことだ。彼は、聖ケスティウスと同じく、エルフ族との混血で莫大な魔ま力りよくを持つフリエを生贄に捧ささげ『フェニックス』を復活させようと言うのだ。

「………………ッ！」

　無言で、しかし力強く杖つえを握り締め、フリエは注意深く身構えた。見れば、その顔には隠しようもなく緊張が漲みなぎり、薄く汗が浮いている。ああ言った以上、敵は必ず自分をターゲットとして狙ねらってくるだろうと理解しているのだ。

　そんなことは、させるわけがない。決意と同時に、イーライの胸に怒りが込み上げる。

「貴様！　フリエに手出しはさせないぞ！」

　鋭するどくワグナスを睨にらみながら、イーライも前に出てケイレヴと肩を並べた。確かに先の戦いでは決着がつかなかったが、イーライとケイレヴ、二人がかりならば倒せる筈はずだ。

　イーライは右掌に冷気を、ケイレヴは左掌に炎を収束させ、臨戦態勢を取り始める。

　そういう二人を前に、ワグナスは「ふん！」と鼻を鳴らした。

「すでに仕込みは済んでいるのだ！　ワシが手を下さずとも……アグリアス！」

「分かっていますわ、兄上！」

　ワグナスの声に応じ、アグリアスが左手をそっと持ち上げる。

　あの左手には、名刀の如ごとき切断力を持った『Ｄマテリア』の糸が仕込まれている。視し認にんが難しく防御も困難、しかも悪いことにその能力が判明していない。

「構えろイーライ！　仕掛けてくるぞ！」

「ああ！　フリエ、教きよう皇こう様と逃げるんだ！　気を付けろよレッド！　奴やつの左手には『Ｄマテリア』の鉄線が仕込まれて……」

　と、ケイレヴに注意を促うながそうとした、その時だった。

　恐らくは石像のあたりだろう、イーライの背後で、何か棒のようなものが倒れたような、カラン、という乾いた音が鳴った。

　イーライが驚いて振り返ると、何故だかは分からないが、自身の武器である杖つえを取り落としたフリエが、呆ぼう然ぜんとそこに立ち尽つくしていた。

　目が焦しよう点てんを失い、口元も呆ほうけたように開いたまま。まるで幽ゆう鬼きのようにゆらゆらと肩を揺らすその姿は、さながら自我を失ったようですらあった。

　突然、どうしたというのか。彼女の豹ひよう変へんに、イーライは戸惑いを隠せなかった。

「ふ、フリエ……？」

「………………」

　イーライが声をかけても、しかしフリエは何も答えなかった。というか、イーライの声そのものが聞こえている様子がない。

　ふらふらと、まるで夢遊病者のようにして石像の前に歩み寄るフリエ。

「どうしたんだイーライ！」

「お、おい、フリエ！　何をやっているんだ！」

　何だかとても悪い予感がする。ケイレヴの言葉にも答えず、イーライは堪たまらずに駆かけ出し、空間全体に響ひびき渡るほどの大声を張り上げた。だが、フリエの動きが止まる様子はない。

　フリエは石像の前で足を止めると、ゆっくりと腕を持ち上げ、両側から包み込むようにして不死鳥の卵に手を伸ばした。

　何故、フリエがこんなことをするのか。それは分からないし、きっとカラクリのタネはワグナスたちが握っているのだろうが、今はそんなことを考えている暇がない。急がなければ、フリエの手が卵に触れてしまう。

「やめろ、触るなフリエ！　それに触ったら…………ッ！」

　一刻も早く、フリエのところへ。イーライはその一心で、彼女の背中に手を伸ばす。

　だが、イーライの悲痛な叫びも虚むなしく、フリエの指先が『フェニックス』の卵に触れる。そうして黄金に輝かがやく卵をフリエが両手で持ち上げた次の瞬しゆん間かん、何ど処こと言わず、彼女の全身から、燃え盛る紅ぐ蓮れんの炎が轟ごう然ぜんと噴き出した。

　激しく噴出する炎に包まれ、フリエの身体がすぐさま見えなくなる。燃え盛る炎はどんどんと勢いを増し、やがて、白鳥のような姿形に変へん貌ぼうし始めた。

「はっはっはっはっは！　実に千五百年ぶり、不死鳥『フェニックス』の復活だ！」

　大きな声で笑いながら、不死鳥の復活を祝すようにワグナスが両腕を上げた。

　翼を広げた全長が、十メートルくらいだろう。甲高く鳴く鶴つるのような声をあげて、不死鳥『フェニックス』がこの世に蘇よみがえった。

「そんな、どうして………………」

　変貌してしまった最愛の女性を見つめながら、イーライは呆ぼう然ぜんと口を開いた。一体何故、どうしてこんなことになってしまったのか。

　その疑問に答えるように、ワグナスが口を開いた。

「妹は操あやつり糸の『Ｄマテリア』を持っておるでな！　名を『スレイブルーラー』と言うたかのう！　その鋼糸によって傷を付けられし者は、妹の操り人形となり果てるのよ！」

　ただ単に物体を切断するだけではない、他者を操る能力を持つ『Ｄマテリア』の鉄線。先の戦いの中、アルガスとイーライが防ぎ切れなかったアグリアスの攻こう撃げきによって、フリエは腕に浅い傷を負っている。きっと、その傷によってフリエは操あやつられてしまったのだ。

「くそっ、あの時か！」

　爪が食い込み血が出るほどに強く拳こぶしを握り締め、イーライは歯を軋きしらせた。

　命を懸かけて彼女を守ると誓ちかった筈はずが、何たる様か。

　自分で自分を責めるイーライをよそに、アグリアスは調教師よろしく右腕に巻き付けた長大な鎖くさりを、復活した『フェニックス』へと投げ付けた。

「それッ！」

　獲え物ものに襲おそい掛かる蛇へびのようにして、鎖が『フェニックス』を強襲する。鎖はすぐさまぐるぐると炎の身体に巻き付き、あっという間に不死鳥を拘こう束そくしてしまった。

　最初は嫌がるように暴れていた『フェニックス』も、鎖が完璧に巻き付いた途端に大人しくなり、恭きよう順じゆんの意を示すように頭を垂れた。

「捕らえたな、アグリアス！　操れるか？」

　ワグナスが顔を向けると、アグリアスは大きく頷うなずいた。

「ええ！　問題ありませんわ！」

「よし、では行けい！　殿しんがりはワシが引き受けようぞ！　お前は親父にその鳥を届けよ！」

　頷き、アグリアスは足元が不安定なハイヒールであるにも拘かかわらず、身軽な動作で地面を蹴けると、不死鳥の背に飛び移った。

　恐らくは炎の温度調節が可能なのだろう、アグリアスの衣服は焼けることもなく、また、熱がっている様子もなく、平然とそこに立っている。

「では、お任せいたしますわ、兄上！」

　そう言うと、アグリアスは猛もう獣じゆう使つかいがライオンに鞭むちを打つようにして、右腕の鎖をうねらせて『フェニックス』の身体を叩たたいた。

　それが合図とばかりに『フェニックス』が翼を開いて羽ばたき始める。きっと天井の穴を抜けてそのまま外へと飛び立つつもりだ。

「馬鹿野郎！　追え、イーライ！」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすイーライに、ケイレヴが叫んだ。

「お前は彼女を守る騎き士しなんだろうが！　だったらどうにかして彼女を助けろ！　知恵なんぞ脳みそひっ摑つかんで直接絞れ！　必要ならてめえの命も懸かけろ！　炎の力を持つ『フェニックス』に対抗出来るのは、氷の力を持つお前だけなんだ！」

　イーライの心に届けとばかり、ケイレヴは声を張り上げた。

　ケイレヴの言うとおりかもしれないと、イーライは思った。彼女は確かに『フェニックス』の触しよく媒ばいとなってしまったが、まだ、助けることは可能かもしれない。現状、彼女を縛るものは三つある。その三つを全て無効化出来れば、フリエを救うことは出来る筈はずだ。

　容易ならざる困難の道。成せるかどうか、怪あやしいところだ。だが、イーライは、イーライだけは最後まで諦あきらめるわけにいかない。フリエの騎き士したるイーライだけは。

　まだ、希望は潰ついえていない。彼女を救う望みはある。この、異い形ぎようの右手の中に。今度こそ自分がフリエを守るのだ。この命を、己の存在全てを懸かけて。

　嚙かみ締める奥歯にぐぐっと力を込めて、イーライはキッと顔を上げた。

「ここは俺に任せて、行け、イーライ！　彼女を取り戻せ！」

「ああ！」

　最後まで背中を押してくれたケイレヴに答えて、イーライは駆かけ出した。

　目指すは不死鳥『フェニックス』。

　すでに上昇し始めている不死鳥、その胴体から垂れ下がっている鎖くさりに向かい、イーライは突っ走る勢いのまま、大きく跳ちよう躍やくした。

「行かせるか！」

「そいつはこっちの台詞せりふだぁッ！」

　妹の邪魔はさせまいと、ワグナスが槍やりを持って前に出て来る。そうして、イーライを撃げき墜ついすべく電でん撃げきを放とうとしたワグナスに、イーライの邪魔はさせまいと、今度はケイレヴが炎の大剣を持って斬きり込んだ。

　ワグナスは咄とつ嗟さに槍の柄えでケイレヴの剣を受けると、兜かぶとの中で鋭するどく舌打ちした。

「貴様ッ！　ケイレヴ・レッド！」

「言っただろうが！　てめえみたいのを野や暮ぼって言うんだよ！」

　不敵に笑い、ケイレヴは凄すさまじい腕力でもってワグナスを押し退のけた。

「ぬう！　ワシの邪魔をするか『超越者』よ！」

「生あい憎にく、そんな名前に改名した覚えはねえんだよ！」

　イーライの眼下で、二人の男が再度、衝しよう突とつする。

「フリエエエエエェ────────ッ！」

　最愛の女性の名を叫びながら、イーライは左手で鎖を摑つかんだ。

　瞬しゆん間かん、イーライの身体がぐんと持ち上げられた。飛ひ翔しようする不死鳥が、鎖にぶら下がるイーライごと上昇し始めたのだ。

　光差す天を睨にらみながら、イーライはフリエを取り戻すべく、鎖を上り始めた。




　　　　　　　　　　◇




　互いの得え物ものを構えたまま、ケイレヴとワグナスはまんじりともせずに対たい峙じしていた。

　構えたまま、ケイレヴはしくじったなと胸中で舌打ちした。

『タイタンスレイヤー』だけは置き場所がなくそのまま背負って来たが、まさかこのような場所で戦せん闘とうが勃ぼつ発ぱつするとは思っておらず、ヘッドセットや応急キット等の小物を入れたポーチは本部に置いて来てしまったのだ。

　ここが神殿のどの部分に当たるのかは分からないが、ともかく天井が吹っ飛び、そこからワグナスが侵しん入にゆうしたのだ。ケイレヴの仲間たちを含め、異変は本部にも伝わっているだろうが、自分たちの現状や詳細を伝えることが出来ないというのはどうにも痛い。また、ここが神殿内でも隠された空間だということも、現在は連合軍側にとって不利に働いている。連絡が取れないのでは、仲間たちをこの隠された場所へ誘ゆう導どうすることも出来ない。

　ワグナスに背を向け、この場を離脱することも一いつ瞬しゆんは考えたが、そんなことをすればイーライに追おつ手てがかかることになる。石像の裏で腰を抜かしている教きよう皇こうの身も危うい。何より、無防備な背をこの男に向けるのは自殺行為だ。

　つまり、ケイレヴに残された選せん択たく肢しは、自分一人でワグナスを足止めし続けるか、倒してしまうかの二つだけなのだ。

　この化け物じみた男を、はたして自分一人で倒せるだろうかとケイレヴは考える。

　左手に宿した魔ま王おう『ベリアル』の力、ドム博士が造り上げた新たな武装、大剣『タイタンスレイヤー』の力、それに、左胸に移植された『皇帝の遺産』によってもたらされた新たな力。それら全ての力を使い、この男に勝てるかどうか。

　まだ、本格的な激突には至っていない。が、しかし二人の間にはすでに濃密な死し闘とうの臭い、肺に溜たまりひりつくような重々しい空気が漂っていた。

「ふ……くっくっくっく」

　不意に、槍やりを構えたまま、ワグナスがくつくつと笑い始めた。

　一体何を笑うことがあるのか。ケイレヴは眉まゆをひそめた。

「てめえ、何がおかしい？」

「いや、やはりワシの前に立ち塞ふさがる者は貴様だったかと、そう思っただけよ」

「ああ？」

「ワシが何故、親父の命に従っていると思う？」

　今は戦闘の最中である。一体、どういう意図があってこんな質問をするのか。何の脈絡もなく唐とう突とつに訊きかれ、ケイレヴは思わず首を捻ひねった。

「はあ？　そんなもん、自分の親だからに決まってんだろ？」

「違うな。血縁などは関係ない。ワシは自分より弱い者には従わぬ。ワシが親父に従うのは、単純に親父がワシより強いからよ！」

　グリマルタ帝国の現皇帝がどれだけ強いかは知らないが、しかしこのワグナスを超える強さというのはいささか想像し難いものがある。彼が持つ『Ｄマテリア』の力もさることながら、その肉体、その技、そしてその覇は気きはケイレヴをして強者のそれであると認めているのだ。それを更に超えるというのなら、それはもう人間ではなく化け物だ。

　ワグナスは弁に熱が入ってきたようで、ケイレヴの返事を待たずに言葉を続けた。

「しかし、親父はもはや純粋な人間ではない！　貴様と同じ『超越者』よ！　ワシはなあ、ケイレヴ・レッドよ……ワシは親父を超えたいと思うておるのよ！　そして純粋な人間こそが最強であると証明したいと思うておるのよ！」

　槍やりを握る両手にグッと力を込め、まるでこの場にいない父親、グリマルタ帝国現皇帝に聞かせているかのように、ワグナスは力強く言った。

『超越者』などという言葉は、何度聞かされようと覚えのあるものではない。

　ケイレヴは顔をしかめて口を開いた。

「また、その『超越者』か。俺はそんな言葉知らないし、てめえの言い分じゃあ、まるで皇帝が人外の怪物みたいじゃねえか」

　イーライの言葉に、ワグナスはそのとおりだと頷うなずいた。

「親父は人間ではなく『超越者』だ！　自らを軽々破った爺様を超えるため、人であることを捨てたのだ！　タイダロスのあの男も、アルガス・ゴールドールソンもそうだ！　遺産を放ほう棄きしたとて爺様も人ではない！　そして貴様もそうだ！　分かるか、ケイレヴ・レッドよ！　ウォールトルは今や、人ではなく貴様ら『超越者』の掌しよう上じようにあるのだ！」

　ケイレヴは確かに並の人間ではない。魔ま人じんの力をその身に宿し、伝説に語られる『皇帝の遺産』をも身の内に取り込み、今やウォールトルでも指折りの強兵となった。まさに一人軍隊、真なるワンマンアーミーの体現である。しかしながら、ウォールトル大陸そのものをどうこう出来るような力を持っているわけではない。

「仮に俺がその『超越者』だとしても、お前が言うような力なんてないぞ、俺には。俺は末端の兵士で、権力者じゃない。使われる方だ」

　しかし、ワグナスはケイレヴの言葉を鼻で笑った。

「はん！　同じことよ！　貴様の背後には爺様がいるのだからな！」

　兜かぶとの中から鋭するどい眼光を放ち、ワグナスは言葉を続けた。

「世が『超越者』によって動かされるのならば、人は、人を捨てねばその高みに立てぬということか？　否いな！　人を捨てて力を得るは、研けん鑽さんの放ほう棄きに他ならぬ！　それは言わば、武の放棄にも等しきこと！　連れん綿めんと磨みがき上げた技の……ワシら武人の否定なのだ！　ワシはそのことに我慢がならんのだ！　人は練れん磨まの果てに凡ぼん庸ようという殻からを破り、至高に到達することの出来る存在であろう！　ワシはそれを証明したいのよ！」

　言いながら、ワグナスは槍の構えを上段に移した。そろそろ動き出すぞという兆候だ。

「まずは貴様を倒し、人が『超越者』にも勝てるということを証明する！」

「てめえのワケ分かんねえ理屈で殺されるなんてのは御ご免めんだね！」

　互いに言葉をぶつけ合い、戦いが再開される。

「決着をつけようぞ、ケイレヴ・レッド！」

　その言葉に呼応するように、ケイレヴも剣を持ち上げて上段に構える。そうして、ジリジリと間合いを詰つめ、二人は遂ついに一歩を踏ふみ出した。

「おおおおぉッ！」

「りゃあああぁッ！」

　紫し電でんを纏まとう『魔ま槍そう』の突きに、ケイレヴが炎を纏った大剣による上段からの一撃を合わせようとした、その時だった。

　ケイレヴの振り下ろした刃がワグナスの槍やりを捉とらえたと思ったその瞬しゆん間かん、槍の切きっ先さきが蛇のように伸びてケイレヴの頰ほおを掠かすめていった。

「……ッ！」

　自らの頰をこそいでゆく槍刃を目で追いながら、ケイレヴは驚きよう愕がくしていた。

　確かに、ワグナスは世に比類なき武人だが、この突きには達人だとかいう言葉では説明がつかぬほどの速度が秘められている。明らかに人間業ではない。

　考えられる可能性は、身体能力強化魔法か、北部の技術で強化処置を受けたか。ただし自身が純粋な人間であることに拘こだわるこの男が、人体を改造するような真似を許容するだろうかという疑問は残る。となれば、身体能力強化魔法の線が濃厚である。

　どちらにしろ、不用意に飛び込むのは危険だ。

　ケイレヴは自らの顔の横を通過していった槍の柄えを剣で撥はね上げてバックステップし、周到に槍の間合いを外した。

　ワグナスの槍によって受けた傷が、痛みと共に、感電したかのような痺しびれを訴うつたえている。

　右手の親指でぐっと頰の血を拭ぬぐってから、ケイレヴは静かに口を開いた。

「……油断したぜ。まさか、てめえも魔法を使うとはな」

「む？　何を言うておる？」

「いつの間に唱えたもんだか。流石さすがに南部人だな、身体能力強化魔法とは恐れ入ったぜ」

　ケイレヴが言うと、しかしワグナスは落らく胆たんしたようにため息をついた。

「馬鹿なことを。ワシは魔法などという女々しいものは使わぬ！」

　つまらない噓うそをつくものだと、今度はケイレヴがため息をついた。

「とぼけんじゃねえよ。その速さは、人間のそれじゃあ……」

　と、ケイレヴの言葉の途中で、ワグナスが突とつ如じよとして、

「ぬん！」

　と短く気合いを発した。

　その瞬しゆん間かん、空間全体に雷らい鳴めいのような音が鳴り響ひびき、ワグナスの身体が、発電しているかのようにバチバチと紫し電でんを帯び始めた。

　一体何だと、ケイレヴは仰ぎよう天てんして目を見開いた。その様子を見たワグナスが兜かぶとの中でカラカラと、愉ゆ快かいとばかりに笑い声をあげた。

「カッカッカ！　『魔ま槍そう』の紫電を溜ためし我が身体は、さながら雷の如ごとき速度を帯びる！　断じて魔法などではないわ！」

「『Ｄマテリア』の効果か！」

　ワグナスは「いかにも！」と前置きしてから言葉を続けた。

「ただ電撃を放つばかりが我が『魔槍』の本領ではない！　電撃で蹴け散ちらすのはただの雑ぞう兵ひよう、木こっ端ぱのみに限ったことよ！　貴様のような強者は我が槍やり、そして我が技の真しん髄ずいにて完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめすと決めておる！」

　神かみ業わざの如き槍の腕、小物であれば召しよう喚かん獣じゆうですら素手で叩き殺す鋼の肉体、無む尽じん蔵ぞうに電撃を放つ『Ｄマテリア』に、雷を彷ほう彿ふつとさせる神速。厄やつ介かいな強敵が、更にレベルを上げて強力無比な難敵になったと、ケイレヴは胸中で舌打ちした。

「ホントにただの人間なのかよ……」

「言わずもがな！」

　ケイレヴに一休みする暇すらも与えず、ワグナスが再び槍を上段に構える。

　また、あのとんでもない刺し突とつが来る。

　右手に剣を持ったまま、ケイレヴは左手に炎を収束させた。

「ゆくぞ！」

　凄すさまじい踏ふみ込みで地を蹴ったワグナス。雷のような速度で距離を詰め、一瞬にして槍の間合いを作ったワグナスに、ケイレヴが横一文字の斬ざん撃げきを浴びせる。突きを見てからではない、踏み込みを確認した瞬しゆん間かんから仕込んでいた一撃である。

　ケイレヴの大剣がワグナスの頭を割るかと思われたが、しかし敵もさるもの、太た刀ち筋すじを見極めてから、剣の刃を余裕で撥はね上げた。

　だが、ここまでは読めていた。強化処置を受けたケイレヴをして、驚くほどの神速である。斬撃を見てから対処するなど、この男にとってはわけないことだろうと思っていた。更に言えば、避よけずにあえて攻撃をいなすことで、こちらに隙すきを作るだろうことも読めていた。

　そしてケイレヴは、それらを見越して二ノ太刀を仕込んでいたのだ。

　右腕一本で放った斬撃の陰から、間かん髪はつ入れずに炎を纏まとった魔ま人じんの左手が現れる。

「魔ま炎えん烈れつ爪そう！　クリムゾン・ヒートアーツ！　『フレイム・クローバイス』！」

　炎を纏った悪魔の爪の一撃が、再度ワグナスの頭部に襲おそい掛かる。

「殺とった！」

　ケイレヴがそう確信した瞬間、しかし突とつ如じよとしてワグナスの頭部が視界から消え失せた。左手による攻撃を視界に捉とらえたワグナスが、瞬時に頭を沈め、ケイレヴの攻撃を回かい避ひしたのだ。

「遅い！」

　何という規格外の動体視力か。驚きよう愕がくしているケイレヴの胴、がら空あきの胸部に、ワグナスが繰くり出した槍の柄えによる打撃が食い込んだ。

「ぐ……ッ！」

　まるで巨人に殴られたかのような衝撃が、ケイレヴの胸部を襲おそった。胸の中で鳴る、バキバキという不気味な音が体内を走り抜け、ケイレヴの鼓こ膜まくに振しん動どうを与えていた。どうやら今の一撃で肋ろつ骨こつを損傷したようだ。

　鈍にぶい痛みに呻うめきながらも、ケイレヴは体勢を立て直し、上段から剣を振り下ろすのだが、その攻撃もワグナスは半身で軽々と躱かわし、顔面に刺し突とつを繰くり出してくる。

「チッ！」

　ケイレヴも首を振ることでかろうじて直撃を回かい避ひするのだが、躱し切れずに槍やりの切きっ先さきが頰ほおの肉を削けずった。先に負った傷の下に、それをなぞるように新たな傷が走る。

　今のはかろうじて躱すことが出来たが、ほんの数センチずれていれば、顔のど真ん中に大穴が空き、ケイレヴは痛みを感じることもなく絶命していただろう。

　そう思った途端、ケイレヴの顔からどっと汗が溢あふれ始めた。

　槍の切っ先、その行方を追っていた瞳ひとみを、再び前に向ける。すると、そこにいる筈はずのワグナスの姿がどこにもなかった。

「何ど処こを見ている！」

　その声と同時に、真正面にいた筈はずのワグナスがケイレヴの左側から突撃して来た。

「その程度か『超越者』！」

「クソ……ッ！」

　急いで剣を引き寄せようとしたケイレヴの手元を、ワグナスが槍から放った大だい蛇じやの如ごとき電でん撃げきが打った。瞬しゆん間かん、バチリ、と激しく火花を散らし、ケイレヴの大剣が宙を飛んだ。

　全身がら空き、身体の何処を突かれても致命傷、心臓や頭を攻撃されれば即死である。そしてワグナスは急所を外して相手をいたぶるような男ではない。

　アドレナリンが過か剰じように分ぶん泌ぴつしているのか、目の前に広がる全ての景色がスローモーションに見える。ゆっくりと、しかし確実に迫り来る槍刃を目で追うケイレヴ。瞬間、その脳裏に去来したものは、死の恐怖ではなく何故だか仲間たちの顔だった。

　レオニダス、ビシャス、そしてナナ。

　隊長として未熟な自分に背中を預け、力を貸してくれる。南北間の垣根を越えて信頼を示してくれた、ケイレヴの最も大切な仲間たち。

　半年前の戦いで、仲間たちに誓ちかったのだ。

　勝って、必ず皆のもとに、第七分隊に生きて帰って来ると。

　あの時背負った約束は、今もこの背に負い続けている。ズシリと重い、しかし背負い甲が斐いのある仲間たちの気持ちは、今も変わらずこの胸にある。

　こんな形で彼らとの約束を破ることは出来ない。こんな形で彼らの前からいなくなることは出来ない。こんなところで死ぬわけにはいかない。

「俺はまだ……死ねない！」

　そう決意を口にすると同時に、ケイレヴの中でカチリと覚悟のスイッチが入った。

　これから受ける攻撃に耐えるかのように、ケイレヴは両足をぐっと踏ふみ締め奥歯を嚙かんだ。

「もらったあぁッ！」

　ワグナスによる神速の突きが、寸分違わずケイレヴの心臓に繰くり出される。

　これでケイレヴを仕留めたものと、ワグナスは確信していたことだろう。だが、次の瞬しゆん間かん、ワグナスは驚きよう愕がくに声をあげることとなる。

　槍やりの切きっ先さきがケイレヴの鎧よろいを貫き、心臓をも貫くかと思われたその時、

　ガキィンッ！

　と、金属同士が激しくぶつかるような音が響ひびき、何とワグナスの槍を弾はじき返したのだ。

「なぁッ！」

　ワグナスの得え物ものは『Ｄマテリア』の槍、つまりはこの世で最強の硬度を持つとされる金属、ミスリル銀で造られている。これを防げるものがあるとすれば、同じミスリル銀か、それよりも頑がん強きような物質だけだ。間違っても、肉の身体を持つ生き物が防げるようなものではない。

　そこでワグナスは、とあることに気が付いた。

「同じ……ミスリル銀…………？　まさか貴様、心臓に………………ッ！」

　槍が弾かれたケイレヴの胸元から目線を上げ、ケイレヴの顔を見るワグナス。

　するとどうしたことか、ケイレヴの顔に、血管が浮き出るようにして、白銀の光沢を放つ線のようなものが走っていた。顔だけではない、見れば表に露ろ出しゆつしている素肌の部分全て、魔ま人じんの左手にまでも同じような白銀の線が浮き出ている。

「…………やれやれだぜ。まさかこんなに早く切り札を出すことになるとはなあ」

　その場に佇ちよ立りつしたまま、ケイレヴはボソリと口を開いた。

　追い詰められていた筈はずのケイレヴが突とつ如じよ豹ひよう変へんしたことにより、ワグナスにも少なからず動揺が生まれたらしく、彼はここで、初めて自らバックステップして距離を取った。

　兜かぶとの中で、ワグナスは若じやつ干かん気け圧おされたように「ぬうう……」と唸うなった。

「貴様……その姿は、よもや…………」

　と、言葉の途中で、ワグナスの身体がいきなり吹っ飛んだ。

「シィッ！」

　魔人の左拳ですらない、ケイレヴ自前の右拳によるパンチが、ワグナスの兜ごと顔面にめり込み、ただ腕力のみでその巨きよ軀くを吹き飛ばしたのだった。

「ながぁッ！」

　弾かれるようにして宙を飛んだワグナス。その身体が激しく地面に打ち付けられ、もうもうと埃ほこりが舞まい上がった。周到に受身を取り、さしてふらつく様子もなく、ワグナスはすぐさま立ち上がったが、しかし兜の隙すき間まからはぬるりとした鮮血が洩もれていた。

「『皇帝の遺産』によって得た新たな力……シルバリー・ブラッド」

　ワグナスの姿を真まっ直すぐに見据えながら、ケイレヴは口を開いた。

　半年前、心臓を失ったケイレヴに移植された新たな心臓、使用者の願いに応こたえ、いかな形状にも変化するという伝説の『Ｄマテリア』たる『皇帝の遺産』。この半年の間、ケイレヴは自らの肉体に同化した遺産を制御すべく、試し行こう錯さく誤ごを繰り返してきた。

　そうして辿たどり着いた一つの答えがこれ、血管を通じて全身にミスリル銀を同化させ、ケイレヴの肉体そのものをミスリル銀の強度にまで高め、強化する方法だ。

　名付けてシルバリー・ブラッド。実戦に用いるのはこれが初めての技である。

「貴様……全身にミスリル銀を巡めぐらせているのか！」

　恐らくはケイレヴに起こった変化がいかなるものか察さつしがついたのだろう、ワグナスは驚きよう愕がくを隠さぬ声で吼ほえた。

「正体を現したな、『超越者』！」

「悪いんだが、この力はまだ手探りで使ってる状態だ。今の俺は手加減が出来ねえ」

　ケイレヴが言うと、ワグナスは怒りも露あらわに声を荒げた。

「このワシに手加減だと？　舐なめた口をッ！」

　再び全身に紫し電でんを漲みなぎらせ、ワグナスが刺し突とつの構えを取る。

　が、その次の瞬間には、ケイレヴはワグナスをすら超える速度で間合いを詰め、彼の眼前に迫っていた。まるで弓を引くような動作で、炎を纏まとわぬ魔ま人じんの左拳を構えるケイレヴ。

　兜かぶとの中で、ワグナスがゴクリと息を吞のむ音が、ケイレヴの耳に届いた。

「ブロウバースト……『マグナムリボルバー』！」

　ミスリル銀の硬度を宿した魔人の拳こぶしが、弾丸の如ごとく放たれ、ワグナスの胸板に突き刺さり、それと同時に大爆発を起こした。

　吹っ飛ぶどころの騒ぎではない、まるでブラックホールに吸い込まれるようにして、ワグナスの身体が十数メートル後方の壁に叩き付けられた。

「ぐがあぁッ！」

　苦痛に呻うめきながら、兜の中で血を吐くワグナス。ミスリル銀をすら上回る強度を持つとされる神獣『ティアマト』の鱗うろこ。見れば、その最強の鱗で造られた鎧よろいにひびが入っている。遺産によって強化された魔人の鉄拳が『ティアマト』の鱗の強度を上回ったのだ。

「マジですげぇな、おい。ブロウバーストでも砕くだけないのかよ」

「が、ぐ、ううううぅ……ッ！　怪物め…………ッ！」

　敵ではあるが、流石さすがと言うべきだろう。見た目ほどダメージを受けていないのか、それとも執しゆう念ねんが成せる業わざなのか、最強の鎧に亀裂が走るほどの爆撃を受けながらも、ワグナスは倒れることなくその場に立ち続けていた。

『皇帝の遺産』と『魔王』の拳、そして爆炎との複合技でも、あの鎧を砕くことは出来ないらしい。鎧よろいと、そしてそれを着るワグナス本人の頑がん強きようさには噓うそ偽いつわりなく驚きよう嘆たんするが、しかしこれで、倒せない相手ではないということが分かった。ワグナスは確かに尋じん常じようならざる男だが、いくら攻撃しても死ぬことのない怪物などではなく、殴れば血を吐く人間なのだ。

　ならば倒せる。不可能ではない。

「流石に頑丈だな。なら、こういうのはどうだ？」

　言いながら、ケイレヴは己の右掌に左手の親指、鋭い爪を突き立て、ギイ、と線を引いた。

　途端に、深く抉えぐられた傷口から大量の血液が溢あふれ出した。真っ赤な血ではない、液化したミスリル銀によって白銀の輝きを帯びた血だ。

　掌しよう上じように溜たまった血を、ケイレヴが地面に捨てようとした、その時だった。何と、掌てのひらから落下した血液が空中で凝ぎよう固こし、一本の剣となって地面に突き刺さったのだ。

　ケイレヴの血液から造られたのは、禍まが々まがしい形状をした片刃剣。半年前、ケイレヴが倒した元同僚、グリードが『皇帝の遺産』を取り込んだ際に造り出した剣と同じものだ。

「何ッ！　剣だと？　しかも、その形は……」

　ワグナスは初代皇帝の血を継つぐ男である。きっと、帝国に残る肖像画か何かで見覚えがあるのだろう、ケイレヴの剣を見た途端、彼は兜かぶとの中で驚きよう愕がくの声をあげた。

　そういう彼をよそに、ケイレヴは地面に突き刺さった剣を手に取り、静かに口を開いた。

「元来、人間の体内には鉄分が含まれている。その総量は成人男性でも僅わずかに三グラムから五グラムと微少、搔かき集めても造れてせいぜい釘くぎ一本分。だが、今の俺に流れているのは、液化したミスリル銀を多分に含んだ特別な血液だ。五グラムなんてケチなことは言わねえ。今の俺は体重二百キロ以上。増加分は全てミスリル銀の重さだ」

「遺産の力で、身体に流れる血を強化したと言うのか！」

「正確には強化と言うより血液の変質だ。高濃度のミスリル銀を含んだ血液を、血けつ小しよう板ばんやフィブリン塊の作用を強化して剣の形で強固に凝固した。名前を付けるのなら…………そうだな、『ブラッディブランド』といったところか」

　左手の剣を眼前に引き上げ、刀身をしげしげと見つめながら、ケイレヴは言葉を続けた。

「ちなみに形状については、てめえらんとこの初代皇帝からの借りモンだ。別に意識してるワケじゃねえんだけどな、剣を造ると、どうしてもこの形にしかならねえんだ」

　ケイレヴら『キメラ部隊』の司令官たる中ちゆう将じようは半年前、グリードが造り出した剣について、初代皇帝から吸い上げた怨おん念ねんを元に再現されたものだと、そう言っていた。きっと、持ち主が移り変わった今になっても、その怨念は遺産の奥底に色濃く残っているのだろう。

　血走った凶きよう眼がんでケイレヴの剣を睨にらみながら、兜の中で、ワグナスは忌いま々いましげに声を発した。

「因いん果がなことよ……。よもや爺様の剣と、このような形で対決することになろうとは！」

　言い終わるが早いか、ワグナスは再び槍やりを持ち上げ、上段に構えを取った。ケイレヴによる一撃は確実にダメージを刻んだ筈はずだが、しかしまだ決着には程遠いようだ。

　再度の激突を前に、ケイレヴも剣を構えて腰を落とした。

「俺に魔ま力りよくはねえ。だが覚えておけ、こいつは間違いなく炎の『魔剣』だぜ」

　その言葉を証明するように、ケイレヴの剣、その刀身に煌こう々こうと炎が灯ともった。ケイレヴの血液で形成したこの剣は、言わばケイレヴの肉体の一部である。今の状態のケイレヴならば、この剣にすら自在に炎を灯せるのだ。

「上等だ！　それでこそ倒し甲が斐いがあるというもの！　いざ、参る！」

　そう言って、ワグナスは身体に紫し電でんを纏まとうと、凄すさまじい膂りよ力りよくでケイレヴに突撃した。

　が、しかし、遺産の力によって更に強化されたケイレヴの肉体は、ワグナスの神速をも上回るスピードを帯びていた。

　蹴けり出しはほぼ同時。むしろワグナスの初動を窺うかがっていた分、ケイレヴの方がコンマ数秒遅れたくらいだ。だが、今回の激突では、速度で勝るケイレヴが先手を取った。

　ワグナスが突きを繰くり出すその前に、ケイレヴが放った刺し突とつが彼の頭部に襲おそい掛かった。

　甲かつ冑ちゆうで全身を鎧よろった相手に対しては、生身が露ろ出しゆつしている部分か、もしくは関節部分を攻撃するべし。これは、剣士であるビシャスが言っていたことだ。

　ケイレヴの刺突は、兜から唯一露出しているワグナスの目を狙ねらったものだ。

　ワグナスは勝負におけるあやを知る男だ。恐らくは初動を目にした時点でケイレヴの刺突が勝ると判断したのだろう、それでも強引に突きを繰り出すことはせず、長大な槍の柄えを持ち上げ、すんでのところでケイレヴの剣を撥はね上げると、その勢いのまま、肩から身体ごとぶつかるようにしてケイレヴに体当たりを喰くらわせた。

「むう！」

　体当たりを喰らい、ケイレヴは低く声を洩もらした。確かに、常人ならばまず肋ろつ骨こつが折れるほどの衝しよう撃げきだが、今のケイレヴにダメージはない。一秒にも満たぬ勝負の際を見極め、瞬しゆん時じに流れを制したその手しゆ練れんに驚嘆したのだ。

「せやあああぁッ！」

　この機を逃す手はないと覚悟を決めたのだろう、体当たりによって槍やりの間合いを作ると、ワグナスは足を踏ふみ締め、突きの連打を放った。

　ここで引けば、勝負が長引く。

　ケイレヴも居場所を定めて足を踏み締め、ワグナスの突きを剣で捌さばき始めた。

「シイィッ！」

　口から鋭するどく呼こ気きを洩らしながら、神速の突き、その全てに剣を合わせて弾はじくケイレヴ。

　先の攻防でワグナスも学んだのだろう、槍を弾くほどの強度を持つ胴は攻撃せず、手足の関節や頭部のみに狙ねらいを定め、突きを繰り出してくる。

　まるで嵐。血肉の生物ならば瞬時に細切れになるだろう、怒ど濤とうの連撃である。しかしケイレヴの剣はその連撃をも上回り、徐じよ々じよにワグナスを押し始めていた。

「ぬうううううぅッ！」

　ケイレヴの剣に押されたワグナスが、あれだけ強く踏ふみ締めていた足を僅わずかに半歩ほど後退させたその時、ケイレヴはそこに勝負の際きわを見た。

　行ける。仕掛ける時は今だ。

「うおりゃあッ！」

　より一層の力を込めて、ケイレヴはこれまでよりも強くワグナスの槍を撥はね上げた。そうして更に一歩を踏み込みワグナスに肉薄、先の攻防で拳こぶしを打ち込んだのと同じ場所に、拳を広げて右の掌しよう底ていを叩たたき込んだ。

「ブロウバースト……『スラッグエクスプロージョン』！」

　ケイレヴの鉄拳が炸さく裂れつしたことにより、再度の大爆発。

　強固な標的に攻撃を通すには、全体を満まん遍べんなく攻撃するのではなく、寸すん分ぶんの狂いもなく一点に攻撃を集中させるべし。これは、狙そ撃げき手しゆであるレオニダスの教えだ。

　そして、レオニダスの教えのとおり、ここで遂ついに、神しん獣じゆう『ティアマト』の鎧よろい、その胸部装甲が爆散、バラバラに砕くだけ散った。

「ぐふぅ……ッ！」

　あまりの衝撃に、ワグナスの巨体が吹っ飛び、宙を舞まった。

　ワグナスは空中で血を吐きながら身体を『く』の字に折り曲げ、受身を取ることも出来ず、背中から地面に激突した。

「う、ぬうう、馬鹿な……『ティアマト』の鎧が…………ッ！」

　ケイレヴはふむ、と唸うなりながら、白銀の輝かがやきを帯びた右拳に目をやった。

「成るほどな、魔ま人じんの炎と『Ｄマテリア』を組み合わせると、神獣『ティアマト』の鱗うろこでも砕けるのか。お前の言うとおり、確かに俺は人間の枠から外れちまったのかもしれねえな」

　移植された魔人の左手、右胸に移植された魔人の心臓、そして心臓を失った左胸に移植された『皇帝の遺産』。移植の影響により頭髪は紅あかく染まり、左の瞳ひとみも血のような赤を湛たたえている。そして今現在、血管を通してミスリル銀が巡めぐるこの白銀の身体。

　これでは、人間であることを主張してもいささか説得力に欠けるだろう。どちらかというと化け物のそれに近い容姿だ。

「ぬううう、おのれ『超越者』めが……」

　そう言うワグナスの言葉を聞き、軍に入隊した当初と比べれば、自分も随ずい分ぶんと人間離れしたものだ、ある意味ではこいつの言うとおりかもしれないと、ケイレヴは思った。今の自分は、もしかすると化け物としての割合の方が多いのではないだろうか。

　しかし、今は感かん慨がいに浸ひたる時ではない。

「この力はそう長く使えねえし、心臓や血液を直接操あやつってるもんだから、身体への負担も大きくてな。そろそろ幕にしようぜ、ワグナス・グリマルタ」

　倒れたワグナスを眼下に見据えながら、ケイレヴは言った。

　このまま、この男を叩たたき殺すことは可能だろう。だが、敵でありながら妹を逃がすために単身で敵地に残り、最後まで自らの武のみを頼りに戦ったこの男に、ケイレヴは何故だか感じ入るものがあった。そして、最後まで尋じん常じようの勝負をしようという気になっていた。

　恐らくはケイレヴの真意が伝わったのだろう、ワグナスは兜かぶとの中で力なく笑うと、愛あい槍そうを杖つえ代わりに、ノロノロと緩かん慢まんな動作で立ち上がった。

「いいだろう！」

　言って、ワグナスは静かに息を吐くと、全身に再び紫し電でんをチャージし、槍やりを上段に構えた。きっと、これが最後の激突になると分かっているのだろう、これまでにないほどの気合いを全身に漲みなぎらせ、臭い立つような殺気をケイレヴに向けてくる。

　この男はまだ死んじゃいない。こちらも全力で応こたえるべきだ。

　ケイレヴは右手に剣を持ち替え、刀身に左掌をかざすと、目を閉じ大きく息を吐いて精神を集中させ始めた。正しよう真しん正しよう銘めい、ケイレヴ最大最強の技を放つための予備動作である。

　そうして、ケイレヴはカッと目を見開くと、静かに口を開いた。

「葬そう黒こく炎えん刃じん……境地、ブラックヒートアーツ……『滅めつ鬼き・漆しつ黒こく剣けん』！」

　瞬しゆん間かん、ケイレヴが右手に持つ剣の刃が、漆黒の炎に包まれた。魔王『ベリアル』が隠し持つ真の力、この世のものではない地獄の炎たる『黒こく炎えん』。
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　半年前の戦いにおいて、死ぬ寸前まで追い詰められ、仲間たちをも殺されそうになったその時、ケイレヴの壮絶な決意、そして覚悟によって初めて顕けん現げんした力である。

　持ち主の願いに呼応して自在に姿形を変え、力を発揮する『皇帝の遺産』の特性を利用することにより、ケイレヴはこの『黒こく炎えん』を操あやつる術を身につけたのだった。

　無論、ただ遺産の力のみで『黒炎』を引き出しているのではない。『黒炎』を使う時は、半年前の覚悟を再現するため、ナナの姿を脳裏に思い浮かべることにしている。元を辿たどれば、命を張って自分を守ろうとしてくれた彼女を救おうという、その決意が最後の引鉄となったのだ。彼女のことを抜きにして『黒炎』を使うことは出来ないだろう。

「悪いな、ナナ。今回も最後の最後でお前に頼っちまった……」

　本当は自在に『黒炎』を操ってこその境地だという想おもいを胸に、ケイレヴは誰だれにも聞こえぬよう、囁ささやくような声でナナに詫わびの言葉を述べた。

　ケイレヴはゆっくりと顔を上げると、鋭い目付きでワグナスを見据えた。

　強引に引き出している力なので、半年前のように無む尽じん蔵ぞうに『黒炎』を発生させるということは出来ないし、持続力もあまりない。

　故に勝負は一瞬、次の一合で決まるだろう。

　ケイレヴも、ワグナスの気合いに応こたえるよう、剣を上段に引き上げて構えを作る。

　まさに龍りゆう虎こ相あい討うつの図。死し闘とうに幕が降ろされる瞬しゆん間かんが訪れようとしていた。

「いざ、尋じん常じように……勝負！」

　どちらからともなく言い、最後の激突、その火ひ蓋ぶたが切って落とされた。

　この勝負に様子見はない。先に仕掛けたのはワグナスの方だった。

「そありゃああああああぁ──────ッ！」

　己の全てを『魔ま槍そう』に込めて、ワグナスが槍による刺し突とつを放つ。何の遊びもない、最短距離を最速で、そして全身全霊で放たれた渾こん身しんの突きである。満まん身しん創そう痍いの身体でありながら、その突きはこれまでどの攻撃よりも速かった。

　だが、強化されたケイレヴの瞳ひとみは、その突きの軌き道どうをも正確に捉とらえていた。

「せいやああああああああぁッ！」

　ワグナス同様、全身全霊、全ての力を込めた一撃を上段から放つケイレヴ。

　極限の神速を秘めた互いの一撃が交差したその瞬間、ケイレヴの振り下ろした一刀がワグナスの『魔槍』ごと彼の胸元を斬きり裂いた。

　勝敗は決した。

　兜かぶとの中で力なく笑いながら、ワグナスは口を開いた。

「見事也なり、ケイレヴ・レッド……」

　その言葉と同時に、ワグナスの胸の傷から大量の鮮血が噴ふき出した。

　普通であれば、これで絶命している。いや、むしろ絶命しない方がおかしいだろう。しかしながら、ふらふらと、足元もおぼつかないような様子だが、ワグナスはそれでも自分の両足でそこに立っていた。

　本当に、この男こそ人間を超えている。ケイレヴが『超越者』なる存在ならば、この男は人の限界を突破した超人だ。

　呆あきれ半分に驚きよう愕がくしながら、ケイレヴは口を開いた。

「……驚いたな、まだ立っていられるのか」

「ワシでは……やはり……『超越者』には、親父には勝てんらしい…………」

　ケイレヴの言葉が聞こえているのかいないのか、ワグナスは夢ゆめ現うつつという感じで口を開いた。

「人は……人のままでは『超越者』を超えられぬのか…………」

　戦った相手に敬意を表する。そんな上等なものではないが、ケイレヴは今のワグナスの姿に少なからず感じるところがあった。

「……前に、俺の仲間がこんなこと言ってたんだよ。たとえ身体を改造しても、心まで改造したわけじゃないってな。俺が『超越者』とやらなのかどうかは知らんが、俺の心は人間だ。召しよう喚かん獣じゆうや、ましてミスリル銀でもない。お前が負けたのは、その『超越者』だとかいう括くくりの存在じゃない。俺という個人に負けたんだ」

　自分でも、青臭いことを言っているのは分かっている。綺き麗れい事ごとだという自覚もある。言わんとしていること、言葉の真意が届くという保証もない。だが、何故だか、ケイレヴはワグナスにそれを言わずにはいられなかった。

　兜かぶとの中で、ワグナスはふ、と、苦笑を浮かべた。

「確かに貴様は……親父とは違うようだ。言うことが随ずい分ぶんと甘いからのう…………」

　言いながら、ワグナスはこれまで頑かたくなに脱ぐことのなかった兜を脱ぎ、それを力なく地面に放り投げた。

　ここで初めて露あらわになる、ワグナスの素顔。

　それを見た途端、ケイレヴは驚きのあまり目を見開いた。

「なッ！　ろ、老人、だと……？」

　露になったワグナスの素顔は、はたして老人のそれであった。

　巨木の年輪を思わせる、深いしわの刻まれた顔、色が抜けて真っ白になった頭髪、口元に蓄たくわえられたひげも真っ白。明らかに七十前後の老人である。

　彼は仮にもグリマルタ帝国の第三皇子であり、上には更に二人の皇子と一人の皇女がいる。第三皇子でこの年ねん齢れいならば、第一皇子や第二皇子はどれだけの高齢なのか。更に言えば、彼らの父親たる皇帝は、少なくとも百歳近い年齢ということになる。

　南部自治領が集めた情報によると、グリマルタ帝国の現皇帝は五十代、まだまだ働ける初老の男性だった筈はずだ。しかしながら、どう見てもワグナスの方が皇帝よりも年上である。

　一体、何がどうなっているのか。

　困惑し、言葉を失ったケイレヴに構うことなく、ワグナスは言葉を続けた。

「貴様の言うとおりかもしれん。ワシの知る『超越者』は、人の心など持ち合わせておらぬ。その点貴様は半はん端ぱだが、それだけに人の心を保っておる……。『超越者』か否いなかという問題は、もしかすると人の心の問題なのやもしれぬ…………」

　言ってから、ワグナスは最後まで手放すことのなかった、切断された愛あい槍そうに目をやった。

「人生の全てを武に費やしてきた……。親父や兄貴たちを超えようと、どれだけの研けん鑽さんを重ねてきたか分からぬくらいだが、それも…………」

　と、言葉の途中で、ワグナスは苦しそうに咳せき込こみ、止とめ処どもなく喀かつ血けつし始めた。

「皮肉な……ものだな…………。まさか、このワシが『超越者』に倒されようとは。それも、人の心を持ったままの、甘さを捨てきれぬ半端者に………………」

　空くう虚きよな笑いを口元に浮かべたまま、ワグナスは前のめりに倒れ、そのままピクリとも動かなくなった。恐らくは絶命したものと思われる。

　まさか、化け物とさえ思っていた強敵が、ここまで高齢の老人だったとは、ケイレヴも流石さすがに予想していなかったことだ。自らを蝕むしばむ老いにも負けず、これだけの武勇を見せた男を、ケイレヴは他に知らない。まさしく人中に名高き達人、真なる無双の漢であった。

　頭の整理がし切れず、混乱していることもあるが、ともかくケイレヴは畏い敬けいの念を込めて、最後まで人間として戦い、そして散った男の姿を見つめていた。

　この男は敵であり、固有の武力を持たぬベレスキスを襲しゆう撃げきし、あまつさえ歳若い少女であるフリエを利用した。それは許し難がたい。だが、そのことを差し引けば、この男は、ワグナス・グリマルタという騎き士しは、ケイレヴをして感服するほどに徹底した武人であった。

「…………遅かったか」

　ふと、その場に立ち尽くすケイレヴの背に、声をかける者があった。教きよう皇こうの声ではないが、聞き覚えのある声だ。敵意のようなものは感じられない。

　ケイレヴが振り向くと、いつからそこにいたものか、アルガス・ゴールドールソンが静かに佇ちよ立りつしていた。恐らくはイーライが言っていた『闇やみ属ぞく性せい』魔法で空間を捻ねじ曲げ、ワープの要領でここへ侵入したのだろう。同盟軍に『フェニックス』を渡すまいとここへ馳はせ参じたのだろうが、しかし肝心の不死鳥は復活して、すでにここを飛び立ってしまった。

「あんた……いつからそこに…………？」

　ケイレヴが訊きいても、しかしアルガスは答えなかった。彼が見ているのはケイレヴではなく床に倒れたままのワグナスの遺体であった。

「ワグナス・グリマルタ……。貴様が倒したのか？」

　ワグナスに視線を注いだまま、アルガスは静かに口を開いた。

「ああ……」

「不死鳥は……もう行ってしまったか」

　そう言うアルガスに、ケイレヴは親指で崩落した天井を指して見せた。

「イーライが追ってる。俺もこれから追いかける」

「そうか……」

　それだけ言って、アルガスは左手をゆるりと持ち上げた。その掌しよう上じように、例の漆しつ黒こくの靄もやのようなものが生じていた。きっと、またワームホールのようなものを発生させ、倒すつもりか封じるつもりか、ともかく不死鳥を追って移動するのだろう。

　ケイレヴは一言、

「待て！」

　と、アルガスの背中に声をかけた。

「訊ききたいことがある」

「……何だ？」

「『超越者』とは一体何だ？」

　ワグナスが繰り返し口にしていた『超越者』なる存在。その詳細がいかなるものか、この男ならば知っているのではないかと、ケイレヴはそう考えていた。

　しかし、アルガスは何も答えず、口をつぐんでいる。

　ケイレヴは構わず言葉を続けた。

「あいつは……ワグナスは俺のことを『超越者』だと言った。自分の父親、皇帝のこともそうだと言った。あんたのこともだ。『超越者』って一体何のことなんだ？」

　そう問うケイレヴの声には、僅わずかに熱がこもっていた。現状、ウォールトル大陸を支配しているという『超越者』の存在。それがいかなるもので、自分がいかなる存在に変へん貌ぼうしてしまったのか、ケイレヴは答えを求めていた。

「あんた、自分が『超越者』を全員倒すって言ってたよな？　なら、あんたは自分自身も殺すってのか？　自分以外の全ての『超越者』を殺してから」

　ワグナスが、ケイレヴと同じく『超越者』の一人であると言っていた男、アルガス。しかしアルガスは緩かん慢まんな動作で首を横に振り、求める答えとはかけ離はなれたことを口にした。

「私が皆まで言わずとも……今はタイラー・メルケルと名乗るあの男のもとで戦うのなら……同どう盟めい軍ぐんと戦い続けるのなら、やがては分かることだ。好むと好まざるとに拘かかわらずな」

「中ちゆう将じように、何の関係が……」

　思いがけず耳にした、中将の名前。同盟軍と戦い続けることで、求める答えに辿たどり着くとアルガスは言う。それがどういう意味かは分からないし、何故、中将の名前がここで出て来るのかも分からない。だが、ケイレヴは何故か否定や疑問を投げかけることが出来なかった。何故かは分からないが、彼の言葉には妙な説得力があった。

「己おのが運命を呪のろうか、それとも抗あらがうか。歴史の影に潜ひそむ『超越者』の何たるかを知った時、貴様は選択を迫られることになるだろう。ゆめゆめ忘れんことだ」

　訊ききたいことは、まだまだある。だが、これ以上訊いても、この男は何も答えてくれないだろう。悠ゆう長ちように何でもかんでも訊いている時間もない。

　ケイレヴは決心して顔を上げると、アルガスに声をかけた。

「イーライのところへ行くのか？」

　ケイレヴが訊くと、アルガスは頷うなずくでもなく横目でケイレヴを一いち瞥べつした。

「不死鳥を追えば、結果的にそうなる」

「なら、これを持って行け」

　ケイレヴは懐ふところから革袋のようなものを取り出すと、それをアルガスに向かって放り投げた。

　放り投げられた袋をはっしと受け取り、アルガスはそれをしげしげと眺めた。

「……何だ、これは？」

「魔ま人じん化か部分の暴走を鎮しずめ、肉体の侵しん食しよくを抑える薬だ。イーライに渡してやれ。打った瞬しゆん間かんに激痛の走る劇げき薬やくだが、効果のほどは実証済みだ」

　自分の左拳を持ち上げながら、ケイレヴは言った。

　ケイレヴは常日頃、魔人の皮ひ膚ふが肉体を侵食し始めた時のために、侵食抑制剤の詰つまったアンプルを携帯している。いつもはそれを腰のポーチに入れておくのだが、今回の任務では南部の基準に則のつとった装備にせねばならず、アンプルを収める場所がなかったため、こうして懐に忍ばせていた。今回はどうやらそれが吉と出たようだ。

　フリエのためとあらば、どんな無茶でもする男だ。今回の戦い、恐らくイーライは己の限界を超えて魔ま王おう『アスタロト』の、氷結の力を使うこととなるだろう。ケイレヴよりも更に不安定な彼の力は、容易に暴走し得る危険性を秘めている。万が一の時のことを考えれば、この抑制剤が必要になるのは、ケイレヴではなくむしろイーライの方だと思われた。

「………………」

　一応はケイレヴの頼みを了承したということだろう、無言でアンプルの入った革袋を自分の懐にしまい込むと、アルガスはケイレヴに背を向け、再び左手を持ち上げて『闇やみ属ぞく性せい』魔ま法ほうを発動、黒い靄もやを発生させ始めた。

「私はゆく。さらばだ、アーミラルの『超越者』よ」

　考え込んでいたケイレヴが顔を上げると、もうそこにアルガスの姿はなかった。ただ、濃い闇を湛たたえた靄だけが、煙のように空気中で散っていた。




　　　　　　　　　　◇




　神殿の上部空間まで続く、長大な縦穴を駆かる不死鳥『フェニックス』。

「止まれ！　フリエを返せ、アグリアス・グリマルタ！」

　振り落とされぬよう、必死に鎖くさりを摑つかみながら、イーライは叫んだ。

　炎の翼つばさを羽ばたかせ、アグリアスを背に乗せて悠ゆう々ゆうと空を飛ぶ不死鳥『フェニックス』と、その『フェニックス』から垂れ下がる鎖くさりにしがみ付くイーライ。

　魔ま法ほうによる特大火球を無む尽じん蔵ぞうに放つアグリアスに対し、イーライは鎖に揺られながらも氷杭の機関銃でそれを迎撃する。さながら、南部式の空中戦であった。

「止まれ、アグリアス・グリマルタぁッ！」

「しつこい殿方ですわね、もう！　いい加減に諦あきらめなさい！」

　眼前に迫った氷杭を小規模な魔法壁で防ぎながら、アグリアスは苛いら立だたしげに声を荒げた。

　彼女の言葉を聞いた途端、イーライは「冗談じゃない！」と声を張り上げた。

「絶対に諦めるものか！　フリエは必ず取り戻す！　そう決めたんだ！」

　絶対に諦めるわけにはいかない、諦められないからこうして追い続けているのだ。ここで諦めるくらいならば死んだ方がまだマシだ。

　しかし、このままいくら鎖にしがみ付いていてもフリエを奪だつ還かんすることは出来ないだろう。下手をすればそのまま聖地を飛び出してしまう可能性もある。

　時を待たずして、不死鳥は祭さい壇だんのあった上部空間に到達するだろう。そこを抜ければすぐに屋外。フリエを奪還する第一段階として、どうにか屋内で不死鳥を足止めする必要がある。

「氷ひよう閃せん闘とう舞ぶ、飛閃最終段！」

　氷杭による攻撃を一いつ旦たん停止し、イーライは右掌に、渦巻くほどの冷気を収束し始めた。

「おおおおぉッ！　吼ほえろ、『蒼そう龍りゆう牙が』！」

　迸ほとばしる気合いと共に突き出されたイーライの右掌、そこから放たれた冷気が、巨大な氷の龍りゆうに姿を変えて天を昇り始めた。

　イーライは鎖を大きく揺らして手放すと、氷龍の尻尾しつぽに摑つかまった。

　下から迫る氷龍の姿を認めるや、アグリアスはそれを撃げき墜ついすべく、散弾のように無数の火球を放ち始めた。

「堕おちなさい！」

　だが、氷龍はそんなものでは止まらない。アグリアスの火球など最初から意に介していないかのように、氷龍は被弾を無視して天を昇る。そのスピードは、不死鳥よりも尚なお速い。

　氷龍はすぐさま不死鳥を追い越し、スピードを緩ゆるめずにそのままぐんぐんと穴を昇った。

　この氷龍は、ハナから攻撃のために放ったものではない。不死鳥を追い越し、先に上部空間へと到達するための乗り物だ。

「何ど処こへ行くつもりですの！」

　氷龍はアグリアスの叫びも無視して上昇、長大な縦穴を一気に抜けたところで、イーライは龍の尻尾から手を放して、穴のすぐ近くの床に降り立った。

　イーライが手を放した瞬しゆん間かんに、役目は終えたとばかりに砕け散った氷龍。

　頭上から舞まい落ちるダイヤモンドダストを浴びながら、イーライは息つく暇もなく右掌に冷気を収束させ始めた。

「氷ひよう閃せん闘とう舞ぶ、飛閃の段！」

　特大の氷杭を生成して、眼下の不死鳥、そしてそれを操あやつるアグリアスに狙ねらいを定める。イーライがアグリアスの上を取ったのは、攻撃におけるアドバンテージを取り、かつ地に足を付けて威力の高い氷撃を存分に放つためであった。

「喰くらえ、『龍りゆう牙が氷ひよう弾だん！』」

「『フェニックス』！」

　イーライの意図に気付いたアグリアスが、手た綱づなのように鎖くさりをうねらせ不死鳥の胴を打った。

　ミサイルの如ごとく放たれた巨大氷杭に対し、不死鳥は嘴くちばしから超特大の火球を発射した。

　瞬間、氷杭はバラバラに砕け散りそのまま蒸発、穴の中に満ちる濃密な蒸気を抜けて、不死鳥がイーライの眼前に現れた。

　穴を抜け出るなり、不死鳥はバッと翼つばさを開いてその場に滞たい空くう、イーライに向けて、威い嚇かくするように巨大な嘴を開いた。

　ほんの数メートルの眼前にまでイーライの氷杭が迫ったことで、彼女もいささか冷や汗を搔かいたらしい。僅わずかに顔を紅こう潮ちようさせながら、アグリアスは怒気を孕はらんだ声を発した。

「いいでしょう！　そこまで死にたいのなら、相手をしてさしあげます！　『フェニックス』の力がどこまでのものか、貴方あなたで試させてもらいますわ！」

　怒りの感情も手伝っているのだろう、イーライの執しつ拗ような追撃に痺しびれを切らし、アグリアスは不死鳥の背から飛び降りると、本格的な臨戦態勢を取り始めた。

　ようやく来たかと、イーライは胸中で一人ごちた。

　フリエを取り戻すための作戦、その第一段階である足止めが成功したのだ。

　これより先は、作戦の第二段階。ここからが本番である。

　大きな穴を挟んで対たい峙じする二人。

「力試しか……。しかしお前じゃ僕を倒せない」

　不死鳥の巨きよ軀くを見上げながらイーライが言うと、アグリアスはそれを鼻で笑った。

「あらあら、随ずい分ぶんとご自分の力を過信していらっしゃるのね。貴方の武器は、そのお下品な右手だけでしょうに。あの赤髪の『超越者』……ケイレヴ・レッドとは違い、貴方には魔ま人じんの心臓も『皇帝の遺産』も移植されていませんのに」

　ケイレヴに伝説の『Ｄマテリア』たる『皇帝の遺産』が移植されている。

　その事実はイーライを十二分に驚きよう愕がくさせたが、今はそんなことに思いを巡らせている時ではない。イーライは努めて冷静に口を開いた。

「そうか、レッドの奴、そこまでの力を……。だが、僕の力も負けちゃいない筈はずだ」

　きっと、イーライの言葉が負け惜しみか何かだと思ったのだろう、アグリアスは露ろ骨こつに嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「あら、そうですの？」

「ああ、覚悟を決めたんだ。フリエを救うためなら、この命を懸かけると」

「そうですの。それは格好良いことですわね」

「格好良くなんかないさ。これから少しだけ僕は……」

　言いながら、イーライは右腕を戒める鎖くさりに手をかけた。

「本物の魔ま人じんになるんだからな」

　イーライは左手でしっかりと鎖を握り締めると、それを一気に引き抜き魔人の右腕を鎖の束縛から解放、同時に、普段は制御され、抑えられている魔人の力が解放された。

　イーライの身体を中心に、吹雪ふぶきのように身を切る寒風が吹き荒すさぶ。まるで、この一帯だけが極ごつ寒かんの雪原になってしまったようだった。

「な、貴方あなた……」

　白い息を吐きながら、アグリアスは驚きよう愕がくに目を白黒させていた。

　普段は鎖によってセーブされている力を百パーセント解放したことで、魔人の皮ひ膚ふが血管の如ごとく隆起し始め、イーライの手元で脈打っていた。同時に身体の芯、骨が蝕むしばまれているような鈍にぶくて重い痛みがイーライの右腕を襲おそい始めた。魔人の皮膚による侵しん食しよくが始まったのだ。

　魔人の手を移植されてより、初めて解放することとなった真の能力、生命の生存を許さぬ絶ぜつ対たい零れい度どを超えた氷の力である。正確な時間は分からないが、この力を解放したままでいられるのは、多く見積もって二分かそこらだろうとイーライは見ている。使えば使っただけ肉体を侵食する力だ。それ以上はイーライの命をすら蝕むこととなる。

　力の解放に伴い、イーライの右瞳が藍あい色いろの光を宿し始めた。その藍色の瞳でアグリアスのことを射るように見据えながら、イーライは努めて苦痛を顔に出さぬよう口を開いた。

「今すぐフリエを解放し、心を操あやつる糸の能力を解くのなら、この場は見逃してやってもいい。だが、それでも……」

　と、イーライの言葉の途中であるにも拘かかわらず、アグリアスは豹ひよう変へんしたイーライの威い容ように驚きを隠せぬ様子で吼ほえた。

「生意気なことを！　『フェニックス』！」

　アグリアスの命令に応じるように、不死鳥がぐんと首を持ち上げ、嘴くちばしを開き、そこに轟ごう然ぜんと燃え上がる炎をチャージし始めた。

「焼き尽つくしておやり！」

「無駄だ！」

　イーライは右掌から冷気を放ち、不死鳥が吐き出した特大の火球にぶつけた。

　するとどうだろう、何と空中で火球が凍結し、そのまま地面に落下して砕け散ったのだ。

　質量を伴った物質ではない、実体を持たぬ炎が凍り付いたその事実に、そして眼前のデタラメな光景に、アグリアスはただただ驚愕するのみだった。

「え……ッ！　な……ほ、炎が……凍った…………？」

『アスタロト』の真に近い力を使った反動だろう、身体の芯、骨に楔くさびを打たれたような鋭するどい痛みが、イーライの右腕を激しく襲おそった。アグリアスに悟られぬよう、その痛みを奥歯で嚙かみ殺しながら、イーライは彼女に鋭い目を向けた。

「魔ま王おう『アスタロト』の真なる氷ひよう撃げきは、実体のないものをすらその氷の内に捕らえて砕くだく」

　最強の召しよう喚かん獣じゆう『魔王』の力は、人間界の常識をすら超える。同格の『神獣』もそうだ。不死鳥『フェニックス』の死者蘇そ生せい然しかり、魔王『アスタロト』の極限を超えた冷気然り。今の自分ならマグマですら凍らせることが出来るという自信が、イーライにはあった。

　生まれの故か、それとも育ちの故か、他者を見下す性質を持つアグリアスの怒りに、一見すると余裕とも取れる、揺らぎをなくしたイーライの態度が火を点つけた。

「『超越者』にも数えられない半はん端ぱ者ものが、生意気ですわよ！」

　これまでにないほどの大声を発し、アグリアスは怒りのままに不死鳥を突進させた。

　これまでの火球ではない、人など丸まる吞のみにしてしまいそうな、巨大な嘴くちばしによる一撃。それはさながら、巨大な炎の槍刃が迫り来るようですらあった。

　常人ならば、触れる前に焼け死んでいることだろう、触れればその瞬間に消し炭である。

　まさに脅きよう威い。しかし、イーライはその脅威に自ら向かって突っ込んで行った。

「『氷ひよう河が巨きよ神しん撃げき』！」

　掌てのひらと言わず、イーライの右腕全体に冷気が収束し、巨大な氷のガントレットを形成。その拳こぶしの大きさは巨人の域にまで達している。

　頭上から迫り来る巨大な炎の槍やりを、イーライは下から上へ、掬すくい上げるようにして殴り、かち上げた。氷巨人の一撃、この世で最強のアッパーカットだ。

　炎の塊である筈はずの不死鳥が、イーライの一撃によって首の付け根まで凍結、頭部も含めて首から上がバラバラに砕け散った。

　同時にイーライの右腕を覆おおう氷のガントレットも砕け散ったのだが、動転しているアグリアスの目には、そんなものは見えていなかった。

　彼女の目に映るのは、ただただ力なく首を砕かれた不死鳥の無残な姿だけだった。

「そ、そんな……そんな馬鹿な……私の不死鳥が、最強の『フェニックス』が…………」

「不死鳥そのものではなく、操あやつっている者が悪いんじゃないのか？」

　イーライが挑発するように言うと、アグリアスは刺すように鋭い、憎悪の如ごときものがこもった視線をこちらに向けてきた。

「く……ッ！　再生なさい『フェニックス』！」

　苛いら立だちか、或あるいは怒りか、アグリアスは乱暴に不死鳥の鎖くさりを引いた。

　すると、失った首を再生させるように残った胴体から炎が燃え上がり、再び首から上の頭部を形成、不死鳥が復活をアピールするように甲高い鳴き声をあげた。

「……再生じゃないな。よく見れば身体が一回り縮ちぢんでる」

　右手に宿る魔ま人じんの皮ひ膚ふが、更に激しく脈を打ち、心臓のように飛び跳ねている。見れば、魔人の皮膚はすでに肘ひじから下半分を侵食、ここまで来ると痛みも相当なものだが、今、ここでアグリアスに弱みを見せるわけにはいかない。

　ともかくイーライは不死鳥の様子を冷静に見極め、彼女に不死鳥の弱体化を指し摘てきした。

　イーライの声が聞こえているのかいないのか、アグリアスは細かく肩を震ふるわせながら、顔を俯うつむけている。そうして上げられた顔には、憤ふん怒ぬの感情が噴出していた。

　鬱うつ血けつしているかのように紅こう潮ちようした顔、相手を呪のろうような鋭い目付き、血が出るほどに強く嚙かみ締められた奥歯。それら全てが、彼女の激しい怒りを物語っていた。

「貴方あなたのような半はん端ぱ者もの如ごときに……冗談ではありませんわ！　『フェニックス』！　あの生意気な男を焼き払うのです！」

　アグリアスの怒りに呼応するように、不死鳥が嘴くちばしに炎をチャージし始めた。それは特大の火球、などというレベルではなかった。自らの頭部よりも遥はるかに巨大な、燃え上がるエネルギーの塊だとイーライは思った。

　右腕を打つ鼓動が、心臓よりも速くなっている。イーライも限界が近い。きっとこれが、不死鳥との最後の激突となるだろう。

「『一刀両断』……」

　激痛に苛さいなまれながらも、イーライは両目を閉じて精神を右腕に集中し始めた。そうして、右掌に、音を立てて渦巻くほどの強烈な冷気を収束、見る間に数十メートルはあろうかという、巨大な氷の長刀を生成して見せた。

「放てぇッ！」

　アグリアスの号令と同時に、力を溜ためていた不死鳥の嘴から、凄すさまじい破は壊かい力りよくの込められた炎のビームが放たれた。

　勝負を決する時が来た。

　イーライはカッと目を見開くと、右手の巨大氷剣にしっかりと左手を添え、渾こん身しんの力で縦に振り抜き、眼前に迫った炎のビームごと不死鳥の身体を真っ二つに斬きり裂いた。

「おおおおぉッ！　『氷ひよう焉えん大だい葬そう刃じん』！」

　左右に分割された不死鳥の巨体が凍結、イーライの手元で巨大氷剣が砕け散るのと同時に、不死鳥の身体もバラバラに砕くだけ散った。

　その瞬しゆん間かんである。

　砕け散った氷の中に、イーライは二人の人間の姿を見て捉とらえた。一人はアグリアスで、もう一人はフリエであった。不死鳥を倒したことにより、フリエが人の姿に戻ったのだ。同時に不死鳥の巨体を縛り付けていた鎖くさりの拘こう束そくも解け、空中を力なく落下していた。

　恐らくは彼女の肉体と同化しているのだろう、一いつ糸し纏まとわぬ姿で落下するフリエの胸元に、半分ほど埋まり込んだ黄金の卵が見えた。

「フリエエエエェ────────ッ！」

　この瞬しゆん間かんをどれだけ待ち望んでいただろう。

　今、この胸に込み上げる全ての想おもいを込めて、イーライは叫んだ。固く目を瞑つむり、意識のないフリエにも、彼女の意識の奥底、心にも届くように、ありったけの声を搾しぼり出した。

　最愛の女性の名を叫びながら、イーライは走り出した。

　右腕を蝕むしばむ痛みも忘れ、イーライは落下するフリエを目指して駆かけた。このままではフリエが地面に叩たたき付けられるということもある。だが、それ以前に、このまま放置すれば彼女はまた不死鳥の姿に戻ってしまう。それを阻そ止しするために、イーライにはどうしてもやらなければならないことがある。

　フリエを人の姿に戻すという、作戦の第二段階が完了。そしてすぐさま第三段階に移行する。これより先は時間との戦いだ。

　フリエに向かって駆け出したイーライの姿を認めるや、アグリアスは彼女を奪だつ還かんさせまいと手元の鎖くさりをフリエに向けて放った。

「させませんわ！」

「こっちの台詞せりふだぁッ！」

　アグリアスが鎖を放つのとほぼ同時に、イーライは思い切り地を蹴けって跳んだ。

　不死鳥が倒され、鎖の拘こう束そくが解ければ、アグリアスは再びフリエを拘束するために鎖を放つだろうと、イーライは最初からその行動を読み、警戒の目を光らせていたのだ。

　落下するフリエに向けて伸ばされるイーライの右腕と、同じように彼女に向けて蛇へびのように迫るアグリアスの鎖。

　先に動き出したイーライの方が若じやつ干かん速いだろうか、魔ま人じんの右腕がフリエの身体を抱き留めるかと思われた、その時だった。

　何と、イーライの右腕がフリエに触れることなく素通りし、その先に迫っていたアグリアスの鎖を摑つかんだのだ。

「な……ッ！」

　予想外のことに、驚きよう愕がくの声をあげるアグリアス。

「『凍とう迅じん疾しつ走そう』！」

　まるで火が導どう火か線せんを伝うように、イーライの右掌から放たれた冷気が長大な鎖を伝って走り抜け、鎖もろともアグリアスの右手を凍結させた。

「砕ッ！」

　不死鳥の炎で高温に熱せられ、その後、イーライが急速に凍結させた鎖だ。短く気合いを発して握り締めると、イーライの手元で鎖は粉々に砕け散った。その衝撃が、再び導火線の如く鎖を伝う。イーライの手元からアグリアスに向かい、鎖の破壊が文字通り連れん鎖さしてゆく。

　鎖くさりを伝う破壊の連鎖は、最後に凍結したアグリアスの右手を砕くだくことでストップした。

「ぎゃッ！」

　アグリアスは目を剝むいて絶叫した。

　恐らく痛覚は麻ま痺ひしている筈はずだが、精神的な衝しよう撃げきと動揺が声に出たのだろう。残された左手で右腕を押さえ、アグリアスは膝ひざを折ってその場にうずくまった。

　作戦の第三段階、フリエを拘こう束そくし、操あやつる『Ｄマテリア』の鎖の破壊、完了。

　次は急いで第四段階だ。

「フリエッ！」

　意識を失い、重力に引かれるままに落下するフリエ。イーライは身体ごとぶつかるようにして、左腕でフリエを抱き留めると、そのまま背中から床に落下した。

　たかだか数メートルの高さだが、人一人を抱いたままの不自然な姿勢で、しかも受身も取れずに落下したことにより、その衝撃が身体を伝わり、侵しん食しよく中ちゆうの右腕を激しく苛さいなんだが、今はそんなものを意に介している場合ではないし、時間もない。

「我慢してくれよ、フリエ……」

　苦痛を押し、急ぎ起き上がると、イーライはフリエをその場で仰向けに寝かせた。見れば、肩口の辺りからチロチロと種火のようなものが噴ふき出している。不死鳥化の兆ちよう候こうだろう、もう一刻の猶ゆう予よも許されぬ状況だ。

　彼女の胸元、半分ほど埋まり込んでいる黄金の卵に、イーライはこれまで自らの右腕を戒めていた鎖くさり、召しよう喚かん獣じゆうを調ちよう伏ぶくし、制御する『十じつ戒かいの聖せい鎖さ』を押し付けた。

　鎖が卵に触れたその瞬間、イーライの鎖は、まるで引き込まれるようにして卵に巻き付き、そのまま卵ごと彼女の肉体の底に埋まっていった。

　卵が鎖によって封印され、フリエの身体に完璧に同化したのだ。

　これが作戦の第四段階。人の姿に戻ったフリエが、不死鳥の姿に戻る前に『十戒の聖鎖』を与えることで制御、不死鳥化を防ぎ、彼女を人の姿に留め置いたのだ。

　巻き付いた鎖ごと、卵が水底に沈み込むようにして彼女の肉体に沈んでいったことには正直驚いたが、ともかくこれで、フリエはもう二度と不死鳥の姿に戻ることはない。

　考えた当初は無む謀ぼうとも思っていた作戦も、奇跡的にではあるが、どうにかここまで成功している。残るは最終段階、総仕上げのみだ。

　フリエが人の姿を取り戻したことで安あん堵どしたからか、魔ま人じんの皮ひ膚ふがイーライの右腕の上で激しく飛び跳ね、焼けるような激痛を訴うつたえている。

　その激痛に苛まれながら、イーライは何とか口を開いた。

「最初から、この時を狙ねらっていた。フリエが人の姿に戻るこの時を……」

　イーライの言葉が耳に入ったのだろう、右手を失って呻うめいていたアグリアスが、顔を上げて血走った目を向けてきた。

「な、何ですって……」

「幸い、僕は……持っていた……からな。く……ッ！　お前と同じ、召しよう喚かん獣じゆうを捕らえて調ちよう伏ぶくし、制御する鎖くさり、この『十じつ戒かいの聖せい鎖さ』を…………」

「し、しかし、そんなことをすれば貴方あなたも無事では済みませんことよ！　自身の力を制御する鎖を失うことになるのですから！」

　彼女の言うとおり、このままではイーライの身体は魔ま人じん化か部分の制御を失い、肉体を全て侵しん食しよくされることになるだろう。そうなればどうなるか。身体が負ふ荷かに耐え切れず絶命するか、さもなくば意識を乗っ取られて新たな『魔ま王おう』となり果てるか。

　どうなるにしろ、末路は悲惨である。だが、イーライはその末路を甘んじて受け入れる選択をした。それがイーライの覚悟。守護者としての決断。

「……だから…………うぅッ！　く……。さっき言ったじゃないか。フリエを守るそのためなら、僕はこの命を懸かけると…………」

　魔人の皮ひ膚ふが肘ひじの下ほぼ全てを侵食し、喋しやべるのも辛つらいほどの激痛が身体を襲おそっている。それでも何とか口を開くイーライに、アグリアスは信じられないといった目を向けていた。

「赤の他人のために、何と愚かな選択を…………」

　彼女の言葉を、その考えを否定するため、イーライは苦痛を押して声を張り上げた。

「彼女は……フリエは赤の他人じゃない！　僕の全てだ！　この世で最も愛する人だ！　そのフリエを守るためなら、この命、惜しくはない！」

　言い終わるや、その代だい償しようとばかりに更なる激痛が右腕全体に走った。その痛みを、血が出るほど強く、奥歯でぐぐぐっと嚙かみ殺し、イーライはよろよろと立ち上がった。

「ぐうううぅ……ぁ……ッ！　後は貴様を……フリエの心を縛る糸を持つ貴様を倒すだけだ、アグリアス・グリマルタ…………」

　正直、立っているのも辛い状態だ。ただ身体を持ち上げるだけのことで全身に脂あぶら汗あせを搔かき、身体を蝕むしばむ激痛に耐えなければならない。

　だが、イーライにはまだやるべきことが残っている。自分の命が尽つきるその前に、どうしてもやっておかねばならないことが。

　作戦の最終段階。フリエの心を操あやつり、支配しているアグリアスの排除。

　最早、体力の問題ではなかった。言わば執しゆう念ねん、命の炎を燃やして搾しぼり出した気力のみが、今のイーライを突き動かしている。

　アグリアスの命を狙ねらう、瞬またたかないイーライの目。

　確かにアグリアスは右手を失ったが、凍結が出血を止めているし、他に傷も負っていない。魔力もまだまだ余力がある。イーライはその逆、身体の何ど処こにも傷は負っていないが、全身に激痛が走り、歩くことすらままならない。

　しかし、追い詰められているのは確実にアグリアスの方だった。

　最早、戦意など欠片かけらもない。そんなものはイーライの、魔ま王おう『アスタロト』の氷結の力、そして執しつ拗ようなまでの執しゆう念ねんによって、粉々に砕くだかれてしまった。イーライの目の底に燃える執念が見えたのだろう、アグリアスは悲鳴をあげながら後ずさりし始めた。

「ひ……ッ！　ひぃ……ッ！」

「覚悟……し…………」

　と、イーライはここで、遂ついに立つことすらも出来ずに倒れてしまった。

「あ…………ぐ、う、あああぁ………………ッ！」

　地面の上で身体を折り、イーライは苦痛に呻うめいた。立っていることはおろか、もう、まともに喋しやべることも出来ないほどの苦痛が全身を蝕むしばんでいた。

　心臓の鼓こ動どうが、異様に速くなっている。まるで一生分の鼓動をここで刻み、イーライの命を終わらせようとしているかのようだ。

　まだ倒れるな。こんなところで寝ている場合じゃない。まだやり残したことがある。それをやり遂げなければフリエの心は捕らわれたままだ。立て。立て。

　もう声を出すことも出来ないイーライは、心の中で自分に言い聞かせた。

　しかし身体は思うように動いてくれず、痛みばかりを訴うつたえる。

　イーライは最後の力でどうにか顔を上げると、目で殺すぞとばかりに、執念に燃える視線をアグリアスに向けた。

　その目を見て、アグリアスは「ひッ！」と小さく悲鳴を発した。

「な、何っ！　何なの？　何故！　どうして私がこんな目に……ッ！　もう……もう嫌！　消えて！　消えてちょうだい！　消えなさい、貴方あなたッ！」

　恐怖のあまり、奥歯をカチカチと鳴らしながら、アグリアスはそれでも残る左腕を持ち上げてイーライに掌てのひらを向けた。

　魔法を放つつもりか、それとも鉄線の『Ｄマテリア』を使うつもりか。どちらにしろ、今のイーライにこれを防ぐような余力はない。

「私の前から……この世から消えてッ！」

　アグリアスが叫ぶのとほぼ同時に、彼女の背後から、

「貴様が消えろ、小娘」

　と、そう声をかける者があった。男の声である。

　一体誰だれだと、アグリアスが振り向こうとしたその時、腹部に、ふと、衝しよう撃げきが走った。

「………………え？」

　彼女が視線を腹部にまで下げると、何故だかそこから、黄金に輝かがやく剣の刃が生えていた。

　アルガスであった。彼が、彼女の腹に大剣の切きっ先さきを突き立てたのだ。

「なん……は……ぐ…………ッ！」

　滝のように腹部から血液が溢あふれ出し、体内をせり上がってきた血が口からも溢れ出す。

　真っ赤なドレスに身を包んだアグリアスが、真っ赤な血に塗まみれ、力なく倒れる。

　そうして、彼女が絶命したことを確認してから、アルガスは遺体の傍かたわらにしゃがみ込み、手を失った彼女の右腕を取った。

「貴様にはもう必要のないものだろう、鎖くさりの残りと糸は私がいただこう」

　アグリアスの右腕に巻き付いていた鎖の残りと、人心を操あやつる鉄線の『Ｄマテリア』を回収すると、アルガスは地面に蹲うずくまって呻うめいているイーライに歩み寄った。

「うう、ううううぅ……」

　もう、目を開けていることもままならないような状況だった。

「ブルー、気をしっかり持て。まだ死ぬ時ではない」

　言ってから、アルガスはその場にしゃがみ込み、懐ふところから革袋を取り出した。それは、ケイレヴがアルガスに預けた、侵しん食しよく抑よく制せい剤ざいのアンプルだった。

「ケイレヴ・レッドから預かった薬がある。魔ま人じんの皮ひ膚ふによる暴走を鎮しずめ、侵食を食い止めるものらしい。ブルー、歯を食い縛れ」

　アルガスは袋からアンプルを取り出し、針の部分のキャップを外すと、激しく隆起し脈打つイーライの右腕に、そのアンプルを突き立てた。

　アンプルから体内に薬剤が注入されると、イーライは痛みのあまり目を見開いた。

「あああ、ぐ、うううぅッ！　うあああぁ……ッ！」

　侵食をすら超える激痛が、右腕の魔人化部分全体を走り抜ける。それは薬剤が効き始めた証拠なのだが、今のイーライに耐え切れるようなものではなかった。

　激しく身体をのたうち回らせ、暴れるような声をあげた後、イーライはこと切れるようにして意識を失ってしまった。

「気を失ったか……」

　途端に静かになったイーライの口元に手を当て、息があることを確認すると、アルガスはアグリアスから奪った鎖の残りをイーライの右腕に巻き付けた。

　イーライはこれで助かったとばかりに立ち上がり、少し離はなれた場所に倒れているフリエの方に顔を向け、彼女の様子を検あらためる。

　彼女が特に傷など負っていないことを確認してから、アルガスは静かに口を開いた。

「卵は、姫様の肉体に取り込まれたか……。このまま放置すれば、不死鳥はあの男の……グリマルタ帝国初代皇帝の手に渡ることになるか」

　言ってから、アルガスは右手の剣に目を向けて、すぐさま首を横に振った。

「やむを得ない、だろうな……。リヒター王族最後の血を絶やすわけにはいかない」

　アルガスは再びイーライに顔を向けると、意識のない彼に、静かに語りかけた。

「ブルーよ。すでに時代は動き出している。これから時を待たずして、ウォールトル全土を揺るがすほどの時代のうねりが押し寄せる。リヒター王国も逃れようのない戦火に包まれることになるだろう。その時は、お前がしっかりと姫様を支え、守るのだ。千年の昔より我が魂たましいを捧ささげてきた、リヒター王国最後の姫君をな」

　言ってから、アルガスは自じ嘲ちようするように、小さく「ふ」と笑った。

「また、何ど処こかの戦場で再会することになるだろう。今しばらくの別れだ、ブルーよ」

　アルガスは『闇やみ属ぞく性せい』の魔ま法ほうによって大きな靄もやの塊を発生させると、その中に歩を進め、闇の中に消えて行った。

　消える直前、床に開いた穴の底から、イーライとフリエの名を呼ぶケイレヴの声を聞き、アルガスは再び小さな笑みを浮かべた。

「南北が手を結ぶ新時代、か……」

　アルガスのその呟つぶやきは、しかし誰だれの耳に留まることもなく、闇の中に搔かき消えた。













　　終章『新しい時代』







　戦場を満たしているのは、夥おびただしいまでの人いきれであった。これから始まる決戦に向けて、万の兵士たちが歩を進めている。ほんの数キロ先には、敵である同どう盟めい軍ぐんによって、同じ光景が再現されていることだろう。

　時を待たずして、戦せん闘とうが開始される。現場を知る歴戦の兵士たちは、徐じよ々じよにではあるが、確実に戦争の臭においが濃くなってきていることに気が付き始めている。

　イーライもまた、その戦争の臭いを敏びん感かんに感じ取っている一人だ。

　眼下に戦場を望む、アーミラル南なん部ぶ自じ治ち領りよう側の陣営後方に築かれた砲ほう塁るい。その砲塁が築かれた小高い丘の上で、一人の男が軍用スコープを手に戦場を睥へい睨げいしていた。

　アーミラル陸軍で採用されている機械鎧よろいに身を包み、左手に異い形ぎようを宿した赤髪の男。よくよく確認するまでもなく、ケイレヴ・レッドその人であった。

「何を見てるんだ？」

　丘の上に築かれた小規模な陣地の中にケイレヴの背中を見つけたイーライが、彼の背中に声をかける。すると、ケイレヴはスコープから目を離して振り返った。

「ん？　おう、イーライか、久しぶりだな。一ヶ月くらいか？」

　イーライの姿を認めたケイレヴが、口元に微かな笑みを浮かべた。

　ワグナス・グリマルタ率いる同盟軍による聖地襲撃から僅わずかに一ヶ月。聖地から同盟軍が完全撤てつ退たいしたことを確認するや、次の任務があるからと、ケイレヴたちはすぐさまアーミラル本国へとんぼ返りしてしまった。会うのはその時以来だから、確かに普通の感覚で言うと久しぶりということになるのだろうが、イーライは五年半も独どく房ぼうで孤独に耐えた男だ。今さら一ヶ月やそこらで久しぶりという感覚にはならなかった。

　手を上げているケイレヴの口元、そこに咥くわえられた、紫し煙えん立ち昇る紙巻き煙草たばこを指差して、イーライは眉み間けんにしわを寄せた。

「あんた、暇さえあればいつでも煙草吸うんだな。寿命縮ちぢむぞ？」

　イーライが言うと、ケイレヴはけっ、と鋭するどく舌打ちした。

「会うなり、いきなり憎まれ口叩たたくんじゃねーよ、お前は。もっとこう、久しぶり、とか、会いたかった、とか、そういうのあるだろ？」

「男同士で何を……。気色悪い」

「何つー口の利きき方だ！　もっと年上を敬え！」

　無礼講を地で行く男が今さら何を言っているのか。

　イーライは苦笑を浮かべながら口を開いた。

「怒るなよ。感謝しているさ」

「あ？」

「あんたがいなければ、フリエを救うことは出来なかった」

「何だ、いきなり？　お世辞か？」

　いぶかしげな顔をして首を傾かしげるケイレヴ。きっと、イーライの言ったことを、言葉通りには信じていないのだろう。

　この男は相変わらずの様子だと思い、ほんの一いつ瞬しゆんだけ苦笑を浮かべてから、イーライは表情を正してケイレヴに頭を下げた。

「本心だよ。あんたには色々と世話になった」

　イーライは気の利きいた言い回しや振ふる舞まいを苦手としている。これはイーライなりの、ケイレヴに対する感謝の気持ちの表し方であった。

　するとケイレヴは渋じゆう面めんを作りながら、居心地悪そうにしてぽりぽりと後頭部を搔かき始めた。

「……何つーか、そう改まられても調子狂うんだけどな」

　じゃあどう言えばいいんだと、もう一度苦笑してから、イーライは頭を上げた。

「ところで、あんたの仲間は？」

「あっちで準備してるよ。ほら」

　と、ケイレヴはここから十数メートルくらい離れた場所に敷ふ設せつされた、簡かん易い指揮所のようなテントに向かって顎あごをしゃくった。見れば、慌しく動き回る兵士たちに混じって、ケイレヴが指揮する分隊の仲間たちが各々装備を整えているところだった。

　イーライの姿に気付いたナナとビシャスが頭を下げ、レオニダスが軽く手を上げる。イーライも軽く手を上げて彼らに応じてから、ケイレヴに向き直った。

「皆、元気そうだ」

「まあな。んで、お前はどうなんだ？　元気なのか？」

「見たとおりだ」

「あれから身体の調子は？」

　言いながら、ケイレヴは侵しん食しよくが進んだイーライの右腕を指差した。

　一ヶ月前、イーライは一時的にではあるが、鎖くさりの戒めを解き、普段は身体の奥底に眠っている『アスタロト』の真なる力を引き出した。フリエを救うため、やむなくやったことではあるが、結果として魔ま人じんの皮ひ膚ふによる肉体の侵食が進み、今では肘ひじ下したまでが魔人化していた。

「体調は良好だ。魔人の皮膚による侵食が進んだことで、むしろ力が増したよ。一度、北部から来た医者と科学者が僕の腕を調べたけど、今のところ命に別状はないらしい」

　より魔人本来のそれに近付いた右腕を持ち上げ、イーライは言った。

　魔人の皮膚による侵食は最初から分かっていたことだし、何より覚悟していたことだ。そもそも、イーライはフリエのためならば命を懸かけると公言している。

　ケイレヴもそれが分かっているから、声を荒げたりせず静かに頷うなずくだけだった。

「ふうん……。でも気を付けろよ？　侵しん食しよくが進み過ぎると寿命を削けずるからな。俺もドクターに二の腕まで侵食されたらアウトだって言われてる。下手したら魔ま人じん化か部分に意識まで侵食されちまって、お前自身が新たな『アスタロト』になっちまうかもしれねえ」

　五年半のブランクがあるイーライに比べ、その間も魔人の力で戦い続けてきたケイレヴの言うことだから、それは噓うそでも誇張でもないのだろう。

　彼の言葉を心に留め置き、イーライはうんうんと頷いた。

「分かってる。あの力を使うつもりはもうない。もう一度使えば、それこそ死んでしまうか本物の魔人になってしまう。どっちも御ご免めんだ」

「だったらいいけどよ。彼女の方はどうなんだ？」

　侵食が進んだイーライの身体もさることながら、ケイレヴはどうやらフリエの身体のことも心配していたようで、ごく真面目な様子でそう訊きいてきた。

　召しよう喚かん獣じゆうを調ちよう伏ぶくする右腕の鎖くさりを分け与えるというイーライの機転により、フリエは命を失うことなく、その身の内に『フェニックス』を封じることに成功した。

　しかしながら、イーライやケイレヴのように、召喚獣の身体の一部を移植するのではなく、召喚獣そのものを身の内に宿す人間というのは、古今東西、歴史を紐ひも解といてみても、フリエが初なのだという。今のところフリエの身体に別状はないものの、前例のないことだけに、今後どうなるかが分かっておらず、容易に予測を立てるということも出来ずにいた。

「フリエは……まあ、とりあえずは大丈夫だ。今のところ、命の危険とかはないらしい」

　イーライが言うと、ケイレヴはふむ、と唸うなった。

「彼女の身体に『フェニックス』が上手く適合したんだろうな。ひとまずは無事で何よりってところか。しかし彼女、落ち込んでたりしてないか？」

「彼女なりに思うところはあるみたいだが、どちらかというと前向きだよ。自分も僕やあんたみたいに召喚獣の能力を使えないかって、手探りで模も索さくしている最中だ」

「彼女は別に移植を受けたわけじゃないだろう。使えるのか？」

「同じ炎の力でも、あんたみたいにはいかないさ。不死鳥独自の、死者を蘇よみがえらせるような炎も出せる様子はない。でも、試し行こう錯さく誤ごの甲か斐いあって、指先にロウソクくらいの小さな火を灯ともすことは出来るようになった」

　イーライが言うと、ケイレヴは思わずといった感じで苦笑を浮かべた。

「ロウソクの火ねえ……。お前、それじゃあまるきりライターじゃねーか」

　そう言われても、イーライはライターなるものが何かを知らない。

「らいたって何だ？」

　イーライが素直にそう言うと、ケイレヴは閉口して、何事か考え込むように首を捻ひねった。

「このやり取り、何か前にもやったような……」

　と、考え込んでいるケイレヴの背後から、

「何をやったんです？」

　と声をかける者があった。

　声の主は、いつの間にかテントから出て来たナナであった。

　完全に油断していたのだろう、ケイレヴは「おわッ！」と声をあげて振り返った。

「いきなり背後から話しかけるな！　ビビるだろ！」

「少佐が気を抜いているから悪いんでしょう？　私のせいにしないでください」

「何つー口の利きき方だ！　もっと年上を敬え！」

「少佐、それ、誰だれにでも言ってません？」

「うるせー！」

　そう言って憤ふん慨がいするケイレヴをサラリとスルーすると、ナナは表情を正し、ごく真面目な様子でイーライに向き直った。

「お久しぶりです、ブルー将軍。南部方面隊に入隊して、軍人に復帰されたとか」

　確かに、釈しやく放ほうされて自由の身となったイーライは、改めてフリエの騎き士しとなるため、アーミラル陸軍南部方面隊に入隊することとなった。ただし、特別扱いはなしで。それが、軍人に復帰するための、唯一の条件だった。

「いや、もう将軍じゃないさ。僕は二等兵から再スタートだ」

　イーライが隠さずに告げると、ナナは驚きに目を見開いた。

「えッ！　に、二等兵……？」

「ああ。君の方が上官ということになるな」

　イーライの言葉に、ナナはすぐさま首を横に振った。

「そんな、恐れ多い……。私にとっては、今でも将軍は将軍です」

「ありがとう。義ぎ理り堅がたいんだな、君は」

「性格もお堅いんだぜ」

　二人の会話に、そう口を挟んだのはケイレヴだった。

　冗談めかして言ったケイレヴに対し、ナナは微笑みながら口を開いた。

「ついでに硬い拳こぶしで殴って差し上げましょうか？」

　そう言って、ナナは硬く握られた右拳を眼前に持ち上げた。

　口元は微笑んでいるものの、しかしその目が笑っていない。金こん剛ごうの如ごときオーラを拳から発しながらニコニコする彼女から、異様な雰囲気が漂っている。

　さしずめ夜や叉しやの気き位ぐらいといったところか。イーライが思わず息を吞のみ、ケイレヴが声を失う。

　彼女のプレッシャーに負けたケイレヴは、平身低頭極まる姿勢で彼女に謝罪した。

「…………謝るから殴らんでください」

「よろしい」

　ナナは上級将校のように大おお仰ぎように頷うなずくと、気持ち胸を張ってケイレヴの肩を叩たたいた。

　南部人と北部人、それもかつては敵同士として戦った国の者同士が、しっかりと信頼関係を築いている。イーライはある種の感かん慨がいを込めて、二人の様子に目をやっていた。

「仲がいいんだな、あんたら」

　別に、茶化しているわけではない。

　イーライが本心からそう言うと、二人は、

「はあ？」

「え？　そうですか？」

　と、同時に口を開いた。どうやら息もピッタリ合っているらしい。

「そういうところが、仲がいいって言うんだよ」

　そう言うイーライに、ケイレヴはけっ、と、やさぐれた少年のような舌打ちを返した。

　その様子に苦笑しながら、イーライはケイレヴに訊きいた。

「それはそうと、ちょっと訊きたいことがある」

「あん？　何だよ？」

「フリエのことだ。彼女は本当に本国に拘こう束そくされたりしないんだよな？　彼女の身み柄がらを秘密裏にどうこう……なんてことにはならないよな？」

　イーライが確認するように訊くと、ケイレヴは「勿もち論ろんだ」と頷いた。

「そこはお前、ジイサン……あ、いや、メルケル中ちゆう将じようが裏から手を回してくれてる。ホワイトロッド代表を殺して『フェニックス』を回収しよう、なんてことにはならん。ケスティウス教会との交渉も進めているが、ま、悪いようにはならんだろうさ。教きよう皇こうは代表の働きに恩義を感じているみたいだからな。そう心配しなさんな」

「そうか……」

「ああ、でも、必要になれば力を借りることはあるかも、とは言ってたけどな」

「アーミラル本国や教会に捕らわれるようなことにならなければ、それでいい」

　今現在、本国からの監かん視し付きではあるものの、フリエは南部自治領でそれまでと変わらぬ日常を過ごしている。監視のせいで多少の不自由はあるようだが、結果としては悪くない。むしろ命を狙ねらわれるような結果を回かい避ひ出来たのだから御の字だ。

「そもそも彼女は南部自治領の代表だからな。いくら本国のエライさんや教皇でも、無む闇やみに乱暴なことは出来ねえさ。そんなことをすりゃあ国家レベルの問題になる」

「とにかく、彼女の無事が保証されるのなら、文句はない」

　イーライがごく真面目にそう言うと、ケイレヴは何故か顔をニヤけさせ、こう言った。

「何せ自分の恋人だもんな」

　いきなり何を言い出すのか。

　イーライは思わず顔を赤面させ、激しくケイレヴに詰つめ寄った。

「お、おい！　レッド！　いきなり何を言い出すんだ！」

「ちょっと、少佐！　失礼ですよ！」

「何で？　違うのかよ？」

　ニヤニヤした顔のまま、ケイレヴがそう問い詰めてくる。

　イーライは「うぬぬぬ……」と唸うなってから、観かん念ねんしたように口を開いた。

「…………いや、違わないけど」

「だろ？　あれから一ヶ月もあったんだから、いろいろとあったんだろうなあ。何せ五年半も離れ離れだったんだ。積もる話もある。一ヶ月毎日語り合っても足りないくらいだろうよ。毎日毎夜、二人っきりで語り合ったんだろうなあ」

　確かに、色々とあった。五年半だ。五年半、互いを愛し合い、求め合い、しかしそれを許されなかった二人が再会したのだ。何もない方がおかしいだろう。

　だが、そういう色恋のことでからかわれるのは勘かん弁べん願いたい。

「…………色々あったのは認める。だけど、皆まで言う気はないからな」

「うぶなこって」

「少佐！　将軍に対して何て言い様ですか！」

　イーライの窮きゆう地ちを見過ごせなかったのだろう、ここでナナがケイレヴに詰め寄った。

　イーライにはどこまでも強気に出るケイレヴも、彼女には弱いらしく、両手を上げて分かった、分かったと頷うなずいた。

「南部人ってのはジョークの通じん奴やつばっかりだな」

「南部の気質として、下世話な冗談はあまり好まれない。あんたも少しは気を遣つかえ」

　そう言うイーライを、ケイレヴは鼻で笑った。

「へっ。なぁーに言ってやがる。南なん北ぼく融ゆう和わを忘れたか？」

「忘れちゃいない。だから、こうやって南部方面隊と北部方面隊が同じ戦場にいるんだろう」

　そう、今回の決戦にはケイレヴら『キメラ部隊』以外にも、北部方面隊、南部方面隊の混成部隊が出しゆつ撃げきしている。これが初の実戦運用ではあるものの、上層部は成果を期待している。

「そうだ。昔は敵同士だった俺たちも、今では肩を並べて戦えるまでになった。つまりは、仲間同士になったんだ」

「ああ、分かってるよ。だから少しは仲間に気を遣ってくれって言ってるじゃないか」

「つれないこと言うなよな。仲間だろ？」

「都合のいいことを……」

　言いながら、イーライはため息をつき、諦あきらめたように首を横に振った。口では一生ケイレヴには敵かなわないなと、そう思ったのだ。

「まあそう言わずに……」

　と、ケイレヴの言葉の途中で、とてつもない轟ごう音おんが鳴り響ひびいた。爆発音である。恐らくは砲ほう撃げきだが、自陣からのものではない。

　見れば、進軍を続けるアーミラル陣じん営えいの先頭あたりから煙が立ち昇っている。どうやらアーミラル側が敵軍の先制攻撃を受けたようだ。

　最初の爆発音を皮切りに、新たな爆発音や銃じゆう声せいが響き始める。参さん謀ぼう本部が立てた予測よりも大分早く始まったようだが、同どう盟めい軍ぐん対アーミラル軍の戦せん闘とうが開始されたのだ。

　口元から左手で煙草たばこを取って灰にすると、ケイレヴはイーライに顔を向けた。

「……来たぞ！」

　それまでは冗談ばかり言っていたケイレヴの顔が途端に引き締まり、精せい悍かんさを帯びる。

「いいか、よく聞けよ？　今回の戦場には、グリマルタ帝国軍最強と謳うたわれる第一皇子、タイタス・グリマルタの『ラーハルト騎き士し団だん』が出で張ばっている」

　噂うわさ程度のことではあるが、イーライもタイタス・グリマルタが残したという数々の武勇伝や逸いつ話わを聞いたことがある。無論、その話のいずれも、およそ人間の仕業とも思えぬ悪あつ鬼き羅ら刹せつの所しよ業ぎようであったことは言うまでもない。

「タイタス・グリマルタか……。噂でしか聞いたことはないが、難敵だろうな」

「ああ。一筋縄じゃいかんだろうよ」

「……きっと、とんでもない化け物に違いない」

　イーライが思っていることを素直に言うと、ケイレヴが苦笑を浮かべた。

「お前が言うなよ」

　イーライの魔ま手しゆを指差しながら、そう言うケイレヴ。

　イーライは「あんたに言われたくないよ」と前置きしてから言葉を返した。

「僕なんかより、あんたの方がよっぽど化け物じみてるじゃないか」

　聞くなり、ケイレヴはけっ、と舌打ちをした。

「嫌味な謙けん遜そんだな、おい。決戦を前に、随ずい分ぶんと余裕じゃねーか」

　そういう、少年のような拗すね方をするケイレヴに、イーライも思わず苦笑を返した。

「冗談だろう？　緊張でガチガチだ」

　もう一度けっ、と舌打ちしてから、ケイレヴはイーライの肩を叩たたいた。

「謙遜するなっつってんだろ？　頼りにしてるぜ、将軍サマよ」

「何言ってるんだ？　さっきも言ったが、僕は二等兵から再スタートだ」

「へっ。随分と大物の二等兵ルーキーもいたもんだ」

　言ってから、ケイレヴはイーライから視線を外し、再び戦場の方に目をやった。

「そんじゃま、行こうか。俺たちの故郷を……アーミラルを守るために」

　ケイレヴの言葉に、イーライも力強く頷うなずいた。

「ああ、行こう。南部自治領は……フリエが守ろうとしているものは、僕が守るんだ。彼女の騎き士しである、この僕が」

「ナナも、準備いいな？」

「はい！　いつでも行けます！」

「よし！　レオ！　ビシャス！　出しゆつ撃げきだ！」

　ケイレヴが準備をしていた二人の方に大声で叫ぶ。すると、打てば響ひびくといった具合に、

「了解！」

　と、声が返って来た。

　北部兵士と南部兵士の混成でありながら、実にいいチームであると、イーライは思った。リヒター王国時代の常識では考えられぬことであり、そのことが、イーライに新しい時代を生きているのだという強い実感を与えていた。

「行くぞ、イーライ！」

「おう！」

　威勢良く返し、イーライはかつての敵、そして新たな仲間となった北部の兵士、ケイレヴと肩を並べて、新しい時代の戦場へと走り出した。










　　　あとがき




　デビュー作『灰かい燼じんのカーディナル・レッド』一巻を買っていただいたみなさま、おひさしぶりでございます。そしていきなり二巻から買ったという勇気溢あふるるそこな御方、お初にお目にかかります。西にし村むら西せいでございます。




　さて、本書『灰燼のカーディナル・レッド』二巻なのですが、実は当初、本書には一巻の設定を引き継ついだ新作というコンセプトが存在していました。

　プロット（作家が物語を書くための設計図のようなもの）の段階では、一巻の主人公ケイレヴをゲストキャラとして扱い、一巻でちょい役程度の扱いだったキャラクターを主人公の相あい棒ぼうとして登場させたりといった案がありました。

　紆う余よ曲きよく折せつあって、本書はこのような形に落ち着きましたが、機会があれば、プロットの段階では登場する予定だったキャラクターを後の作品で登場させたいと思っております。一巻を読まれた方は、どのキャラクターが出るのだろうと予想する楽しみ方もあるかと思います。




　みなさまの目に、新主人公イーライ、そして新キャラクターたちの姿はどのように映ったでしょうか？　一巻でケイレヴたちが好きだと言ってくれた方々に、彼らのことも同じように好いてもらえるのなら、これほど嬉うれしいことはありません。それこそ作家冥みよう利りに尽つきるというもの。それだけで本書執しつ筆ぴつにかけたがんばりが報われます。




　これはあくまでも仮の話なのですが、本作を続けさせていただけるのなら、今後はケイレヴとイーライの物語を交互に書いていきたいと、そう思っております。時には二人が肩を並べて登場し、互いに背中を預けながら戦ったりということもあるかもしれません。




　最後に、本書の発行に携たずさわってくれた全ての方々、お世話になっている担当・粂くめ田た氏、今回も美び麗れいなイラストを描いてくださった暗あん猫びようさん、相変わらず支えてくれている家族、有益なアドバイスをくれる友人、そして何より本書を読んでくださった全ての方々に感謝を。世の中に数多あまたある書籍の中から本書を手にとっていただき、本当にありがとうございました。




　早期の再会を祈りつつ、今回はこれにてお別れ。

　またね。





二〇一三年　八月　西村西
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西にし村むら 西せい

北海道出身、札幌市在住の新人作家。

第十七回電撃小説大賞への応募を機に拾ってもらい、『灰燼のカーディナル・レッド』にてデビュー。ラーメンとカレーライスをこよなく愛する、味覚が子供でストップしてるオッサンです。
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イラスト／暗あん猫びょう

夏の暑さと、仕事の忙しさと、原稿の締め切りと、いっぺんに闘うハメになるとは考えもしなかった２巻目です。鎧、鎖と実は人物より手のかかる作画に苦戦したのは内緒です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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